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序

　洋野町は岩手県の最北端に位置し、北は青森県三戸郡階上町、西は軽米町、南は

久慈市、東は太平洋に接し、海と高原に囲まれた自然豊かな町です。平成 18 年 1 月

1 日、旧種市町と旧大野村が合併して洋野町が誕生しました。

　町内には現在 243 箇所の遺跡が登録されています。先人の残したこれらの文化遺

産を保護し、保存していくことは私たち町民に課せられた重大な責務であります。

　本報告書は、風力発電事業に伴う埋蔵文化財調査の報告をまとめたものです。こ

の調査の結果が今後この地域の歴史を解明する上でお役に立てれば幸いです。また、

本書が関係者はもちろん、広く町民の方々に活用され、埋蔵文化財に対する理解と

保護に多少なりとも寄与されることを願っております。

　最後になりましたが、発掘調査及び報告書作成にあたり、多大なご助言ご協力を

いただきました関係者の方々に厚く御礼を申し上げます。

　令和４年３月

	 洋野町教育委員会

	 教育長	 城下　道幸



例　　言

１.	本報告書は、岩手県九戸郡洋野町内に所在する下記８遺跡の発掘調査結果を収録したものである。

　　西戸類家Ⅰ遺跡（岩手県九戸郡洋野町種市第 10 地割字西戸類家 96 番４）

　　西戸類家Ⅲ遺跡（岩手県九戸郡洋野町種市第 10 地割字西戸類家 123 番２）

　　西戸類家Ⅴ遺跡（岩手県九戸郡洋野町種市第 10 地割字西戸類家 96 番１）

　　西戸類家Ⅷ遺跡（岩手県九戸郡洋野町種市第 10 地割字西戸類家 105 番１）

　　南戸類家Ⅰ遺跡（岩手県九戸郡洋野町種市第８地割字南戸類家 73 番２）

　　南玉川Ⅲ遺跡（岩手県九戸郡洋野町種市第 11 地割字南玉川 147 番）

　　南玉川Ⅸ遺跡（岩手県九戸郡洋野町種市第 11 地割字南玉川 111 番２）

　　松ケ沢Ⅲ遺跡（岩手県九戸郡洋野町種市第 74 地割字松ケ沢 139 番 67）

２.	本報告書で報告する８遺跡の調査は、洋野町風力発電事業に伴う事前の緊急発掘調査であり、調査に係る

　　費用は洋野風力開発株式会社が負担した。

３.	本報告書で報告する８遺跡の岩手県遺跡台帳における遺跡番号は下記のとおりである。

　　西戸類家Ⅰ遺跡：IF68-1386　西戸類家Ⅲ遺跡：IF78-0045　西戸類家Ⅴ遺跡：IF69-1022

　　西戸類家Ⅷ遺跡：IF78-0104　南戸類家Ⅰ遺跡：IF68-2321　南玉川Ⅲ遺跡：IF68-1045

　　南玉川Ⅸ遺跡：IF68-2121　松ケ沢Ⅲ遺跡：IF77-1125

４.	本遺跡の調査は、洋野町教育委員会が主体として実施したもので、株式会社四門が調査支援業務を行った。

	 調査責任者 :千田政博 (洋野町教育委員会 )

	 調査員 :稲村晃嗣、田中雄大、春日貴明、小川達城、布村晋士、阿部孝行、山中慶太、金子堅二（株式会社四門）

５.	本書全体の編集・構成は稲村、千田が行った。執筆については下記のとおりである。

　　第Ⅰ・Ⅱ章：千田

　　西戸類家Ⅰ遺跡　第Ⅰ章：千田　第Ⅱ・Ⅲ章：田中　第Ⅳ章：株式会社パレオ・ラボ

　　　　　　　　　　第Ⅴ章：田中、松丸信治（株式会社四門）、稲村

　　西戸類家Ⅲ遺跡　第Ⅰ章：千田　第Ⅱ・Ⅲ章：田中　第Ⅳ章：株式会社火山灰考古学研究所　

　　　　　　　　　　第Ⅴ章：田中、稲村

　　西戸類家Ⅴ遺跡　第Ⅰ章：千田　第Ⅱ・Ⅲ章：田中　第Ⅳ章：パリノ・サーヴェイ株式会社

　　　　　　　　　　第Ⅴ章：田中、稲村

　　西戸類家Ⅷ遺跡　第Ⅰ章：千田　第Ⅱ・Ⅲ章：阿部　第Ⅳ章：パリノ・サーヴェイ株式会社

　　　　　　　　　　第Ⅴ章：阿部、稲村

　　南戸類家Ⅰ遺跡　第Ⅰ章：千田　第Ⅱ・Ⅲ章：春日　第Ⅳ章：株式会社火山灰考古学研究所

　　　　　　　　　　第Ⅴ章：春日、稲村

　　南玉川Ⅲ遺跡　　第Ⅰ章：千田　第Ⅱ・Ⅲ章：布村　第Ⅳ章：株式会社パレオ・ラボ

　　　　　　　　　　第Ⅴ章：布村、高橋泰子（株式会社四門）、稲村

　　南玉川Ⅸ遺跡　　第Ⅰ章：千田　第Ⅱ・Ⅲ章：田中　第Ⅳ章：田中、稲村

　　松ケ沢Ⅲ遺跡　　第Ⅰ章：千田　第Ⅱ・Ⅲ章：布村　第Ⅳ章：パリノ・サーヴェイ株式会社

　　　　　　　　　　第Ⅴ章：布村、稲村



６.	試料の分析・鑑定及び委託業務、原稿作成は、下記の方々・団体に依頼した。（敬称略）

	 自然科学分折：株式会社パレオ・ラボ（西戸類家Ⅰ遺跡・南玉川Ⅲ遺跡）

　　　　　　　　　株式会社火山灰考古学研究所（西戸類家Ⅲ遺跡・南戸類家Ⅰ遺跡）

　　　　　　　　　パリノ・サーヴェイ株式会社（西戸類家Ⅴ遺跡・西戸類家Ⅷ遺跡・松ケ沢Ⅲ遺跡）

	 石器図化：株式会社ラング

	 石質鑑定：花崗岩研究会

	 基準点の測量：株式会社北山測量設計

７.野外調査、資料収集及び本報告書の作成等に際して、下記の方々からご指導、ご助言、ご協力を賜った。

記して感謝申し上げます。(五十音順、敬称略 )

	 相原淳一、稲野裕介、金子昭彦、小林圭一、佐々木清文、福島正和

８.発掘調査作業において、下記の方々にご協力をいただいた。(五十音順、敬称略 ) 

	 相野美香、安藤セツ、大宮房子、久慈のぶ子、久慈ミヨ、久慈道美千子、黒坂誠吉、齋藤スミ子、 

坂本恵美子、桜庭邦子、下野正勝、大光　登、田中セイ、玉澤ハナヱ、西由美子、畑川三重子、東山ウタ子、

東山良子、萬谷忠夫、村山レイ、柳沢博文、有限会社薩摩建設

９.室内整理、報告書作成にあたって、下記の方々にご協力をいただいた。(五十音順、敬称略 )

	 石倉　絢、井上佐知、岩尾和彦、植松早苗、木田いずみ、桐生多美子、金城真理子、嶋田育世、清水香枝、 

鈴木敏則、髙橋可南子、髙橋美緒、田丸美紀、續石貴子、西村晴巳、早坂美由紀、藤森紀子、松崎　昇、 

水島絵理、横山　香、米倉　彩

10. 第Ⅱ章洋野町内の遺跡については、令和３年４月時点での岩手県遺跡台帳に基づくものである。

11. 調査で得られた遺物・諸記録等については、 洋野町教育委員会で保管、管理している。

12. 参考文献については文末に収めた。
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凡　　例

１.	�第１図遺跡位置図・第２図町内遺跡分布図、各遺跡の第 1図遺跡位置図、南玉川Ⅲ遺跡の第 25 図古代竪穴

住居跡検出遺跡位置図は国土地理院発行の 50,000 分の 1の地形図を複写し、縮尺補正や必要情報を加筆す

るなどして使用した。

２.	�各遺跡の第２図遺跡範囲図は岩手県遺跡情報検索システム（令和３年度データ）所収の 5,000 分の 1の地形

図を複写して使用した。

３.	遺構図版の縮尺は、1/20 又は 1/60 で掲載した。

　 一部縮尺の異なる遺構については図中に示した。

４.	本書で使用する遺構表示記号は、下記のとおりである。

	� SI：竪穴住居跡　SK：土坑　TP：溝状土坑　SD：溝跡　SP：ピット　SW：炭窯跡　SK1：床下土坑　 

P：遺構内ピット

５.	各遺構内の層位には算用数字を使用した。深掘土層序にはローマ数字を用いた。

６.	本報告書に収載した遺構実測図に付した方位は、国家座標第Ⅹ系による座標北を示す。

７.	�遺物図版の縮尺は、土器・石器とも 1/3 とした。遺物写真図版の縮尺も 1/3 とした。一部縮尺の異なる遺物

については図中に示した。

８.	遺構写真図版は、縮尺不定である。

９.	土層の色調観察は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修「新版標準土色帖」を使用した。

10.	遺構図版の凡例は以下のとおりである。

　土師器 ▲ 　礫 ・ 石器

想定線

硬化面

● 　縄文土器

オーバーハング

被熱赤変範囲

♦ 　炭化物 ・ 腐植質堆積物

焼土

撹乱

11. 土器・石器図版の凡例は以下のとおりである。

磨面 付着物 黒色処理

使用トーン等一覧
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Ⅰ．調査に至る経過

　本発掘調査は、洋野風力開発株式会社による風力発電事業に伴い実施されたものである。事業計画では洋野町

内の31箇所に風車及び変電所を建設するもので、平成30年９月６日、事業者から洋野町教育委員会教育長あて

に事業地の埋蔵文化財包蔵地の所在について照会があり、事業地内の掘削面積や建設数を踏まえ、分布調査が必

要であるとの回答をした。その後同年10月５日、分布調査の依頼書が提出され、事業地を確認したところ、地

形などの状況から全ての建設予定地において未確認の埋蔵文化財包蔵地が所在する可能性があったため、埋蔵文

化財確認試掘調査が必要であると回答した。洋野町教育委員会は平成31年４月22日に埋蔵文化財確認試掘調査

に着手、令和３年10月８日までに変電所建設予定地を含めた計33箇所の試掘調査を実施し、28箇所で新規の遺

跡が発見された(註１)。

　試掘調査と並行して本発掘調査も実施、令和元年度は南玉川Ⅰ遺跡及び小田ノ沢Ⅱ遺跡、令和２年度は北玉川

Ⅱ遺跡及び南玉川Ⅳ遺跡の調査を実施した(註２)。

　令和３年度の本発掘調査は、第１次から第４次にわたり計９遺跡について下記のとおり実施した。本報告書は

第４次発掘調査において次年度継続調査となった南玉川Ⅷ遺跡を除く８遺跡の調査をまとめたものである。

＜第１次発掘調査＞

　西戸類家Ⅰ遺跡　調査期間：令和３年６月１日～令和３年６月18日　

　西戸類家Ⅴ遺跡　調査期間：令和３年６月９日～令和３年７月13日　

＜第２次発掘調査＞

　西戸類家Ⅲ遺跡　調査期間：令和３年７月15日～令和３年８月23日

　南戸類家Ⅰ遺跡　調査期間：令和３年７月20日～令和３年８月23日　

＜第３次発掘調査＞

　南玉川Ⅲ遺跡　　調査期間：令和３年８月17日～令和３年10月４日　　　

　南玉川Ⅸ遺跡　　調査期間：令和３年８月20日～令和３年９月９日　　

＜第４次発掘調査＞

　西戸類家Ⅷ遺跡　調査期間：令和３年９月13日～令和３年10月20日　　　

　松ケ沢Ⅲ遺跡　　調査期間：令和３年９月30日～令和３年10月21日　

　南玉川Ⅷ遺跡　　調査期間：令和３年９月13日～令和３年11月１日（次年度以降継続調査）

(註１)詳細については、下記文献に記載している。

洋野町教育委員会　2021 『洋野町内試掘調査報告書（2019年度調査）』 洋野町埋蔵文化財調査報告書第10集

洋野町教育委員会　2022 『洋野町内試掘調査報告書（2020年度調査）』 洋野町埋蔵文化財調査報告書第12集

(註２)調査結果については、下記文献に記載している。

洋野町教育委員会　2020 『南玉川Ⅰ遺跡・小田ノ沢Ⅱ遺跡発掘調査報告書』 洋野町埋蔵文化財調査報告書第７集

洋野町教育委員会　2021 『北玉川Ⅱ遺跡・南玉川Ⅳ遺跡発掘調査報告書』 洋野町埋蔵文化財調査報告書第11集
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Ⅱ．洋野町内の遺跡

洋野町内に所在する遺跡は、令和３年（2021）４月現在、岩手県遺跡台帳に243遺跡が登録されている。平成23

年（2011）以降、三陸沿岸道路建設や再生可能エネルギー事業等に係る試掘調査により新規発見の遺跡が増加し

ている。

町内遺跡詳細分布調査は、旧種市町が行った平成16年度（2004）の角の浜・伝吉・平内・麦沢（姥沢）地区の分

布調査のみである。旧大野村分についても実施しておらず、町内には未発見の遺跡が多く所在するものと想定さ

れる。町内の発掘調査は岩手大学草間俊一氏により昭和30年（1955）から昭和36年（1961）にかけて遺跡の踏査と

発掘調査が行われたのが最初であるが、その後平成25年度（2013）までの調査事例は数件にとどまっていた。平

成26年度（2014）以降、三陸沿岸道路建設等に伴う本発掘調査により調査事例が急激に増加したものの、町内に

所在する遺跡の様相については不明な部分が多い。

旧石器時代の遺跡として、中野地区の尺沢遺跡（222）が登録されている。同遺跡は令和元年度（2019）、久慈地

区汚泥再生処理センター建設工事に係る洋野町教育委員会による発掘調査で、ナイフ形石器が出土している。そ

の他にも『角川日本地名大辞典３岩手県』には、〝鉄山遺跡〟〝有家遺跡〟と未登録遺跡の記載があり、いずれも高

館火山灰層最上部から旧石器が発見されたとあるが、詳細は不明である。

縄文時代の遺跡数は、全体の７割以上を占める。草創期の遺跡として板橋Ⅱ遺跡（221）、鹿糠浜Ⅰ遺跡（198）

があり、いずれも爪形文土器が出土している。板橋Ⅱ遺跡は、公益財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セ

ンター（以下岩手県埋蔵文化財センターに略称する）による令和元年度（2019）の調査において出土したものである。

爪形文が矢羽根状に並ぶことから、八戸市黄檗遺跡で出土した爪形文土器に近いものとみられる。

早期の遺跡として、ゴッソー遺跡（20）、大宮Ⅱ遺跡（47）、大宮Ⅰ遺跡（48）、宿戸遺跡（199）、中野城内遺跡（203）、

尺沢遺跡（222）などがある。旧石器が出土した尺沢遺跡では、日計式の押型文土器が出土し、同時期とみられる

石器も出土している。また、岩手県埋蔵文化財センターによる平成６年度（1994）のゴッソー遺跡発掘調査では

日計式土器、魚骨回転文土器等が出土している。

貝殻文の土器が出土した事例は古く、昭和36年（1961）の草間氏による大宮遺跡の発掘調査時に出土したものが、

岩手県で初めて復元された貝殻文の尖底土器と報告がある。宿戸遺跡（199）では、岩手県埋蔵文化財センターに

よる平成28年度～30年度（2016～2018）の調査で、早期中葉～前期前葉の竪穴住居跡が多数検出され、白浜式か

ら寺の沢式までの土器が多く出土した。白浜式土器は中野城内遺跡（203）の調査でも出土している。

前期の遺跡として、ゴッソー遺跡（20）、上のマッカ遺跡（43）、北ノ沢Ⅰ遺跡（163）、鹿糠浜Ⅰ遺跡（198）、宿

戸遺跡（199）、小田ノ沢Ⅰ遺跡（200）、田ノ端Ⅱ遺跡（209）などがある。ゴッソー遺跡は早期～晩期の縄文土器が

出土しているが、前期初頭の遺物量が多く、特に平成６年度（1994）の本発掘調査で出土したコンパス文土器や

押型文土器は岩手県で初めての出土とみられる。鹿糠浜Ⅰ遺跡では、岩手県埋蔵文化財センターによる平成29

年度・30年度（2017・2018）の調査で、前期初頭～前葉にかけての土器が多量に出土した。また、北ノ沢Ⅰ遺跡

の調査では、円筒下層ｄ2式から上層ｂ式にかけての土器の捨て場であることが確認された。

中期の遺跡として、千敷平遺跡（４）、ゴッソー遺跡（20）、上のマッカ遺跡（43）、北ノ沢Ⅰ遺跡（163）などがあ

る。平成27年度（2015）洋野町教育委員会によるゴッソー遺跡の本発掘調査では、中期初頭の竪穴住居跡が1棟

発見され、三重の入れ子にした土器埋設炉と単体の土器埋設炉が並列した状態で出土した。その入れ子の土器埋

設炉の中からヒエの胚乳が検出されている。

後期の遺跡として、平内Ⅱ遺跡（65）、上水沢Ⅱ遺跡（92）、西平内Ⅰ遺跡（185）、南川尻遺跡（194）、サンニヤ

Ⅰ遺跡（195）、北鹿糠遺跡（196）、下向Ⅰ遺跡（202）、続石遺跡（213）、サンニヤⅢ遺跡（218）などがある。町内

では、縄文時代後期の遺跡が最も多く、溝状土坑（陥し穴状遺構）と後期前葉の土器が出土する遺跡が多数を占

める。平内Ⅱ遺跡は洋野町教育委員会により、平成11年度（1999）から平成25年度（2013）の間、延べ６箇年発掘



‒ 4 ‒

調査が行われた。屋外炉、集石、焼土遺構、溝状土坑が検出されており、出土した土器は主に後期前葉に位置付

けられる。上水沢Ⅱ遺跡は平成12年度（2000）の岩手県埋蔵文化財センターによる調査で、後期前葉〜後葉の竪

穴住居跡が11棟発見された。

西平内Ⅰ遺跡（185）では、平成26年度・27年度（2014・2015）の三陸沿岸道路建設に伴う発掘調査において、

集石群59基、弧状の石列１基、整地層２枚、掘立柱建物跡５棟、竪穴住居跡５棟、竪穴状遺構１基の他、埋設

土器、焼土遺構、炉跡などが発見された。その後、令和元年度（2019）の洋野町教育委員会によるトレンチ発掘

調査により、弧状の石列が環状列石であることが明らかになった。同遺跡は平成30年（2018）に町史跡に指定さ

れている。

なお、三陸沿岸道路建設事業に伴い発掘調査が行われた遺跡で、後期に属する竪穴住居跡が検出された遺跡は、

上のマッカ遺跡（43）、西平内Ⅰ遺跡（185）、南川尻遺跡（194）、サンニヤⅠ遺跡（195）、北鹿糠遺跡（196）、鹿糠

浜Ⅱ遺跡（197）、鹿糠浜Ⅰ遺跡（198）、宿戸遺跡（199）、北玉川Ⅰ遺跡（208）、小田ノ沢Ⅰ遺跡（200）、南鹿糠Ⅰ

遺跡（206）、板橋Ⅱ遺跡（221）があり、ほとんどが前葉のものである。宿戸遺跡では前葉の他に中葉・後葉のも

のも検出されており、南川尻遺跡は後葉のみである。

晩期の遺跡として、たけの子遺跡（21）、大平遺跡（32）、ニサクドウ遺跡（58）、戸類家遺跡（61）、田ノ沢遺跡（63）

などがある。特にたけの子遺跡は町内で晩期を代表する遺跡である。昭和36年度（1961）、岩手県遺跡台帳作成

調査において、太平洋戦争時開墾の際には多数の土器が出土し、その後植林はされたが包含層は良好で重要な遺

跡との報告がある。洋野町立種市歴史民俗資料館収蔵の考古資料の多くはこの遺跡からの出土である。戸類家遺

跡は昭和32年（1957）に慶應義塾大学江坂輝彌氏による発掘調査が行われており、土器、石器の他に土偶が出土し、

現在、慶應義塾大学文学部民族学考古学研究室に収蔵されている。また、昭和７年（1932）には岩手県史跡名勝

天然記念物調査会委員であった小田島禄郎氏が旧種市町を訪れており、その時に採集された田ノ沢遺跡、八木貝

塚（37）の出土遺物が岩手県立博物館に収蔵されている。

なお、貝塚遺跡としてホックリ貝塚（33）、八木貝塚（37）、小子内貝塚（40）、黒マッカ貝塚（41）がある。ホッ

クリ貝塚では、洋野町の玉沢重作氏により岩手県で初めて縄文時代の製塩土器が発見された。海岸付近に位置す

る同貝塚は、昭和24年（1949）に行われた造船所の建設工事によりほぼ壊滅したとみられるが、製塩遺跡であっ

た可能性がある。この他縄文時代の製塩土器は、ゴッソー遺跡（20）の平成12年度（2000）岩手県埋蔵文化財センター

による発掘調査でコンテナ約１箱分出土している。洋野町立種市歴史民俗資料館には、たけの子遺跡（21）で採

集された縄文時代の製塩土器片が多数収蔵されている。また、平成16年度（2004）の種市町内遺跡詳細分布調査

において、南平内Ⅰ遺跡（182）より製塩土器片が縄文晩期の土器とともに発見された。同遺跡は現在の汀線まで

約150ｍの距離であるが、時代によっては汀線付近であった可能性もある。遺跡の残存状況も良くないため詳細

は不明であるが、位置から推測すると製塩を行った遺跡であることも考えられる。製塩土器は、鹿糠浜Ⅰ遺跡（198）

の調査でも出土している。

弥生時代の遺跡として、大平遺跡（32）、大宮Ⅱ遺跡（47）、大宮Ⅰ遺跡（48）、平内Ⅱ遺跡（65）、上水沢Ⅱ遺跡（92）、

北玉川Ⅰ遺跡（208）などがある。先述した平内Ⅱ遺跡では、平成25年度（2013）の調査で弥生時代前期後葉の竪穴

住居跡が２棟検出されている。北玉川Ⅰ遺跡の調査では、中期後半の竪穴住居跡が４棟検出された。上水沢Ⅱ遺

跡では弥生時代後期の竪穴住居跡が１棟検出され、土器がコンテナ約１箱分出土している。

古墳時代の遺跡については、南鹿糠Ⅰ遺跡（206）の発掘調査において、７世紀の竪穴住居跡が検出されている。

また、袖山遺跡（38）では、剣形の石製模造品が表面採集されている。同品も玉沢重作氏により発見されたもので、

長さ4.2㎝、最大幅1.5㎝、厚さは最大で４㎜、重さは3.6ｇ、石材は北上山地が産出地の蛇紋岩で、色調は暗

緑灰色である。茎の表現が簡略化された二等辺三角形に三角形を付加した形状で、全体が丁寧に研磨されて、頭

部には垂下孔とみられる径２㎜の穿孔があり、表面は鎬が表現されている。形状から５世紀後葉より古い可能性

がある。袖山遺跡は標高約50ｍの海岸段丘上に立地し、主な時代は縄文時代であるが、石製模造品の他には当

該期の遺物は発見されていない。昭和28年（1953）に東北大学伊東信雄氏が東北地方の石製模造品の集成を発表
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した「東北地方に於ける石製模造品の分布とその意義」により同品が紹介され知られるようになった。

奈良・平安時代の遺跡として、城内遺跡（11）、ニサクドウ遺跡（58）、二十一平遺跡（69）、八森遺跡（73）、鹿

糠浜Ⅱ遺跡（197）、サンニヤⅡ遺跡（205）、舘野遺跡（207）などがある。サンニヤⅡ遺跡では、平成26年度・27

年度（2014・2015）の岩手県教育委員会による発掘調査で、８世紀後半から９世紀前半の時期の竪穴住居跡が３

棟検出されている。また、国道45号線種市登坂車線整備事業に伴い、岩手県埋蔵文化財センターにより平成28

年度（2016）に調査が行われた八森遺跡でも８世紀代の竪穴住居跡が１棟検出されている。城内遺跡からは８世

紀代と考えられる土師器の長胴甕、球胴甕、甑、土師器坏が出土している。また、草間氏の『種市の歴史（原始

～中世）種市町諸遺跡の調査報告』によるとニサクドウ遺跡で土製支脚、土師器坏が出土している。

なお、上のマッカ遺跡（43）の発掘調査において、土師器と製塩土器を伴う竪穴建物跡が検出されている。また、

床面からは２基の炉跡が検出されており、土師器の年代から10世紀後半～11世紀の製塩工房とみられる。

平安時代の製塩土器は、二十一平遺跡（69）でも出土している。同遺跡は岩手県と青森県境を流れる二十一川

の南側の汀線付近に位置する。海岸整地に伴う重機の掘削により遺跡の存在が明らかになり、平成15年度（2003）

に新規登録された。製塩土器片、土製支脚片が多量に散布し、被熱したような円礫もみられた。現在までにコン

テナで約５箱分が採集されている。遺跡の立地、発見された遺物の状況から製塩を行った可能性が高いが、保存

状況は重機の掘削により一部破壊されていると考えられる。また、未登録の遺跡ではあるが、駒木野智寛氏、相

原淳一氏による古津波堆積層の調査に伴い海岸付近で採集された製塩土器もある。なお、古代の製塩土器は海岸

から6.2㎞の舘野遺跡（207）でも採集されており、町内には縄文時代や古代の製塩土器、土製支脚を伴う遺跡が

多く所在することが予想され、製塩遺跡の発見や製塩土器の資料の増加が見込まれる。

主な中世の遺跡として、城館跡が27遺跡登録されている。城館の分布調査が昭和59年（1984）に岩手県教育委

員会により行われているが、ほとんどが城主などの詳細が不明である。

種市の城内地区には種市氏の居城である種市城跡が所在する。種市氏は中世～近世初期に当地方を領有してい

た三戸南部氏（後の盛岡南部氏）の家臣である。『南部藩参考諸家系図』（以後系図）によれば、種市中務（実名不詳）

が三戸南部氏24代晴政から種市村、蛇口村（軽米町）並びに傍村賜り種市村に居住したとある。およそ16世紀半

ば頃と推測されるが、それ以前のことは不明である。『奥南旧指録』には、三戸南部氏25代晴継の股肱の臣とし

て中務が久慈備前らと名を連ねており、三戸南部氏の有力家臣であったとみられる。系図によると、種市中務の

長男光徳は同じく中務と称した。光徳は三戸南部氏26代信直（初代盛岡藩主）から種市村並びに傍村に600石を賜っ

たとある。『聞老遺事』によると、天正19年（1591）九戸政実の乱の際、信直方に属し18人の部下と鉄砲３挺、弓

３張で参陣している。また、２代盛岡藩主利直の時に起きた慶長５年（1600）の岩崎合戦では、部下18人と参陣

している。なお、系図には光徳の妻は根城南部氏（後の遠野南部氏）18代八戸政栄の弟新田政盛の娘であること

が記されている。

その後光徳の長男孫三郎が家督を継いだ。『聞老遺事』によれば大坂夏の陣に出陣している。光徳と孫三郎父子

は、初代盛岡藩主信直、２代盛岡藩主利直父子に仕え活躍した家臣であったが、孫三郎は３代盛岡藩主重直の時、

罪ありということで禄を没収され、慶安２年（1649）に没している。

光徳の次男吉広は系図によれば、天正15年（1587）に初代盛岡藩主信直から閉伊口村（久慈市）を賜り住んでい

たが、天正17年（1589）に蛇口村に替地を賜り、蛇口氏に姓を変えている。

岩手県遺跡台帳には、平時居住していた平城の種市城跡（16）と非常時に立てこもったとされる山城の種市城

跡（17）が登録されている。平城の種市城跡はJR八戸線種市駅より西へ約９㎞に所在し、平城跡には現在でも馬

場屋敷、的場、神楽屋敷など当時の名残と思われる地名が存在する。そこから南西へ約１㎞に山城の種市城跡が

位置する。

天正18年（1590）、豊臣秀吉の朱印状により初代盛岡藩主信直が「南部内七郡」を安堵されると、八戸・九戸地

方一帯は信直が直接支配することとなり、寛永４年（1627）に根城南部氏が伊達氏に対する備えを理由に遠野へ

転封されると盛岡藩の直轄地になった。八戸には八戸城代が配置され、さらに八戸地方には八戸代官、九戸郡に
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は久慈代官を派遣し支配にあたったようである。

寛文４年（1664）９月、３代盛岡藩主重直が跡継ぎを決めないままに死去した。同年11月、幕府は重直の次弟

の重信と末弟の直房を呼び、盛岡藩10万石のうち８万石を重信に相続させ、残り２万石を直房に与え、新規に

一藩をおこさせる処置を取った。寛文５年（1665）２月、盛岡藩より領地の配分が行われ、八戸を居城とし、三

戸郡41箇村、九戸郡38箇村、志和郡４箇村、都合83箇村が付与された。八戸藩は、各村の支配のため通制とい

う行政区域を用い、三戸郡には八戸廻・名久井通・長苗代通、九戸郡には軽米通・久慈通、志和郡には志和の行

政区を設定し、各通には代官所を配置した。種市は八戸廻、大野は久慈通に属していた。

八戸藩の主な産業は、商業、林業、漁業、製塩業、製鉄業、造船業などがあり、特に製鉄は原料である砂鉄と

燃料の薪炭材が豊富であったため盛んに行われた。製鉄に関する史料は八戸藩の藩庁の日記である『目付所日記』、

『勘定所日記』、民間の史料では『晴山家文書』、『淵沢家文書』、『西町屋（石橋）文書』などがあり、様相を知るこ

とができる。

製鉄の中心地は大野で、鉄山会所として日払所がおかれ、鉄山支配人が詰めて生産方を指揮した。天保９年（1838）

には、大野の鉄山として玉川山、金取山、葛柄山、水沢山、大谷山、川井山、滝山の七山があった。『晴山家文書』

の天保８年（1837）「寛政年中より拾書」に鉄山支配人の経緯が記されているが、晴山文史郎から安永７年（1778）

に初代晴山吉三郎へ受け継がれ、その後数人の支配人を経て、享和２年（1802）からは飛騨の浜谷（屋）茂八郎が

引き継いだ。文政６年（1823）には、鉄山は藩営となり、石橋徳右衛門が支配人に就任して、その下支配人に二

代目晴山吉三郎が就いた。さらに天保５年（1834）の百姓一揆後は、軽米の淵沢円右衛門が支配人を命じられ、

天保９年からは江戸の美濃屋宗（惣）三郎（家臣名金子丈右衛門）へと移った経過が記されている。

近世の遺跡として町指定史跡の有家台場（46）がある。『目付所日記』によると、八戸藩では幕府から異国船警

戒の命を受けて、寛政３年（1791）に鉄砲堅・目付御用掛を任命し、異国船の警戒に当たらせたようである。寛

政５年（1793）の中里覚右衛門書き上げの「堅場」には「大堅」として鮫村、麦生、「小堅」として八太郎浦、湊浦、

小船渡浦、有家浦、中野浦の名があげられている。藩の日記などには異国船の出没記録がいくつかあるが、目付

所日記によると文政８年（1825）有家浦の沖合15里に異国船一隻が近寄り、伝馬船二隻を出して上陸の様子をみ

せたので、弓・鉄砲衆など計34人の藩士が同日に派遣されたことが記されている。その後、安政元年（1854）八

太郎・湊場尻・館鼻・塩越・鮫・小船渡・有家・久慈湊に台場が築かれ、有家にも陣屋堅の役人が任命された。

有家台場の現況は、八戸線の建設工事などで大部分が破壊されているものの、盛土遺構の一部が残存している。

製鉄関連の遺跡は、21箇所（旧種市町16箇所、旧大野村５箇所）登録されている。先述した七山の一つである

大谷鉄山（26）は大谷地区にあり、鉄山操業により形成された集落とみられ、製鉄に関わった人々の子孫が多く

居住している。製鉄関連の遺跡調査については、岩手県教育委員会の製鉄関連遺跡の詳細分布調査において、旧

種市町５箇所、旧大野村35箇所の遺跡の所在を確認している。また、元野田村教育長、田村栄一郎氏によるた

たら遺跡の踏査によると、旧種市町は鉄山跡12箇所の他、密銭場跡や鍛冶場跡など15箇所、旧大野村について

は製鉄関連の遺跡42箇所と鍛冶場跡を調査した結果の報告『みちのくの砂鉄いまいずこ』がある。鉄滓が採集さ

れる遺跡が少なくとも60箇所以上にのぼり、未発見のものも含めると相当数になると考えられる。

なお、南八木遺跡（201）で古代～中世の製鉄関連の遺跡が発見された。少なからず近世以前のものも所在する

ことが予想されるが、岩手県内製鉄関連遺跡調査事業に伴い当町を踏査した佐々木清文氏によると、ほとんどが

近世のもので、それ以前のものは所在しても少数であろうとのご教示をいただいている。今後製鉄関連の詳細な

町内全域の分布調査を行い、製鉄関連遺跡分布図の作成、遺跡の登録作業が必要である。

製鉄以外の金・銀・銅・鉛鉱山のいわゆる非鉄鉱業については、八戸藩の日記類に僅かにみられるが、盛岡藩

領に比べ八戸藩領内には大きな金山はなく、小規模な金山がいくつかあるのみとみられる。『梅内家文書』の慶安

２年（1649）の「砂金採取運上金請取状」によると、沢尻、雪畑、小手沢、野そうけ山に金山があったことが記さ

れている。岩手県遺跡台帳には金山跡として、小手野沢金山（14）、ノソウケ金山（23）の２遺跡が登録されている。
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2019『上のマッカ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 698 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2019『小田ノ沢遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 699 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2019『鹿糠浜Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 702 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2019『南八木遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 703 集

岩手県洋野町教育委員会　2019『西平内Ⅰ遺跡ハンドボーリング調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第４集

岩手県洋野町教育委員会　2019『続石遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第６集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団　

2020『サンニヤⅢ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 714 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団　

2020『田ノ端Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 715 集

久慈広域連合・岩手県洋野町教育委員会　2020『尺沢遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第８集

岩手県洋野町教育委員会　2020『西平内Ⅰ遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第９集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2021『北ノ沢Ⅰ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 725 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2021『宿戸遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 726 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2021『鹿糠浜Ⅰ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 727 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2021『北玉川Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 728 集

国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所・（公財）岩手県文化振興事業団

2021『板橋Ⅱ遺跡発掘調査報告書』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 729 集
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第
１
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町
内
の
遺
跡
一
覧
（
１
）

N
o
.

遺
跡
コ
ー

ド
遺

跡
名

よ
み

が
な

種
　

別
時

　
代

遺
　

構
　

・
　

遺
　

物
所

在
地

調
査

経
歴

備
　

　
　

　
　

考
文

献

1
I
F
3
7
-
1
3
8
6

角
浜

か
ど

の
は

ま
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

種
市

第
4
2
地

割
範

囲
変

更
（

平
成

2
3
年

度
）

※
4

2
I
F
3
7
-
2
3
9
6

伝
吉

Ⅰ
で

ん
き

ち
い

ち
散

布
地

縄
文

、
古

代
縄

文
土

器
（

早
・

前
・

後
期

）
、

剥
片

石
器

、
礫

石
器

、

土
師

器
等

種
市

第
4
3
～

4
5

地
割

伝
吉

遺
跡

か
ら

名
称

・
範

囲
変

更
（

平
成

2
3
年

度
）
、

範
囲

変
更

（
平

成
2
5
年

度
）

※
4

3
I
F
3
8
-
1
0
8
6

角
川

目
Ⅰ

か
ど

か
わ

め
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

（
前

・
中

・
晩

期
）
、

石
斧

、
敲

石
、

礫
器

種
市

第
3
9
地

割
蝦

夷
森
（

ア
イ

ヌ
森

）
遺

跡
か

ら
名

称
・
範

囲
変

更
（

平

成
2
3
年

度
）

※
4

4
I
F
4
7
-
2
3
3
4

千
敷

平
せ

ん
じ

き
だ

い
ら

集
落

跡
縄

文
縄

文
土

器
（

前
・

中
・

晩
期

）
、

石
棒

、
剥

片
種

市
第

4
8
地

割

5
I
F
4
8
-
0
1
7
0

平
内

Ⅰ
ひ

ら
な

い
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

（
前

・
中

期
）
、

剥
片

種
市

第
3
4
・

3
7
地

割
平

内
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跡
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ら
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称
・

範
囲
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（
平
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3
年

度
）

※
4
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I
F
4
8
-
1
2
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館
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だ

て
城

館
跡

中
世
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（
破

壊
）

種
市

第
2
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地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

7
I
F
4
8
-
2
2
3
4

横
手

よ
こ

て
散

布
地

縄
文

、
古

代
縄

文
土

器
（
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期

）
、
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師

器
種

市
第

2
4
地

割
範
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度
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8
-
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3
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縄

文
縄
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後
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第

2
1
地

割

9
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6
-
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0
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落
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縄

文
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縄
文
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（
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5
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1
0

I
F
5
6
-
0
3
7
0

八
幡
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館
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落
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縄
文
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跡
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査

1
4
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5
7
-
0
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0
9
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手

野
沢

金
山
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さ

わ
き

ん
ざ

ん
砂
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採

取
跡
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世

石
垣
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市

第
5
1
地

割
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手
野

山
金

山
よ

り
名

称
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更
（

平
成

1
3
年

度
）

1
5

I
F
5
7
-
0
3
1
7

土
橋

館
ど

ば
し

だ
て

城
館

跡
中

世
屋

敷
跡

、
採

掘
跡

種
市

第
5
1
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

1
6

I
F
5
7
-
1
0
2
3

種
市

城
（

平
城

）
た

ね
い

ち
じ

ょ
う

城
館

跡
中

世
堀

跡
種

市
第

5
7
・

6
0
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

1
7

I
F
5
7
-
2
0
3
3

種
市

城
（

山
城

）
た

ね
い

ち
じ

ょ
う

城
館

跡
中

世
堀

跡
、

平
場

種
市

第
6
0
地

割

1
8

I
F
5
8
-
0
0
3
4

小
手

野
沢

館
こ

て
の

さ
わ

だ
て

城
館

跡
中

世
堀

跡
、

平
場

種
市

第
5
1
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

1
9

I
F
5
8
-
0
1
6
9

板
橋

館
い

た
ば

し
だ

て
城

館
跡

中
世

単
郭

、
堀

跡
種

市
第

2
1
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

2
0

I
F
5
8
-
0
3
4
1

ゴ
ッ

ソ
ー

ご
っ

そ
ー

集
落

跡
、

狩
猟

場
跡

縄
文

竪
穴

住
居

跡
、

陥
し

穴
状

遺
構

、
焼

土
遺

構
、

柱
穴

状

小
土

坑
、
土

坑
、
縄

文
土

器
（

早
〜

晩
期

）
、
製

塩
土

器
、

弥
生

土
器

、
石

器

種
市

第
1
8
地

割
平

成
6
年

度
・

1
2
年

度
・

2
7
年

度
本

発
掘

調
査

※
１

※
1
0

2
1

I
F
5
8
-
1
0
0
6

た
け

の
子

た
け

の
こ

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
（

後
・

晩
期

）
、

製
塩

土
器

種
市

第
2
1
地

割

2
2

I
F
5
8
-
1
2
0
5

大
久

保
お

お
く

ぼ
散

布
地

縄
文

、
古

代
縄

文
土

器
（

前
・

後
・

晩
期

）
、
 
石

斧
、

土
師

器
種

市
第

1
9
地

割

2
3

I
F
6
6
-
0
1
5
6

ノ
ソ

ウ
ケ

金
山

の
そ

う
け

き
ん

ざ
ん

砂
金

採
取

跡
近

世
石

垣
種

市
第

7
0
地

割

2
4

I
F
6
6
-
0
3
0
0

小
茅

生
館

（
タ

テ
ッ

コ
）

こ
が

よ
う

だ
て

城
館

跡
中

世
種
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第

7
0
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

2
5

I
F
6
7
-
1
1
3
1

和
座

館
わ

ざ
だ

て
城

館
跡

中
世

単
郭

、
堀

跡
、

平
場

種
市

第
7
1
地

割
昭
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9
年

度
調

査
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種
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代
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査

経
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2
6

I
F
6
7
-
2
1
4
6

大
谷

鉄
山

お
お

や
て

つ
ざ

ん
製

鉄
関

連
近

世
鉄

滓
種

市
第

7
3
・

7
4
地

割
八

戸
藩

大
野

村
鉄

山

2
7

I
F
6
9
-
1
0
9
4

西
ノ

館
Ⅰ

に
し

の
だ

て
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

（
後

期
）
、

石
器

種
市

第
7
・

8
地

割
名

称
変

更
（

令
和

元
年

度
）

2
8

I
F
6
9
-
1
1
5
7

宿
戸

館
し

ゅ
く

の
へ

だ
て

城
館

跡
中

世
単

郭
、

堀
跡

、
平

場
種

市
第

7
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

2
9

I
F
6
9
-
2
0
1
3

西
の

館
に

し
の

だ
て

城
館

跡
中

世
土

塁
、

堀
跡

、
平

場
種

市
第

7
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

3
0

I
F
6
9
-
2
0
2
0

西
ノ

館
Ⅱ

に
し

の
だ

て
に

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
（

晩
期

）
、

石
器

、
土

偶
種

市
第

7
地

割
名

称
変

更
（

令
和

元
年

度
）

3
1

I
F
6
9
-
2
0
4
1

上
岡

谷
か

み
お

か
や

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
（

後
期

）
種

市
第

7
地

割

3
2

I
F
6
9
-
2
3
8
0

大
平

お
お

だ
い

ら
集

落
跡

縄
文

、
弥

生
縄

文
土

器
（

早
・

晩
期

）
、

弥
生

土
器

種
市

第
3
地

割
範

囲
変

更
（

令
和

元
年

度
）

3
3

I
F
6
9
-
2
3
9
3

ホ
ッ

ク
リ

貝
塚

ほ
っ

く
り

か
い

づ
か

貝
塚

縄
文

、
古

代
縄

文
土

器
、

製
塩

土
器

、
カ

キ
、

ミ
ル

ク
イ

、
土

師
器

種
市

第
1
地

割
範

囲
変

更
（

令
和

元
年

度
）

3
4

I
F
7
7
-
0
2
0
1

細
沢

鉄
山

ほ
そ

ざ
わ

て
つ

ざ
ん

製
鉄

関
連

近
世

鉄
滓

種
市

第
7
4
地

割

3
5

I
F
7
7
-
1
0
2
7

濁
川

鉄
山

に
ご

り
か

わ
て

つ
ざ

ん
製

鉄
関

連
近

世
鉄

滓
種

市
第

7
3
地

割
、

大
野

第
2
6
地

割

3
6

I
F
7
9
-
0
1
2
3

小
田

の
沢

鉄
山

こ
だ

の
さ

わ
て

つ
ざ

ん
製

鉄
関

連
近

世
鉄

滓
種

市
第

3
地

割

3
7

I
F
7
9
-
0
3
5
1

八
木

貝
塚

や
ぎ

か
い

づ
か

貝
塚

縄
文

縄
文

土
器

（
晩

期
）
、

鹿
角

種
市

第
1
地

割

3
8

I
F
7
9
-
0
3
7
3

袖
山

そ
で

や
ま

集
落

跡
縄

文
、

古
墳

縄
文

土
器

（
中

・
後

期
）
、

石
製

模
造

品
（

古
墳

時
代

）
種

市
第

1
地

割

3
9

I
F
7
9
-
1
2
4
5

長
坂

Ⅰ
な

が
さ

か
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

（
後

・
晩

期
）

小
子

内
第

1
・

2
地

割
名

称
変

更
（

令
和

元
年

度
）

4
0

I
F
7
9
-
1
3
5
8

小
子

内
貝

塚
お

こ
な

い
か

い
づ

か
貝

塚
縄

文
染

付
磁

器
、

鉄
片

、
ミ

ル
ク

イ
、

イ
シ

ダ
タ

ミ
小

子
内

第
5
地

割

4
1

I
F
7
9
-
2
3
4
4

黒
マ

ッ
カ

貝
塚

く
ろ

ま
っ

か
か

い
づ

か
貝

塚
縄

文
、

古
代

縄
文

土
器

（
後

期
）
、

石
器

、
土

師
器

有
家

第
2
地

割

4
2

I
F
8
9
-
0
3
3
9

向
折

戸
む

か
い

お
り

ど
集

落
跡

縄
文

縄
文

土
器

（
晩

期
）
、

石
斧

有
家

第
3
地

割

4
3

I
F
8
9
-
0
3
4
0

上
の

マ
ッ

カ
う

え
の

ま
っ

か
集

落
跡

縄
文

、
古

代
、

中
世

、
近

世

竪
穴

住
居

跡
、

竪
穴

建
物

跡
、

陥
し

穴
状

遺
構

、
土

坑
、

焼
土

遺
構

、
炭

窯
跡

（
近

世
）
、
縄

文
土

器
（

早
〜

後
期

）
、

製
塩

土
器

、
土

師
器

、
石

器
、

古
銭

有
家

第
5
地

割
平

成
2
7
年

度
・

2
9
年

度

本
発

掘
調

査
範

囲
変

更
（

平
成

2
3
年

度
）

※
1
9

4
4

I
F
8
9
-
0
3
5
3

有
家

館
う

げ
だ

て
城

館
跡

中
世

単
郭

、
堀

跡
（

破
壊

）
有

家
第

5
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査
範

囲
変

更
（

平
成

2
3
年

度
）

4
5

I
F
9
9
-
1
1
5
3

芦
毛

渡
鉄

山
あ

し
げ

わ
た

り
て

つ
ざ

ん
製

鉄
関

連
近

世
鉄

滓
中

野
第

7
地

割

4
6

I
G
8
0
-
0
0
5
6

有
家

台
場

う
げ

だ
い

ば
砲

台
場

跡
近

世
土

塁
有

家
第

8
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

4
7

I
G
8
0
-
1
0
0
6

大
宮

Ⅱ
お

お
み

や
に

散
布

地
縄

文
、

弥
生

縄
文

土
器

（
早

期
）
、

弥
生

土
器

中
野

第
2
地

割

4
8

I
G
8
0
-
1
0
0
8

大
宮

Ⅰ
お

お
み

や
い

ち
集

落
跡

縄
文

、
弥

生
縄

文
土

器
（

早
・

前
・

晩
期

）
、

石
錘

、
弥

生
土

器
中

野
第

2
地

割

4
9

I
G
8
0
-
1
0
6
3

長
根

塚
な

が
ね

づ
か

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
中

野
第

2
・

4
地

割

5
0

I
G
8
0
-
2
0
0
4

中
野

館
（

館
桜

・
蝦

夷
館

）
な

か
の

だ
て

城
館

跡
中

世
単

郭
、

堀
跡

（
破

壊
）

中
野

第
4
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

5
1

I
G
9
0
-
0
0
0
5

蝦
夷

塚
え

ぞ
づ

か
集

落
跡

縄
文

縄
文

土
器

中
野

第
1
1
地

割
範

囲
変

更
（

平
成

2
3
年

度
）
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第
１
表
　
町
内
の
遺
跡
一
覧
（
３
）

N
o
.

遺
跡
コ
ー

ド
遺

跡
名

よ
み

が
な

種
　

別
時

　
代

遺
　

構
　

・
　

遺
　

物
所

在
地

調
査

経
歴

備
　

　
　

　
　

考
文

献

5
2

I
G
9
0
-
0
0
8
5

藤
好

沢
ふ

じ
よ

し
ざ

わ
集

落
跡

縄
文

縄
文

土
器

（
前

・
晩

期
）
、

石
刀

中
野

第
7
地

割

5
3

I
F
3
8
-
1
0
7
2

ア
イ

ヌ
森

あ
い

ぬ
も

り
散

布
地

縄
文

、
弥

生
、

古
代

縄
文

土
器

（
前

〜
晩

期
）
、

縄
文

晩
期

後
葉

〜
弥

生
前

期

の
土

器
、

石
器

、
土

師
器

種
市

第
3
9
地

割
浜

通
遺

跡
か

ら
名

称
・

範
囲

変
更

（
平

成
2
3
年

度
）

※
4

5
4

欠
番

－
－

－
－

－
－

－
北

ノ
沢

遺
跡

（
登

録
抹

消
）

5
5

I
F
4
8
-
0
1
9
4

平
内

Ⅲ
ひ

ら
な

い
さ

ん
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

（
中

期
）
、

磨
石

種
市

第
3
4
地

割
範

囲
変

更
（

平
成

2
3
年

度
）

※
4

5
6

I
F
4
8
-
1
0
2
5

石
倉

い
し

く
ら

散
布

地
縄

文
、

古
代

縄
文

土
器

（
後

期
）
、

敲
石

、
礫

器
、

土
師

器
種

市
第

3
7
地

割
範

囲
変

更
（

平
成

2
3
年

度
）

※
4

5
7

I
F
4
8
-
2
0
2
3

櫃
割

ひ
つ

わ
り

散
布

地
縄

文
石

棒
種

市
第

4
6
・

4
9
地

割

5
8

I
F
5
6
-
1
3
5
8

ニ
サ

ク
ド

ウ
に

さ
く

ど
う

散
布

地
縄

文
、

古
代

縄
文

土
器

（
晩

期
）
、

土
師

器
、

支
脚

種
市

第
6
3
地

割

5
9

I
F
5
7
-
2
3
2
3

高
取

Ⅰ
た

か
と

り
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

種
市

第
2
1
地

割

6
0

I
F
5
7
-
2
2
7
9

高
取

Ⅱ
た

か
と

り
に

集
落

跡
縄

文
縄

文
土

器
（

中
・

晩
期

）
種

市
第

2
1
・

7
2
地

割

6
1

I
F
6
9
-
0
0
4
2

戸
類

家
へ

る
け

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
（

晩
期

）
、

土
偶

種
市

第
1
0
・

1
1
地

割

6
2

I
F
6
9
-
2
1
1
3

向
山

む
か

い
や

ま
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

種
市

第
6
地

割

6
3

I
F
6
8
-
2
3
3
7

田
ノ

沢
た

の
さ

わ
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

（
晩

期
）

種
市

第
7
地

割

6
4

I
F
8
9
-
0
3
7
8

向
長

根
む

か
い

な
が

ね
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

有
家

第
8
地

割

6
5

I
F
4
8
-
0
0
1
7

平
内

Ⅱ
ひ

ら
な

い
に

集
落

跡
、

狩
猟

場
跡

縄
文

、
弥

生
、

近
世

竪
穴

住
居

跡
、

縄
文

土
器

（
早

期
中

葉
・

中
期

末
〜

後

期
前

葉
）
、

弥
生

土
器

（
前

期
後

半
）
、

土
製

品
、

石
器

、

石
製

品
、

鉄
製

品
、

煙
管

、
銭

貨
、

屋
外

炉
、

土
坑

、

溝
状

土
坑

、
集

石
、

溝
跡

、
焼

土
遺

構

種
市

第
3
9
・

4
3
地

割

平
成

1
1
〜

1
3
年

度
・

2
3

〜
2
5
年

度
本

発
掘

調
査

範
囲

変
更

（
平

成
2
3
年

度
）

※
3

〜
6

6
6

I
F
7
9
-
0
1
1
9

大
浜

お
お

は
ま

集
落

跡
縄

文
縄

文
土

器
、

石
器

種
市

第
3
地

割

6
7

I
F
6
9
-
1
1
0
9

舘
た

て
集

落
跡

縄
文

縄
文

土
器

（
中

期
）

種
市

第
7
地

割

6
8

I
F
5
6
-
2
3
5
0

大
沢

お
お

さ
わ

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
種

市
第

6
6
・

6
8
地

割
平

成
1
3
年

度
新

規
発

見

6
9

I
F
3
8
-
0
0
9
8

二
十

一
平

に
じ

ゅ
う

い
ち

た
い

製
塩

遺
跡

古
代

製
塩

土
器

、
土

製
支

脚
、

土
師

器
種

市
第

4
1
地

割
平

成
1
5
年

度
新

規
発

見
、
範

囲
変

更
（

平
成

2
3
年

度
）

※
4

7
0

I
F
5
9
-
2
1
6
1

玉
川

Ⅰ
た

ま
が

わ
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

（
早

期
）

種
市

第
1
3
地

割

7
1

I
F
5
9
-
2
0
3
8

玉
川

Ⅱ
た

ま
が

わ
に

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
（

前
期

）
種

市
第

1
3
・

1
4
地

割

7
2

I
F
6
9
-
1
1
2
6

馬
場

Ⅰ
ば

ば
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

種
市

第
7
地

割
平

成
1
6
年

度
新

規
発

見
、
範

囲
変

更
（

平
成

2
3
年

度
）
、

名
称

変
更

（
令

和
元

年
度

）

7
3

I
F
8
9
-
0
3
1
4

八
森

は
ち

も
り

集
落

跡
縄

文
、

奈
良

竪
穴

住
居

跡
、

縄
文

土
器

、
土

師
器

、
石

器
有

家
第

3
・

4
地

割
平

成
2
8
年

度
本

発
掘

調
査

平
成

1
6
年

度
新

規
発

見
、
範

囲
変

更
（

平
成

2
3
年

度
）

※
1
3

7
4

I
F
8
6
-
0
1
1
8

向
田

Ⅱ
む

か
い

だ
に

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
大

野
第

2
0
地

割
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第
１
表
　
町
内
の
遺
跡
一
覧
（
４
）

N
o
.

遺
跡
コ
ー

ド
遺

跡
名

よ
み

が
な

種
　

別
時

　
代

遺
　

構
　

・
　

遺
　

物
所

在
地

調
査

経
歴

備
　

　
　

　
　

考
文

献

7
5

I
F
8
6
-
0
1
3
7

向
田

む
か

い
だ

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
（

後
期

）
、

石
器

大
野

第
2
3
地

割

7
6

I
F
8
6
-
0
1
4
4

向
田

Ⅰ
む

か
い

だ
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

（
後

期
）
、

石
器

大
野

第
2
0
地

割

7
7

I
F
8
7
-
1
0
8
2

明
戸

館
あ

け
ど

だ
て

城
館

跡
中

世
単

郭
、

土
塁

、
堀

跡
、

平
場

大
野

第
2
9
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

7
8

I
F
8
7
-
2
1
0
0

萩
の

渡
は

ぎ
の

わ
た

り
製

鉄
関

連
近

世
鉄

滓
大

野
第

3
6
・

3
7
地

割

7
9

I
F
8
7
-
2
3
6
6

沢
山

館
（

蝦
夷

館
）

さ
わ

や
ま

だ
て

城
館

跡
中

世
堀

跡
、

単
郭

大
野

第
4
9
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

8
0

I
F
8
8
-
2
2
8
4

牛
転

ば
し

林
館

う
し

こ
ろ

ば
し

ば
や

し
だ

て
城

館
跡

中
世

堀
跡

、
平

場
大

野
第

5
5
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

8
1

I
F
9
6
-
0
2
7
2

た
て

ひ
ら

館
た

て
ひ

ら
や

か
た

城
館

跡
中

世
郭

跡
、

堀
跡

、
平

場
大

野
第

1
3
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

8
2

I
F
9
6
-
0
3
8
7

長
根

な
が

ね
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

（
後

・
晩

期
）
、

石
器

大
野

第
7
2
地

割

8
3

I
F
9
6
-
1
2
8
0

蝦
夷

森
館

え
ぞ

も
り

だ
て

城
館

跡
中

世
郭

跡
、

堀
跡

、
平

場
大

野
第

1
0
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

8
4

I
F
9
6
-
2
2
3
8

横
岸

沢
Ⅱ

よ
こ

ぎ
し

ざ
わ

に
散

布
地

縄
文

石
器

、
壷

大
野

第
4
地

割

8
5

I
F
9
6
-
2
2
4
9

横
岸

沢
Ⅰ

よ
こ

ぎ
し

ざ
わ

い
ち

散
布

地
縄

文
石

器
、

壷
大

野
第

5
地

割

8
6

I
F
9
6
-
2
3
1
6

大
野

館
お

お
の

だ
て

城
館

跡
中

世
平

場
大

野
第

5
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

8
7

I
F
9
7
-
0
0
1
2

ひ
と

も
っ

こ
館

ひ
と

も
っ

こ
だ

て
城

館
跡

中
世

単
郭

、
堀

跡
、

平
場

、
竪

穴
大

野
第

6
8
・

6
9
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

8
8

I
F
9
7
-
2
0
5
5

金
ケ

沢
か

ね
が

さ
わ

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
（

前
期

）
大

野
第

5
9
地

割

8
9

I
F
9
8
-
1
2
9
9

阿
子

木
館

あ
こ

ぎ
だ

て
城

館
跡

中
世

単
郭

、
堀

跡
、

竪
穴

阿
子

木
第

4
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

9
0

J
F
0
7
-
0
1
6
8

高
森

Ⅱ
た

か
も

り
に

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
大

野
第

5
7
地

割

9
1

J
F
0
7
-
2
0
6
1

上
水

沢
Ⅰ

か
み

み
ず

さ
わ

い
ち

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
水

沢
第

5
地

割

9
2

J
F
0
7
-
2
1
8
8

上
水

沢
Ⅱ

か
み

み
ず

さ
わ

に
集

落
跡

縄
文

、
弥

生

竪
穴

住
居

跡
、

住
居

状
遺

構
、

土
坑

、
柱

穴
状

土
坑

、

焼
土

遺
構

、
埋

設
土

器
遺

構
、
縄

文
土

器
（

早
〜

後
期

）
、

弥
生

土
器

、
土

製
品

、
石

器
、
鉄

製
品

、
銭

貨
（

寛
永

通
宝

）
、

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

塊
、

陶
磁

器
（

近
・

現
代

）
、

遺
物

包
含

層

水
沢

第
7
地

割
平

成
1
2
年

度
本

発
掘

調
査

※
2

9
3

J
F
0
7
-
2
1
9
6

上
水

沢
Ⅲ

か
み

み
ず

さ
わ

さ
ん

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
水

沢
第

5
地

割

9
4

J
F
0
7
-
2
2
0
4

高
森

Ⅰ
た

か
も

り
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

水
沢

第
7
地

割

9
5

J
F
0
7
-
2
2
7
2

上
水

沢
Ⅳ

か
み

み
ず

さ
わ

よ
ん

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
水

沢
第

7
地

割

9
6

J
F
0
7
-
2
2
7
5

上
水

沢
Ⅴ

（
蝦

夷
館

）
か

み
み

ず
さ

わ
ご

城
館

跡
中

世
単

郭
水

沢
第

7
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

9
7

J
F
0
7
-
2
2
8
8

下
水

沢
Ⅰ

し
も

み
ず

さ
わ

い
ち

散
布

地
縄

文
剥

片
水

沢
第

8
地

割

9
8

J
F
0
7
-
2
2
9
4

上
水

沢
Ⅵ

か
み

み
ず

さ
わ

ろ
く

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
水

沢
第

7
地

割

9
9

J
F
0
8
-
0
0
6
7

堤
内

つ
つ

み
な

い
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

大
野

第
5
7
地

割
、

帯
島

第
1
1
地

割
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第
１
表
　
町
内
の
遺
跡
一
覧
（
５
）

N
o
.

遺
跡
コ
ー

ド
遺

跡
名

よ
み

が
な

種
　

別
時

　
代

遺
　

構
　

・
　

遺
　

物
所

在
地

調
査

経
歴

備
　

　
　

　
　

考
文

献

1
0
0

J
F
0
8
-
0
1
2
9

日
当

Ⅰ
ひ

な
た

い
ち

散
布

地
古

代
土

師
器

大
野

第
5
7
地

割
、

阿
子

木
第

9
地

割

1
0
1

J
F
0
8
-
0
1
8
6

下
帯

島
Ⅰ

し
も

た
い

し
ま

い
ち

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
大

野
第

5
7
地

割
、

帯
島

第
1
1
地

割

1
0
2

J
F
0
8
-
0
2
2
1

日
当

Ⅱ
ひ

な
た

に
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

阿
子

木
第

9
地

割

1
0
3

J
F
0
8
-
0
2
2
5

阿
子

木
あ

こ
ぎ

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
阿

子
木

第
7
・

1
2

地
割

1
0
4

J
F
0
8
-
1
1
0
8

下
帯

島
Ⅱ

し
も

た
い

し
ま

に
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

帯
島

第
1
1
地

割

1
0
5

J
F
0
8
-
1
1
5
6

蝦
夷

館
Ⅰ

え
ぞ

だ
て

い
ち

城
館

跡
中

世
平

場
、

堀
跡

帯
島

第
5
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

1
0
6

J
F
0
8
-
1
1
9
9

上
帯

島
Ⅰ

か
み

た
い

し
ま

い
ち

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
帯

島
第

8
地

割

1
0
7

J
F
0
8
-
1
2
2
5

二
ツ

屋
ふ

た
つ

や
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

阿
子

木
第

1
8
地

割

1
0
8

J
F
0
8
-
1
2
5
4

下
帯

島
Ⅲ

し
も

た
い

し
ま

さ
ん

散
布

地
古

代
土

師
器

阿
子

木
第

1
8
地

割

1
0
9

J
F
0
8
-
1
2
7
2

下
帯

島
Ⅳ

し
も

た
い

し
ま

よ
ん

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
帯

島
第

9
地

割

1
1
0

J
F
0
8
-
1
3
7
5

二
ツ

屋
向

ふ
た

つ
や

む
か

い
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

阿
子

木
第

1
2
地

割

1
1
1

J
F
0
8
-
1
3
9
8

長
塚

森
Ⅰ

ち
ょ

う
づ

か
も

り
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

阿
子

木
第

1
2
地

割

1
1
2

J
F
0
8
-
2
0
5
9

高
森

Ⅲ
た

か
も

り
さ

ん
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

帯
島

第
4
地

割

1
1
3

J
F
0
8
-
2
0
7
3

大
渡

Ⅳ
お

お
わ

た
り

よ
ん

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
帯

島
第

1
地

割

1
1
4

J
F
0
8
-
2
0
8
1

大
渡

Ⅴ
（

蝦
夷

館
）

お
お

わ
た

り
ご

城
館

跡
か

？
中

世
単

郭
、

堀
跡

帯
島

第
1
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

1
1
5

J
F
0
8
-
2
1
1
1

蝦
夷

館
え

ぞ
だ

て
城

館
跡

中
世

単
郭

、
堀

跡
帯

島
第

4
地

割
昭

和
5
9
年

度
調

査

1
1
6

J
F
0
8
-
2
1
1
7

関
口

Ⅰ
せ

き
ぐ

ち
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

帯
島

第
6
・

7
地

割

1
1
7

J
F
0
8
-
2
1
2
7

関
口

Ⅱ
せ

き
ぐ

ち
に

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
帯

島
第

7
地

割

1
1
8

J
F
0
8
-
2
1
4
8

上
帯

島
Ⅱ

か
み

た
い

し
ま

に
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

帯
島

第
7
地

割

1
1
9

J
F
0
8
-
2
1
9
4

上
帯

島
Ⅲ

か
み

た
い

し
ま

さ
ん

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
帯

島
第

7
地

割

1
2
0

J
F
0
8
-
2
2
1
1

上
帯

島
Ⅳ

か
み

た
い

し
ま

よ
ん

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
帯

島
第

7
地

割

1
2
1

J
F
0
8
-
2
2
6
9

弥
栄

Ⅰ
い

や
さ

か
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

字
弥

栄

1
2
2

J
F
0
8
-
2
2
8
7

弥
栄

Ⅲ
い

や
さ

か
さ

ん
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

字
弥

栄

1
2
3

J
F
0
8
-
2
2
9
8

弥
栄

Ⅳ
い

や
さ

か
よ

ん
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

帯
島

第
7
地

割

1
2
4

J
F
0
8
-
2
3
0
1

弥
栄

Ⅴ
い

や
さ

か
ご

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
帯

島
第

7
地

割

1
2
5

J
F
0
8
-
2
3
0
4

弥
栄

Ⅵ
い

や
さ

か
ろ

く
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

帯
島

第
7
地

割

1
2
6

J
F
0
8
-
2
3
1
8

長
塚

森
Ⅱ

ち
ょ

う
づ

か
も

り
に

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
（

後
期

）
、

壷
阿

子
木

第
1
2
地

割
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第
１
表
　
町
内
の
遺
跡
一
覧
（
６
）

N
o
.

遺
跡
コ
ー

ド
遺

跡
名

よ
み

が
な

種
　

別
時

　
代

遺
　

構
　

・
　

遺
　

物
所

在
地

調
査

経
歴

備
　

　
　

　
　

考
文

献

1
2
7

J
F
0
8
-
2
3
2
2

弥
栄

Ⅶ
い

や
さ

か
な

な
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

帯
島

第
7
地

割

1
2
8

J
F
0
8
-
2
3
5
3

弥
栄

Ⅷ
い

や
さ

か
は

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

字
弥

栄

1
2
9

J
F
0
8
-
2
3
5
7

弥
栄

Ⅸ
い

や
さ

か
き

ゅ
う

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
字

弥
栄

1
3
0

J
F
0
8
-
2
3
7
1

弥
栄

Ⅹ
い

や
さ

か
じ

ゅ
う

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
字

弥
栄

1
3
1

J
F
0
8
-
2
3
7
3

弥
栄

Ⅺ
い

や
さ

か
じ

ゅ
う

い
ち

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
字

弥
栄

1
3
2

J
F
0
8
-
2
3
8
0

弥
栄

Ⅻ
い

や
さ

か
じ

ゅ
う

に
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

字
弥

栄

1
3
3

J
F
0
9
-
1
0
2
2

長
塚

森
Ⅲ

ち
ょ

う
づ

か
も

り
さ

ん
散

布
地

縄
文

石
鏃

阿
子

木
第

1
2
地

割

1
3
4

J
F
0
9
-
1
0
5
1

長
塚

森
Ⅳ

ち
ょ

う
づ

か
も

り
よ

ん
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

阿
子

木
第

1
2
地

割

1
3
5

J
F
0
9
-
2
0
7
1

弥
栄

Ⅱ
い

や
さ

か
に

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
帯

島
第

7
地

割

1
3
6

J
F
1
7
-
0
1
4
0

上
水

沢
Ⅶ

か
み

み
ず

さ
わ

な
な

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
（

後
期

）
水

沢
第

3
地

割

1
3
7

J
F
1
7
-
0
2
1
8

下
水

沢
Ⅱ

し
も

み
ず

さ
わ

に
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

水
沢

第
9
地

割

1
3
8

J
F
1
7
-
0
2
9
6

金
間

部
Ⅰ

か
な

ま
ぶ

い
ち

製
鉄

関
連

近
世

鞴
の

羽
口

、
鉄

滓
水

沢
第

1
2
地

割

1
3
9

J
F
1
7
-
0
2
9
7

金
間

部
Ⅱ

か
な

ま
ぶ

に
散

布
地

縄
文

、
古

代
、

近
世

縄
文

土
器

、
土

師
器

、
寛

永
通

宝
水

沢
第

1
2
地

割

1
4
0

J
F
1
7
-
0
3
3
7

大
渡

Ⅰ
お

お
わ

た
り

い
ち

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
水

沢
第

1
0
地

割

1
4
1

J
F
1
7
-
0
3
3
9

大
渡

Ⅱ
お

お
わ

た
り

に
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

水
沢

第
1
0
地

割

1
4
2

J
F
1
7
-
1
0
2
2

生
平

Ⅰ
お

い
た

い
ら

い
ち

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
水

沢
第

2
地

割

1
4
3

J
F
1
7
-
1
0
2
4

生
平

Ⅱ
お

い
た

い
ら

に
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

水
沢

第
2
地

割

1
4
4

J
F
1
7
-
2
0
0
3

青
菜

畑
Ⅱ

あ
お

な
は

た
に

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
（

後
期

）
水

沢
第

1
4
地

割

1
4
5

J
F
1
7
-
2
0
2
7

青
菜

畑
あ

お
な

は
た

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
、

石
器

水
沢

第
1
3
地

割

1
4
6

J
F
1
8
-
0
0
0
2

大
渡

Ⅲ
お

お
わ

た
り

さ
ん

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
帯

島
第

2
地

割

1
4
7

J
F
1
8
-
0
1
0
3

帯
島

開
拓

地
Ⅰ

た
い

し
ま

か
い

た
く

ち
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

帯
島

第
7
地

割

1
4
8

J
F
1
8
-
0
1
0
8

帯
島

開
拓

地
Ⅱ

た
い

し
ま

か
い

た
く

ち
に

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
字

弥
栄

1
4
9

J
F
1
8
-
0
1
1
6

帯
島

開
拓

地
Ⅲ

た
い

し
ま

か
い

た
く

ち
さ

ん
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

帯
島

第
7
地

割

1
5
0

J
F
1
8
-
1
0
5
2

太
田

お
お

た
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

水
沢

第
1
1
地

割

1
5
1

I
F
3
7
-
1
3
6
7

堆
中

山
Ⅰ

た
い

な
か

や
ま

い
ち

散
布

地
縄

文
石

斧
種

市
第

4
1
地

割
※

4

1
5
2

I
F
3
8
-
1
0
4
2

堆
中

山
Ⅱ

た
い

な
か

や
ま

に
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

、
礫

器
種

市
第

4
1
地

割
※

4

1
5
3

I
F
3
8
-
2
0
0
1

角
川

目
Ⅱ

か
ど

か
わ

め
に

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
種

市
第

3
9
・

4
0
地

割
※

4

1
5
4

I
F
3
7
-
2
3
4
3

田
ノ

端
Ⅰ

た
の

は
た

い
ち

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
（

後
期

）
種

市
第

4
2
地

割
※

4
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第
１
表
　
町
内
の
遺
跡
一
覧
（
７
）

N
o
.

遺
跡
コ
ー

ド
遺

跡
名

よ
み

が
な

種
　

別
時

　
代

遺
　

構
　

・
　

遺
　

物
所

在
地

調
査

経
歴

備
　

　
　

　
　

考
文

献

1
5
5

I
F
3
7
-
2
3
5
6

笹
花

Ⅰ
さ

さ
は

な
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

種
市

第
4
3
地

割
※

4

1
5
6

I
F
3
8
-
2
0
5
3

笹
花

Ⅱ
さ

さ
は

な
に

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
（

後
期

）
種

市
第

4
3
地

割
※

4

1
5
7

I
F
3
7
-
2
3
7
9

笹
花

Ⅲ
さ

さ
は

な
さ

ん
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

種
市

第
4
3
地

割
※

4

1
5
8

I
F
3
7
-
2
3
9
7

笹
花

Ⅳ
さ

さ
は

な
よ

ん
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

、
石

斧
、

敲
石

、
礫

器
種

市
第

4
3
地

割
※

4

1
5
9

I
F
3
7
-
2
3
9
2

伝
吉

Ⅱ
で

ん
き

ち
に

集
落

跡
、

狩
猟

場
跡

縄
文

竪
穴

住
居

跡
、
土

坑
、
陥

し
穴

状
遺

構
、
縄

文
土

器
（

前
・

後
期

）
、

石
器

種
市

第
4
2
～

4
4

地
割

令
和

元
年

度
本

発
掘

調
査

※
4

※
2
9

1
6
0

I
F
4
7
-
0
2
3
9

伝
吉

Ⅲ
で

ん
き

ち
さ

ん
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

種
市

第
4
4
地

割
※

4

1
6
1

I
F
4
7
-
0
2
3
8

伝
吉

Ⅳ
で

ん
き

ち
よ

ん
製

鉄
関

連
不

明
鉄

滓
種

市
第

4
4
地

割
※

4

1
6
2

I
F
4
7
-
0
2
1
6

伝
吉

Ⅴ
で

ん
き

ち
ご

製
鉄

関
連

不
明

鉄
滓

種
市

第
4
4
地

割
※

4

1
6
3

I
F
4
7
-
0
3
4
5

北
ノ

沢
Ⅰ

き
た

の
さ

わ
い

ち
集

落
跡

縄
文

埋
設

土
器

、
焼

土
遺

構
、

捨
て

場
、

縄
文

土
器

、
石

器
、

土
偶

、
短

冊
状

土
製

品
種

市
第

4
5
地

割
平

成
2
8
年

度
・

2
9
年

度

本
発

掘
調

査
範

囲
変

更
（

平
成

2
5
年

度
）

※
4

※
3
3

1
6
4

I
F
4
7
-
0
3
3
3

北
ノ

沢
Ⅱ

き
た

の
さ

わ
に

散
布

地
縄

文
、

古
代

縄
文

土
器

、
土

師
器

種
市

第
4
4
・

4
5
地

割
※

4

1
6
5

I
F
4
7
-
0
2
5
8

北
ノ

沢
Ⅲ

き
た

の
さ

わ
さ

ん
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

種
市

第
4
5
地

割
※

4

1
6
6

I
F
4
7
-
0
3
9
0

北
ノ

沢
Ⅳ

き
た

の
さ

わ
よ

ん
散

布
地

縄
文

、
古

代
縄

文
土

器
（

前
期

）
、

土
師

器
種

市
第

4
5
地

割
※

4

1
6
7

I
F
4
7
-
0
3
4
4

北
ノ

沢
Ⅴ

き
た

の
さ

わ
ご

製
鉄

関
連

不
明

鉄
滓

種
市

第
4
5
地

割
※

4

1
6
8

I
F
4
7
-
0
3
4
1

北
ノ

沢
Ⅵ

き
た

の
さ

わ
ろ

く
製

鉄
関

連
不

明
鉄

滓
種

市
第

4
5
地

割
※

4

1
6
9

I
F
4
7
-
0
2
5
7

北
ノ

沢
Ⅶ

き
た

の
さ

わ
な

な
製

鉄
関

連
不

明
鉄

滓
種

市
第

4
5
地

割
※

4

1
7
0

I
F
4
7
-
0
2
9
9

北
ノ

沢
Ⅷ

き
た

の
さ

わ
は

ち
製

鉄
関

連
不

明
鉄

滓
種

市
第

4
5
地

割
※

4

1
7
1

I
F
4
7
-
1
2
5
0

北
ノ

沢
Ⅸ

き
た

の
さ

わ
き

ゅ
う

製
鉄

関
連

不
明

鉄
滓

種
市

第
4
5
地

割
※

4

1
7
2

I
F
4
7
-
1
1
3
8

北
ノ

沢
Ⅹ

き
た

の
さ

わ
じ

ゅ
う

製
鉄

関
連

不
明

鉄
滓

種
市

第
4
5
地

割
※

4

1
7
3

I
F
3
8
-
2
1
9
2

北
平

内
Ⅰ

き
た

ひ
ら

な
い

い
ち

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
、

石
斧

、
礫

器
種

市
第

3
8
地

割
※

4

1
7
4

I
F
4
8
-
0
1
2
7

北
平

内
Ⅱ

き
た

ひ
ら

な
い

に
散

布
地

縄
文

、
古

代
縄

文
土

器
、

土
師

器
種

市
第

3
8
地

割
※

4

1
7
5

I
F
4
8
-
0
1
2
3

北
平

内
Ⅲ

き
た

ひ
ら

な
い

さ
ん

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
種

市
第

3
8
地

割
※

4

1
7
6

I
F
4
8
-
0
1
2
1

北
平

内
Ⅳ

き
た

ひ
ら

な
い

よ
ん

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
（

後
期

）
、

剥
片

種
市

第
3
8
地

割
※

4

1
7
7

I
F
4
8
-
0
1
1
0

北
平

内
Ⅴ

き
た

ひ
ら

な
い

ご
散

布
地

縄
文

、
弥

生
縄

文
土

器
（

後
・

晩
期

）
、

縄
文

晩
期

後
葉

〜
弥

生
前

期

の
土

器

種
市

第
3
8
・

3
9
・

4
3
地

割
※

4

1
7
8

I
F
4
8
-
0
1
4
3

北
平

内
Ⅵ

き
た

ひ
ら

な
い

ろ
く

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
、

石
斧

、
敲

石
種

市
第

3
8
地

割
※

4

1
7
9

I
F
4
8
-
0
1
5
8

浜
平

内
は

ま
ひ

ら
な

い
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

（
早

・
晩

期
）
、

石
斧

、
敲

石
種

市
第

3
5
・

3
6
地

割
※

4

1
8
0

I
F
4
8
-
0
1
7
4

平
内

Ⅳ
ひ

ら
な

い
よ

ん
散

布
地

縄
文

、
古

代
縄

文
土

器
（

前
期

）
、

石
斧

、
敲

石
、

土
師

器
、

須
恵

器
種

市
第

3
5
地

割
※

4
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第
１
表
　
町
内
の
遺
跡
一
覧
（
８
）

N
o
.

遺
跡
コ

ー
ド

遺
跡

名
よ

み
が

な
種

　
別

時
　

代
遺

　
構

　
・

　
遺

　
物

所
在

地
調

査
経

歴
備

　
　

　
　

　
考

文
献

1
8
1

I
F
4
8
-
0
1
9
7

平
内

Ⅴ
ひ

ら
な

い
ご

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
（

前
期

）
、

石
斧

、
礫

器
種

市
第

3
3
・

3
5
地

割
※

4

1
8
2

I
F
4
8
-
1
2
0
0

南
平

内
Ⅰ

み
な

み
ひ

ら
な

い
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

（
晩

期
）
、

製
塩

土
器

種
市

第
3
3
地

割
※

4

1
8
3

I
F
4
8
-
1
1
1
9

南
平

内
Ⅱ

み
な

み
ひ

ら
な

い
に

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
、

剥
片

石
器

種
市

第
3
3
地

割
※

4

1
8
4

I
F
4
8
-
1
1
2
6

南
平

内
Ⅲ

み
な

み
ひ

ら
な

い
さ

ん
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

、
剥

片
種

市
第

3
3
地

割
※

4

1
8
5

I
F
4
8
-
0
0
4
1

西
平

内
Ⅰ

に
し

ひ
ら

な
い

い
ち

集
落

跡
、

狩
猟

場
跡

縄
文

、
弥

生

竪
穴

住
居

跡
、

竪
穴

状
遺

構
、

掘
立

柱
建

物
跡

、
陥

し

穴
状

遺
構

、
土

坑
、

焼
土

遺
構

、
炉

跡
、

埋
設

土
器

、

柱
穴
、

配
石

遺
構

、
集

石
遺

構
、

整
地

層
、

縄
文

土
器

（
早

・
前

・
後

期
）
、

弥
生

土
器

（
後

期
）
、

石
器

、
土

製

品
、

石
製

品
、

環
状

列
石

種
市

第
3
7
地

割

平
成

2
6
年

度
・

2
7
年

度

本
発

掘
調

査
、

平
成

2
8
年

度
ハ

ン
ド

ボ
ー

リ
ン

グ
調

査
、

令
和

元
年

度
ト

レ
ン

チ
発

掘
調

査

範
囲

変
更

（
平

成
2
9
年

度
）

※
4

※
8

※
1
2

※
2
4

※
3
2

1
8
6

I
F
4
8
-
1
0
4
0

西
平

内
Ⅱ

に
し

ひ
ら

な
い

に
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

（
前

期
）
、

石
器

種
市

第
3
7
地

割
※

4

1
8
7

I
F
4
8
-
1
1
1
5

東
平

内
Ⅰ

ひ
が

し
ひ

ら
な

い
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

、
石

斧
、

敲
石

、
礫

器
、

剥
片

種
市

第
3
4
地

割
※

4

1
8
8

I
F
4
8
-
1
0
3
9

東
平

内
Ⅱ

ひ
が

し
ひ

ら
な

い
に

散
布

地
縄

文
縄

文
土

器
種

市
第

3
4
地

割
※

4

1
8
9

I
F
4
8
-
1
0
8
0

東
平

内
Ⅲ

ひ
が

し
ひ

ら
な

い
さ

ん
製

鉄
関

連
不

明
羽

口
、

鉄
滓

種
市

第
4
6
地

割
※

4

1
9
0

I
F
4
7
-
1
3
9
0

姥
沢

Ⅰ
う

ば
さ

わ
い

ち
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

（
後

期
）
、

石
鏃

、
石

斧
、

剥
片

種
市

第
4
7
地

割
※

4

1
9
1

I
F
4
7
-
1
2
8
8

姥
沢

Ⅱ
う

ば
さ

わ
に

散
布

地
縄

文
、

古
代

縄
文

土
器

、
石

斧
、

土
師

器
種

市
第

4
7
地

割
※

4

1
9
2

I
F
4
7
-
1
3
6
0

姥
沢

Ⅲ
う

ば
さ

わ
さ

ん
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

（
前

・
後

期
）
、

削
掻

器
、

石
斧

、
剥

片
、

古

銭
種

市
第

4
7
地

割
※

4

1
9
3

I
F
4
7
-
1
3
4
2

姥
沢

Ⅳ
う

ば
さ

わ
よ

ん
散

布
地

縄
文

縄
文

土
器

（
中

期
）
、

削
掻

器
、

ピ
エ

ス
エ

ス
キ

ー
ユ

、

剥
片

種
市

第
4
7
地

割
※

4

1
9
4

I
F
4
8
-
1
1
9
7

南
川

尻
み

な
み

か
わ

し
り

集
落

跡
、

狩
猟

場
跡

縄
文

竪
穴

住
居

跡
、

土
坑

、
陥

し
穴

状
遺

構
、

焼
土

、
墓

壙
、

縄
文

土
器

、
石

器
種

市
第

2
8
地

割
平

成
2
6
年

度
・

2
8
年

度

本
発

掘
調

査
平

成
2
5
年

度
新

規
発

見
※

7

※
1
4

1
9
5

I
F
4
8
-
2
1
2
8

サ
ン

ニ
ヤ

Ⅰ
さ

ん
に

や
い

ち
集

落
跡

、

狩
猟

場
跡

縄
文

竪
穴

住
居

跡
、

陥
し

穴
状

遺
構

、
土

坑
、

焼
土

遺
構

、

縄
文

土
器

、
石

器
、

鐸
形

土
製

品
種

市
第

2
5
地

割
平

成
2
7
年

度
・

2
8
年

度

本
発

掘
調

査
平

成
2
5
年

度
新

規
発

見

※
9

※
1
4

※
1
6

1
9
6

I
F
5
8
-
0
2
8
8

北
鹿

糠
き

た
か

ぬ
か

集
落

跡
、

狩
猟

場
跡

縄
文

竪
穴

住
居

跡
、
陥

し
穴

状
遺

構
、
土

坑
、
焼

土
、
縄

文
土

器
、

石
器

種
市

第
1
7
地

割
平

成
2
7
年

度
・

2
8
年

度

本
発

掘
調

査
平

成
2
5
年

度
新

規
発

見
※

1
5

1
9
7

I
F
5
8
-
1
3
5
4

鹿
糠

浜
Ⅱ

か
ぬ

か
は

ま
に

集
落

跡
、

狩
猟

場
跡

縄
文

、
奈

良

竪
穴

住
居

跡
（

縄
文
・
奈

良
）
、

土
坑

、
陥

し
穴

状
遺

構
、

柱
穴

、
遺

物
集

中
部

、
溝

跡
、
縄

文
土

器
、
石

器
、
土

製
品

、

石
製

品
、

土
師

器

種
市

第
1
5
地

割
平

成
2
9
年

度
本

発
掘

調
査

平
成

2
5
年

度
新

規
発

見
※

2
2

1
9
8

I
F
5
8
-
1
3
9
9

鹿
糠

浜
Ⅰ

か
ぬ

か
は

ま
い

ち
集

落
跡

縄
文

、
弥

生
、

飛
鳥

～
奈

良

配
石

遺
構

、
捨

て
場

、
竪

穴
建

物
跡

、
土

坑
、

陥
し

穴
、

竪
穴

状
遺

構
、
焼

土
、
溝

跡
、
集

石
、
柱

穴
状

土
坑

、
炭

窯
、

円
筒

形
陥

し
穴

、
フ

ラ
ス

コ
状

土
坑

、
縄

文
土

器
（

草

創
期
・
早
・
前
・
後
・
晩

期
）
、

製
塩

土
器

、
弥

生
土

器
、

土
製

品
、

石
器

、
石

製
品

、
7
Ｃ

後
半

～
8
Ｃ

前
半

代

の
土

師
器

・
土

製
品

（
紡

錘
車

・
垂

飾
品

）

種
市

第
1
5
地

割
平

成
2
9
年

度
・

3
0
年

度

本
発

掘
調

査
平

成
2
5
年

度
新

規
発

見
、
範

囲
変

更
（

平
成

2
9
年

度
）

※
3
5
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第
１
表
　
町
内
の
遺
跡
一
覧
（
９
）

N
o
.

遺
跡
コ
ー

ド
遺

跡
名

よ
み

が
な

種
　

別
時

　
代

遺
　

構
　

・
　

遺
　

物
所

在
地

調
査

経
歴

備
　

　
　

　
　

考
文

献

1
9
9

I
F
6
9
-
1
1
9
9

宿
戸

し
ゅ

く
の

へ
集

落
跡

縄
文

、
弥

生

竪
穴

住
居

跡
、

土
坑
、

貯
蔵

穴
、

陥
し

穴
状

遺
構
、

埋

設
土

器
、

焼
土

遺
構

、
配

石
遺

構
、

炭
窯

、
土

取
り

穴
、

縄
文

土
器

、
石

器
、

弥
生

土
器

、
土

偶
、

玦
状

耳
飾

、

線
刻

石
製

品
、

石
製

垂
飾

品
、

土
管

、
煉

瓦

種
市

第
4
～

6
地

割

平
成

2
8
年

度
～

3
0
年

度

本
発

掘
調

査
平

成
2
5
年

度
新

規
発

見
※

3
4

2
0
0

I
F
6
9
-
2
2
7
3

小
田

ノ
沢

Ⅰ
こ

だ
の

さ
わ

い
ち

集
落

跡
縄

文
竪

穴
住

居
跡

、
土

坑
、

柱
穴

、
縄

文
土

器
、

石
器

種
市

第
3
地

割
平

成
2
8
年

度
本

発
掘

調
査

平
成

2
5
年

度
新

規
発

見
、

名
称

変
更

（
令

和
元

年
度

）
※

2
0

2
0
1

I
F
7
9
-
1
2
1
7

南
八

木
み

な
み

や
ぎ

製
鉄

関
連

、

狩
猟

場
跡

縄
文

、
古

代
、

中
世

陥
し

穴
状

遺
構
、

土
坑
、

鉄
生

産
遺

構
、

廃
滓

場
、

製

炭
遺

構
、

縄
文

土
器

、
石

器
、

土
師

器
、

短
刀

、
鉄

滓
、

羽
口

、
炉

壁
、

砥
石

種
市

第
1
地

割
平

成
2
9
年

度
本

発
掘

調
査

平
成

2
5
年

度
新

規
発

見
※

2
3

2
0
2

I
F
8
9
-
1
3
9
4

下
向

Ⅰ
し

も
む

か
い

い
ち

狩
猟

場
跡

縄
文

、
弥

生
陥

し
穴

状
遺

構
、

土
坑
、

縄
文

土
器
、

弥
生

土
器
、

石

器
中

野
第

1
地

割
平

成
2
6
年

度
本

発
掘

調
査

平
成

2
5
年

度
新

規
発

見
、

名
称

変
更

（
令

和
元

年
度

）
※

7

2
0
3

I
F
8
9
-
2
3
2
3

中
野

城
内

な
か

の
じ

ょ
う

な
い

狩
猟

場
跡

縄
文

陥
し

穴
状

遺
構

、
土

坑
、

土
器

、
石

器
中

野
第

1
地

割
平

成
2
9
年

度
本

発
掘

調
査

平
成

2
5
年

度
新

規
発

見
※

1
7

2
0
4

I
F
8
9
-
1
3
2
2

黒
坂

く
ろ

さ
か

狩
猟

場
跡

縄
文

陥
し

穴
状

遺
構

有
家

第
9
地

割
平

成
2
6
年

度
本

発
掘

調
査

平
成

2
6
年

度
新

規
発

見
※

8

2
0
5

I
F
4
8
-
2
2
3
1

サ
ン

ニ
ヤ

Ⅱ
さ

ん
に

や
に

集
落

跡
、

狩
猟

場
跡

縄
文

、
古

代
竪

穴
住

居
跡
、

土
坑
、

陥
し

穴
状

遺
構
、

土
師

器
、

石

器
種

市
第

2
5
地

割
平

成
2
6
年

度
・

2
7
年

度

本
発

掘
調

査
平

成
2
6
年

度
新

規
発

見
※

8

※
1
1

2
0
6

I
F
5
8
-
1
3
3
3

南
鹿

糠
Ⅰ

み
な

み
か

ぬ
か

い
ち

集
落

跡
、

狩
猟

場
跡

縄
文

、
古

墳

竪
穴

住
居

跡
（

縄
文

・
７

C
）
、

陥
し

穴
状

遺
構

、
土

坑
、

焼
土

遺
構

、
溝

状
遺

構
、
縄

文
土

器
、
土

師
器

、
土

製
品

、

石
器

、
石

製
品

、
銭

貨

種
市

第
1
6
地

割
平

成
2
6
年

度
・

2
7
年

度
・

2
9
年

度
本

発
掘

調
査

平
成

2
6
年

度
新

規
発

見
※

8

※
1
8

2
0
7

I
F
5
7
-
0
1
7
4

舘
野

た
て

の
散

布
地

、

製
鉄

関
連

古
代

、

製
鉄

関
連

製
塩

土
器

（
古

代
）
、

鉄
滓

種
市

第
5
3
地

割
製

鉄
関

連
は

時
代

不
明

、
平

成
2
7
年

度
新

規
発

見

2
0
8

I
F
5
9
-
2
0
2
1

北
玉

川
Ⅰ

き
た

た
ま

が
わ

い
ち

集
落

跡
、

狩
猟

場
跡

、

炭
焼

き
場

縄
文

、
弥

生
、

近
・

現
代

竪
穴

住
居

跡
、

貯
蔵

穴
、

土
坑
、

陥
し

穴
状

遺
構
、

炭

窯
跡

、
縄

文
土

器
・
石

器
、

弥
生

土
器
・
石

器
、

陶
磁

器
、

素
焼

き
の

土
管

種
市

第
1
4
地

割
平

成
2
9
年

度
・

3
0
年

度
・

令
和

元
年

度
本

発
掘

調
査

平
成

2
7
年

度
新

規
発

見
、

名
称

変
更

（
令

和
元

年
度

）
※

3
6

2
0
9

I
F
3
7
-
2
3
4
3

田
ノ

端
Ⅱ

た
の

は
た

に
集

落
跡

縄
文

竪
穴

住
居

跡
、
土

坑
、
陥

し
穴

状
遺

構
、
柱

穴
、
縄

文
土

器
、

縄
文

石
器

種
市

第
4
2
地

割
平

成
2
9
年

度
・

3
0
年

度

本
発

掘
調

査
平

成
2
5
年

度
新

規
発

見
※

2
8

2
1
0

I
F
5
8
-
0
2
4
5

荒
津

内
あ

ら
つ

な
い

集
落

跡
、

そ
の

他
縄

文
陥

し
穴

状
遺

構
、
フ

ラ
ス

コ
状

土
坑

、
土

坑
、
溝

跡
、
土

器
、

石
器

、
動

物
遺

存
体

（
近

世
〜

現
代

）

種
市

第
2
0
・

2
1
地

割
平

成
2
9
年

度
本

発
掘

調
査

平
成

2
8
年

度
新

規
発

見
※

2
1

2
1
1

I
F
6
7
-
2
3
5
5

松
ケ

沢
Ⅰ

ま
つ

が
さ

わ
い

ち
散

布
地

縄
文

土
器

、
石

器
種

市
第

1
1
・

7
3
地

割
平

成
2
8
年

度
新

規
発

見

2
1
2

I
F
5
8
-
2
3
1
2

鹿
糠

浜
Ⅲ

か
ぬ

か
は

ま
さ

ん
散

布
地

縄
文

陥
し

穴
状

遺
構

種
市

第
1
5
地

割
平

成
2
8
年

度
新

規
発

見

2
1
3

I
F
7
9
-
0
0
1
2

続
石

つ
づ

く
い

し
集

落
跡

、

狩
猟

場
跡

縄
文

、
古

代

竪
穴

住
居

跡
、

溝
状

土
坑

、
土

坑
、

性
格

不
明

遺
構

、

縄
文

土
器

（
早
・
後

期
）
、

土
製

品
、

石
器

、
製

塩
土

器
、

土
製

支
脚

種
市

第
4
地

割
令

和
元

年
度

本
発

掘
調

査
平

成
2
9
年

度
新

規
発

見
、

範
囲

変
更

（
令

和
元

年
度

）
※

2
6

2
1
4

I
F
8
6
-
2
2
6
5

新
田

し
ん

で
ん

製
鉄

関
連

近
世

鉄
滓

大
野

第
1
4
地

割
平

成
2
9
年

度
新

規
発

見

2
1
5

I
F
8
5
-
2
3
3
5

一
本

松
向

Ⅰ
い

っ
ぽ

ん
ま

つ
む

か
い

い
ち

散
布

地
、

製
鉄

関
連

縄
文

、
古

代
、

近
世

縄
文

土
器

、
土

師
器

、
鉄

滓
大

野
第

1
5
地

割
製

鉄
関

連
は

時
代

不
明

、
平

成
2
9
年

度
新

規
発

見

2
1
6

I
F
8
6
-
2
0
5
3

一
本

松
向

Ⅱ
い

っ
ぽ

ん
ま

つ
む

か
い

に
散

布
地

、

製
鉄

関
連

縄
文

、
近

世
縄

文
土

器
、

鉄
滓

大
野

第
1
5
・

1
7
地

割
製

鉄
関

連
は

時
代

不
明

、
平

成
2
9
年

度
新

規
発

見
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第
１
表
　
町
内
の
遺
跡
一
覧
（
1
0
）

N
o
.

遺
跡
コ
ー

ド
遺

跡
名

よ
み

が
な

種
　

別
時

　
代

遺
　

構
　

・
　

遺
　

物
所

在
地

調
査

経
歴

備
　

　
　

　
　

考
文

献

2
1
7

I
F
5
8
-
1
1
7
0

板
橋

Ⅰ
い

た
ば

し
い

ち
狩

猟
場

跡
縄

文
陥

し
穴

状
遺

構
種

市
第

2
1
地

割
平

成
2
9
年

度
新

規
発

見
、

名
称

変
更

（
令

和
元

年
度

）

2
1
8

I
F
4
8
-
2
2
5
0

サ
ン

ニ
ヤ

Ⅲ
さ

ん
に

や
さ

ん
狩

猟
場

跡
縄

文
陥

し
穴

状
土

坑
、
土

坑
、
焼

土
遺

構
、
炭

窯
、
縄

文
土

器
、

石
器

、
弥

生
土

器
、

近
世

陶
磁

器
種

市
第

2
5
地

割
平

成
2
8
年

度
〜

3
0
年

度

本
発

掘
調

査

※
1
4

※
2
7

2
1
9

I
F
6
7
-
2
2
6
5

松
ケ

沢
Ⅱ

ま
つ

が
さ

わ
に

製
鉄

関
連

不
明

鉄
滓

種
市

第
7
4
地

割
平

成
2
9
年

度
新

規
発

見

2
2
0

I
F
9
9
-
0
2
5
1

下
向

Ⅱ
し

も
む

か
い

に
狩

猟
場

跡
縄

文
溝

状
土

坑
、

土
坑

中
野

第
1
地

割
令

和
元

年
度

本
発

掘
調

査
平

成
3
0
年

度
新

規
発

見
、

範
囲

変
更

（
令

和
元

年
度

）
※

2
5

2
2
1

I
F
5
8
-
0
2
3
4

板
橋

Ⅱ
い

た
ば

し
に

集
落

跡
、

狩
猟

場
跡

縄
文

竪
穴

住
居

跡
、
陥

し
穴

状
遺

構
、
土

坑
、
縄

文
土

器
（

草

創
期

・
前

・
後

期
）
、

弥
生

土
器

、
石

器
、

土
偶

、
鐸

形

土
製

品
、

円
盤

状
土

製
品

、
石

刀
、

円
盤

状
石

製
品

、

陶
磁

器
、

銭
貨

、
水

晶
、

琥
珀

種
市

第
2
1
地

割
平

成
3
0
年

度
・

令
和

元
年

度
本

発
掘

調
査

平
成

3
0
年

度
新

規
発

見
※

3
7

2
2
2

I
F
9
9
-
0
3
8
4

尺
沢

し
ゃ

く
ざ

わ
狩

猟
場

跡
、

散
布

地

旧
石

器
、

縄
文

、

弥
生

溝
状

土
坑

、
土

坑
、

ピ
ッ

ト
、

縄
文

土
器

（
早
・
後

期
）
、

弥
生

土
器

、
石

器
、

剥
片

中
野

第
7
地

割
令

和
元

年
度

本
発

掘
調

査
令

和
元

年
度

新
規

発
見

※
3
1

2
2
3

I
F
6
8
-
0
3
9
5

南
玉

川
Ⅰ

み
な

み
た

ま
が

わ
い

ち
狩

猟
場

跡
縄

文
溝

状
土

坑
、

土
坑

、
ピ

ッ
ト

種
市

第
1
1
地

割
令

和
元

年
度

本
発

掘
調

査
令

和
元

年
度

新
規

発
見

※
3
0

※
3
8

2
2
4

I
F
6
8
-
0
3
0
6

南
玉

川
Ⅱ

み
な

み
た

ま
が

わ
に

狩
猟

場
跡

、

散
布

地
縄

文
、

弥
生

溝
状

土
坑

、
土

坑
、
不

明
遺

構
、
縄

文
土

器
、
弥

生
土

器
、

石
器

種
市

第
1
1
・

1
4
地

割
令

和
元

年
度

新
規

発
見

※
3
8

2
2
5

I
F
6
8
-
1
3
8
6

西
戸

類
家

Ⅰ
に

し
へ

る
け

い
ち

散
布

地
縄

文
、

弥
生

土
坑

、
縄

文
土

器
、

弥
生

土
器

種
市

第
1
0
地

割
令

和
元

年
度

新
規

発
見

※
3
8

2
2
6

I
F
6
8
-
2
3
9
4

馬
場

Ⅱ
ば

ば
に

狩
猟

場
跡

縄
文

溝
状

土
坑

、
土

坑
、

不
明

遺
構

種
市

第
7
地

割
令

和
元

年
度

新
規

発
見

※
3
8

2
2
7

I
F
6
8
-
1
0
4
5

南
玉

川
Ⅲ

み
な

み
た

ま
が

わ
さ

ん
集

落
跡

奈
良

、
平

安
竪

穴
住

居
跡

、
木

炭
窯

跡
、

土
師

器
種

市
第

1
1
地

割
令

和
元

年
度

新
規

発
見

※
3
8

2
2
8

I
F
7
8
-
1
3
5
1

小
田

ノ
沢

Ⅱ
こ

だ
の

さ
わ

に
狩

猟
場

跡
縄

文
溝

状
土

坑
、

縄
文

土
器

種
市

第
3
地

割
令

和
元

年
度

本
発

掘
調

査
令

和
元

年
度

新
規

発
見

※
3
0

※
3
8

2
2
9

I
F
5
8
-
1
1
3
9

板
橋

Ⅲ
い

た
ば

し
さ

ん
散

布
地

縄
文

溝
状

土
坑

、
縄

文
土

器
、

石
器

種
市

第
2
1
地

割
令

和
元

年
度

新
規

発
見

2
3
0

I
F
7
8
-
2
2
6
9

長
坂

Ⅱ
な

が
さ

か
に

狩
猟

場
跡

縄
文

溝
状

土
坑

小
子

内
第

7
地

割
令

和
元

年
度

新
規

発
見

※
3
8

2
3
1

I
F
6
8
-
0
3
4
7

南
玉

川
Ⅳ

み
な

み
た

ま
が

わ
よ

ん
散

布
地

縄
文

土
坑

、
縄

文
土

器
種

市
第

1
1
地

割
令

和
2
年

度
本

発
掘

調
査

令
和

元
年

度
新

規
発

見
※

3
8

※
3
9

2
3
2

I
F
5
8
-
2
3
8
0

北
玉

川
Ⅱ

き
た

た
ま

が
わ

に
狩

猟
場

跡
縄

文
溝

状
土

坑
種

市
第

1
4
地

割
令

和
2
年

度
本

発
掘

調
査

令
和

元
年

度
新

規
発

見
※

3
8

※
3
9

2
3
3

I
F
5
8
-
0
1
0
5

板
橋

Ⅳ
い

た
ば

し
よ

ん
散

布
地

縄
文

土
坑

種
市

第
2
1
地

割
令

和
元

年
度

新
規

発
見

2
3
4

I
F
6
8
-
2
3
3
9

南
玉

川
Ⅴ

み
な

み
た

ま
が

わ
ご

狩
猟

場
跡

、

散
布

地
縄

文
溝

状
土

坑
、

土
坑

、
縄

文
土

器
種

市
第

1
1
地

割
令

和
2
年

度
新

規
発

見

2
3
5

I
F
6
8
-
0
2
1
3

南
玉

川
Ⅵ

み
な

み
た

ま
が

わ
ろ

く
狩

猟
場

跡
、

散
布

地
縄

文
溝

状
土

坑
、

土
坑

、
縄

文
土

器
種

市
第

1
1
地

割
令

和
2
年

度
新

規
発

見

2
3
6

I
F
6
8
-
1
2
0
9

南
玉

川
Ⅶ

み
な

み
た

ま
が

わ
な

な
狩

猟
場

跡
縄

文
、

近
・

現
代

溝
状

土
坑

、
土

坑
、

木
炭

窯
跡

種
市

第
1
1
地

割
令

和
2
年

度
新

規
発

見

2
3
7

I
F
6
8
-
1
0
9
6

南
玉

川
Ⅷ

み
な

み
た

ま
が

わ
は

ち
散

布
地

縄
文

土
坑

、
縄

文
土

器
、

石
器

種
市

第
1
1
地

割
令

和
2
年

度
新

規
発

見
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第
１
表
　
町
内
の
遺
跡
一
覧
（
1
1
）

N
o
.

遺
跡
コ
ー

ド
遺

跡
名

よ
み

が
な

種
　

別
時

　
代

遺
　

構
　

・
　

遺
　

物
所

在
地

調
査

経
歴

備
　

　
　

　
　

考
文

献

2
3
8

I
F
6
8
-
2
1
2
1

南
玉

川
Ⅸ

み
な

み
た

ま
が

わ
き

ゅ
う

狩
猟

場
跡

縄
文

溝
状

土
坑

、
縄

文
土

器
種

市
第

1
1
地

割
令

和
2
年

度
新

規
発

見

2
3
9

I
F
6
8
-
1
3
6
8

西
戸

類
家

Ⅱ
に

し
へ

る
け

に
狩

猟
場

跡
、

散
布

地
縄

文
溝

状
土

坑
、

石
器

、
剥

片
種

市
第

1
0
地

割
令

和
2
年

度
新

規
発

見

2
4
0

I
F
6
8
-
2
3
2
1

南
戸

類
家

Ⅰ
み

な
み

へ
る

け
い

ち
狩

猟
場

跡
縄

文
溝

状
土

坑
種

市
第

8
地

割
令

和
2
年

度
新

規
発

見

2
4
1

I
F
7
8
-
0
0
4
5

西
戸

類
家

Ⅲ
に

し
へ

る
け

さ
ん

狩
猟

場
跡

、

散
布

地
縄

文
溝

状
土

坑
、

土
坑

、
縄

文
土

器
種

市
第

1
0
地

割
令

和
2
年

度
新

規
発

見

2
4
2

I
F
7
7
-
0
3
7
8

西
戸

類
家

Ⅳ
に

し
へ

る
け

よ
ん

狩
猟

場
跡

縄
文

溝
状

土
坑

、
土

坑
種

市
第

1
0
地

割
令

和
2
年

度
新

規
発

見

2
4
3

I
F
6
9
-
1
0
2
2

西
戸

類
家

Ⅴ
に

し
へ

る
け

ご
散

布
地

縄
文

土
坑

種
市

第
1
0
地

割
令

和
2
年

度
新

規
発

見

2
4
4

I
F
7
8
-
0
2
2
7

馬
場

Ⅲ
ば

ば
さ

ん
狩

猟
場

跡
縄

文
溝

状
土

坑
種

市
第

7
地

割
令

和
2
年

度
新

規
発

見

〈
文
献
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
略
し
た
〉

「
※

１
」
	
（

財
）

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
　

1
9
9
6
・

2
0
0
1
『

ゴ
ッ

ソ
ー

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
』

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
2
3
8
集

・
第

3
5
7
集

「
※

２
」
	

岩
手

県
久

慈
地

方
振

興
局

久
慈

農
村

整
備

事
務

所
（

財
）

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
　

2
0
0
2
『

上
水

沢
Ⅱ

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
』

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
3
9
1
集

「
※

３
」
	

岩
手

県
種

市
町

教
育

委
員

会
　

2
0
0
4
『

平
内

Ⅱ
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

』
 
種

市
町

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
１

集

「
※

４
」
	

岩
手

県
種

市
町

教
育

委
員

会
　

2
0
0
5
『

種
市

町
内

遺
跡

詳
細

分
布

調
査

報
告

書
Ⅰ

』
種

市
町

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
２

集

「
※

５
」
	

岩
手

県
洋

野
町

教
育

委
員

会
　

2
0
1
3
『

平
内

Ⅱ
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

』
洋

野
町

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
１

集

「
※

６
」
	

岩
手

県
洋

野
町

教
育

委
員

会
　

2
0
1
5
『

平
内

Ⅱ
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

』
洋

野
町

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
２

集

「
※

７
」
	
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
1
5
『

平
成

2
6
年

度
発

掘
調

査
報

告
書

 
南

川
尻

遺
跡

　
下

向
遺

跡
　

沼
袋

Ⅱ
遺

跡
　

沼
袋

Ⅲ
遺

跡
　

八
幡

沖
遺

跡
ほ

か
調

査
概

報
（

3
9
遺

跡
）
』

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
6
4
7
集

「
※

８
」
	

岩
手

県
教

育
委

員
会

　
2
0
1
6
『

岩
手

県
内

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
（

平
成

2
6
年

度
　

復
興

関
係

）
』

岩
手

県
文

化
財

調
査

報
告

書
第

1
4
6
集

「
※

９
」
	
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
1
6
『

平
成

2
7
年

度
発

掘
調

査
報

告
書

 
サ

ン
ニ

ヤ
遺

跡
　

房
の

沢
Ⅳ

遺
跡

　
白

石
遺

跡
ほ

か
調

査
概

報
（

3
3
遺

跡
）
』

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
6
6
1
集

「
※

1
0
」
	

岩
手

県
洋

野
町

教
育

委
員

会
　

2
0
1
7
『

ゴ
ッ

ソ
ー

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
』

洋
野

町
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

３
集

「
※

1
1
」
	

岩
手

県
教

育
委

員
会

　
2
0
1
7
『

岩
手

県
内

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
（

平
成

2
7
年

度
　

復
興

関
係

）
』

岩
手

県
文

化
財

調
査

報
告

書
第

1
4
9
集

「
※

1
2
」
	

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

三
陸

国
道

事
務

所
・
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
1
7
『

西
平

内
Ⅰ

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
』
 
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

6
7
3
集

「
※

1
3
」
	
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
1
7
『

平
成

2
8
年

度
発

掘
調

査
報

告
書

 
岩

洞
湖

Ｉ
遺

跡
　

栃
洞

Ⅳ
遺

跡
　

八
森

遺
跡

ほ
か

調
査

概
報

（
2
8
遺

跡
）
』

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
6
7
6
集

「
※

1
4
」
	

岩
手

県
教

育
委

員
会

　
2
0
1
8
『

岩
手

県
内

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
（

平
成

2
8
年

度
　

復
興

関
係

）
』

岩
手

県
文

化
財

調
査

報
告

書
第

1
5
2
集

「
※

1
5
」
	

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

三
陸

国
道

事
務

所
・
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
1
8
『

北
鹿

糠
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

』
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

6
8
6
集

「
※

1
6
」
	

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

三
陸

国
道

事
務

所
・
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
1
8
『

サ
ン

ニ
ヤ

Ⅰ
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

』
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

6
8
7
集

「
※

1
7
」
	
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
1
8
『

平
成

2
9
年

度
発

掘
調

査
報

告
書

 
岩

洞
湖

Ｉ
・

Ｈ
遺

跡
　

和
野

新
墾

神
社

遺
跡

　
北

野
Ⅻ

遺
跡

　
木

戸
場

遺
跡

　
中

野
城

内
遺

跡

沼
里

遺
跡

　
根

井
沢

穴
田

Ⅳ
遺

跡
　

耳
取

Ⅰ
遺

跡
　

千
厩

城
遺

跡
　

ほ
か

調
査

概
報

（
2
3
遺

跡
）
』

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
6
9
2
集

「
※

1
8
」
	

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

三
陸

国
道

事
務

所
・
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
1
9
『

南
鹿

糠
Ⅰ

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
』

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
6
9
7
集
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「
※

1
9
」
	

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

三
陸

国
道

事
務

所
・
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
1
9
『

上
の

マ
ッ

カ
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

』
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

6
9
8
集

「
※

2
0
」
	

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

三
陸

国
道

事
務

所
・
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
1
9
『

小
田

ノ
沢

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
』
 
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

6
9
9
集

「
※

2
1
」
	

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

三
陸

国
道

事
務

所
・
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
1
9
『

荒
津

内
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

』
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

7
0
1
集

「
※

2
2
」
	

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

三
陸

国
道

事
務

所
・
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
1
9
『

鹿
糠

浜
Ⅱ

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
』

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
7
0
2
集

「
※

2
3
」
	

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

三
陸

国
道

事
務

所
・
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
1
9
『

南
八

木
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

』
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

7
0
3
集

「
※

2
4
」
	

岩
手

県
洋

野
町

教
育

委
員

会
　

2
0
1
9
『

西
平

内
Ⅰ

遺
跡

ハ
ン

ド
ボ

ー
リ

ン
グ

調
査

報
告

書
』

洋
野

町
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

４
集

「
※

2
5
」
	

岩
手

県
洋

野
町

教
育

委
員

会
　

2
0
1
9
『

下
向

Ⅱ
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

』
洋

野
町

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
５

集

「
※

2
6
」
	

岩
手

県
洋

野
町

教
育

委
員

会
　

2
0
1
9
『

続
石

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
』

洋
野

町
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

６
集

「
※

2
7
」
	

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

三
陸

国
道

事
務

所
・
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
2
0
『

サ
ン

ニ
ヤ

Ⅲ
遺

跡
発

掘
調

査
報

告
書

』
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
埋

蔵
文

化
財

調
査

報
告

書
第

7
1
4
集

「
※

2
8
」
	

国
土

交
通

省
東

北
地

方
整

備
局

三
陸

国
道

事
務

所
・
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
2
0
『

田
ノ

端
Ⅱ

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
』

岩
手

県
文

化
振

興
事

業
団

埋
蔵

文
化

財
調

査
報

告
書

第
7
1
5
集

「
※

2
9
」
	
（

公
財

）
岩

手
県

文
化

振
興

事
業

団
　

2
0
2
0
『

令
和

元
年

度
発

掘
調

査
報

告
書

　
沼

里
遺

跡
　

根
井

沢
穴

田
Ⅳ

遺
跡

　
伝

吉
Ⅱ

遺
跡

　
岩
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第２図　遺跡範囲図
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Ⅰ．遺跡の概要

西戸類家Ⅰ遺跡は、洋野町種市第10地割地内、JR八戸線種市駅から南へ5.5km、宿戸漁港から南西へ３km、北

緯40°21′41″、東経141°43′11″を中心に位置する（第１図）。調査地の標高は126.9ｍである。未周知の埋蔵文

化財包蔵地であったが、風力発電事業に伴い令和元年度に実施された埋蔵文化財確認試掘調査によって新規に発

見された遺跡である。本遺跡の北東300ｍの位置に西戸類家Ⅱ遺跡、南西700ｍの位置に南戸類家Ⅰ遺跡が所在

する。

第３図　西戸類家Ⅰ遺跡　調査区配置図
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.
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深掘土層序確認面 (A-A’）

第３図　西戸類家Ⅰ遺跡調査区配置図

0 1:250 10ｍ
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Ⅱ．調査の概要

1．調査区とグリッドの設定

西戸類家Ⅰ遺跡は、埋蔵文化財確認試掘調査において遺構が検出されたため、本発掘調査を行うこととなった。

本発掘調査は、風力発電所建設予定地のうち、令和元年度試掘調査で遺構が検出された範囲を中心とした400㎡

を対象に調査区を設定し、実施した。

遺構の測量と遺物の取り上げのため、世界測地系に基づく平面直角座標第Ⅹ系を使用して、調査区北西の起点

（X＝40535.0ｍ、Y＝75280.0ｍ）から、北から南へＡ～Ｇ、西から東へ１～７までの一辺５ｍのグリッドを設定

した（第３図）。調査対象面積が狭いことから、大区画グリッドの割り付けは行わなかった。また、遺跡内の土

層序観察のため、調査区南東側に深掘区を設定した。

2．野外調査について

調査の手順は、バックホー(バケット土量0.45㎥)により表土を除去し、スコップや縦鋤簾で壁面成形後、剪

定鋏・根切り鋏を用い、草木根の除去を行った。引き続き鋤簾・両刃鎌で平面精査を行い、遺構を検出した。

遺構の掘削については、堆積土を移植ゴテ、竹べらを用いて２分割で掘削し、その堆積状況を観察・記録をし

た上で完掘を行った。記録作業においては、土層断面図作成は手実測により、方眼紙に記録した。遺物取り上げ

や遺構平面図・全体図はトータルステーションによる測量を行った。遺構については、遺構ごとに通し番号を付

与し、管理に努めた。記録写真については、35mm フィルムカメラ(モノクロフィルム・リバーサルフィルム)を

利用し、補足としてデジタルカメラにて撮影を行った。また各遺構の情報(種類、位置、土層等)や出土遺物な

どの情報は、作業状況と共に台帳に記録した。

本調査地の古環境を復原するため､土壌の植物珪酸体分析、出土炭化物の放射性炭素年代測定、縄文土器の胎

土分析を実施した。

全ての遺構調査が終了した後は、無人航空機(ドローン)による空中写真撮影を行った。

本調査中に発生した排土は、調査に影響のない隣地に仮置きし、本調査終了後には埋戻しを行った。

3．室内整理について

野外調査終了後、出土遺物を含む記録を整理し、発掘調査報告書の編集作業を行った。

野外調査で撮影したフィルム写真は、現像後アルバムに収納し、撮影記録の記入を行った。デジタル写真につ

いてはファイル名のリネームを行った。遺構図面については「A-Survey」（エースプロジェクト）で第一原図を編

集し、データ変換後、報告書掲載用の図として第二原図の編集を行った。

これらの作業と並行して原稿執筆・挿表作成を行い、完成した個々の挿図や調整済の画像等を併せて報告書を

編集した。なお、図化・編集作業に使用したソフトは下記のとおりである。

Adobe 社製  ｢Illustrator CC｣　遺物図トレース・遺構第二原図編集

　　　　　　「Photoshop CC」　　掲載用各写真画像調整

　　　　　　「InDesign CC」 　　組版・編集
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Ⅲ．遺跡の土層序

西戸類家Ⅰ遺跡の土層断面図は、調査区南東壁で作成した(第４図)。Ⅰ層は現表土で、粘性の弱い暗褐色土

を主体とする。草根による撹乱を受けており、本来の自然堆積状況を留めていない。遺構はⅠ層中で検出した。

Ⅱ層からⅣ層は火山灰層であり、Ⅱ層・Ⅲ層は明黄褐色土、Ⅳ層は黄橙色土、Ⅴ層は浅黄橙色土を主体とする砂

層である。

第４図　基本土層序

1：300 1m

A'A L=127.0m

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ

Ⅴ

深掘土層序（南東壁）

Ⅰ　10YR3/3　暗褐色土　  粘性中　締まり粗　草根・木根入る　10YR8/8黄橙色極小～小粒１％入る　現表土

Ⅱ　10YR6/8　明黄褐色土　粘性強　締まり密　草根入る

　　                     10YR7/8黄橙色小粒１％入る　10YR8/3浅黄橙色小粒１％入る　5Y7/4浅黄色砂が帯状にわずかに入る

Ⅲ　10YR6/8　明黄褐色土　粘性強　締まり密　草根入る　2.5Y8/2灰白色極小粒１％入る

Ⅳ　7.5YR7/8 黄橙色土　　粘性中　締まり極めて密　草根入る　2.5Y8/2灰白色小粒１％入る

Ⅴ　7.5YR8/4 浅黄橙色土　粘性弱　締まり極めて密

第４図　深掘土層序
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Ⅳ．西戸類家Ⅰ遺跡の自然科学分析

株式会社パレオ・ラボ

1．西戸類家Ⅰ遺跡の植物珪酸体分析
（1）はじめに

西戸類家Ⅰ遺跡では、縄文時代後期後半の竪穴住居跡SI01から炉が検出された。炉の燃料材にイネ科植物が

用いられていないかを検討するために、焼土の植物珪酸体分析を行った。以下では、試料について行った植物珪

酸体分析の結果を示し、焼土に含まれるイネ科植物について検討した。

（2）試料と方法
分析試料は、SI01から採取された焼土である。また、比較試料として、縄文時代後期後半の土坑SK06の覆土

も採取された。これらの試料について、以下の手順で分析を行った。

秤量した試料を乾燥後、再び秤量する（絶対乾燥重量測定）。別に試料約１ｇ（秤量）をトールビーカーにとり、約0.02

ｇのガラスビーズ（直径約0.04mm）を加える。これに30％の過酸化水素水を約20～30cc加え、脱有機物処理を行う。

処理後、水を加え、超音波洗浄機による試料の分散後、沈降法により0.01mm以下の粒子を除去する。この残渣より

グリセリンを用いて適宜プレパラートを作製し、検鏡した。同定および計数は、機動細胞珪酸体に由来する植物珪酸

体について、ガラスビーズが300個に達するまで行った。また、植物珪酸体の写真を撮り、写真図版Ａに載せた。

（3）結果
検鏡の結果、SI01の焼土からは植物珪酸体が検出されなかったが、比較試料のSK06からは植物珪酸体が検出

された。同定・計数された各植物の植物珪酸体個数とガラスビーズ個数の比率から、試料1ｇあたりの各植物珪

酸体個数を求め（第Ａ表）、分布図に示した（第Ａ図）。SK06からは、ネザサ節型機動細胞珪酸体とササ属型機動

細胞珪酸体、ヨシ属機動細胞珪酸体、キビ族機動細胞珪酸体、ウシクサ族機動細胞珪酸体の５種類の機動細胞珪

酸体の産出が確認できた。

（4）考察
SI01の焼土からは植物珪酸体の産出が認められなかった。比較試料のSK06覆土では、ササ属型をはじめ、キ

ビ族やウシクサ族の機動細胞珪酸体の産出が目立ち、遺跡周辺にはササ属型のササ類やキビ族、ウシクサ族など

のイネ科植物が分布していたと思われるが、燃料材としては用いられていなかったようである。

一方で、SI01では火山ガラスが多く検出された（写真図版Ａ-６・７）。これらの火山ガラスは、炉の構築材に

含まれていた火山ガラスの可

能性があるが、焼土に火山ガ

ラスが含まれる詳細は不明で

ある。ただし、火山ガラスの

屈折率測定を行えば、テフラ

の候補が絞れる可能性がある。

10,000個/g

ネ
サ
ザ
節
型

ヨ
シ
属

キ
ビ
族

ウ
シ
ク
サ
族

図1　植物珪酸体分布図

サ
サ
属
型

SI01

SK06

第Ａ図　植物珪酸体分布図

ネザサ節型

（個 /ｇ）

ササ属型

（個 /ｇ）

ヨシ属

（個 /ｇ）

キビ族

（個 /ｇ）

ウシクサ族

（個 /ｇ）

不明

（個 /ｇ）

SI01 0 0 0 0 0 0 

SK06 4,900 45,800 1,600 60,500 16,400 13,100 

第Ａ表　試料１ｇあたりの植物珪酸体個数
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写真図版Ａ　SK06 から検出した植物珪酸体と SI01 から検出された火山ガラス

1.ササ属型機動細胞珪酸体　2.ササ属型機動細胞珪酸体　3.ウシクサ族機動細胞珪酸体

4.キビ族機動細胞珪酸体　　5.ヨシ属機動細胞珪酸体　6.火山ガラス	7.火山ガラス	

a:断面　b:側面
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2．西戸類家Ⅰ遺跡の放射性炭素（14C）年代測定
（1）はじめに

西戸類家Ⅰ遺跡より検出された試料について、加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代測定を行った。

（2）試料と方法
測定試料は土器付着炭化物（外面）６点と炭化材２点の、計８点である。測定試料の情報、調製データを第Ｂ

表に示す。PLD-44322、44325、44327の微量試料については東京大学総合研究博物館においてセメンタイト化後、

加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクトAMS：NEC製 1.5SDH）を用いて測定した。得られた14C濃度につい

て同位体分別効果の補正を行った後、14C年代、暦年代を算出した。

（3）結果
第Ｃ表に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正に

用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した14C年代、第Ｂ図

に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下１桁を丸めていない値であり、今後暦年較正曲線

が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。

14C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。14C年代（yrBP）の算出には、14Cの半減期として

Libbyの半減期5568年を使用した。また、付記した14C年代誤差（±1σ）は、測定の統計誤差、標準偏差等に基

づいて算出され、試料の14C年代がその14C年代誤差内に入る確率が68.27％であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5568年として算出された14C年代に対し、過去の宇宙線強度

や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、および半減期の違い（14Cの半減期5730±40年）を較正して、

より実際の年代値に近いものを算出することである。

14C年代の暦年較正にはOxCal 4.4（較正曲線データ：IntCal 20）を使用した。なお、1σ暦年代範囲は、OxCal

の確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する68.27％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に2σ暦年代

範囲は95.45％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率を意味

する。グラフ中の縦軸上の曲線は14C年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す。

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-44321
遺構：SI01-45

第 7 図 4
種類：土器付着物・外面（煤類）

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44322
遺構：SK03-4

第 12 図 11
種類：土器付着物・外面（煤類）

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L） 

セメンタイト化

PLD-44323
遺構：SK03 

試料 No.139

種類：炭化材 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44324
遺構：SK05-5

第 15 図 4
種類：土器付着物・外面（煤類）

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44325
遺構：SK05-8

第 15 図 2
種類：土器付着物・外面（煤類）

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L） 

セメンタイト化

PLD-44326
遺構：SK05 

試料 No.15

種類：炭化材 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44327
遺構：SK06-30

第 16 図 1
種類：土器付着物・外面（煤類）

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L） 

セメンタイト化

PLD-44328
遺構：SK07-5

第 17 図 2
種類：土器付着物・外面（煤類）

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

第Ｂ表　測定試料および処理
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（4）考察
得られた年代値について、2σ暦年代範囲に注目して整理する。なお、縄文時代の土器編年と暦年代の対応関

係については、小林（2017）を参照した。

SI01-45から得られた土器付着炭化物（PLD-44321）は、1411-1270 cal BC (95.45％)の暦年代を示した。

SK03-4から得られた土器付着炭化物（PLD-44322）は、1667-1656 cal BC (0.79％)および1633-1418 cal BC 

(94.66％)の暦年代を示した。同じSK03から得られた炭化材（試料No.139：PLD-44323）は、2009-2002 cal BC 

(0.70％)、1966-1962 cal BC (0.37％)、1959-1871 cal BC (68.66％)、1848-1812 cal BC (15.40％)、1807-

1774 cal BC (10.32％)の暦年代を示した。これは、縄文時代後期前葉～中葉に相当する。なお、木材の場合、

最終形成年輪部分を測定すると枯死・伐採年代が得られるが、内側の年輪を測定すると最終形成年輪から内側で

あるほど古い年代が得られる（古木効果）。今回の試料は最終形成年輪が残存していないため、測定結果は木材

が枯死・伐採された年代よりも古い年代を示している可能性がある。

SK05-5から得られた土器付着炭化物（PLD-44324）は、1498-1404 cal BC (95.45％)の暦年代を示した。また、

SK05-8から得られた土器付着炭化物（PLD-44325）は、1610-1576 cal BC (5.05％)、1562-1554 cal BC (0.96％)、

1547-1411 cal BC (89.44％)の暦年代を示した。同じSK05から得られた炭化材（試料No.15：PLD-44326）は、

1497-1467 cal BC (14.35％)、1466-1387 cal BC (75.16％)、1337-1321 cal BC (5.94％)の暦年代を示した。

これは、縄文時代後期中葉～後葉に相当する。なお、本試料も最終形成年輪が残っていなかったため、古木効果

により、測定結果が枯死・伐採された年代よりも古い年代を示している可能性がある。

SK06-30から得られた土器付着炭化物（PLD-44327）は、1882-1835 cal BC (16.35％)および1831-1622 cal BC 

(79.10％)の暦年代を示した。

SK07-5から得られた土器付着炭化物（PLD-44328）は、1410-1269 cal BC (95.45％)の暦年代を示した。

なお、出土遺物は大半が縄文時代後期後半のものと考えられており、今回測定した炭化材２点も縄文時代後期

前葉～後葉に相当する暦年代で、整合的な結果であった。

測定番号

遺跡データ

δ 13C 

(‰ )

暦年較正用年代 

(yrBP ± 1 σ )

14C 年代 

(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-44321 

遺構：SI01-45

第 7 図 4

-25.49 ± 0.14 3074 ± 22 3075 ± 20

1398-1370 cal BC (21.31%) 

1356-1331 cal BC (19.83%) 

1328-1295 cal BC (27.13%)

1411-1270 cal BC (95.45%)

PLD-44322 

遺構：SK03-4

第 12 図 11

-27.43 ± 0.30 3257 ± 53 3260 ± 50

1610-1576 cal BC (16.32%) 

1561-1554 cal BC ( 3.09%) 

1546-1493 cal BC (34.89%) 

1480-1453 cal BC (13.96%)

1667-1656 cal BC ( 0.79%) 

1633-1418 cal BC (94.66%)

PLD-44323 

遺構：SK03 

試料 No.139

-26.08 ± 0.19 3551 ± 23 3550 ± 25
1938-1880 cal BC (59.69%) 

1839-1827 cal BC ( 8.58%)

2009-2002 cal BC ( 0.70%) 

1966-1962 cal BC ( 0.37%) 

1959-1871 cal BC (68.66%) 

1848-1812 cal BC (15.40%) 

1807-1774 cal BC (10.32%)

PLD-44324 

遺構：SK05-5

第 15 図 4

-25.59 ± 0.13 3162 ± 22 3160 ± 20
1492-1482 cal BC (12.26%) 

1450-1416 cal BC (56.00%)
1498-1404 cal BC (95.45%)

PLD-44325 

遺構：SK05-8

第 15 図 2

-26.68 ± 0.24 3219 ± 44 3220 ± 45 1516-1438 cal BC (68.27%)

1610-1576 cal BC ( 5.05%) 

1562-1554 cal BC ( 0.96%) 

1547-1411 cal BC (89.44%)

PLD-44326 

遺構：SK05 

試料 No.15

-27.25 ± 0.12 3149 ± 25 3150 ± 25
1491-1483 cal BC ( 6.55%) 

1449-1405 cal BC (61.72%)

1497-1467 cal BC (14.35%) 

1466-1387 cal BC (75.16%) 

1337-1321 cal BC ( 5.94%)

PLD-44327 

遺構：SK06-30

第 16 図 1

-25.03 ± 0.23 3436 ± 46 3435 ± 45

1873-1846 cal BC (12.12%) 

1817-1803 cal BC ( 5.05%) 

1775-1680 cal BC (47.25%) 

1653-1642 cal BC ( 3.85%)

1882-1835 cal BC (16.35%) 

1831-1622 cal BC (79.10%)

PLD-44328 

遺構：SK07-5

第 17 図 2

-26.89 ± 0.12 3073 ± 22 3075 ± 20

1397-1369 cal BC (21.27%) 

1357-1332 cal BC (19.85%) 

1327-1294 cal BC (27.15%)

1410-1269 cal BC (95.45%)

第Ｃ表　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果
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第Ｂ図　暦年較正結果
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3．西戸類家Ⅰ遺跡から出土した縄文土器の胎土分析
（1）はじめに

土器などの焼物は、基本材料として粘土と砂粒などの混和物で構成されるが、粘土材料は比較的良質と思える

粘土層から採取された状況が、粘土採掘坑の調査から推察される（藤根・今村2001）。また、粘土自体に珪藻化

石や放散虫化石が混在している場合があり、使用した粘土の堆積環境を推定できる。

縄文土器や弥生土器などの焼物材料として利用できる粘土材料は、固結していない地層、すなわち、およそ第

三紀中新統以降の地層堆積物、第四紀鮮新統～更新統の段丘堆積物中の粘土質堆積物、そして断層粘土に限定で

きると考えられる（藤根1998、藤根・小坂1997）。

土器胎土中の砂粒物は、これらの粘土質堆積物に付随する砂粒の可能性が高いが、祭祀用とされる土器では、

意図的に混和している場合も考えられる。例えば、東海地域の弥生時代後期の赤彩されたパレススタイル土器で

は、パレススタイル土器のうち３分の１程度に、砂粒物として火山ガラスが多量に含まれている（藤根1998）。

これらの火山ガラスは、粘土採取場所の上下層や周辺に分布するテフラ層由来と考えられる。このように胎土分

析においては、粘土や混和材について、岩石・鉱物のほか微化石類やテフラなどの記載が重要であり、粘土や砂

粒物、混和物の特徴について調べたうえで、周辺地質と比較・検討する必要がある。

ここでは、西戸類家Ⅰ遺跡より出土した縄文時代後期後半の土器について、薄片の偏光顕微鏡観察を行い、粘土の

種類と砂粒組成等の特徴を調べ、土器の胎土材料について検討した。

（2）試料と方法
分析試料は、西戸類家Ⅰ遺跡より出土した縄文時代後期後半の深鉢１点と壺１点である（第Ｄ表）。

土器片は、岩石カッターを用いて整形し、全体にエポキシ系樹脂を含浸させて固化処理を行った。この土器試

料を、精密岩石薄片作製機で整形、研磨フィルムを用いて研磨し、厚さ0.02mm前後の土器薄片を作製した。最

後に、仕上げとしてコーティング剤を塗布した。

薄片試料は、偏光顕微鏡を用いて薄片全面に含まれる微化石類（放散虫化石、珪藻化石、骨針化石など）、鉱物、

大型砂粒の特徴、その他の混和物等について、観察と記載を行った。微化石類は、全体を300倍で観察した後、

1500倍（油浸）で最低２列を観察した。

なお、ここで採用した微化石類や岩石、鉱物の各分類群の特徴は、以下のとおりである。

分析 No. 図版番号 器種 遺跡名 遺構 遺構の時期

1 第 7図 5 壺 西戸類家Ⅰ遺跡 SI01 縄文時代後期後半

2 第 7図 1の下部 深鉢 西戸類家Ⅰ遺跡 SI01 縄文時代後期後半

第Ｄ表　分析試料の詳細
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第Ｃ図　西戸類家Ⅰ遺跡と周辺の地質
（鎌田ほか（1991）20万分の１地質図幅「八戸」を編集）
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［放散虫化石］

放散虫は、放射仮足類に属する海生浮遊性原生動物で、その骨格は硫酸ストロンチウム又は珪酸からなる。放

散虫化石は、海生浮遊性珪藻化石とともに外洋性堆積物中に含まれる。

［珪藻化石］

珪酸質の殻をもつ微小な藻類で、大きさは10～数100μm程度である。珪藻は、海水域から淡水域に広く分布

する。小杉（1988）や安藤（1990）は、現生珪藻に基づいて環境指標種群を設定し、具体的な環境復原を行っている。

ここでは、種あるいは属が同定できる珪藻化石（海水種、淡水種）を分類した。

［骨針化石］

海綿動物の骨格を形成する小さな珪質、石灰質の骨片で、細い管状や針状である。海綿動物の多くは海水産で

あるが、淡水産も23種ほどが知られ、湖や池、川の底に横たわる木や貝殻などに付着して生育する。したがって、

骨針化石は水成環境を指標する。

［植物珪酸体化石］

おもにイネ科植物の細胞組織を充填する非晶質含水珪酸体であり、長径約10～50μm前後である。一般にプラ

ント・オパールとも呼ばれ、イネ科草本やスゲ、シダ、トクサ、コケ類などに存在する。

［胞子化石］

胞子は、直径約10～30μm程度の珪酸質の球状粒子である。胞子は、水成堆積物中に多く見られるが、土壌中

にも含まれる。

［石英・長石類］

石英および長石類は、いずれも無色透明の鉱物である。長石類のうち、後述する双晶などのように、光学的な

特徴をもたないものは石英と区別するのが困難な場合が多く、一括して扱う。

［長石類］

長石は、大きく斜長石とカリ長石に分類される。斜長石は、双晶（主として平行な縞）を示すものと累帯構造（同

心円状の縞）を示すものに細分される（これらの縞は組成の違いを反映している）。カリ長石は、細かい葉片状の

結晶を含むもの（パーサイト構造）と格子状構造（微斜長石構造）を示すものに分類される。また、ミルメカイト

は斜長石と虫食い状石英との連晶（微文象構造という）である。累帯構造を示す斜長石は、火山岩中の結晶（斑晶）

によく見られる。パーサイト構造を示すカリ長石は、花崗岩などケイ酸分の多い深成岩などに産出する。

［雲母類］

一般的には黒雲母が多く、黒色から暗褐色で、風化すると金色から白色になる。形は板状で、へき開（規則正

しい割れ目）にそって板状に剥がれ易い。薄片上では長柱状や層状に見える場合が多い。花崗岩などケイ酸分の

多い火成岩に普遍的に産し、変成岩類や堆積岩類にも産出する。

［輝石類］

主として斜方輝石と単斜輝石とがある。斜方輝石（おもに紫蘇輝石）は、肉眼ではビール瓶のような淡褐色お

よび淡緑色などの色を呈し、形は長柱状である。ケイ酸分の少ない深成岩類や火山岩類、ホルンフェルスなどの

ような高温で生じた変成岩類に産する。単斜輝石（おもに普通輝石）は、肉眼では緑色から淡緑色を呈し、柱状

である。主としてケイ酸分の少ない火山岩類や、ケイ酸分の最も少ない火成岩類や変成岩類中にも産出する。

［角閃石類］

主として普通角閃石であり、色は黒色から黒緑色で、薄片上では黄色から緑褐色などである。形は、細長く平

たい長柱状である。閃緑岩のような、ケイ酸分が中間的な深成岩類や変成岩類、火山岩類に産出する。

［ガラス質］

透明な非結晶の物質で、電球のガラス破片のような薄く湾曲したガラス（バブル・ウォール型：記載ではバブル型

と略す）や、小さな泡をたくさんもつガラス（軽石型）などがある。おもに火山噴火により噴出した噴出物（テフラ）で

ある。
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［緑れん石］

緑色～淡緑色のサイコロ状鉱物で、屈折率が高く、異常干渉色を示す。緑色片岩に特徴的に含まれる。

［ザクロ石］

無色透明の屈折率の高いサイコロ状鉱物である。変成岩中にごく普通に産出し、火山岩中にも含まれる。

［片理複合石英類］

石英、長石類、岩片類などの粒子が集合し、片理構造を示す岩石である。雲母片岩や結晶片岩、片麻岩や粘板

岩、千枚岩と考えられる。

［複合石英類］

複合石英類は、石英が集合している粒子で、基質（マトリックス）の部分をもたないものである。個々の石英

粒子の粒径は、粗粒から細粒までさまざまである。ここでは便宜的に、粒径が0.01mm未満の粒子を微細、0.01

～0.05mmの粒子を小型、0.05～0.10mmの粒子を中型、0.10mm以上の粒子を大型と分類した。微細結晶の集合体

である場合には、堆積岩類のチャートなどに見られる特徴がある。

［砂岩質・泥岩質］

石英、長石類、岩片類などの粒子が集合し、基質部分をもつ。構成粒子の大きさが約0.06mm以上のものを砂

岩質、約0.06mm未満のものを泥岩質とした。

［斑晶質・完晶質］

斜長石や輝石・角閃石などの結晶からなる斑晶構造を示し、基質は微細な鉱物やガラス質物からなる岩石であ

る。直交ニコルの観察において結晶度が高い岩石片である。

［流紋岩質］

石英や長石などの結晶からなる斑晶構造を示し、基質は微細な鉱物やガラス質物からなり、おもに流理構造を

示す岩石である。

［凝灰岩質］

ガラス質で斑晶質あるいは完晶質構造をもつ粒子のうち、直交ニコルの観察において結晶度が低く、全体的に

暗い岩石片である。

［不明粒子］

下方ポーラーのみ、直交ポーラーのいずれにおいても不透明な粒子や、変質して鉱物あるいは岩石片として同

定不可能な粒子を不明粒子とした。

（3）結果および考察
偏光顕微鏡による各土器薄片の観察結果を述べる。粒子組成については、微化石類や岩石片、鉱物を記載する

ために、プレパラート全面を精査した。以下では、粒度組成や、0.1mm前後以上の岩石片・鉱物の砂粒組成、微

化石類などの記載を示す。なお、第Ｅ表における不等号は、量比の概略を示す。また、第Ｆ表の記号については、

◎は非常に多い、○は多い、△は検出、―は不検出を示す。

①微化石類による粘土材料の分類

土器薄片の全面を観察した結果、微化石類（珪藻化石、骨針化石）が検出された。微化石類の大きさは、放散

虫化石が数100μm、珪藻化石が10～数100μm、骨針化石が10～100μm前後である（植物珪酸体化石は10～50

μm前後）。一方、砕屑性堆積物の粒度は、粘土が約3.9μm以下、シルトが約3.9～62.5μm、砂が62.5μm～

2mmである（地学団体研究会・地学事典編集委員会編1981）。主な堆積物の粒度分布と微化石類の大きさの関係か

ら、微化石類は粘土中に含まれると考えられる。植物珪酸体化石以外の微化石類は、粘土の起源（粘土層の堆積

環境）を知るのに有効な指標になる。植物珪酸体化石は、土器製作の場で灰質に伴って多く混入する可能性が高

いなど、ほかの微化石類のように粘土の起源を必ずしも指標するとは限らない。
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今回の試料の土器胎土は、粘土中に含まれていた微化石類により、a）淡水成粘土に分類された（第Ｆ表）。以

下では、粘土の特徴について述べる。

a）淡水成粘土（分析No.１、２）

これらの土器胎土中には、淡水種珪藻化石Pinnularia 属が含まれていた。なお、海綿動物の骨格の一部であ

る骨針化石も少量含まれていた。この分析No.1の胎土中には、放散虫化石や海水種珪藻化石Coscinodiscus 属/

Thalassiosira 属、Campylodiscus 属が特徴的に含まれ、海綿動物の骨格の一部である骨針化石が多く含まれて

いたため、粘土が採取されたのは周辺に海成層が分布する地域と言える。

②砂粒組成による分類

本稿で設定した分類群は、構成される鉱物種や構造的特徴から設定した分類群であるが、地域を特徴づける源

岩とは直接対比できない。したがって、胎土中の鉱物と岩石粒子の岩石学的特徴は、地質学的状況に一義的に対

応しない。特に、深成岩類を構成する鉱物群は粒度が大きいため、細粒質の砂粒からなる胎土の場合には、深成

岩類の推定が困難な場合が多い。

ここでは、比較的大型の砂粒と鉱物群の特徴により、起源岩石の推定を行った（第Ｆ表）。岩石の推定では、

片理複合石英類が片岩類（A/a）、複合石英類（大型）が深成岩類（B/b）、複合石英類（微細）などが堆積岩類（C/c）、

斑晶質・完晶質が火山岩類（D/d）、凝灰岩質や結晶度の低い火山岩が凝灰岩類（E/e）、流紋岩質が流紋岩類（F/f）、

ガラス質がテフラ（G/g）である。

土器胎土中の砂粒組成は、第Ｇ表の組み合わせに従って、１）Bg群、２）Cb群、の２群に分類された。以下に、

分類された砂粒物の特徴について述べる。

１）おもに深成岩類又はテフラからなるBg群（分析No.１）

おもに複合石英類（大型）やジルコンなど

の鉱物群からなる深成岩類と、おもに軽石型

の火山ガラスからなるテフラで構成される。

なお、軽石型火山ガラスには、斜方輝石や斜

長石（双晶）が含まれていた。

２）おもに堆積岩類又は深成岩類からなるCb

分析 No. 図版番号 粒度 最大粒径 微化石類の特徴 砂粒物岩石・鉱物組成

1 第 7図 5 350 μ m ～ 900 μ m 1.77mm

放散虫化石、珪藻化石（海水種Coscinodiscus 属 /

Thalassiosira 属、Campylodiscus 属、沼沢湿地付着

生Pinnularia viridis、淡水種Pinnularia 属、不

明破片）、骨針化石（6）、胞子化石、植物珪酸体化石

複合石英類（大型 )＞ガラス質（軽石型・バブル型、

輝石含む）、斜長石（累帯・双晶）＞石英・長石類、

角閃石類、斑晶質、凝灰岩質、カリ長石（パーサイト）、

単斜輝石、斜方輝石、雲母類、ジルコン

2
第 7図 1

の下部
250 μ m ～ 780 μ m 2.15mm

珪藻化石（淡水種Pinnularia lata、Pinnularia 属、

不明破片）、骨針化石（1）、胞子化石、植物珪酸体化

石

複合石英類（大型）＞複合石英類（微細）、石英・長

石類＞凝灰岩質、斜長石（双晶）、片岩類、角閃石類、

ガラス質（バブル型）、カリ長石（パーサイト )、単

斜輝石、斜方輝石、ジルコン、ザクロ石、緑簾石

第Ｅ表　試料の粘土中の微化石類と砂粒組成の特徴記載

第Ｆ表　胎土中の粘土および砂粒の特徴一覧表

分析No. 図版番号

粘土の特徴 砂粒の特徴 鉱物の特徴

植
物
珪
酸
体
化
石

その他の特徴種
類

放
散
虫
化
石

海
水
種
珪
藻
化
石

淡
水
種
珪
藻
化
石

不
明
種
珪
藻
化
石

骨
針
化
石

胞
子
化
石

分
類

A･a B･b C･c D･d E･e F･f G･g

石
英

斜
長
石 

（
双
晶
・
累
帯
）

カ
リ
長
石 

（
パ
ー
サ
イ
ト
）

ジ
ル
コ
ン

角
閃
石
類

輝
石
類

雲
母
類

片
岩
類

深
成
岩
類

堆
積
岩
類

火
山
岩
類

凝
灰
岩
類

流
紋
岩
類

テ
フ
ラ

1 第 7 図 5
淡水
成

△ ○ 〇 〇 ○ ○ Bg - ◎ △ △ △ - ○ △ ○ △ △ △ △ △ △

植物細胞片含む、大

型軽石（淡褐色ガラ

スを含む）、火山ガ

ラスの一部溶融発泡

2
第 7図 1

の下部
淡水
成

- - △ △ △ △ Cb △ ○ 〇 - △ - △ △ △ △ △ △ △ - ○
植物細胞片含む、粘

土小塊多い

第Ｇ表　岩石片の起源と組み合わせ

第1出現群

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

片岩類 深成岩類 堆積岩類 火山岩類 凝灰岩類 流紋岩類 テフラ

第
２
出
現
群

a 片岩類 Ba Ca Da Ea Fa Ga

b 深成岩類 Ab Cb Db Eb Fb Gb

c 堆積岩類 Ac Bc Dc Ec Fc Gc

d 火山岩類 Ad Bd Cd Ed Fd Gd

e 凝灰岩類 Ae Be Ce De Fe Ge

f 流紋岩類 Af Bf Cf Df Ef Gf

g テフラ Ag Bg Cg Dg Eg Fg
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（スケール；1c,1d,2c,2d:500μm、1e,1f,2e,1ｇ:50μm、1h,1i,1j,2f:20μm）

1a.分析No.1　1b.分析No.1（断面）　1c.分析No.1（解放ニコル）　1d.分析No.1（直交ニコル）

2a.分析No.2　2b.分析No.2（断面）　2c.分析No.2（解放ニコル）　2d.分析No.2（直交ニコル）

1e.複合石英類（大型）　1f.斑晶質　2e.凝灰岩質　1ｇ.火山ガラス（軽石型）　1h.放散虫化石

1i珪藻化石Coscinodiscus属/Thalassiosira属　1j.珪藻化石Pinnularia viridis　2f.珪藻化石Pinnularia lata

写真図版Ｂ　分析試料と胎土中粒子の偏光顕微鏡写真
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群（分析No.２）

おもに複合石英類（微細）からなる堆積岩類と、複合石英類（大型）やジルコンなどの鉱物群からなる深成岩類で

構成される。

③遺跡周辺の地質環境

遺跡周辺の地質は、第四紀完新世の火山灰および軽石からなる火山灰層（第Ｃ図V）、その基盤となる中生代白

亜紀の中粒および細粒黒雲母花崗岩（gr）や角閃石黒雲母花崗閃緑岩（g3）からなる階上岩体など、単斜輝石角閃

石石英閃緑岩・角閃石黒雲母花崗閃緑岩など（g2）やかんらん石単斜輝石斑れい岩・単斜輝石角閃石斑れい岩な

ど（gb）からなる平庭・天神森岩体などが分布する。また、海岸部には、砂岩・礫岩および凝灰岩を伴う種市層（Tn）

が分布する。

さらに、西側地域には、第三紀中期中新世の泥岩・砂岩および礫岩・珪長質凝灰岩を伴う門ノ沢層・関層など

（kn）、古生代―中生代の苦鉄質火山岩（Nm）や粘板岩および砂岩・チャート薄層など（Ns）からなる五葉窪層など

が分布する。

北側地域の八戸周辺には、第四紀後期更新世の砂などからなる中位段丘堆積物（t2）、新第三紀鮮新世の砂岩お

よび泥岩・礫岩および凝灰岩からなる斗川層・砂子又層・荒谷層など（Tgs）が分布する。三戸―八戸地域に分布す

る斗川層は、浅海性の軟体動物化石を含むため、海成層である（日本の地質「東北地方」編集委員会編1988）。

南側地域の久慈周辺には、第四紀中期更新世の砂および礫からなる高位段丘堆積物（t1）、古第三紀漸新世の

礫岩・砂岩・泥岩および凝灰岩からなる港層（Mi）、中生代白亜紀の泥岩・砂岩・礫岩および凝灰岩からなる沢

山層（Sw）、砂岩および珪質頁岩からなる国丹層（Kt）、礫岩・砂岩・泥岩および凝灰岩からなる玉川層（Ta）が分

布する。

④土器材料の特徴

分析No.１の土器は、粘土が淡水成粘土で、砂粒組成が深成岩類と軽石質のテフラからなるBg群であった。この

土器胎土中には、放散虫化石や海水種珪藻化石が特徴的に含まれるため、この土器の製作地は海成層が分布する

地域であったと理解される。遺跡の隣接地域には海成層は分布しないが、八戸地域の馬淵川沿いには、新第三紀

鮮新世の砂岩および泥岩・礫岩および凝灰岩からなる斗川層など（第Ｃ図Tgs）が分布し、上流には十和田火山が位

置していて古い時期の軽石質テフラも分布するため、分析No.１の土器材料の条件を満たしていると考える。

一方、分析No.２の土器は、粘土が淡水種珪藻化石の少ない淡水成粘土で、砂粒組成が堆積岩類と深成岩類か

らなるCb群であった。火山ガラスからなるテフラが少ないため、分析No.２の製作地は、分析No.１の土器のよう

に十和田火山の噴出物の影響を強く受ける地域ではないと推定される。例えば、材料が採取された可能性のある

最も近い地域としては、南側の久慈周辺の段丘堆積物が考えられる。なお、この土器の製作地の推定には、製作

地と想定される地域の土器と比較検討する必要がある。
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第５図　遺構配置図
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Ⅴ．調査の成果

1．検出された遺構と遺物

調査の結果、竪穴住居跡が１棟、土坑が11基、ピットが４基検出された。

（1）竪穴住居跡
SI01　竪穴住居跡（第６～８図、第１・２表、写真図版４～６・13）

調査区の中央、Ｃ４・Ｄ４グリッドにおいて検出された。標高126.9ｍの尾根上平坦部に位置している。SI01

がSK09を切る状況で検出され、新旧関係はSI01が新しい。規模は、北西―南東346㎝×北東―南西288㎝を測り、

平面形は円形を呈する。底面は地山を床面とし、壁はやや外傾しながら立ち上がり、壁の高さは南西壁で最大

10cmを測る。堆積土は２層に分層され、１層は褐色土、２層は明黄褐色土を主体とする。

住居跡内ではピットが４基検出された。平面形はP01、P02、P03が円形、P04が楕円形を呈する。P01の規模は

開口部で径56cm、深さは27cmを測る。P01からは土器が25点、石器が１点出土した。P02の規模は、開口部で径

48cm、深さは37cmを測る。P02からは土器が１点出土した。P03の規模は、開口部で径45cm、深さは32cmを測る。

P03からは土器が９点、石器が１点出土した。P04の規模は開口部で長軸46cm×短軸30cm、深さは14cmを測る。

P04からの出土遺物はない。堆積土は黒褐色土、暗褐色土、褐色土を主体とする。

住居跡中央で炉を検出した。規模は長軸114cm×短軸80cm、深さは12cmを測り、住居跡の規模に対し比較的

大きな規模をもつ。地床炉であり、石囲などの痕跡はなかった。炉の中央部から東側にかけて焼土が分布する。

炉の焼土については自然科学分析を行った（第Ⅳ章）。

住居跡内から縄文土器、土製品が73点（506.4ｇ）、石器が３点（1,970.0ｇ）出土した。第７図１～４は胴部に

括れをもち、口頸部が外に開く深鉢形土器である。同一個体と考えられる。口縁部と括れ部に施文される２条の

刻み目帯が文様帯を区画し、頸部には磨消縄文が発達する。１は口唇部に連続する刻みが施文され、口縁部の刻

み目帯に至る抉りをもつ。抉りの両脇は円形状の突起をなし、抉りの下端の刻み目帯上には、前方にやや突き出

す貼瘤がなされている。２の頸部には、磨消縄文による入組文が施文され、入組部に貼瘤がなされる。３はP01

堆積土から出土した。４はSK03と遺構間での接合関係が認められた。５～７はやや内湾する口縁部に縄文帯を

もつ。下端に沈線による区画はない。壺形土器と考えられる。９はLR縄文が施文される鉢形土器である。11は

ミニチュア土器である。第７図12・13は磨石、第８図14は凹石である。12は炉の堆積土２層より出土したもので、

被熱の痕跡が認められる。
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第６図　竪穴住居跡 SI01
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第●図　SI01　出土遺物
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第７図　竪穴住居跡 SI01　出土遺物（１）
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第●図　SI01　出土遺物
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第２表　竪穴住居跡 SI01　出土遺物観察表　石器

番号 出土位置 器種
長さ

(mm)

幅

(mm)

厚さ

(mm)

重さ

(g)
石質 備考

竪穴住居跡 SI01　（第7・8図、写真図版13上）

12 炉-2層 磨石 94.7 74.3 44.4 430.0 花崗岩 亜角礫を素材としている。被熱の痕跡がある。

13 P01-3層 磨石 96.8 89.0 57.4 740.0 花崗閃緑岩 円礫の表裏面を磨いている。

14 P03-1層 凹石 100.7 90.7 56.7 800.0 花崗閃緑岩
円礫の表裏面を磨いている。表裏に凹みがある。上下端部が風化によっ

て欠損している。

第１表　竪穴住居跡 SI01　出土遺物観察表　土器・土製品

第８図　竪穴住居跡 SI01　出土遺物（２）

番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚

（mm）

色調
備考

外面 内面

竪穴住居跡 SI01　（第7図、写真図版13上）

1 P01-3層 深鉢
口縁部

～頸部

２条の刻み目帯　LR横位、沈線、磨

消　貼瘤　口唇部：刻み
堅緻　砂粒含む 良好 4.0 7.5YR5/6 明褐色 10YR5/6 黄褐色 胎土分析試料

2
1層、P01-3

層、P03-1層
深鉢 頸部

２条の刻み目帯　LR横位、沈線、磨

消　貼瘤
緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 7.5YR5/6 明褐色 10YR5/6 黄褐色 1と同一個体か

3 P01-堆積土 深鉢 頸部 刻み目帯　LR横位、沈線 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 4.0 10YR4/3
にぶい

黄褐色
10YR4/3

にぶい

黄褐色
1と同一個体か

4 P01-2・3層 深鉢
頸部～

胴部

２条の刻み目帯　LR横位、沈線、磨

消　貼瘤
堅緻　砂粒含む 良好 4.5 7.5YR5/6 明褐色 10YR5/6 黄褐色

外面炭化物付着

胴下半部は被熱に

よる赤化

年代測定試料

1と同一個体か

5 P01-2・3層 壺 口縁部 LR横位、磨消 堅緻　砂粒含む 良好 5.0 10YR5/4
にぶい

黄褐色
10YR5/4

にぶい

黄褐色
胎土分析試料

6 P01-3層 壺 口縁部 LR横位、磨消 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.5 10YR5/4
にぶい

黄褐色
10YR5/4

にぶい

黄褐色
輪積み痕

7
P01‐2層、

P03-1層
壺 口縁部 LR横位、磨消 堅緻　砂粒含む 良好 4.0 10YR5/4

にぶい

黄褐色
10YR5/4

にぶい

黄褐色
輪積み痕

8 1層 深鉢 胴部 LR斜位 緻密　砂粒含む 磨滅 5.0 10YR5/4
にぶい

黄褐色
10YR5/4

にぶい

黄褐色
内外面炭化物付着

9 1層 鉢
口縁部

～底部
LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 4.0 10YR5/4

にぶい

黄褐色
10YR6/4

にぶい

黄橙色

口径：180mm（推定）

器高：102mm

炭化物付着

輪積み痕

10
P01-3層、

P03-1層
深鉢 底部 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 7.0 7.5YR5/6 明褐色 10YR4/3

にぶい

黄褐色

11 P02-1層
台付

鉢

胴部～

台部
緻密　砂粒含む 良好 5.0 7.5YR5/6 明褐色 7.5YR5/6 明褐色 ミニチュア土器
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（2）土坑
SK01　土坑（第９図、写真図版７） 

調査区の南西側、Ｅ３グリッドにおいて検出された。標高127.3ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形は

円形を呈する。規模は開口部で径174cm、底面で径150cm、深さは10cmを測り、底面は平坦である。SK01がSK10

を切る状況で検出され、新旧関係はSK01が新しい。堆積土は単層のにぶい黄褐色土である。遺構からの出土遺

物はない。

SK02　土坑（第９・11 図、第３・４表、写真図版７・13）

調査区の西側、Ｄ２・Ｄ３・Ｅ２・Ｅ３グリッドにおいて検出された。標高127.2ｍの尾根上平坦部に位置し

ている。平面形は円形を呈する。規模は開口部で径218cm、底面で径202cm、深さは19cmを測り、底面は平坦で

ある。堆積土は４層に分層され、１層は黒褐色土、２・３層はにぶい黄褐色土、４層は明黄褐色土を主体とする。

遺構内から縄文土器が13点（104.4ｇ）、石器が１点（0.8ｇ）出土した。縄文土器は８点図化した。第11図１・

２は口縁部に円形刺突文をもつ鉢形土器である。１には突起がつく。３～６は壺形土器である。３・４の内面に

は輪積み痕が残される。８は注口土器である。第11図９は頁岩の石鏃である。土坑覆土中壁際より出土した。

先端部は、被熱により欠損している。

SK03　土坑（第９・12・13 図、第３・４表、写真図版７・８・14）

調査区の西側、Ｄ３グリッドにおいて検出された。標高127.1ｍの尾根上平坦部に位置している。フラスコ状

の２段構造である。平面形は、１・２段目ともに円形を呈している。規模は１段目開口部で径150cm、底面で径

138cm、２段目開口部で径98cm、底面で径138cm、深さは92cmを測り、底面は平坦である。断面形はフラスコ状

を呈する。堆積土は９層に分層され、１層は黒褐色土、２・５層はにぶい黄褐色土、３層は黄褐色土、４層は灰

黄褐色土、６層は暗褐色土、７層は褐色土、８層は黄橙色土、９層は明黄褐色土を主体とする。

遺構内から縄文土器が198点（1,797.2ｇ）、石器が１点（190.7ｇ）出土した。縄文土器は36点図化した。第12

図１はRL縄文を地文とし横位に沈線が施文される。２・３は同一個体と考えられる。木の葉状文が横位に連続し、

その結節部に貼瘤がなされている。５～９は刻み目帯をもつ。SI01の１～４などと同一個体の可能性がある。

10はLR縄文が施文される壺形土器である。11～34は粗製土器である。いずれも直線的若しくはやや外に広がる

ように立ち上がる深鉢形土器である。36は円盤状土製品である。土器の出土位置は、１層と４層の層境と４層

と５層の層境に集中する。このうち４層と５層の層境には、接合関係が認められる粗製土器がまとまっているほ

か、より下層の８・９層にも10の壺の破片がまとまっている。第13図37は流紋岩の磨石である。

SK04　土坑（第９・14 図、第３・４表、写真図版８・15）

調査区の西側、Ｄ１・Ｄ２グリッドにおいて検出された。標高127.1ｍの尾根上平坦部に位置している。平面

形は長楕円形を呈する。規模は開口部で長軸160cm×短軸72cm、底面で長軸130cm×短軸55cm、深さは23cmを測

り、底面は平坦である。堆積土は２層に分層され、いずれもにぶい黄褐色土を主体とする。

遺構内から縄文土器が７点（24.7ｇ）、石器が２点（170.1ｇ）出土した。縄文土器は１点を図化した。第14図１

は刻み目帯をもつ。SI01の第７図１～４などと同一個体の可能性がある。第14図２・３は砂岩の敲石及び磨石

である。
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SK05　土坑（第９・15 図、第３表、写真図版９・15）

調査区の中央付近、Ｃ３グリッドにおいて検出された。標高127.0ｍの尾根上平坦部に位置している。フラス

コ状の２段構造である。平面形は円形を呈する。規模は１段目開口部で径132cm、底面で径108cm、２段目開口

部で径68cm、底面で径94cm、深さは117cmを測り、底面は平坦である。堆積土は２層に分層され、１層は灰黄褐

色土、２層は明黄褐色土を主体とする。

遺構内から縄文土器が18点（102.0ｇ）出土した。そのうち12点を図化した。第15図１は横位に隆線が貼り付

けられる。２～４は縄文が施文される深鉢形土器である。５は壺形土器である。この土器はSK03の出土遺物（第

12図10）と接合する。６・７は尖唇状の口縁部をもつ深鉢形土器である。８は細かな刻みが施文される突起をもつ。

10には指頭押圧による調整痕が、11には輪積み痕が残る。12は底部近くの胴部と考えられる。

SK06　土坑（第９・16 図、第３・４表、写真図版９・15） 

調査区の西側、Ｃ２グリッドにおいて検出された。標高127.0ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形は円

形を呈する。規模は開口部で径140cm、底面で径132cm、深さは17cmを測り、底面は平坦である。堆積土は２層

に分層され、１層は暗褐色土、２層はにぶい黄橙色土を主体とする。

遺構内から縄文土器が36点（283.4ｇ）、石器が１点（8.2ｇ）出土した。縄文土器は13点を図化した。第16図１

～11は粗製土器である。いずれも直線的若しくはやや外に開くように立ち上がる深鉢形土器である。１の口縁

部は内側に向かいわずかに肥厚する。本土坑出土の粗製土器に施文される縄文は、LR縄文が多い。12・13は口

縁部が内側に向かってやや肥厚する深鉢形土器である。第16図14は砂岩の磨石である。土坑底部中央より出土

した。

SK07　土坑（第 10・17 図、第３・４表、写真図版 10・15） 

調査区の中央付近、Ｃ４グリッドにおいて検出された。標高126.6ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形

は円形を呈する。規模は開口部で径112cm、底面で径110cm、深さは31cmを測り、底面は平坦である。堆積土は

４層に分層され、１層は暗褐色土、２・３層は黒褐色土、４層はにぶい黄褐色土を主体とする。

遺構内から縄文土器が６点（71.4ｇ）、石器が１点（13.6ｇ）出土した。縄文土器は２点を図化した。第17図１・

２はいずれもLR縄文が施文される深鉢形土器である。第17図３はチャートの磨石である。

SK08　土坑（第 10・18 図、第３表、写真図版 10・16） 

調査区の北側、Ｂ４・Ｃ４グリッドにおいて検出された。標高126.3ｍの尾根上平坦部に位置している。平面

形は楕円形を呈する。規模は開口部で長軸181cm×短軸130cm、底面で長軸95cm×短軸41cm、深さは60cmを測り、

底面は平坦である。SK08がSK11を切る状況で検出され、新旧関係はSK08が新しい。堆積土は４層に分層され、１・

３層は黒褐色土、２層は灰黄褐色土、４層はにぶい黄褐色土を主体とする。

遺構内から縄文土器が11点（84.3ｇ）出土した。そのうち４点を図化した。第18図１は壺形土器である。２は

緩やかな括れをもつ。LR縄文が施文される。３は羽状縄文が施文される深鉢形土器である。口縁部はやや内湾し、

口唇部を平坦に成形する。４はRL縄文が施文される深鉢形土器である。

SK09　土坑（第 10・19 図、第３表、写真図版 11・16） 

調査区の中央付近、Ｃ３・Ｃ４・Ｄ３・Ｄ４グリッドにおいて検出された。標高126.9ｍの尾根上平坦部に位

置している。フラスコ状の２段構造である。平面形は、１段目、２段目共に円形を呈する。規模は、１段目が開

口部で径145cm、底面で径160cm、２段目は開口部で径72cm、底面で径56cm、深さは120cmを測り、底面は平坦

である。SK09がSI01に切られる状況で検出され、新旧関係はSI01が新しい。堆積土は４層に分層され、１・２

層は黒褐色土、３層は灰黄褐色土、４層はにぶい黄褐色土を主体とする。
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遺構内から縄文土器が７点（194.5ｇ）出土した。そのうち４点を図化した。第19図１は台付深鉢形土器である。

文様帯の下端を縄文帯で区画し、胴部は弧線による入組文である。貼瘤は認められない。２は壺形土器と考えら

れる。胴部にはLR縄文が施文される。３は鉢形土器と考えられる。４は台部である。

SK10　土坑（第 10 図、写真図版 11）

調査区の南西側、Ｅ３グリッドにおいて検出された。標高127.3ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形は

楕円形を呈する。規模は開口部で長軸70cm×短軸48cm、底面で長軸26cm×短軸12cm、深さは19cmを測り、底面

は概ね平坦である。SK10がSK01に切られる状況で検出され、新旧関係はSK01が新しい。堆積土は単層の暗褐色

土である。遺構からの出土遺物はない。

SK11　土坑（第 10 図、写真図版 11） 

調査区の北側、Ｃ４グリッドにおいて検出された。標高126.3ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形は楕

円形を呈する。規模は開口部で長軸86cm×残存短軸56cm、底面で長軸47cm×残存短軸14cm、深さは40cmを測り、

底面は概ね平坦である。SK11がSK08に切られる状況で検出され、新旧関係はSK08が新しい。堆積土は２層に分

層され、１層はにぶい黄褐色土、２層は黒褐色土を主体とする。図化はしないが、遺構内から縄文土器が１点（1.1

ｇ）出土した。
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第９図　土坑 SK01～SK06
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SK01

SK04 SK05

SK06

SK02 SK03

SK01

1　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　

　 締まり密　草根入る

　 7.5YR6/8橙色小粒２％入る

　 10YR6/8明黄褐色ブロック10％入る

SK04
1　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密

　 草根入る

　 10YR7/8黄橙色極小～中粒２％入る

2　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密

　 草根入る　木根入る

　 10YR7/8黄橙色極小粒１％入る

　 10YR8/3浅黄橙色中粒１％入る

SK02

1　10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり密　草根入る

　 10YR6/8明黄褐色極小粒５％入る　

   10YR6/8明黄褐色極大粒２％入る

2　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密

　 草根入る

　 10YR6/8明黄褐色小粒２％入る

3　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密

　 草根入る

 　10YR6/8明黄褐色小～中粒３％入る

4　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中　締まり密　

　 草根入る

　 10YR6/8明黄褐色極小粒１％入る

SK03

1　10YR3/2　 黒褐色土　粘性中　締まり密　草根入る

　 10YR6/8明黄褐色小粒２％入る

2　10YR5/3　 にぶい黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 草根入る　10YR6/8明黄褐色極小粒３％入る

3　10YR5/8　 黄褐色土　粘性中　締まり密　草根入る

　 10YR6/8明黄褐色小粒３％入る

4　10YR4/2　 灰黄褐色土　粘性中　締まり密　草根入る　

　 10YR5/8黄褐色極小～中粒２％入る

5　10YR4/3　 にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　草根入る

　 10YR5/8黄褐色極小粒２％入る

　 10YR6/8明黄褐色極小粒１％入る

6　10YR3/4　 暗褐色土　粘性中　締まり密　草根入る

　 10YR5/8黄褐色極小粒１％入る

7　10YR4/4　 褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR7/8黄橙色小粒１％入る

8　7.5YR7/8　黄橙色土　粘性中　締まり極めて密

9　10YR6/8　 明黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

SK05

1　10YR4/2　灰黄褐色土　粘性中　締まり密

　 7.5YR6/8橙色極小～小粒３％入る

2　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中　締まり密

　 7.5YR6/8橙色大粒２％入る

明黄褐色
ブロック
明黄褐色
ブロック

1111

SK06

1　10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり密

　 草根入る

　 10YR7/8黄橙色極小～中粒２％入る

2　10YR6/4　にぶい黄橙色土　粘性中　締まり密

　 草根入る

   10YR6/8明黄褐色極小粒２％入る
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第10図　土坑 SK07～SK11
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1  10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり中

　 10YR5/6黄褐色極小粒２％入る

2  10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR5/6黄褐色ブロック２％入る

3  10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR5/6黄褐色極小粒１％入る

4  10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　

   締まり密

　 10YR5/6黄褐色ブロック７％入る

　 7.5YR5/8明褐色極小粒１％入る

SK08

1  10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 草根入る

　 10YR6/8明黄褐色極小～中粒３％入る

2  10YR4/2　灰黄褐色土　粘性中　締まり密

   草根入る

   10YR6/8明黄褐色極小粒2％入る

3  10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 草根入る

　 10YR6/8明黄褐色中粒３％入る

　 10YR6/8明黄褐色極大粒２％入る

4  10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR6/8明黄褐色中粒５％入る

SK09

1  10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR8/3浅黄橙色極小粒５％入る

　 10YR6/6明黄褐色ブロック10％入る

2  10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR6/8明黄褐色極小～中粒５％入る

　 10YR6/6明黄褐色ブロック５％入る

3  10YR4/2　灰黄褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR5/6黄褐色小粒１％入る

4  10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR8/3浅黄橙色極小粒１％入る

　 10YR7/6明黄褐色極小粒１％入る

SK10

1  10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり密

 　草根入る

　 10YR6/8明黄褐色極小～中２％入る
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1  10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性やや中　締まり中

　 10YR6/8明黄褐色極小～中粒３％入る

2  10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR8/6黄橙色極大粒１％入る

　 10YR6/8明黄褐色中粒１％入る
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第●図　SK02　出土遺物
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第●図　SK03　出土遺物（１）
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第11図　土坑 SK02　出土遺物

第12図　土坑 SK03　出土遺物（１）
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第●図　SK03　出土遺物（１）
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第13図　土坑 SK03　出土遺物（２）
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第14図　土坑 SK04　出土遺物

第●図　SK06　出土遺物
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第16図　土坑 SK06　出土遺物
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第●図　SK07　出土遺物
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第17図　土坑 SK07　出土遺物
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第18図　土坑 SK08　出土遺物
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第19図　土坑 SK09　出土遺物
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番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚

（mm）

色調
備考

外面 内面

土坑 SK02　（第11図、写真図版13下）

1 堆積土 鉢 口縁部 円形刺突文　沈線　突起 堅緻　砂粒含む 良好 3.5 10YR6/4
にぶい黄

橙色
10YR6/4

にぶい黄

橙色
2と同一個体か

2 堆積土 鉢 口縁部 円形刺突文　沈線 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 4.0 10YR5/3
にぶい黄

褐色
10YR6/4

にぶい黄

橙色
1と同一個体か

3 堆積土 壺 胴部 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 10YR6/4
にぶい黄

橙色
10YR6/4

にぶい黄

橙色
輪積み痕

4 堆積土 壺 胴部 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 10YR6/4
にぶい黄

橙色
10YR7/4

にぶい黄

橙色
輪積み痕

5 堆積土 壺 胴部 密　砂粒含む 良好 4.0 10YR7/3
にぶい黄

橙色
10YR7/3

にぶい黄

橙色

6 堆積土 壺 胴部 密　砂粒含む 良好 4.0 10YR7/3
にぶい黄

橙色
10YR7/3

にぶい黄

橙色

7 堆積土 深鉢 胴部 LR縦位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 10YR6/6 明黄褐色 10YR6/6 明黄褐色

8 堆積土 注口
胴部・

注口部
緻密　砂粒含む 良好 6.0 10YR7/3

にぶい黄

橙色
10YR7/3

にぶい黄

橙色

土坑 SK03　（第12・13図、写真図版14）

1 堆積土上層 深鉢 胴部 RL横位、沈線 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 4.0 5YR6/8 橙色 5YR6/8 橙色

2 堆積土上層 深鉢 口縁部 LR横位、沈線、磨消　貼瘤 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.5 10YR5/2 灰黄褐色 10YR5/2 灰黄褐色 3と同一個体か

3 堆積土上層 深鉢 胴部 LR横位、沈線、磨消 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 10YR7/3
にぶい黄

橙色
10YR7/3

にぶい黄

橙色
2と同一個体か

4 堆積土 深鉢 口縁部 LR横位、沈線　突起 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.5 7.5YR6/6 橙色 7.5YR6/6 橙色

5 堆積土上層 深鉢 口縁部
２条の刻み目帯　円形の突起　

口唇部：刻み
緻密　砂礫・砂粒含む 良好 4.0 7.5YR4/6 褐色 7.5YR4/6 褐色

第7図1～4などと

同一個体か

6 堆積土上層 深鉢 口縁部
刻み目帯　突起　貼瘤　口唇

部：刻み
緻密　砂粒含む 良好 3.5 7.5YR5/6 明褐色 7.5YR5/6 明褐色

第7図1～4などと

同一個体か

7 堆積土上層 深鉢 胴部
刻み目帯　LR横位、沈線、磨消　

貼瘤
堅緻　砂粒含む 良好 4.0 10YR4/4 褐色 10YR4/4 褐色

第7図1～4などと

同一個体か

8 堆積土上層 深鉢 胴部 刻み目帯　LR横位、沈線、磨消 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 7.5YR4/2 灰褐色 10YR4/3
にぶい黄

褐色

第7図1～4などと

同一個体か

9 堆積土上層 深鉢 胴部 刻み目帯 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 7.5YR5/6 明褐色 7.5YR4/3 褐色
第7図1～4などと

同一個体か

10 堆積土下層 壺
胴部～

底部
LR横位 緻密　砂礫・砂粒含む 磨滅 7.0 10YR7/4

にぶい黄

橙色
10YR7/4

にぶい黄

橙色

胴部最大径：

142.3mm

現存器高：96mm

第15図5と接合

11 堆積土 深鉢 口縁部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 磨滅 7.0 10YR4/1 褐灰色 10YR4/1 褐灰色

外面炭化物付着

内面一部剥離

年代測定試料

12 堆積土 深鉢 口縁部 RL横位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.5 7.5YR6/6 橙色 7.5YR6/6 橙色

13 堆積土 深鉢 口縁部 RL横位　突起 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 7.0 10YR4/2 灰黄褐色 10YR4/2 灰黄褐色

14 堆積土 深鉢 口縁部 RL横位　突起 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 7.0 10YR5/3
にぶい黄

褐色
10YR5/3

にぶい黄

褐色
外面炭化物付着

15 堆積土 深鉢 口縁部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 8.0 10YR4/1 褐灰色 10YR4/2 灰黄褐色
外面炭化物付着

輪積み痕

16 堆積土 深鉢 口縁部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 磨滅 6.5 10YR5/2 灰黄褐色 10YR4/2 灰黄褐色

外面炭化物付着

内面一部剥離

輪積み痕

17 堆積土 深鉢 胴部 LR横位・RL横位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.5 5YR6/6 橙色 5YR5/3
にぶい赤

褐色

18 堆積土 深鉢 胴部 RL縦位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.5 5YR6/6 橙色 10YR4/1 褐灰色 内面炭化物付着

19 堆積土 深鉢 胴部 RL横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 磨滅 4.0 10YR6/4
にぶい黄

橙色
10YR5/2 灰黄褐色 外面炭化物付着

20 堆積土中層 深鉢 胴部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 7.0 10YR4/2 灰黄褐色 10YR4/2 灰黄褐色 輪積み痕

21 堆積土中層 深鉢 胴部 LR横位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.5 10YR5/2 灰黄褐色 10YR4/2 灰黄褐色
外面炭化物付着

内面一部剥離

22 堆積土下層 深鉢 胴部 LR横位 緻密　砂粒含む 良好 6.0 10YR7/4
にぶい黄

橙色
10YR7/4

にぶい黄

橙色

23 堆積土中層 深鉢 胴部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 磨滅 6.0 10YR5/2 灰黄褐色 10YR4/1 褐灰色

24 堆積土 深鉢 胴部 LR横位・斜位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.5 10YR4/1 褐灰色 10YR4/2 灰黄褐色

25 堆積土 深鉢 胴部 LR横位・斜位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 10YR2/1 黒色 10YR4/2 灰黄褐色

第３表　土坑出土遺物観察表　土器・土製品（１）
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番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚

（mm）

色調
備考

外面 内面

26 堆積土 深鉢 胴部 LR横位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 10YR6/4
にぶい黄

橙色
10YR5/3

にぶい黄

褐色
内面一部剥離

27 堆積土 深鉢 胴部 RL横位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.5 10YR6/4
にぶい黄

橙色
10YR6/4

にぶい黄

橙色
内面一部剥離

28 堆積土 深鉢 胴部 LR横位 堅緻　砂粒含む 良好 6.0 10YR4/1 褐灰色 10YR4/2 灰黄褐色

29 堆積土 深鉢 胴部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 10YR4/2 灰黄褐色 10YR3/2 黒褐色

30 堆積土 深鉢 胴部 LR横位 堅緻　砂粒含む 良好 6.0 10YR5/2 灰黄褐色 10YR4/2 灰黄褐色

31 堆積土 深鉢 胴部 RL斜位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 10YR5/2 灰黄褐色 10YR4/2 灰黄褐色
外面炭化物付着

輪積み痕

32 堆積土 深鉢 胴部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.5 10YR4/1 褐灰色 10YR4/2 灰黄褐色 外面炭化物付着

33 堆積土 深鉢 胴部 RL横位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.5 7.5YR7/6 橙色 7.5YR7/6 橙色

34 堆積土 深鉢 胴部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 10YR3/1 黒褐色 10YR3/1 黒褐色

35 堆積土 深鉢 口縁部 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 7.0 7.5YR5/6 明褐色 7.5YR5/6 明褐色

36 堆積土
円盤状

土製品
RL縄文 緻密　砂礫・砂粒含む 磨滅 6.5 10YR6/4

にぶい黄

橙色
10YR3/1 黒褐色

土坑 SK04　（第14図、写真図版15上）

1 堆積土 深鉢 胴部 刻み目帯　LR横位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 10YR6/6 明黄褐色 10YR6/6 明黄褐色
第7図1～4などと

同一個体か

土坑 SK05　（第15図、写真図版15中段上）

1 1層 深鉢 胴部 横位の細い隆線 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 8.0 10YR5/4
にぶい黄

褐色
10YR3/2 黒褐色

2 1層 深鉢 口縁部 RL横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 10YR3/2 黒褐色 10YR5/3
にぶい黄

褐色

外面炭化物付着

年代測定試料

3 2層 深鉢 胴部 RL横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 7.0 10YR6/4
にぶい黄

橙色
10YR6/4

にぶい黄

橙色

4 1層 深鉢 胴部 RL横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 10YR3/1 黒褐色 10YR4/1 褐灰色
外面炭化物付着

年代測定試料

5 堆積土 壺 胴部 LR横位 緻密　砂礫・砂粒含む 磨滅 7.5 10YR7/4
にぶい黄

橙色
10YR7/4

にぶい黄

橙色
第12図10と接合

6 1層 深鉢 口縁部 口縁部：尖唇状 密　砂粒含む 良好 5.5 10YR7/3
にぶい黄

橙色
10YR5/2 灰黄褐色

7 1層 深鉢 口縁部 口縁部：尖唇状 密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 10YR6/3
にぶい黄

橙色
10YR6/3

にぶい黄

橙色

8 1層 深鉢 口縁部 細かい刻みをもつ突起 密　砂礫・砂粒含む 良好 8.0 10YR5/4
にぶい黄

褐色
10YR6/3

にぶい黄

橙色
輪積み痕

9 1層 深鉢 口縁部 密　砂粒含む 良好 4.0 10YR6/3
にぶい黄

橙色
10YR6/3

にぶい黄

橙色

10 1層 深鉢 胴部 密　砂粒含む 良好 5.0 10YR6/3
にぶい黄

橙色
10YR6/4

にぶい黄

橙色

指頭押圧による調

整痕

11 1層 深鉢 胴部 密　砂礫・砂粒含む 良好 4.0 10YR5/3
にぶい黄

褐色
10YR5/3

にぶい黄

褐色

接合面での剥離

輪積み痕

12 1層 深鉢

胴部

（底部

付近）

緻密　砂礫・砂粒含む 良好 4.0 10YR6/3
にぶい黄

橙色
10YR6/3

にぶい黄

橙色

土坑 SK06　（第16図、写真図版15中段下）

1 堆積土 深鉢 口縁部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 8.0 10YR2/1 黒色 10YR3/1 黒褐色
外面炭化物付着

年代測定試料

2 堆積土 深鉢 口縁部 LR斜位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 10YR2/1 黒色 10YR3/1 黒褐色

3 1層 深鉢 口縁部 RL横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 4.0 10YR6/4
にぶい黄

橙色
10YR3/1 黒褐色

4 堆積土 深鉢 胴部 LR斜位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.5 10YR2/1 黒色 10YR3/1 黒褐色

5 堆積土 深鉢 胴部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 10YR2/1 黒色 10YR3/1 黒褐色

6 堆積土 深鉢 胴部 LR斜位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 10YR2/1 黒色 10YR3/1 黒褐色

7 堆積土 深鉢 胴部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 7.0 10YR2/1 黒色 10YR3/1 黒褐色

8 1層 深鉢 胴部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 10YR2/1 黒色 10YR3/1 黒褐色

9 堆積土 深鉢 胴部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 10YR2/1 黒色 10YR3/1 黒褐色 輪積み痕

第３表　土坑出土遺物観察表　土器・土製品（２）
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番号 出土位置 器種
長さ

(mm)

幅

(mm)

厚さ

(mm)

重さ

(g)
石質 備考

土坑 SK02　（第11図、写真図版13下）

9 堆積土 石鏃 18.7 10.2 4.3 0.8 頁岩 有茎鏃。着柄部に黒色の付着物あり。先端部は被熱により欠損している。

土坑 SK03　（第13図、写真図版14）

37 堆積土上層 磨石 74.8 56.8 28.3 190.7 流紋岩 扁平な礫の裏面及び上面を磨いている。

土坑 SK04　（第14図、写真図版15上）

2 堆積土 敲石 95.2 51.5 22.7 134.4 砂岩 扁平な礫を素材としている。下部左右に敲痕がある。

3 堆積土 磨石 66.0 26.6 11.8 35.7 砂岩 扁平な礫の全面を磨いている。縁辺から連続的な剥離がある。

土坑 SK06　（第16図、写真図版15中段下）

14 堆積土 磨石 32.9 23.8 13.6 8.2 砂岩 礫を素材とした磨石の破片である。

土坑 SK07　（第17図、写真図版15下）

3 2層 磨石 31.6 19.5 15.8 13.6 チャート 小形の円礫の全体を磨いている。

番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚

（mm）

色調
備考

外面 内面

10 1層 深鉢 胴部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 7.0 10YR2/1 黒色 10YR3/1 黒褐色

11 堆積土 深鉢 胴部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 10YR4/1 褐灰色 10YR5/2 灰黄褐色

12 1層 深鉢 口縁部 密　砂礫・砂粒含む 良好 8.0 7.5YR6/6 橙色 7.5YR6/6 橙色 補修孔あり

13 堆積土 深鉢 口縁部 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 7.0 7.5YR6/6 橙色 7.5YR6/6 橙色

土坑 SK07　（第17図、写真図版15下）

1 2層 深鉢 胴部 LR横位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 10YR5/3
にぶい黄

褐色
10YR5/3

にぶい黄

褐色
内面一部剥離

2 2層 深鉢 胴部 LR縦位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.5 10YR3/1 黒褐色 10YR6/3
にぶい黄

橙色

外面炭化物付着

年代測定試料

土坑 SK08　（第18図、写真図版16上）

1 堆積土 壺 胴部 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 10YR4/1 褐灰色 10YR7/4
にぶい黄

橙色
輪積み痕

2 4層 深鉢 胴部 LR横位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 7.5YR6/4
にぶい橙

色
7.5YR6/6 橙色

3 3層 深鉢 口縁部 RL横位・縦位 密　砂礫・砂粒含む 磨滅 5.5 10YR5/3
にぶい黄

褐色
10YR6/3

にぶい黄

橙色

4 1層 深鉢 胴部 RL横位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 10YR7/3
にぶい黄

橙色
10YR7/3

にぶい黄

橙色

土坑 SK09　（第19図、写真図版16中段）

1 4層
台付

深鉢

胴部～

台部
RL縦位、沈線、磨消 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 4.0 10YR3/1 黒褐色 10YR3/1 黒褐色 輪積み痕

2 2層 壺 胴部 LR横位、磨消 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 4.0 10YR5/3
にぶい黄

褐色
10YR5/3

にぶい黄

褐色

3 2層 鉢 口縁部 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 5.0 10YR4/2 灰黄褐色 10YR4/3
にぶい黄

褐色

4 2層 台部 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 10YR7/3
にぶい黄

橙色
10YR7/4

にぶい黄

橙色

第４表　土坑出土遺物観察表　石器

第３表　土坑出土遺物観察表　土器・土製品（３）
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（3）ピット
SP01　ピット（第 20 図、写真図版 12） 

調査区の西側、Ｄ３・Ｅ３グリッドにおいて検出された。標高127.2ｍの尾根上平坦部に位置している。平面

形は円形を呈する。規模は開口部で径35cm、底面で径27cm、深さは９cmを測る。底面は平坦である。堆積土は

単層の暗褐色土である。遺構からの出土遺物はない。

SP02　ピット（第 20 図、写真図版 12） 

調査区の西側、Ｅ３グリッドにおいて検出された。標高127.3ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形は円

形を呈する。規模は開口部で径30cm、底面で径18cm、深さは22cmを測る。底面は凹凸がある。堆積土は単層の

褐色土である。遺構からの出土遺物はない。

SP03　ピット（第 20 図、写真図版 12） 

調査区の西側、Ｅ２グリッドにおいて検出された。標高127.3ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形は円

形を呈する。規模は開口部で径40cm、底面で径29cm、深さは11cmを測る。底面は平坦である。堆積土は単層の

黄褐色土である。遺構からの出土遺物はない。

SP04　ピット（第 20 図、写真図版 12） 

調査区の西側、Ｄ２グリッドにおいて検出された。標高127.2ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形は楕

円形を呈する。規模は開口部で長軸60cm×短軸35cm、底面で長軸49cm×短軸32cm、深さは14cmを測る。底面は

平坦である。堆積土は単層の褐色土である。遺構からの出土遺物はない。

1：600 2m

SP02SP01 SP03

SP04

L=127.300m
A A'

A A'

L=127.300m
A A'

A A'

L=127.300m
A A'

A A'

L=127.300m
A A'

A A'

11
11 11

11

SP01
1  10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり密

　 草根入る

　 10YR4/6褐色ブロック１％入る

　 10YR6/8明黄褐色中粒１％入る

SP02
1  10YR4/4　褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR6/8明黄褐色極小粒２％入る

SP03
1  10YR5/6　黄褐色土　粘性中　締まり密

 　草根入る

　 10YR6/8明黄褐色極小～中粒１％入る

SP04
1  10YR4/4　褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る

X=40515.0
Y=75291.0

X=40515.0
Y=75292.0

X=40514.0
Y=75290.0

X=40514.0
Y=75291.0

X=40515.0
Y=75288.0

X=40515.0
Y=75290.0

X=40516.0
Y=75288.0

X=40516.0
Y=75289.0

第20図　ピット SP01～SP04
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番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚

（mm）

色調
備考

外面 内面

遺構外　（第21図、写真図版16下）

1 C1 深鉢 胴部 LR横位
堅緻　砂礫・砂粒含

む
良好 5.0 10YR3/1 黒褐色 10YR4/2 灰黄褐色

2 C1 壺 胴部 LR斜位 緻密　砂粒含む 良好 3.5 10YR7/6 明黄褐色 10YR7/4
にぶい黄

橙色

3 表土 深鉢 口縁部 堅緻　砂粒含む 良好 5.0 10YR6/4
にぶい黄

橙色
10YR6/4

にぶい黄

橙色
外面炭化物付着

4 表土 深鉢 胴部 RL縦位、２本の鋸歯状の沈線 堅緻　砂粒含む 良好 4.0 10YR7/6 明黄褐色 10YR6/6 明黄褐色

5 表土 壺 胴部 4本の鋸歯状の沈線 緻密　砂粒含む 磨滅 4.0 10YR6/4
にぶい黄

橙色
10YR5/4

にぶい黄

褐色

弥生土器

内面一部剥離

6 調査地内 深鉢 胴部 RL縦位
緻密　砂礫・砂粒含

む
磨滅 8.0 2.5YR4/6 赤褐色 2.5YR3/2 暗赤褐色 外面一部剥離

7 調査地内 深鉢 胴部 横位の２本の弧線
堅緻　砂礫・砂粒含

む
磨滅 4.5 10YR7/4

にぶい黄

橙色
10YR7/4

にぶい黄

橙色

8 調査地内 深鉢 胴部 ３本の横位の沈線、円形刺突文 堅緻　砂粒含む 良好 4.5 10YR5/3
にぶい黄

褐色
7.5YR6/6 橙色

9 調査地内 鉢 完形 無文 堅緻　砂粒含む 良好 4.0 2.5YR4/6 赤褐色 2.5YR3/2 暗赤褐色
試掘調査出土

ミニチュア土器

2．遺構外出土遺物（第 21 図、第５･６表 ､写真図版 16）

遺構外から縄文土器が133点（821.7ｇ）、弥生土器が１点（7.2ｇ）、石器が１点（8.2ｇ）出土した。

（1）土器
出土した縄文土器のうち８点、弥生土器１点を図化した。第21図１はLR縄文が施文される深鉢形土器、２は器

面の湾曲から壺形土器と考えられる。３は深鉢形土器である。４はRL縄文を地文とし、２本の横位の沈線間に鋸

歯状の沈線が施文される。５は４本の沈線による鋸歯状文である。弥生時代後期に比定される。６にはRL縄文が、

７は２本の弧線が横位に連続して施文される。８は３本の横位の沈線のうち上位２本の沈線内に２個の円形刺突文

が施文される。９は試掘調査出土のミニチュア土器である。波頂部には２本の刻みをもつ。

（2）石器
第21図10は流紋岩の二次加工剥片である。

第●図　グリッド・表土　出土土器

1：30 10cm

10 2：3 5cm0

（10）

1 2 3 4 5

6 7 8 9

第５表　遺構外出土遺物観察表　土器

第21図　遺構外出土遺物
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番号 出土位置 器種
長さ

(mm)

幅

(mm)

厚さ

(mm)

重さ

(g)
石質 備考

遺構外　（第21図、写真図版16下）

10 調査地内 二次加工剥片 29.6 33.8 9.6 8.2 流紋岩 剥片を素材とし、バイポーラによる二次的な加工を加えている。

3．まとめ

調査の結果、竪穴住居跡１棟と、土坑11基、ピットが４基検出された。竪穴住居跡は、径約３ｍほどの不整

円形の小型のものである。床面には径約50cmほどのピットが４基検出された。ピット内から比較的多くの遺物

が出土した。住居跡中央に、長径120cmほどの楕円形の炉をもつ。炉は、SI01では住居跡規模に比べ、比較的大

型の地床炉であった。近隣では、階上町滝端遺跡や軽米町長倉遺跡Ⅰなどでも近接する時期の住居跡が検出され

ているが、当遺跡の事例は小型になる。洋野町内では、南川尻遺跡において縄文時代後期後葉の竪穴住居跡が検

出されている。南川尻遺跡のSI01は、本遺跡の住居跡に近い小型の不整円形の平面形をしている。炉が地床炉

である点や、住居の規模に比べ炉がやや大型である点が共通する。南川尻遺跡SI01の竪穴住居跡出土遺物付着

炭化物の放射性炭素年代測定でも西戸類家Ⅰ遺跡のSI01と近い年代を示している。西戸類家Ⅰ遺跡SI01炉内の

焼土について自然科学分析を行ったところ、植物珪酸体の検出はなかった。11基検出された土坑のうちSK03・

SK05・SK09は、共通して２段の掘り込みをもち、下段がフラスコ状になる特徴をもつ。いずれも遺物の出土量

が多く、貯蔵穴としての利用が考えられる。

SI01から瘤付の深鉢形土器が４点（第７図１～４）出土した。文様の展開・胎土・焼成などから同一個体と推

定される。また、SK03の第12図５～９も同じ個体の破片資料の可能性がある。口縁部や胴部に箆状工具による

突き起こし状の刺突列がめぐることや、細身の磨消縄文により文様が描かれることが特徴であり、縄文時代後期

後葉の瘤付土器第３段階に相当するものとみられる。軽米町の大日向Ⅱ遺跡SA51住居出土土器などが類例とし

てあげられる。

自然科学分析において、縄文土器の付着炭化物の年代測定を行ったところ、SI01出土の遺物については、縄

文時代後期後葉、SK03・SK05・SK06・SK07出土の資料については後期中葉から後葉、SK03出土の炭化材につい

ては、後期前葉に相当する年代が示された。遺物の接合関係がみられたSI01・SK03・SK05の資料から得られた

年代値は必ずしも一致するものではなかった。また、SI01の土器の胎土分析を行ったところ、土器の製作地が、

馬淵川流域など海成層が存在する地域であるとの結果が得られている。

洋野町内では縄文時代後期の遺跡は初頭から前葉の時期のものが多く、後葉の集落跡の様相を把握するうえで、

大野地区の上水沢Ⅱ遺跡とともに貴重な調査事例となった。

＜文献＞

小林圭一　2008「瘤付土器」『総覧縄文土器』アム・プロモーション　

（公財）岩手県文化振興事業団　2015 『平成 26 年度発掘調査報告書　南川尻遺跡　下向遺跡　沼袋Ⅱ遺跡　沼袋Ⅲ遺跡　

八幡沖遺跡　ほか調査概報（39 遺跡）』岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 647 集

（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター　1995 『大日向 2遺跡発掘調査報告書第 2次〜第 5次調査』

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 225 集

（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター　2000 『長倉Ⅰ遺跡発掘調査報告書２』

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 336 集

（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター　2002『上水沢Ⅱ遺跡発掘調査報告書』

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 391 集

鈴木克彦　1997 「東北地方北部における十腰内式土器様式の編年学的研究 -３」『北奧古代文化』26 北奥古代文化研究会

鈴木克彦　2001 『北日本の縄文後期土器編年の研究』 雄山閣

中門亮太　2011 「東北地方北部における瘤付土器の編年研究」『早稲田大学大学院文学研究科紀要 .第４分冊』56

階上町教育委員会　2000 『滝端遺跡発掘調査報告書』

第６表　遺構外出土遺物観察表　石器
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写真図版１  西戸類家Ⅰ遺跡　調査地遠景・調査地全景

調査地遠景

調査地全景
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写真図版２　西戸類家Ⅰ遺跡　調査区全景
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深掘土層序

写真図版３  西戸類家Ⅰ遺跡　調査区近景・深掘土層序

調査区近景
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SI01　遺物出土状況

写真図版４　竪穴住居跡 SI01（１）

SI01　完掘
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写真図版５　竪穴住居跡 SI01（２）

SI01　西－東断面

SI01　北－南断面

SI01- 炉　西－東断面

SI01- 炉　北－南断面 SI01- 炉　北－南断面

SI01- 炉　西－東断面

SI01　西－東断面

SI01　北－南断面
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写真図版６　竪穴住居跡 SI01（３）

SI01- 炉　完掘 SI01-P01　完掘

SI01-P03　完掘

SI01-P01　遺物出土状況

SI01-P03　遺物出土状況SI01-P02　遺物出土状況

SI01-P02　完掘

SI01-P04　完掘
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写真図版７　土坑 SK01 ～ SK03

SK01　完掘

SK02　完掘

SK02　遺物出土状況

SK03　完掘

SK01　断面

SK02　断面

SK02　遺物出土状況

SK03　断面
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写真図版８　土坑 SK03・SK04

SK03　遺物出土状況

SK03　遺物出土状況

SK04　遺物出土状況

SK04　完掘

SK03　遺物出土状況

SK03　遺物出土状況

SK04　遺物出土状況

SK04　断面
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写真図版９　土坑 SK05・SK06

SK05　完掘

SK06　完掘

SK05　遺物出土状況

SK06　遺物出土状況

SK05　断面

SK06　断面

SK05　遺物出土状況

SK06　遺物出土状況
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写真図版 10　土坑 SK07・SK08

SK07　遺物出土状況 SK07　遺物出土状況

SK07　完掘

SK08　完掘

SK08　遺物出土状況

SK07　断面

SK08　断面



‒ 72 ‒

写真図版 11　土坑 SK09 ～ SK11

SK10　完掘

SK11　完掘

SK10　断面

SK11　断面

SK09　遺物出土状況 SK09　遺物出土状況

SK09　完掘 SK09　断面
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写真図版 12　ピット SP01 ～ SP04

SP01　完掘

SP02　完掘

SP03　完掘

SP04　完掘

SP01　断面

SP02　断面

SP03　断面

SP04　断面
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(9)（1・2） （3～8）

1：30 10cm1：2 6cm0 2：3 5cm0

SI01

SK02

11

1

3

4

5 6 7

8

9

10

1 2 3 4
5 6

7

8

12 13

14

2

9

1：30 10cm

写真図版 13　竪穴住居跡 SI01　出土遺物　土坑出土遺物（１）
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SK03

37

21

24

22 23

25 26 27 28

29

30 31 32 33

3634 35

13

16

17

20

11

10

1 2

3

4

5 6 7

8
9

12

18 19

14 15

1：30 10cm

写真図版 14　土坑出土遺物（２）
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SK04

SK05

2

3

11

1

2 3 4 5 6 7

8 9 10 12

1

SK06

1311

2 3 4 5

6 7 8

9 10

12

1

14

SK07

21
3

1：30 10cm

写真図版 15　土坑出土遺物（３）
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SK09

遺構外

2 3 4

1

3 4 5

7 8 96

1 2

10

（10）

SK08

2 3 41

1：30 10cm

1：30 10cm

2：3 5cm0

写真図版 16　土坑出土遺物（４）　遺構外出土遺物
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0 2000m1：50,000

西戸類家Ⅲ遺跡西戸類家Ⅲ遺跡

第１図　遺跡位置図
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第２図　遺跡範囲図

200

226.2

高森

西戸類家Ⅲ遺跡

0 200m1：5,000

調査地点
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Ⅰ．遺跡の概要

西戸類家Ⅲ遺跡は、洋野町種市第10地割地内、JR八戸線種市駅から南へ7.5km、宿戸漁港から南西へ6.4km、

北緯40°20′48″、東経141°41′00″を中心に位置する（第１図）。調査地の標高は217.4ｍである。未周知の埋蔵

文化財包蔵地であったが、風力発電事業に伴い令和２年度に実施された埋蔵文化財確認試掘調査によって新規に

発見された遺跡である。本遺跡の南西700ｍの位置に西戸類家Ⅳ遺跡、北西1kmの位置に松ケ沢Ⅰ遺跡が所在する。

松ケ沢Ⅰ遺跡は、平成28年度から平成30年度にかけて洋野町教育委員会により太陽光発電事業に伴う埋蔵文化

財確認試掘調査が行われた。試掘調査面積は260,000㎡で、検出された遺構には溝状土坑、埋設土器、焼土遺構

がある。遺物は縄文時代後期を中心とした土器、石器、石製品などが出土した。

第３図　西戸類家Ⅲ遺跡　調査区配置図

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

X=38885.0

Y
=
7
2
1
9
0
.0

深掘土層序確認面 (A-A’)

第３図　西戸類家Ⅲ遺跡調査区配置図

1：5000 20m
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Ⅱ．調査の概要

1．調査区とグリッドの設定

西戸類家Ⅲ遺跡は、埋蔵文化財確認試掘調査において遺構が検出されたため、本発掘調査を行うこととなった。

本発掘調査は、風力発電所建設予定地のうち、令和２年度試掘調査で遺構が検出された範囲を中心とした1,925

㎡を対象に調査区を設定し、実施した。

遺構の測量と遺物の取り上げのため、世界測地系に基づく平面直角座標第Ⅹ系を使用して、調査区北西の起点

（X＝38885.0ｍ、Y＝72190.0ｍ）から、北から南へＡ～Ｊ、西から東へ１～13までの一辺５ｍのグリッドを設定

した（第３図）。調査対象面積が狭いことから、大区画グリッドの割り付けは行わなかった。また、遺跡内の土

層序観察のため、調査区北東側に深掘区を設定した。

2．野外調査について

調査の手順は、バックホー(バケット土量0.45㎥)により表土を除去し、スコップや縦鋤簾で壁面成形後、剪

定鋏・根切り鋏を用い、草木根の除去を行った。引き続き鋤簾・両刃鎌で平面精査を行い、遺構を検出した。

遺構の掘削については、堆積土を移植ゴテ、竹べらを用いて２分割で掘削し、その堆積状況を観察・記録をし

た上で完掘を行った。記録作業においては、土層断面図作成は手実測により、方眼紙に記録した。遺物取り上げ

や遺構平面図・全体図はトータルステーションによる測量を行った。遺構については、遺構ごとに通し番号を付

与し、管理に努めた。記録写真については、35mmフィルムカメラ(モノクロフィルム・リバーサルフィルム)を

利用し、補足としてデジタルカメラにて撮影を行った。また各遺構の情報(種類、位置、土層等)や出土遺物な

どの情報は、作業状況と共に台帳に記録した。

本調査地の古環境を復原するため､出土炭化物の放射性炭素年代測定、土壌サンプルの花粉・植物珪酸体分析

を実施した。

全ての遺構調査が終了した後は、無人航空機(ドローン)による空中写真撮影を行った。

本調査中に発生した排土は、調査に影響のない隣地に仮置きし、本調査終了後には埋戻しを行った。

3．室内整理について

野外調査終了後、出土遺物を含む記録を整理し、発掘調査報告書の編集作業を行った。

野外調査で撮影したフィルム写真は、現像後アルバムに収納し、撮影記録の記入を行った。デジタル写真につ

いてはファイル名のリネームを行った。遺構図面については「A-Survey」（エースプロジェクト）で第一原図を編

集し、データ変換後、報告書掲載用の図として第二原図の編集を行った。

これらの作業と並行して原稿執筆・挿表作成を行い、完成した個々の挿図や調整済の画像等を併せて報告書を

編集した。なお、図化・編集作業に使用したソフトは下記のとおりである。

Adobe 社製  ｢Illustrator CC｣　遺物図トレース・遺構第二原図編集

　　　　　　「Photoshop CC」　　掲載用各写真画像調整

　　　　　　「InDesign CC」 　　組版・編集
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Ⅲ．遺跡の土層序

西戸類家Ⅲ遺跡の土層断面図は、調査区北壁で作成した(第４図)。Ⅰ層は粘性の弱い黒色土を主体とする現

表土である。Ⅱ層は黒褐色土で、遺構はⅡ層中で検出した。Ⅲ層は黄褐色土で、一部地盤変動の影響を受けてい

る。Ⅳ層からⅪ層は火山灰層であり、軽石層が互層状に堆積する。Ⅳ層は明黄褐色土、Ⅴ層はにぶい黄橙色土、

Ⅵ層からⅨ層は明黄褐色土、Ⅹ層はにぶい橙色土で地盤変動の影響を受けている。Ⅺ層は明黄褐色土、Ⅻ層は粘

性の強い黄橙色土となる。次章のⅣ．西戸類家Ⅲ遺跡の自然科学分析における土層サンプルは、この面から採取

したものである。

第４図　基本土層序
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Ⅵ Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

Ⅲ

Ⅲ
ⅣⅤ

Ⅵ
Ⅶ

深掘土層序（北壁）

Ⅰ　10YR2/1　 黒色土　　　　　粘性弱　締まり粗　草根・木根入る　現表土

Ⅱ　10YR3/2　 黒褐色土　　　　粘性やや中　締まり中　草根・木根入る　10YR6/8明黄褐色極小～小粒10％入る

Ⅲ　10YR5/6　 黄褐色土　　　　粘性中　締まり極めて密　10YR6/8明黄褐色極小～小粒15％入る

Ⅳ　10YR7/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり極めて密　10YR7/8黄橙色極小～小粒30％入る

Ⅴ　10YR7/3　 にぶい黄橙色土　粘性中　締まり極めて密　10YR7/8黄橙色小～中粒20％入る　10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る

Ⅵ　10YR7/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり極めて密　10YR7/8黄橙色極小粒１％入る　10YR8/4浅黄橙色小～中粒１％入る

Ⅶ　10YR7/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり極めて密　10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る　7.5YR7/8黄橙色中粒１％入る

Ⅷ　10YR7/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり極めて密　10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る　7.5YR7/8黄橙色小粒10％入る

Ⅸ　10YR6/8　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり極めて密

Ⅹ　7.5YR7/4　にぶい橙色土　　粘性強　締まり極めて密

Ⅺ　10YR6/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり極めて密

Ⅻ　10YR8/6　 黄橙色土　　　　粘性強　締まり中

第４図　深掘土層序
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Ⅳ．西戸類家Ⅲ遺跡の自然科学分析

株式会社火山灰考古学研究所

1．西戸類家Ⅲ遺跡産出試料の放射性炭素（14C）年代測定
（1）測定試料と測定方法
　西戸類家Ⅲ遺跡の発掘調査で採取した２試料を対象として、加速器質量分析（AMS）法により放射性炭素（14C）年

代測定を実施した。試料の詳細、前処理法、そして分析法を第Ａ表に示す。年代測定は、Beta Analytic Inc.

（ISO17025認定機関、米国）において、3MV HVEEタンデトロン加速器を使用して行った。Modern Reference 

StandardはSRM-4990である。

　

（2）測定結果
測定結果および暦年較正年代を第Ｂ表に示し、暦年較正曲線さらに品質保証書も合わせて掲載する。

　各用語の意味は次のとおりである。

1）未補正14C年代（measured radiocarbon age）

　試料の14C/12C比から、単純に現在（AD1950年）から何年前かを計算した値。14Cの半減期は、国際的慣例により

リビー（Libby）の5,568年を用いた。

2）δ13C測定値

　試料の測定14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比（13C/12C）。この値は標準物質（PDB）の同位体比からの

千分偏差（‰）で表す。

3）補正14C年代（conventional radiocarbon age）

　δ13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14C/12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。試料

のδ13C値を-25(‰)に標準化することによって得られる年代値である。

4）暦年較正年代（calibration age）

　過去の宇宙線強度の変動による大気中14C濃度の変動を補正することにより算出した年代。西暦の場合には「cal 

AD/BC」で、またAD1950年からの年数を「cal BP」で示す。補正には、年代既知の樹木年輪の14Cの測定、サンゴの

U-Th年代と14C年代の比較、湖の年縞堆積物の年代測定結果から作成された較正曲線を使用して、暦年較正年代

を算出している。使用したデータセットと確率法に関する文献は次のとおりである。

　INTCAL20：Reimer, P.J., et al.（2020）Radiocarbon，62(4)，p.725-757.

  Probability method：Ramsey, C.B., （2009）Radiocarbon, 51(1)，p.337-360.

試料名 試料採取地点・試料 重量 前処理 測定方法

TNH-254NT3 TP03-1・腐植質堆積物 2.91 ｇ 酸洗浄 加速器質量分析（AMS）法

TNH-255NT4 TP04-1・炭化物 1.14 ｇ 酸 -アルカリ -酸洗浄 加速器質量分析（AMS）法

重量は乾燥前．

第Ａ表　西戸類家Ⅲ遺跡における放射性炭素（14C）年代測定の試料と方法

第Ｂ表　放射性炭素（14C）年代測定結果

試料 未補正 14C 年代（y BP） δ 13C 補正 14C 年代（y BP） 暦年較正年代 (Cal BC/AD，95.4％確率 ) 測定番号

TNH-254NT3 1520 ± 30 -24.07    1540 ± 30 95.4％確率：432-598 cal AD  （1518-1352 cal BP ） Beta-605753

68.2％確率：

（46.8％：534-581 cal AD  （1416-1369 cal BP ）

（12.5％：478-496 cal AD  （1472-1454 cal BP ）

（8.9％：440-456 cal AD  （1510-1495 cal BP ）

TNH-255NT4 2640 ± 30 -25.93    2620 ± 30 95.4％確率：827-772 cal BC  （2776-2721 cal BP ） Beta-605754

68.2％確率：810-787 cal BC  （2759-2736 cal BP ）

測定機関：米国 BETA ANALYTIC INC．（国際標準化機構 ISO 17025 認定機関）．前処理から AMS 測定まですべて本機関の特別に設計された実験施設で実施されている．
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Quality Assurance Report   
 

This report provides the results of reference materials used to validate radiocarbon dating results on unknown materials, 
prior to reporting.  Known age reference materials were analyzed as QA measurements to verify the accuracy of the results.  

These are analyzed in multiple detectors.  This report quotes the results of the QA measurements. 
 

 
Report Date: November 2, 2021 
Submitter: Mr. Sumihisa Matsuyama 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

QA MEASUREMENTS  
 

Reference Sample (IAEA-C3) 
 
 Expected value:  129.41 +/- 0.06 pMC 
 Measured value:  129.45 +/- 0.35 pMC 
 Agreement:    accepted 
 
Reference Sample   
 
 Expected age:  43910 +/- 710 BP 
 Measured age:  43830 +/- 650 BP 
 Agreement:    accepted 
 
Reference Sample  
 
 Expected value:  210 +/- 30 BP 
 Measured value:  270 +/- 30 BP 
 Agreement:    accepted 

 
 
 
 
 

 
COMMENT:  All standards were within accepted ranges.   

Validation:               
                                

 

Date:  November 2, 2021 

BetaCal 4.20

Calibration of Radiocarbon Age to Calendar Years
(High Probability Density Range Method (HPD): INTCAL20)

Database used
INTCAL20

References
References to Probability Method

Bronk Ramsey, C. (2009). Bayesian analysis of radiocarbon dates. Radiocarbon, 51(1), 337-360.
References to Database INTCAL20

Reimer, et al., 2020, Radiocarbon 62(4):725-757.

Beta Analytic Radiocarbon Dating Laboratory
4985 S.W. 74th Court, Miami, Florida 33155 •  Tel: (305)667-5167 •  Fax: (305)663-0964 •  Email: beta@radiocarbon.com

(Variables: d13C = -25.9 o/oo)

Laboratory number Beta-605754

Conventional radiocarbon age 2620 ± 30 BP

95.4% probability

(95.4%) 827 - 772 cal  BC (2776 - 2721 cal  BP)

68.2% probability

(68.2%) 810 - 787 cal  BC (2759 - 2736 cal  BP)
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2620 ± 30 BP Charred material
TNH-255NT4/64738

BetaCal 4.20

Calibration of Radiocarbon Age to Calendar Years
(High Probability Density Range Method (HPD): INTCAL20)

Database used
INTCAL20

References
References to Probability Method

Bronk Ramsey, C. (2009). Bayesian analysis of radiocarbon dates. Radiocarbon, 51(1), 337-360.
References to Database INTCAL20

Reimer, et al., 2020, Radiocarbon 62(4):725-757.

Beta Analytic Radiocarbon Dating Laboratory
4985 S.W. 74th Court, Miami, Florida 33155 •  Tel: (305)667-5167 •  Fax: (305)663-0964 •  Email: beta@radiocarbon.com

(Variables: d13C = -24.1 o/oo)

Laboratory number Beta-605753

Conventional radiocarbon age 1540 ± 30 BP

95.4% probability

(95.4%) 432 - 598 cal  AD (1518 - 1352 cal  BP)

68.2% probability

(46.8%)
(12.5%)
(8.9%)

534 - 581 cal  AD
478 - 496 cal  AD
440 - 455 cal  AD

(1416 - 1369 cal  BP)
(1472 - 1454 cal  BP)
(1510 - 1495 cal  BP)
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第Ａ図　TP03 TNH-254NT3・TP04 TNH-255NT4 の暦年較正年代と暦年較正曲線および保証書
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2．西戸類家Ⅲ遺跡における花粉分析
（1）はじめに

花粉分析は、花粉層序にもとづくゾーン解析で地層を区分し、ゾーン比較によって植生や環境の変化を復原す

る方法で、第四紀学分野でよく実施されている方法である。そのため、通常は湖沼などの堆積物が対象となり、

堆積盆単位など比較的広域な植生・環境の復原を行う方法として用いられる。また、考古遺跡調査では遺構内の

堆積物など局地的でかつ時間軸の短い堆積物も対象となり、より現地性が高い植生・環境・農耕の復原もデータ

比較の中で行える場合もある。さらに、遺物包含層など乾燥的な環境下の堆積物も対象となり、その分解性も環

境の指標となる。ただ、風媒花や虫媒花などの散布能力などの差で、狭い範囲の植生に由来する結果が得られる

など、陸域の堆積物が分析に適さないわけではない（金原・金原2013、2015など）。

（2）分析試料
分析試料は、深掘土層序断面より採取された試料６点と、溝状土坑覆土断面最下部から採取された試料３点の

合計９点である。

（3）分析方法
花粉の分離抽出は、中村（1967）の方法をもとに次の手順で実施した。合わせて、金子・谷口（1987）や、

Warnock and Reinhard（1992）などの研究をもとにした金原（1999）の方法により、寄生虫卵の検出同定も行った。

1）試料から１cm3を採量。

2）0.5％リン酸三ナトリウム（12水）溶液を加え15分間湯煎。

3）水洗処理の後、0.25mmの篩で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去。

4）25％フッ化水素酸溶液を加えて30分放置。

5）水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸９：濃硫酸１のエルドマン氏液を加え１

　分間湯煎）を施す。

6）再び氷酢酸を加えて水洗処理。

7）沈渣にチール石炭酸フクシン染色液を加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作製。

8）検鏡・計数。

検鏡は、生物顕微鏡（Nikon ECLIPSE Ci）によって300～1000倍で行った。花粉の分類は同定レベルによって、科、

亜科、属、亜属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結んで示した。

同定分類には所有の現生花粉標本のほか、島倉（1973）や中村（1980）を参照して行った。イネ属については、チー

ル石炭酸フクシンで染色を施すことにより特徴がより鮮明になるため、中村（1974、1977）を参考にして、現生

標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して同定している。なお、花粉分類では樹木花粉（AP）お

よび非樹木花粉（NAP）となるが、非樹木花粉（NAP）は草本花粉として示した。

（4）結果
①分類群

出現した分類群は、樹木花粉16、樹木花粉と草本花粉を含むもの１、草本花粉９、シダ植物胞子２形態の計

28分類群である。これらの学名と和名および粒数を第Ｃ表に示し、花粉数が50個以上計数できた試料については、

周辺の植生を復原するために花粉総数を基数とする花粉組成ダイアグラムを第Ｂ図に示す。主要な分類群は顕微

鏡写真（写真図版Ａ）に示した。同時に、寄生虫卵についても検鏡した結果、１分類群が検出された。次に出現

した分類群を記載する。
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〔樹木花粉〕

　マツ属複維管束亜属、スギ、ヤナギ属、クルミ属、サワグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、クマシデ属－アサ

ダ、クリ、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、ニレ属－ケヤキ、カエデ属、トチノキ、シナノキ属、トネリコ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

　クワ科－イラクサ科

〔草本花粉〕

　イネ科、カヤツリグサ科、キンポウゲ属、カラマツソウ属、アリノトウグサ属－フサモ属、オミナエシ科、タ

ンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

Taxa( 分類群 ) 深掘土層序断面 溝状土坑覆土断面

Scientific name( 学名 ) Japanese name( 和名 ) Ⅰ層 Ⅱ層 Ⅲ層 Ⅹ層 Ⅺ層 Ⅻ層 TP02-3 層 TP03-5 層 TP04-3 層

Arboreal pollen 樹木花粉

Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属 232 9 1

Cryptomeria japonica スギ 63 1

Salix ヤナギ属 1

Juglans クルミ属 2 1

Pterocarya rhoifolia サワグルミ 3 1 1

Alnus ハンノキ属 13 1

Betula カバノキ属 6

Carpinus-Ostrya japonica クマシデ属 -アサダ 2

Castanea crenata クリ 6 4

Fagus ブナ属 1

Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 35 14 34 2

Ulmus-Zelkova serrata ニレ属 -ケヤキ 2 1 1

Acer カエデ属 1 2

Aesculus turbinata トチノキ 3

Tilia シナノキ属 1

Fraxinus トネリコ属 1 1

Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉

Moraceae-Urticaceae クワ科 -イラクサ科 1

Nonarboreal pollen 草本花粉

Gramineae イネ科 7 264 24 1

Cyperaceae カヤツリグサ科 3 1

Ranunculus キンポウゲ属 2

Thalictrum カラマツソウ属 3 3 6

Haloragis-Myriophyllum アリノトウグサ属 -フサモ属 1

Valerianaceae オミナエシ科 1

Lactucoideae タンポポ亜科 1 2

Asteroideae キク亜科 2 3 3 3

Artemisia ヨモギ属 7 19 16 2

Arboreal pollen 樹木花粉 368 14 1 0 0 0 20 40 3

Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉 1 0 0 0 0 0 0 0 0

Nonarboreal pollen 草本花粉 27 8 0 0 0 0 286 50 3

Total pollen 花粉総数 396 22 1 0 0 0 306 90 6

Pollen frequencies of 1cm3 試料 1cm3 中の花粉密度 4.0 1.9 0.8 - - - 1.8 6.7 4.9 

× 10 4 × 10 2 × 10 - - - × 10 3 × 10 2 × 10

Unknown pollen 未同定花粉 6 2 0 0 0 0 2 5 1

Fern spore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条溝胞子 3 5

Trilate type spore 三条溝胞子 3 2 40 8

Total Fern spore シダ植物胞子総数 6 2 0 0 0 0 0 45 8

Parasite eggs 寄生虫卵

Unknown eggs 不明虫卵 3 1

Total 計 3 1 0 0 0 0 0 0 0

Parasite eggs frequencies of 1cm3 試料 1cm3 中の寄生虫卵密度 4.2 0.8 - - - - - - -

× 10 × 10 - - - - - - -

Stone cell 石細胞 (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

Digestion remains 明らかな消化残渣 (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

Charcoal ・woods fragments 微細炭化物・微細木片 (+) (<+) (<+) (<+) (<+) (<+) (+) (+) (<+)

微細植物遺体 (Charcoal ・woods 

fragments)

（× 105）

　　未分解遺体片 2.9 0.4

　　分解質遺体片 8.0 1.7 1.3 0.4 0.4 5.0 5.8 1.5

　　炭化遺体片（微粒炭） 0.4 0.4 0.4 0.4 0.6

第Ｃ表　西戸類家Ⅲ遺跡における花粉分析結果
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〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

〔寄生虫卵〕

不明虫卵　Unknown eggs：卵の大きさは60×30µm程度で、やや大きく淡黄色、一端に小蓋があり蓋付き部は

肥厚する。

②花粉群集の特徴

１）深掘土層序断面

Ⅰ層をのぞく、Ⅻ層、Ⅺ層、Ⅹ層、Ⅲ層、Ⅱ層においては花粉密度がきわめて低く、花粉は検出されないか検

出されてもごくわずかであった。一方、Ⅰ層では、樹木花粉が92％、草本花粉が７％、シダ植物胞子が１％を

占める。樹木花粉のマツ属複維管束亜属がきわめて高率に出現し、スギ、コナラ属コナラ亜属が伴う。ハンノキ

属やカバノキ属が低率で出現する。草本花粉では、イネ科やヨモギ属がわずかに出現する。

２）溝状土坑覆土断面

TP02-3層では、樹木花粉が７％、草本花粉が93％を占める。草本花粉のイネ科が卓越して出現し、ヨモギ属

が伴う。樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属、クマシデ属－アサダが低率に出現する。TP03-5層では、密度は

低いものの、樹木花粉が30％、草本花粉が37％、シダ植物胞子が33％を占める。樹木花粉では、コナラ属コナ

ラ亜属の出現率が高く、トチノキが低率に出現する。草本花粉では、イネ科に次いでヨモギ属の出現率が高く、

カラマツソウ属、キク亜科が伴う。TP04-3層では、密度がきわめて低く、花粉はほとんど検出されない。

第Ｂ図　西戸類家Ⅲ遺跡の花粉組成ダイアグラム
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写真図版Ａ　西戸類家Ⅲ遺跡の花粉

1  マツ属複維管束亜属 2  スギ 3  クルミ属 4  ハンノキ属

5  カバノキ属 7  ブナ属 8  コナラ属コナラ亜属6  クリ

9  ニレ属-ケヤキ 10  トチノキ 11  イネ科 12  カラマツソウ属

13  キク亜科 14  ヨモギ属 15  シダ植物単条溝胞子 16  シダ植物三条溝胞子

10μm

西戸類家Ⅲ遺跡の花粉 
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（5）花粉分析から推定される植生と環境
①深掘土層序断面

　Ⅻ層、Ⅺ層、Ⅹ層、Ⅲ層、Ⅱ層の時期においては、花粉密度がきわめて低く、花粉などの有機質遺体が分解さ

れるやや乾燥した環境で堆積したか、堆積速度が速く花粉が集積できなかったと推定される。

　Ⅰ層の時期には、マツ属複維管束亜属がきわめて高率に出現し、周辺にはアカマツ二次林が成立し分布してい

た。スギもやや多いが造林の影響のように考えられる。近接した場所にコナラ属コナラ亜属が分布し、湿潤地に

はハンノキ属が生育していた。草本にはイネ科、ヨモギ属の生育が見られるが、森林状態で林縁の日当たりのよ

いところに生育していたとみなされる。アカマツ二次林とスギ造林から、近世から近代以降の時期と推定される。

②溝状土坑覆土断面

　TP02-3層の層準にはイネ科の出現率がきわめて高く、溝状土坑周辺に広く繁茂していたとみなされる。日当

たりがよく乾燥を好むヨモギ属も伴い、やや乾燥した人為改変による草地の分布が推定される。周辺には樹木が

少なく、人為により森林が減少した結果と考えられ、落葉樹のコナラ属コナラ亜属（ナラ類）などはやや遠方に

分布していたとみられる。

　TP03-5層の層準には、全体として草本花粉が多いものの、コナラ属コナラ亜属の出現率がもっとも高く、周

辺にコナラ属コナラ亜属が分布し、谷筋などの湿潤地にはトチノキが生育していた。溝状土坑周囲には、イネ科

と乾燥した環境を好むヨモギ属、キク亜科が繁茂し、日当たりのよい比較的乾燥した草地の環境であったとみな

される。比較的多いカラマツソウ属は、湿り気のある日当たりのよい草地ないし林縁を好み、イネ科に混在して

ナラ林の林縁などに生育していたと考えられる。

　TP04-3層の層準では、花粉密度がきわめて低く、花粉などの有機質遺体が分解される乾燥した環境であったか、

堆積速度が速く花粉が集積できなかったと推定される。

（6）まとめ
　深掘土層序断面では、最上部のⅠ層以外の花粉密度がきわめて低く、花粉などの有機質遺体が分解されるやや

乾燥した環境で堆積したか、堆積速度が速く花粉が集積できなかったと推定される。Ⅰ層の層準には、スギを伴っ

てマツ属複維管束亜属がきわめて高率に出現し、アカマツ二次林の成立とスギ造林が行われる。一方、溝状土坑

覆土断面の試料では、TP02-3層でイネ科の出現率がきわめて高く、周辺が広く人為改変され草地が分布してい

たと推定される。また、TP03-5層の層準では、全体としては草本花粉が多く、イネ科やヨモギ属などの人為改

変による比較的乾燥した草地が分布し、樹木のコナラ属コナラ亜属の出現率が最も高く、周辺の森林はナラ林が

分布していた可能性が高い。TP04-3層の層準では、花粉密度がきわめて低く、花粉などの有機質遺体が分解さ

れる乾燥した環境であったか、堆積速度が速く花粉が集積できなかったと推定される。
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3．西戸類家Ⅲ遺跡における植物珪酸体分析
（1）はじめに
　植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（SiO2）が蓄積したもので、植物が枯れたあともガラス質の微化石（プラント・

オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出し

て同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応

用されている（杉山2000、2009）。

（2）分析試料
　分析試料は、深掘土層序断面（Ⅰ層～Ⅻ層）から採取された６点と、溝状土坑覆土断面（TP02～TP04）の覆土最

下部から採取された３点の合計９点である。

（3）分析方法
　植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法（藤原1976）を用いて次の手順で実施した。

１）試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）。

２）試料約１ｇに対し直径約40μmのガラスビーズを約0.02ｇ添加（0.1mgの精度で秤量）。

３）電気炉灰化法（550℃・６時間）による脱有機物処理。

４）超音波水中照射（300W・42KHz・10分間）による分散。

５）沈底法による20μm以下の微粒子除去。

６）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成。

７）検鏡・計数。

　同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行った。

計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分の精査に相当する。試

料１ｇあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料１ｇ中の

植物珪酸体個数を求めた。

　また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重（1.0と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体１個

あたりの植物体乾重）をかけて、単位面積で層厚１cmあたりの植物体生産量を算出した。これにより、各植物の

繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる（杉山2000）。タケ亜科については、植物体

生産量の推定値から各分類群の比率およびメダケ率（メダケ属とササ属の比率）を求めた。
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（4）分析結果
①分類群

　検出された植物珪酸体の分類群は次のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その結果を第Ｄ表

および第Ｃ図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真（写真図版Ｂ）を示す。なお、イネ科栽培植物（イネ、

ムギ類、ヒエ、アワ、キビなど）に由来する植物珪酸体は、いずれの試料からも検出されなかった。

〔イネ科〕

　ヨシ属、シバ属型、キビ族型、ススキ属型（おもにススキ属）、ウシクサ族Ａ（チガヤ属など）、ウシクサ族Ｂ（大

　型）、Ｂタイプ

〔イネ科－タケ亜科〕

　チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など）、ミヤコザサ節型（ササ属ミヤコザサ節など）、未

　分類等

〔イネ科－その他〕

　表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、未分類等

〔シダ類〕

〔樹木〕

　マツ科型、多角形板状（ブナ科コナラ属など）、その他

 検出密度（単位：× 100 個 /g）

地点・試料 深掘土層序断面 溝状土坑覆土断面

   分類群 　学名
Ⅰ層 Ⅱ層 Ⅲ層 Ⅹ層 Ⅺ層 Ⅻ層

TP02

-3 層

TP03

-5 層

TP04

-3 層

 イネ科 Gramineae

　 ヨシ属   Phragmites 5

　 シバ属型   Zoysia type 24

　 キビ族型   Paniceae type 9 5 16 5 11

　 ススキ属型   Miscanthus type 38 53 53 46 27

　 ウシクサ族Ａ   Andropogoneae A type 47 43 5 70 57 27

   ウシクサ族Ｂ   Andropogoneae B type 9 5

   Ｂタイプ   B type 5

 タケ亜科 Bambusoideae

　 チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 122 48 37 48 46 54

　 ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 19 32 21 6 21 15 16

　 未分類等   Others 108 70 59 6 12 70 46 70

 その他のイネ科 Others

   表皮毛起源   Husk hair origin 33 21 5 6 6 21 15 5

   棒状珪酸体   Rodshaped 103 53 27 12 6 6 48 57 32

   茎部起源   Stem origin 5 5 5 5

   未分類等   Others 160 80 54 6 6 6 123 113 59

 シダ類 Fern 5 5 5 5

 樹木起源 Arboreal

   多角形板状 (コナラ属など )   Polygonal plate shaped (Quercus etc.) 5

　 マツ科型   Pinaceae type 5

   その他   Others 9 5 5 5 10

 植物珪酸体総数　 Total 696 428 225 25 18 36 497 412 305

 おもな分類群の推定生産量（単位：㎏ /㎡ ･cm）：試料の仮比重を 1.0 と仮定して算出

   ヨシ属   Phragmites 0.34

   ススキ属型   Miscanthus type 0.47 0.66 0.66 0.58 0.33

   チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 0.92 0.36 0.28 0.36 0.35 0.40

   ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 0.06 0.10 0.06 0.02 0.06 0.05 0.05

 タケ亜科の比率（％）

   チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 94 79 81 85 88 89

   ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 6 21 19 100 15 12 11

　 メダケ率 　Medake ratio 0 0 0 0 0 0 0

　 チマキザサ率 　Chimaki-zasa ratio 94 79 81 0 85 88 89

第Ｄ表　西戸類家Ⅲ遺跡における植物珪酸体分析結果
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第Ｃ図　西戸類家Ⅲ遺跡における植物珪酸体分析結果
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図１ 西戸類家Ⅲ遺跡における植物珪酸体分析結果

深掘土層序断面

溝状土坑覆土断面

②植物珪酸体の検出状況

１）深掘土層序断面

　下位のⅫ層からⅩ層にかけては、植物珪酸体がほとんど検出されなかった。Ⅲ層では、ウシクサ族Ａ、チマキ

ザサ節型、ミヤコザサ節型、樹木（その他）などが検出されたが、いずれも少量である。Ⅱ層からⅠ層にかけては、

チマキザサ節型がやや増加し、キビ族型、ススキ属型などが出現している。また、部分的にヨシ属、シバ属型、

マツ科型なども認められた。おもな分類群の推定生産量によると、Ⅲ層より上位では量的には少ないもののチマ

キザサ節型が優勢となっている。

２）溝状土坑覆土断面

　TP02の覆土最下部では、キビ族型、ススキ属型、ウシクサ族Ａ、チマキザサ節型、ミヤコザサ節型、多角形

板状（ブナ科コナラ属など）、樹木（その他）などが検出されたが、いずれも少量である。その他の溝状土坑覆土

でも、おおむね同様の結果である。おもな分類群の推定生産量によると、量的には少ないもののチマキザサ節型

が優勢となっている。

（5）植物珪酸体分析から推定される植生と環境
①深掘土層序断面

　下位のⅫ層からⅩ層にかけては、植物珪酸体がほとんど検出されなかった。植物珪酸体が検出されない原因と

しては、１）植物珪酸体を形成する植物群（イネ科、カヤツリグサ科、ブナ科、マツ科など）の生育に適さない環

境であったこと、２）土層の堆積速度が速かったこと、３）風化作用などによって植物珪酸体が分解・消失したこ

となどが考えられる。

　Ⅲ層ではササ属（おもにチマキザサ節）が見られるようになり、Ⅱ層からⅠ層にかけてはススキ属、ウシクサ族、

キビ族なども生育するイネ科植生であり、Ⅱ層の時期にはヨシ属が生育するような湿潤なところも存在していた
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と考えられる。また、遺跡周辺にはマツ科などの樹木が生育していたと推定される。

　タケ亜科（竹笹類）のうち、メダケ属は温暖、ササ属は寒冷な気候の指標とされており、メダケ率（両者の推定

生産量の比率）の変遷は、地球規模の氷期－間氷期サイクルの変動と一致することが知られている（杉山2001など）。

また、ササ属のうちチマキザサ節やチシマザサ節は日本海側の寒冷地などに広く分布しており積雪に対する適応

性が高いが、ミヤコザサ節は太平洋側などの積雪の少ない比較的乾燥したところに分布している（室井1960、鈴

木1996）。Ⅲ層からⅠ層にかけては、量的には少ないもののチマキザサ節が優勢であることから、当時は冷涼で

相対的に積雪（降水量）の多い気候環境であった可能性が考えられる。

②溝状土坑覆土断面

　溝状土坑覆土（最下部）の堆積当時は、ササ属（おもにチマキザサ節）をはじめ、ススキ属、ウシクサ族、キビ

族なども生育するイネ科植生であったと考えられ、遺跡周辺にはブナ科などの樹木が生育していたと推定される。

タケ亜科では、量的には少ないもののチマキザサ節が優勢であることから、当時は冷涼で相対的に積雪（降水量）

の多い気候環境であった可能性が考えられる。

（6）まとめ
　遺跡内上部の土層を構成する黒ボク土や溝状土坑覆土から、草本類のイネ科のほか、マツ科やブナ科の樹木の

植物珪酸体を検出できた。
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写真図版Ｂ　西戸類家Ⅲ遺跡の植物珪酸体（プラント・オパール）

ヨシ属 シバ属型 キビ族型

キビ族型 ススキ属型 ススキ属型

ウシクサ族Ａ ウシクサ族Ｂ チマキザサ節型

チマキザサ節型 ミヤコザサ節型 表皮毛起源

シダ類 多角形板状 樹木（その他）

50μｍ

西戸類家Ⅲ遺跡の植物珪酸体（プラント・オパール）
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第５図　遺構配置図
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Ⅴ．調査の成果

1．検出された遺構

調査の結果、土坑が５基、溝状土坑が５基検出された。

（1）土坑 
SK01　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の北西側、Ｃ２グリッドにおいて検出された。標高217.9ｍの尾根南側緩斜面に位置している。平面形

は円形を呈する。規模は開口部で径123cm、底面で径83cm、深さは76cmを測り、底面は平坦である。堆積土は４

層に分層され、１層はにぶい黄褐色土、２・３層は黒褐色土、４層は明黄褐色土を主体とする。遺構からの出土

遺物はない。

SK02　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の北東側、Ｃ11グリッドにおいて検出された。標高217.7ｍの尾根南側緩斜面に位置している。平面形

は円形を呈する。規模は開口部で径154cm、底面で径120cm、深さは54cmを測り、底面は平坦である。堆積土は

３層に分層され、１層は黒色土、２層は褐灰色土、３層はにぶい黄橙色土を主体とする。遺構からの出土遺物は

ない。

SK03　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の北東側、Ｃ11・Ｄ11グリッドにおいて検出された。標高217.5ｍの尾根南側緩斜面に位置している。

平面形は円形を呈する。規模は開口部で径108cm、底面で径86cm、深さは17cmを測り、底面は平坦である。堆積

土は単層の灰黄褐色土である。遺構からの出土遺物はない。

SK04　土坑（第６図、写真図版５） 

調査区の北東側、Ｄ10グリッドにおいて検出された。標高217.5ｍの尾根南側緩斜面に位置している。平面形

は、上部は円形を呈し、下部は北東側に延びて楕円形を呈する。規模は開口部で径130cm、底面で長軸147cm×

短軸60cm、深さは88cmを測り、底面は平坦である。断面形はＬ字形を呈する。堆積土は４層に分層され、１～

３層は明黄褐色土、４層はにぶい黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK05　土坑（第６図、写真図版５） 

調査区の中央付近、Ｆ７グリッドにおいて検出された。標高217.2ｍの尾根南側緩斜面に位置している。平面

形は楕円形を呈する。規模は開口部で長軸148cm×短軸112cm、底面で長軸129cm×短軸85cm、深さは42cmを測り、

底面は平坦である。堆積土は２層に分層され、１層は黒褐色土、２層は明黄褐色土を主体とする。遺構からの出

土遺物はない。
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第６図　土坑 SK01～SK05
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1　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密

   草根入る

　 10YR7/6明黄褐色極小～中粒１％入る

   7.5YR6/8橙色極小粒５％入る

2　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密

   草根・木根入る

　 7.5YR6/8橙色極小～中粒20％入る

   10YR6/4にぶい黄橙色ブロック２％入る

3　10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密

   10YR7/6明黄褐色小粒10％入る

4　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

   10YR7/8黄橙色小粒１％入る

SK04

1　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中　締まり極めて密　草根入る

　 10YR7/8黄橙色極小～中粒20％入る

2　10YR7/6　明黄褐色土　粘性中　締まり極めて密　草根入る

　 10YR7/8黄橙色極小～中粒20％入る

3　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中　締まり中

　 10YR7/8黄橙色極小粒１％入る

4　10YR5/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR6/8明黄褐色小粒１％入る
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22
33
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1　10YR2/1　黒色土　粘性やや中　締まり中

   草根入る

　 10YR7/8黄橙色極小～中粒20％入る

2　10YR4/1　褐灰色土　粘性中　締まり密　草根入る

　 10YR7/8黄橙色極小～小粒15％入る

3　10YR7/4　にぶい黄橙色土　粘性やや中　締まり密

SK03

1　10YR4/2　灰黄褐色土　粘性中　締まり密

   草根入る

　 10YR7/8黄橙色極小～小粒５％入る

11
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3344
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根根 22 根根
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1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり密　草根入る

　 10YR7/6明黄褐色ブロック３％入る

　 10YR6/8明黄褐色極小～小粒10％入る

2　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR8/4浅黄橙色中粒１％入る
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（2）溝状土坑 
TP01　溝状土坑（第７図、写真図版６） 

調査区の北西側、Ａ４・Ａ５・Ｂ４・Ｂ５グリッドにおいて検出された。標高217.9ｍの尾根南側緩斜面に位

置している。平面形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－96°－Ｅを示す。尾根筋と直交し、等高線とは平行する。

規模は開口部で長軸270cm×短軸20cm、底面で長軸248cm×短軸８cm、深さは65cmを測る。開口部の長軸両端の

比高差は36㎝を測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＵ字形を呈する。堆積土は３層に分層され、１層は

灰黄褐色土、２層はにぶい黄褐色土、３層は黒褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

TP02　溝状土坑（第７図、写真図版６） 

調査区の北西側、Ｂ５・Ｃ５グリッドにおいて検出された。標高217.9ｍの尾根南側緩斜面に位置している。

平面形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－121°－Ｅを示す。尾根筋と直交し、等高線とは平行する。規模は開

口部で長軸335cm×短軸27cm、底面で長軸328cm×短軸13cm、深さは67cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は

ない。底面は平坦である。短軸の断面形はＵ字形を呈する。堆積土は３層に分層され、１層は灰黄褐色土、２・

３層は黒褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

TP03　溝状土坑（第７図、写真図版６） 

調査区の南側、Ｈ７・Ｉ７グリッドにおいて検出された。標高217.0ｍの尾根南側緩斜面に位置している。平

面形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－11°－Ｅを示す。尾根筋と平行し、等高線とは直交する。規模は開口

部で長軸362cm×短軸55cm、底面で長軸340cm×短軸11cm、深さは100cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は

15cmを測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は５層に分層され、１層は褐灰色土、

２層は灰黄褐色土、３・４層は黒褐色土、５層は黒色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

TP04　溝状土坑（第８図、写真図版７） 

調査区の北東側、Ｄ11グリッドにおいて検出された。標高217.5ｍの尾根南側緩斜面に位置している。平面形

は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－116°－Ｅを示す。尾根筋と直交し、等高線とは平行する。規模は開口部で

長軸319cm×短軸59cm、底面で長軸308cm×短軸10cm、深さは105cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は20cm

を測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は３層に分層され、１・３層は黒褐色土、

２層は褐灰色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

TP05　溝状土坑（第８図、写真図版７） 

調査区の北東側、Ｄ10・Ｄ11グリッドにおいて検出された。標高217.3ｍの尾根南側緩斜面に位置している。

平面形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－78°－Ｅを示す。尾根筋と直交し、等高線とは平行する。規模は開

口部で長軸362cm×短軸40cm、底面で長軸352cm×短軸９cm、深さは87cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は

６cmを測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は２層に分層され、１層は灰黄褐色土、

２層は黒褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。
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第７図　溝状土坑 TP01～TP03

1：600 2m

L=218.100m
A A'A

A
'

B L=218.100m B'

B B'

L=218.100m
A A'A

A
'

B L=218.100m B'

B B'

L=217.100m
A A'A

A
'

B L=217.100m B'

B B'

X=38879.0
Y=72210.0

X=38881.0
Y=72210.0

X=38875.0
Y=72212.0

X=38876.0
Y=72213.0

X=38845.0
Y=72222.0

X=38845.0
Y=72224.0

TP01

TP02

TP03

11

22

33

明黄褐色
ブロック
明黄褐色
ブロック

TP01

1　10YR4/2　灰黄褐色土　粘性中　締まり密
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2　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 7.5YR6/8橙色極小粒５％入る

3　10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 草根入る　
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4　2.5Y3/1　黒褐色土　粘性中　締まり中
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第８図　溝状土坑 TP04・TP05
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2．遺構外出土遺物

遺構外から石器が１点（1.5ｇ）出土した。

石器（第９図１、第１表、写真図版７）

第９図１は調査区東側から出土したもので、珪質頁岩の無茎の石鏃である。

3．まとめ

調査の結果、土坑５基、溝状土坑（陥し穴状遺構）５基が検出された。縄文時代の狩猟場跡と考えられる。溝

状土坑については南北方向に軸をもつもの１基と東西方向に軸をもつもの４基である。東西に軸をもつものにつ

いても、２基ずつ、やや軸を異にしている。長軸に対し短軸が極めて短いものが多いのが特徴である。

自然科学分析でTP03出土の腐植質堆積物及びTP04から出土した炭化物について放射性炭素年代測定を行った。

その結果、TP03の試料では、95.4％の確率で432-598 cal AD、TP04の試料では、95.4％の確率で827-772 cal 

BCの数値を示した。いずれの試料も、遺構覆土の中位の部分から出土したもので、TP03の試料は古墳時代、

TP04の試料は縄文時代晩期相当である。今後もデータの蓄積が必要である。

＜文献＞

洋野町教育委員会　2020 『南玉川Ⅰ遺跡・小田ノ沢Ⅱ遺跡発掘調査報告書』　洋野町埋蔵文化財調査報告書第７集

久慈広域連合・洋野町教育委員会　2020 『尺沢遺跡発掘調査報告書』　洋野町埋蔵文化財調査報告書第８集

洋野町教育委員会　2021 『北玉川Ⅱ遺跡・南玉川Ⅳ遺跡発掘調査報告書』　洋野町埋蔵文化財調査報告書第 11 集

第９図　遺構外出土遺物　石器

第１表　遺構外出土遺物観察表　石器

25
西戸類家Ⅲ遺跡
石鏃

S=2/32：3 5cm01

番号 出土位置 器種
長さ

(mm)

幅

(mm)

厚さ

(mm)

重さ

(g)
石質 備考

遺構外　（第9図、写真図版7下）

1 F10 石鏃 24.1 17.8 4.7 1.5 珪質頁岩 平基無茎鏃
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写真図版１　西戸類家Ⅲ遺跡　調査地遠景・調査地全景

調査地遠景

調査地全景
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写真図版２　西戸類家Ⅲ遺跡　調査区全景・調査区近景

調査区近景

調査区全景
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深掘土層序

自然科学分析用サンプル採取状況

写真図版３　西戸類家Ⅲ遺跡　深掘土層序
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写真図版４　土坑 SK01 ～ SK03

SK01　完掘 SK01　断面

SK02　断面

SK03　断面

SK02　完掘

SK03　完掘
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写真図版５　土坑 SK04・SK05

SK04　断面

SK05　断面

SK04　完掘

SK05　完掘
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写真図版６　溝状土坑 TP01 ～ TP03

TP01　完掘 TP01　断面

TP02　断面

TP03　断面

TP02　完掘

TP03　完掘
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TP04　完掘 TP04　断面

TP05　断面TP05　完掘

写真図版７　溝状土坑 TP04・TP05　遺構外出土遺物　石器

1 1：1 3cm0





西 戸 類 家 Ⅴ 遺 跡





0 2000m1：50,000

西戸類家Ⅴ遺跡西戸類家Ⅴ遺跡

第１図　遺跡位置図
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第２図　遺跡範囲図

107.9

西戸類家Ⅴ遺跡

0 200m1：5,000

調査地点
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Ⅰ．遺跡の概要

西戸類家Ⅴ遺跡は、洋野町種市第10地割地内、JR八戸線種市駅から南へ５km、宿戸漁港から西へ2.5km、北緯

40°21′57″、東経141°43′35″を中心に位置する（第１図）。調査地の標高は118.7ｍである。未周知の埋蔵文化

財包蔵地であったが、風力発電事業に伴い令和２年度に実施された埋蔵文化財確認試掘調査によって新規に発見

された遺跡である。本遺跡の南西500ｍの位置に西戸類家Ⅱ遺跡、北西700ｍの位置に南玉川Ⅰ遺跡が所在する。

南玉川Ⅰ遺跡は、令和元年度、洋野町教育委員会による風力発電事業に伴う発掘調査が行われた。溝状土坑（陥

し穴状遺構）が検出され、縄文時代の狩猟場跡であることが明らかとなっている。

第３図　西戸類家Ⅴ遺跡　調査区配置図

1
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Ⅱ．調査の概要

1．調査区とグリッドの設定

西戸類家Ⅴ遺跡は、埋蔵文化財確認試掘調査において遺構が検出されたため、本発掘調査を行うこととなった。

本発掘調査は、風力発電所建設予定地のうち、令和２年度試掘調査で遺構が検出された範囲を中心とした3,250

㎡を対象に調査区を設定し、実施した。

遺構の測量と遺物の取り上げのため、世界測地系に基づく平面直角座標第Ⅹ系を使用して、調査区北西の起点

（X＝41060.0ｍ、Y＝75815.0ｍ）から、北から南へＡ～Ｐ、西から東へ１～15までの一辺５ｍのグリッドを設定

した（第３図）。調査対象面積が狭いことから、大区画グリッドの割り付けは行わなかった。また、遺跡内の土

層序観察のため、調査区東側に深掘区を設定した。

2．野外調査について

調査の手順は、バックホー(バケット土量0.45㎥)により表土を除去し、スコップや縦鋤簾で壁面成形後、剪

定鋏・根切り鋏を用い、草木根の除去を行った。引き続き鋤簾・両刃鎌で平面精査を行い、遺構を検出した。

遺構の掘削については、堆積土を移植ゴテ、竹べらを用いて２分割で掘削し、その堆積状況を観察・記録をし

た上で完掘を行った。記録作業においては、土層断面図作成は手実測により、方眼紙に記録した。遺物取り上げ

や遺構平面図・全体図はトータルステーションによる測量を行った。遺構については、遺構ごとに通し番号を付

与し、管理に努めた。記録写真については、35mmフィルムカメラ(モノクロフィルム・リバーサルフィルム)を

利用し、補足としてデジタルカメラにて撮影を行った。また各遺構の情報(種類、位置、土層等)や出土遺物な

どの情報は、作業状況と共に台帳に記録した。

本調査地の古環境を復原するため､土層サンプルの火山灰分析(重鉱物組成・火山ガラス比分析、火山ガラス

屈折率測定)を実施した。

全ての遺構調査が終了した後は、無人航空機(ドローン)による空中写真撮影を行った。

本調査中に発生した排土は、調査に影響のない隣地に仮置きし、本調査終了後には埋戻しを行った。

3．室内整理について

野外調査終了後、出土遺物を含む記録を整理し、発掘調査報告書の編集作業を行った。

野外調査で撮影したフィルム写真は、現像後アルバムに収納し、撮影記録の記入を行った。デジタル写真につ

いてはファイル名のリネームを行った。遺構図面については「A-Survey」（エースプロジェクト）で第一原図を編

集し、データ変換後、報告書掲載用の図として第二原図の編集を行った。

これらの作業と並行して原稿執筆・挿表作成を行い、完成した個々の挿図や調整済の画像等を併せて報告書を

編集した。なお、図化・編集作業に使用したソフトは下記のとおりである。

Adobe 社製  ｢Illustrator CC｣　遺物図トレース・遺構第二原図編集

　　　　　　「Photoshop CC」　　掲載用各写真画像調整

　　　　　　「InDesign CC」 　　組版・編集
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Ⅲ．遺跡の土層序

西戸類家Ⅴ遺跡の土層断面図は、調査区東壁で作成した(第４図)。Ⅰ層は黒色土、Ⅱ層は褐色土で、遺構は

このⅡ層中で検出した。下方部で草木根による撹乱の影響を若干受けている。Ⅲ層からⅧ層は火山灰層であり軽

石層が互層状に堆積する。Ⅲ層は灰黄褐色土、Ⅳ層はにぶい黄色土、Ⅴ層からⅧ層は明黄褐色土、Ⅸ層、Ⅹ層は

にぶい橙色土となる。次章のⅣ．西戸類家Ⅴ遺跡の自然科学分析における土層サンプルは、この面から採取した

ものである。

L=118.6mA A'

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

ⅢⅢ

Ⅳ
Ⅳ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ
Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ

根 Ⅴ

Ⅷ

1：300 1m

第４図　基本土層序

深掘土層序（東壁）

Ⅰ　10YR2/1　 黒色土　　　　粘性やや中　締まり粗　草根・木根入る　10YR6/6明黄褐色極小粒１％入る　現表土

Ⅱ　10YR4/4　 褐色土　　　　粘性中　締まり密　草根・木根入る　10YR7/8黄橙色極小～中粒３％入る　10YR8/3浅黄橙色極小～中粒10％入る

Ⅲ　10YR6/2　 灰黄褐色土　　粘性やや中　締まり極めて密　10YR8/3浅黄橙色極小粒30％入る　10YR7/8黄橙色極小粒10％入る

Ⅳ　2.5Y6/3　 にぶい黄色土　粘性やや中　締まり極めて密　10YR8/1灰白色極小粒１％入る　10YR8/6黄橙色極小粒１％入る

Ⅴ　10YR6/6　 明黄褐色土　　粘性中　締まり極めて密　木根入る　10YR7/8黄橙色小～中粒30％入る

Ⅵ　10YR6/6　 明黄褐色土　　粘性中　締まり極めて密　10YR7/8黄橙色小～中粒１％入る　10YR8/3浅黄橙色極小粒１％入る

Ⅶ　10YR6/8　 明黄褐色土　　粘性中　締まり極めて密　10YR7/8黄橙色中粒30％入る　10YR8/4浅黄橙色小粒５％入る

Ⅷ　10YR7/6　 明黄褐色土　　粘性中　締まり極めて密　10YR8/3浅黄橙色極小粒１％入る　10YR7/8黄橙色極小粒１％入る

Ⅸ　7.5YR6/4　にぶい橙色土　粘性強　締まり極めて密

Ⅹ　7.5YR6/4　にぶい橙色土　粘性中　締まり極めて密　7.5YR8/1灰白色極小～小粒２％入る
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第４図　深掘土層序
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Ⅳ . 西戸類家Ⅴ遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに
西戸類家Ⅴ遺跡は、北上山地北部から連続する九戸丘陵内に分布する海成段丘上に位置する。海成段丘は、中

期更新世に形成されたものであり、開析が進んでいる(小池ほか編2005)。調査区内で作成された深掘土層序断

面では、現表土を構成する黒褐色の火山灰土いわゆる黒ボク土層が厚さ１ｍほどで認められ、その下位には褐色

火山灰土いわゆるローム層が厚く堆積している。また、黒ボク土層最下部からローム層最上部にかけては軽石の

散在も認められている。

本章では、調査区内で認められた黒ボク土層下部からローム層上部にかけての土層断面において、層序対比の

指標となる火山灰(テフラ)を見出し、その対比と年代に関わる資料を作成する。

1．試料

試料は、調査区内の深掘土層序断面より採取された。発掘調査所見により、土層断面では深掘土層序が設定さ

れ、上位よりⅠ層からⅩ層までの分層が行われている。これらのうち、Ⅰ層とⅡ層は黒ボク土層であり、Ⅲ～Ⅴ

層は暗褐色を呈する黒ボク土層からローム層への漸移層、Ⅵ層以下はローム層である。また、Ⅲ層からⅧ層まで

は八戸火山灰層と呼ばれる層位に相当し、軽石の散在が認められている。軽石は、径３～８mm程度で黄色を呈

するが、指で容易に潰せるほど風化している。Ⅸ層およびⅩ層は高館火山灰層に相当するとされている。なお、

調査区内では遺物の出土はなく、土坑の検出のみであるが、周辺の発掘事例からはⅡ層が縄文時代の包含層に対

比されると考えられている。

分析用の試料は、Ⅰ層最下部からⅩ層上部まで、厚さ５cmで連続に、上位よりサンプルNo.１～26までの26点が

採取された。各試料の採取層位は、分析結果を呈示した第Ａ図に柱状図として併記する。本章では、軽石の散在

が認められた層位を中心として、サンプルNo.６、９、11、12、14、16、20、26の計８点の試料を分析の対象とする。

2．分析方法

試料約40ｇに水を加え超音波洗浄装置により分散、250メッシュの分析篩を用いて水洗し、粒径1/16mm以下の

粒子を除去する。乾燥の後、篩別し、得られた粒径1/4mm-1/8mmの砂分をポリタングステン酸ナトリウム(比重

約2.96に調整)により重液分離、重鉱物を偏光顕微鏡下にて250粒に達するまで同定する。重鉱物同定の際、不

透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するもののみを「不透明鉱物」とする。「不透

明鉱物」以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は「その他」とする。火山ガラス比は、重液分離した

軽鉱物分における砂粒を250粒数え、その中の火山ガラスの量比を求める。火山ガラスは、その形態によりバブ

ル型・中間型・軽石型の３タイプに分類した。各型の形態は、バブル型は薄手平板状、中間型は表面に気泡の少

ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラスであり、軽石型は小気泡を非常に多くもった塊状および気泡

の長く伸びた繊維束状のものとする。

さらに火山ガラスについては、その屈折率を測定することにより、テフラを特定するための指標とする。屈折

率の測定は、古澤(1995)のMAIOTを使用した温度変化法を用いた。なお、屈折率測定の対象とした試料は、分析

結果に基づき、後述する２点の試料を選択した。
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3．結果

結果を第Ａ表、第Ａ図に示す。重鉱物組成は、サンプルNo.６と16を除く６点の試料で不透明鉱物が最も多く、

次いで斜方輝石、単斜輝石の順に多い。サンプルNo.６と16では斜方輝石が最も多く、次いで不透明鉱物、単斜

輝石の順に多い。また、サンプルNo.11から16にかけては、ほかの層位に比べて単斜輝石の量比が比較的高く、

微量の角閃石も含まれる。 

火山ガラス比では、サンプルNo.12から16に軽石型火山ガラスが中量含まれ、サンプルNo.11、20、26には同

火山ガラスが少量、サンプルNo.６と９には同火山ガラスが微量含まれる。ほかに各試料には微量のバブル型火

山ガラスも含まれる。

屈折率の測定は、軽石型火山ガラスの中量含まれる試料のうちの最下層のサンプルNo.16と分析試料中最下層

のサンプルNo.26の２点の火山ガラスを選択した。測定結果を第Ｂ図に示す。サンプルNo.16は、レンジが

n1.502-1.513、モードはn1.509であり、サンプルNo.26は、レンジがn1.503-1.511、モードはn1.508-1.509で

ある。

4．考察

深掘土層序断面では、Ⅲ層からⅧ層にかけて軽石の散在が認められたが、その中でⅥ層からⅧ層には軽石型火

山ガラスも比較的多く含まれていることが分析により確認された。このことから、軽石と軽石型火山ガラスは、

同一のテフラに由来する砕屑物であると考えられ、土壌の形成に伴って撹乱と再堆積が繰り返されたことにより、

分析結果にみられるような産状を呈していると考えられる。このように、特定のテフラが土壌中に拡散して含ま

れる場合には、テフラの最濃集部の下限がその降灰層準に一致すると考えられている(早津1988)。したがって、

軽石と軽石型火山ガラスからなるテフラの降灰層準は、Ⅷ層にあると考えられる。ここで、ローム層最上部とい

うその降灰層準とサンプルNo.16の火山ガラスの屈折率およびⅧ層からⅤ層までの重鉱物組成において微量の角

閃石が含まれること、さらには洋野町の地理的位置も併せると、テフラは、十和田カルデラを給源とする十和田

八戸テフラ(To-H）（Hayakawa1985)に同定される。To-Hの噴出年代は、暦年で1.5万年前とされている(町田・

新井2003)ことから、基本層序のⅧ層は約1.5万年前の層位に相当すると言える。

今回の分析では、Ⅷ層よりも下位のⅨ層およびⅩ層にも少量の軽石型火山ガラスが検出されている。これらの

試料の火山ガラスは、To-Hよりも以前に降灰したテフラに由来すると考えられる。これまでに記載されている

洋野町付近のテフラの産状とサンプルNo.26の火山ガラスの屈折率から、Ⅸ層とⅩ層に含まれる軽石型火山ガラ

スは、十和田カルデラを給源とする十和田大不動テフラ(To-Of）（Hayakawa1985)に由来する可能性が高い。

To-Ofの噴出年代は3.2万年前以前(町田・新井2003)とされていることを考慮すると、その降灰層準はⅩ層より

も下位にあることが推定される。

層
名

サ
ン
プ
ル
№

カ
ン
ラ
ン
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

酸
化
角
閃
石

緑
レ
ン
石

ジ
ル
コ
ン

不
透
明
鉱
物

そ
の
他

合
計

バ
ブ
ル
型
火
山
ガ
ラ
ス

中
間
型
火
山
ガ
ラ
ス

軽
石
型
火
山
ガ
ラ
ス

そ
の
他

合
計

Ⅱ層 6 0 113 30 1 0 0 0 87 19 250 4 0 8 238 250

Ⅲ層 9 0 77 37 1 0 0 0 135 0 250 1 0 5 244 250

Ⅴ層 11 0 72 49 7 0 0 0 122 0 250 5 0 23 222 250

Ⅵ層 12 0 73 50 4 0 0 0 122 1 250 3 1 50 196 250

Ⅶ層 14 0 92 43 3 0 0 0 112 0 250 5 0 39 206 250

Ⅷ層 16 0 111 45 4 0 0 0 89 1 250 5 0 48 197 250

Ⅸ層 20 0 82 18 3 0 0 0 145 2 250 2 0 18 230 250

Ⅹ層 26 0 85 33 1 0 0 0 131 0 250 4 0 23 223 250

第Ａ表　深掘土層序の重鉱物・火山ガラス比分析結果
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図1　基本層序土層断面の重鉱物組成および火山ガラス比

図2　火山ガラスの屈折率
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第Ａ図　深掘土層序の重鉱物組成および火山ガラス比

第Ｂ図　火山ガラスの屈折率測定結果
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1.重鉱物(深掘土層序Ⅷ層;サンプルNo.16) 2.火山ガラス(深掘土層序Ⅷ層;サンプルNo.16)

3.重鉱物(深掘土層序Ⅹ層;サンプルNo.26) 4.火山ガラス(深掘土層序Ⅹ層;サンプルNo.26)

図版1　重鉱物・火山ガラス

0.5mm

Vg

Vg

Vg
Vg

Vg

Pl

Vg

Pl

Vg

Vg

Pl

Vg

Pl

Vg

Op

Pl

Vg

Opx

Pl

Vg

Pl

Op
Pl

Vg

Opx

Vg

Vg

Vg

Pl

Qz

Op
Pl

Vg

Opx

Opx

Opx

Opx

Opx
Opx

Opx

Opx

Opx

Opx

Opx

Opx

Opx

Op

Opx

Op

Opx

Op

Opx

Cpx

Op

Opx

Cpx

Op

Opx

Cpx

Op

Opx

Cpx

Op

Vg

Ho

Ho

Qz

Opx:斜方輝石．Cpx:単斜輝石．Ho:角閃石．Op:不透明鉱物．Vg:火山ガラス．
Qz:石英．Pl:斜長石．

写真図版Ａ　西戸類家Ⅴ遺跡　重鉱物・火山ガラス



第５図　遺構配置図
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Ⅴ．調査の成果

1．検出された遺構 

調査の結果、土坑が28基、溝状土坑が５基、ピットが４基検出された。

（1）土坑 
SK01　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の北東側、Ｂ９グリッドにおいて検出された。標高118.5ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は

楕円形を呈する。規模は開口部で長軸157cm×短軸98cm、底面で長軸136cm×短軸69cm、深さは23cmを測り、底

面は平坦である。堆積土は３層に分層され、１層は黒色土、２層は黒褐色土、３層はにぶい黄褐色土を主体とす

る。遺構からの出土遺物はない。

SK02　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の中央北側、Ｆ７・Ｆ８グリッドにおいて検出された。標高119.0ｍの丘陵上緩斜面に位置している。

平面形は不整円形を呈する。規模は開口部で径101cm、底面で径69cm、深さは37cmを測り、底面は中央が窪む。

堆積土は２層に分層され、いずれも暗褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK03　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の中央北東側、Ｆ９グリッドにおいて検出された。標高118.7ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面

形は円形を呈する。規模は開口部で径87cm、底面で径60cm、深さは26cmを測り、底面は中央が窪む。堆積土は

２層に分層され、１層は暗褐色土、２層は明黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK04　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の東側、Ｆ13グリッドにおいて検出された。標高117.8ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は円

形を呈すると推定される。規模は開口部で残存径80cm、底面で残存径60cm、深さは48cmを測り、底面は凹凸が

ある。堆積土は４層に分層され、１・２層は暗褐色土、３層はにぶい黄褐色土、４層は明黄褐色土を主体とする。

遺構からの出土遺物はない。

SK05　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の東側、Ｇ12・Ｇ13グリッドにおいて検出された。標高117.8ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平

面形は円形を呈すると推定される。規模は開口部で残存径112cm、底面で残存径76cm、深さは41cmを測り、底面

は概ね平坦である。堆積土は２層に分層され、１層は褐灰色土、２層は黒褐色土を主体とする。遺構からの出土

遺物はない。

SK06　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の西側、Ｇ５グリッドにおいて検出された。標高119.7ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は円

形を呈する。規模は開口部で径74cm、底面で径114cm、深さは118cmを測り、底面は平坦である。断面形は底面

にかけて広がるフラスコ状を呈する。SK06が壁面でTP03を切る状況で検出され、新旧関係はSK06が新しい。堆

積土は７層に分層され、１・３～５・７層は黒褐色土、２層は明黄褐色土、６層はにぶい黄褐色土を主体とする。

遺構からの出土遺物はない。
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SK07　土坑（第７図、写真図版４） 

調査区の中央付近、Ｈ６グリッドにおいて検出された。標高119.5ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形

は円形を呈する。規模は開口部で径114cm、底面で径87cm、深さは48cmを測り、底面は平坦である。堆積土は３

層に分層され、１・２層は黒褐色土、３層はにぶい黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK08　土坑（第７図、写真図版４） 

調査区の中央付近、Ｇ７・Ｈ７グリッドにおいて検出された。標高119.3ｍの丘陵上緩斜面に位置している。

平面形は円形を呈する。規模は開口部で径56cm、底面で径48cm、深さは16cmを測り、底面は平坦である。堆積

土は２層に分層され、１層は黒褐色土、２層はにぶい黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK09　土坑（第７図、写真図版４） 

調査区の北西側、Ｄ２・Ｄ３・Ｅ２・Ｅ３グリッドにおいて検出された。標高120.1ｍの丘陵上緩斜面に位置

している。平面形は不整楕円形を呈する。規模は開口部で長軸167cm×短軸109cm、底面で長軸108cm×短軸

31cm、深さは74cmを測り、底面は凹凸がある。堆積土は３層に分層され、いずれも黒褐色土を主体とする。遺

構からの出土遺物はない。

SK10　土坑（第７図、写真図版５） 

調査区の北西側、Ｅ４グリッドにおいて検出された。標高119.9ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は

円形を呈する。規模は開口部で径83cm、底面で径61cm、深さは22cmを測り、底面は凹凸がある。堆積土は２層

に分層され、１層は灰黄褐色土、２層はにぶい黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK11　土坑（第７図、写真図版５） 

調査区の北西側、Ｆ２グリッドにおいて検出された。標高120.4ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は

円形ないし楕円形を呈すると推定される。規模は開口部で残存長軸81cm×残存短軸54cm、底面で残存長軸26cm

×残存短軸14cm、深さは66cmを測り、底面は平坦である。堆積土は３層に分層され、１・３層は明黄褐色土、

２層は黒褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK12　土坑（第７図、写真図版５） 

調査区の北西側、Ｆ４・Ｆ５・Ｇ４・Ｇ５グリッドにおいて検出された。標高119.8ｍの丘陵上緩斜面に位置

している。平面形は円形を呈する。規模は開口部で径84cm、底面で径50cm、深さは32cmを測り、底面は東側が

窪む。堆積土は３層に分層され、１層は灰黄褐色土、２層は黄褐色土、３層は明黄褐色土を主体とする。遺構か

らの出土遺物はない。

SK13　土坑（第７図、写真図版５） 

調査区の北西側、Ｅ２グリッドにおいて検出された。標高120.2ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は

円形を呈する。規模は開口部で径96cm、底面で径80cm、深さは14cmを測り、底面は凹凸がある。堆積土は２層

に分層され、１層は黒褐色土、２層は灰黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK14　土坑（第８図、写真図版５） 

調査区の西側、Ｉ４・Ｉ５グリッドにおいて検出された。標高119.7ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面

形は円形を呈する。規模は開口部で径75cm、底面で径57cm、深さは24cmを測り、底面は平坦である。SK14が

SK17を切る状況で検出され、新旧関係はSK14が新しい。堆積土は４層に分層され、１層は灰黄褐色土、２層は
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にぶい黄褐色土、３・４層は明黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK15　土坑（第８図、写真図版５） 

調査区の北東側、Ｄ11・Ｅ11グリッドにおいて検出された。標高118.1ｍの丘陵上緩斜面に位置している。

平面形は円形を呈する。規模は開口部で径125cm、底面で径63cm、深さは55cmを測り、底面は凹凸がある。堆積

土は３層に分層され、１層は黒褐色土、２・３層はにぶい黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK16　土坑（第８図、写真図版５） 

調査区の西側、Ｉ４グリッドにおいて検出された。標高119.8ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は楕

円形を呈する。規模は開口部で長軸50cm×短軸29cm、底面で長軸30cm×短軸15cm、深さは17cmを測り、底面は

平坦である。SK16がSK18を切る状況で検出され、新旧関係はSK16が新しい。堆積土は単層のにぶい黄褐色土で

ある。遺構からの出土遺物はない。

SK17　土坑（第８図、写真図版５） 

調査区の西側、Ｉ４・Ｉ５グリッドにおいて検出された。標高119.7ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面

形は楕円形を呈する。規模は開口部で残存長軸107cm×短軸79cm、底面で残存長軸79cm×短軸53cm、深さは

34cmを測り、底面は平坦である。SK17がSK14に切られる状況で検出され、新旧関係はSK14が新しい。堆積土は

２層に分層され、１層はにぶい黄褐色土、２層は黒褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK18　土坑（第８図、写真図版５） 

調査区の西側、Ｉ４グリッドにおいて検出された。標高119.8ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は長

楕円形を呈する。規模は開口部で残存長軸87cm×短軸34cm、底面で残存長軸81cm×短軸22cm、深さは10cmを測

り、底面は平坦である。SK18がSK16に切られる状況で検出され、新旧関係はSK16が新しい。堆積土は単層の暗

褐色土である。遺構からの出土遺物はない。

SK19　土坑（第８図、写真図版６） 

調査区の南東側、Ｌ11グリッドにおいて検出された。標高118.2ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は

楕円形を呈する。規模は開口部で長軸120cm×短軸83cm、底面で長軸88cm×短軸53cm、深さは32cmを測り、底

面は平坦である。堆積土は２層に分層され、１層は黒褐色土、２層は黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺

物はない。

SK20　土坑（第８図、写真図版６） 

調査区の南東側、Ｋ14グリッドにおいて検出された。標高117.4ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は

楕円形を呈すると推定される。規模は開口部で長軸71cm×残存短軸39cm、底面で長軸44cm×残存短軸25cm、深

さは44cmを測り、底面は平坦である。堆積土は３層に分層され、１層は黒色土、２層は黒褐色土、３層は黄褐

色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK21　土坑（第８図、写真図版６） 

調査区の東側、Ｉ13グリッドにおいて検出された。標高117.8ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は円

形を呈する。規模は開口部で径92cm、底面で径71cm、深さは29cmを測り、底面は平坦である。堆積土は３層に

分層され、１層はにぶい黄褐色土、２層は黄褐色土、３層は明黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はな

い。
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SK22　土坑（第９図、写真図版６） 

調査区の東側、Ｈ12グリッドにおいて検出された。標高117.9ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は円

形を呈する。規模は開口部で径89cm、底面で径61cm、深さは27cmを測り、底面は平坦である。堆積土は３層に

分層され、１層は黒褐色土、２層はにぶい黄褐色土、３層は明黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はな

い。

SK23　土坑（第９図、写真図版６） 

調査区の東側、Ｈ12・Ｉ12グリッドにおいて検出された。標高118.0ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平

面形は円形を呈する。規模は開口部で径116cm、底面で径90cm、深さは25cmを測り、底面は平坦である。堆積土

は２層に分層され、１層は黒褐色土、２層は暗褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK24　土坑（第９図、写真図版６） 

調査区の中央付近、Ｊ７グリッドにおいて検出された。標高119.2ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形

は円形を呈する。規模は開口部で径46cm、底面で径17cm、深さは119cmを測り、底面は平坦である。堆積土は３

層に分層され、１層は褐灰色土、２・３層は黒褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK25　土坑（第９図、写真図版６） 

調査区の南西側、Ｌ５グリッドにおいて検出された。標高119.6ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は

円形を呈する。規模は開口部で径80cm、底面で径72cm、深さは11cmを測り、底面は平坦である。堆積土は２層

に分層され、１層は黒褐色土、２層は明黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK26　土坑（第９図、写真図版６） 

調査区の南側、Ｏ９グリッドにおいて検出された。標高118.8ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は楕

円形を呈する。規模は開口部で長軸124cm×短軸68cm、底面で長軸101cm×短軸55cm、深さは27cmを測り、底面

は平坦である。堆積土は３層に分層され、１層は黒褐色土、２層はにぶい黄褐色土、３層は黄褐色土を主体とす

る。遺構からの出土遺物はない。

SK27　土坑（第９図、写真図版６） 

調査区の南側、Ｏ８グリッドにおいて検出された。標高119.0ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は円

形を呈する。規模は開口部で径49cm、底面で径30cm、深さは13cmを測り、底面は平坦である。堆積土は２層に

分層され、１層は黒褐色土、２層は明黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK28　土坑（第９図、写真図版７） 

調査区の南側、Ｌ８グリッドにおいて検出された。標高119.1ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は円

形を呈する。規模は開口部で径50cm、底面で径28cm、深さは22cmを測り、底面は平坦である。堆積土は２層に

分層され、１層は黒褐色土、２層は明黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。
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第６図　土坑 SK01～SK06

TP03

A A'

L=119.800mA A'

X=41028.0
Y=75837.0

X=41027.0
Y=75835.0

44

22

33

11

77

55 66

明黄褐色ブロック明黄褐色ブロック明黄褐色ブロック明黄褐色ブロック

SK06

SK06

1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり密　草根入る

　 10YR7/8黄橙色極小粒１％入る

　 10YR6/8明黄褐色ブロック10％入る

2　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR6/6明黄褐色ブロック30％入る

3　10YR3/1　黒褐色土 粘性中　締まり密　草根入る

　 10YR6/6明黄褐色中粒１％入る

　 10YR6/6明黄褐色ブロック３％入る

4　10YR3/1　黒褐色土 粘性中　締まり極めて密

　 草根入る

　 10YR6/6明黄褐色極小粒１％入る

5　10YR3/1　黒褐色土 粘性中　締まり密　草根入る

　 10YR6/6明黄褐色極小粒１％入る

6　10YR5/4　にぶい黄褐色土 粘性中　締まり密

　 草根入る

7　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり密　草根入る

　 10YR6/6明黄褐色極小粒１％入る

A A'

L=118.000mA A'

X=41028.0
Y=75875.0

X=41027.0
Y=75874.0

11 2222

明黄褐色ブロック明黄褐色ブロック

SK05

SK05

1　10YR4/1　褐灰色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る

　 10YR6/6明黄褐色中粒１％入る

　 10YR6/6明黄褐色ブロック10％入る

2　7.5YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR6/8明黄褐色ブロック３％入る

　 10YR6/8明黄褐色小粒10％入る

　 10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る

X=41032.0
Y=75876.0

X=41034.0
Y=75876.0

A A'

L=118.600mA A'

根根

22
33

11

44

検出面検出面

SK04

明黄褐色
ブロック
明黄褐色
ブロック

44根根

SK04

1　10YR3/3　暗褐色土　粘性やや中　締まり中

 　草根・木根入る

　 10YR7/6明黄褐色極小粒１％入る

2　10YR3/4　暗褐色土　粘性やや中　締まり密

 　草根・木根入る

　 10YR7/6明黄褐色極小粒１％入る

3　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

 　草根入る　10YR7/6明黄褐色小粒２％入る

 　10YR6/8明黄褐色ブロック５％入る

4　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR6/8明黄褐色小粒１％入る

A A'

L=118.800mA A'

X=41034.0
Y=75858.0

X=41035.0
Y=75859.0

22
11

22

SK03

SK03

1　10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　草根入る

　 10YR6/8明黄褐色ブロック５％入る

 　10YR6/8明黄褐色小粒２％入る

2　10YR6/6　明黄褐色土 粘性中　締まり密　草根入る

　 7.5YR7/8黄橙色極小粒１％入る

A A'

L=119.000mA A'

X=41032.0
Y=75850.0

X=41033.0
Y=75851.0

11

22

SK02

SK02

1　10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR6/8明黄褐色極小～中粒20％入る

2　10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり極めて密

A A'

L=118.700mA A'

X=41053.0
Y=75858.0

X=41052.0
Y=75859.0

11 3333 22

SK01

SK01

1　10YR2/1　黒色土　粘性中　締まり中　草根入る

　 10YR6/8明黄褐色極小～小粒２％入る

2　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり密　草根入る

　 10YR6/8明黄褐色極小～中粒２％入る

3　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　

　 10YR6/8明黄褐色小～中粒15％入る

1：600 2m
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第７図　土坑 SK07～SK13

L=120.300mA A'

A A'

X=41038.0
Y=75823.0

X=41037.0
Y=75824.0

2

22

11 22

明黄褐色ブロック明黄褐色ブロック

SK13

SK13

1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり中

　 10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る

　 10YR6/6明黄褐色ブロック30％入る

2　10YR4/2　灰黄褐色土　粘性中　締まり中

　 10YR6/6明黄褐色極小粒１％入る

L=119.900mA A'

A A'

X=41030.0
Y=75836.0

X=41030.0
Y=75834.0

11 33

22

SK12

SK12

1　10YR4/2　灰黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR6/8明黄褐色小粒１％入る

2　10YR5/6　黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR6/8明黄褐色小粒１％入る

3　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR6/8明黄褐色小粒１％入る　　

L=120.800mA A'

AA A'A'

X=41032.0
Y=75823.0

X=41031.0
Y=75823.0

SK11

検出面検出面

1

2

3

SK11

1　10YR7/6　明黄褐色土　粘性中　締まり密　草根・木根入る

　 10YR6/8明黄褐色極小粒１％入る　10YR8/3浅黄橙色極小粒２％入る

2　10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり密　草根・木根入る

　 10YR6/8明黄褐色極小粒２％入る

3　10YR7/6　明黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

L=120.100mA A'

A A'
X=41039.0
Y=75830.0

X=41040.0
Y=75831.0

2211

明黄褐色

ブロック

明黄褐色

ブロック

SK10

明黄褐色
ブロック
明黄褐色
ブロック

SK10

1　10YR4/2　灰黄褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR8/6黄橙色小粒３％入る

2　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR8/6黄橙色小粒２％入る

　 10YR6/8明黄褐色ブロック15％入る

L=120.200mA A'

A A'

X=41039.0
Y=75825.0

X=41041.0
Y=75826.0

11

22

33

根根

SK09

SK09

1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密　

　 草根入る

　 10YR7/6明黄褐色小粒２％入る

2　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR7/6明黄褐色中粒１％入る

3　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR7/6明黄褐色極小粒３％入る

A A'

L=119.400mA A'

X=41025.0
Y=75845.0

X=41024.0
Y=75846.0

122

SK08

SK08

1　10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る

2　10YR5/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR8/4浅黄橙色極小～小粒２％入る

　 10YR6/6明黄褐色小粒１％入る

A A'

L=119.600mA A'

X=41022.0
Y=75841.0

X=41022.0
Y=75843.0

33

22
11

SK07

SK07

1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密　

　 10YR6/8明黄褐色極小～中粒15％入る

2　10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR6/8明黄褐色極小～中粒20％入る

3　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性中　

　 締まり極めて密

　 10YR6/8明黄褐色小粒２％入る

1：600 2m
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第８図　土坑 SK14～SK21

L=117.900mA A'

A A'

X=41018.0
Y=75876.0

X=41018.0
Y=75877.0

11
2
3 3

根

明黄褐色ブロック明黄褐色ブロック

SK21

11

SK21

1　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり極めて密　草根入る

　 10YR8/3浅黄橙色極小粒１％入る　10YR6/6明黄褐色ブロック15％入る

2　10YR5/6　黄褐色土　粘性中　締まり極めて密　草根入る

　 10YR6/8明黄褐色小粒１％入る

3　10YR6/8　明黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR7/8黄橙色小粒１％入る　10YR6/6明黄褐色極小粒３％入る

　 10YR8/3浅黄橙色極小粒１％入る

A A'

L=135.800mA A'

X=41008.0
Y=75884.0

X=41010.0
Y=75884.0

1

2
3

黄褐色ブロック黄褐色ブロック

検出面検出面

SK20

SK20

1　10YR2/1　黒色土　粘性中　締まり中　草根・木根入る

　 10YR6/8明黄褐色極小粒１％入る　10YR5/6黄褐色ブロック３％入る

2　10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密　草根・木根入る

　 10YR6/8明黄褐色極小粒10％入る

3　10YR5/6　黄褐色土　粘性中　締まり極めて密　草根入る

　 10YR7/8黄橙色極小粒１％入る

L=118.300mA A'

A A'

X=41002.0
Y=75869.0

X=41000.0
Y=75870.0

SK19

SK19

1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR8/6黄橙色極小粒10％入る

2　10YR5/6　黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR8/4浅黄橙色極小粒２％入る

11
22

根根

L=119.900mA A'

A A'

X=41017.0
Y=75834.0

X=41015.0
Y=75834.0

SK18

11

SK16SK16

根根明黄褐色
ブロック
明黄褐色
ブロック

SK16

SK18

1　10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　草根入る

　 10YR6/8明黄褐色極小粒１％入る　

　 10YR6/8明黄褐色ブロック５％入る

L=119.900mA A'

A A'

X=41017.0
Y=75836.0

X=41016.0
Y=75835.0

SK17

SK14

SK14SK14

SK17

1　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR6/8明黄褐色極小～小粒１％入る

2　10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR6/8明黄褐色極小～中粒１％入る

　 10YR6/6明黄褐色ブロック７％入る

11 22

明黄褐色ブロック明黄褐色ブロック

L=119.900mA A'

A A'

X=41015.0
Y=75834.0

X=41017.0
Y=75834.0

11

SK16

SK18

SK18SK18

SK16

1　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR7/8黄橙色小粒１％入る

　 10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る

L=118.300mA A'

A A'

X=41039.0
Y=75869.0

X=41041.0
Y=75869.0

133 2 3

SK15

SK15

1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR6/8明黄褐色極小粒５％入る

　 10YR8/4浅黄橙色極小粒３％入る

2　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR6/8明黄褐色極小粒３％入る

　 10YR8/4浅黄橙色極小粒３％入る

　 10YR7/6明黄褐色極大粒５％入る

3　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR7/6明黄褐色小粒２％入る

L=119.900mA A'

A A'

X=41016.0
Y=75835.0

X=41018.0
Y=75835.0

11

33 22

44

SK14

SK17

SK17SK17

SK14

1　10YR4/2　灰黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR7/6明黄褐色極小粒１％入る

2　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR7/6明黄褐色小粒１％入る

3　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR7/6明黄褐色小粒３％入る

4　10YR6/8　明黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR7/6明黄褐色小粒３％入る

　 10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る

1：600 2m
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第９図　土坑 SK22～SK28

L=119.300mA A'

A A'

X=41001.0
Y=75850.0

X=41001.0
Y=75852.0

2211

SK28

SK28

1　10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密　草根入る

　 10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る　10YR7/6明黄褐色極小粒１％入る

2　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR7/6明黄褐色極小粒２％入る

L=119.100mA A'

A A'

X=40988.0
Y=75850.0

X=40988.0
Y=75851.0

11 11

22 22根根

SK27

SK27

1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり密　草根入る

　 10YR8/3浅黄橙色極小粒１％入る

2　10YR7/6　明黄褐色土　粘性中　締まり極めて密　草根入る

　 10YR7/8黄橙色極小粒１％入る

L=118.900mA A'

A A'

X=40989.0
Y=75856.0

X=40989.0
Y=75855.0

1

22
3

SK26

SK26

1　10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る

2　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR8/4浅黄橙色極小粒２％入る

3　10YR5/6　黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR7/8黄橙色小粒１％入る　10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る

L=119.700mA A'

A A'

X=41005.0
Y=75840.0

X=41005.0
Y=75838.0

11

221122根根 根根

SK25

SK25

1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中 締まり極めて密　草根入る

　 10YR8/3浅黄橙色極小粒１％入る

2　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中 締まり極めて密

　 10YR8/3浅黄橙色極小～中粒１％入る

L=119.300mA A'

A A'

X=41014.0
Y=75848.0

X=41015.0
Y=75847.0

1

2

3

SK24

SK24

1　10YR4/1　褐灰色土　粘性中　締まり密　草根入る

　 10YR5/6黄褐色極小～小粒２％入る

2　10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR5/6黄褐色小粒１％入る

3　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR6/8明黄褐色極小粒１％入る

L=118.100mA A'

A A'

X=41021.0
Y=75873.0

X=41019.0
Y=75872.0

1122
22

SK23

SK23

1　10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり中　草根入る

　 10YR7/6明黄褐色極小～中粒１％入る

2　10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり極めて密　

　 草根入る

　 10YR7/6明黄褐色極小粒１％入る

L=118.100mA A'

A A'

X=41022.0
Y=75874.0

X=41021.0
Y=75875.0

122
33 33

2
3

2

根根

SK22

SK22

1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR6/6明黄褐色極小～小粒２％入る

2　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　

　 締まり極めて密

　 10YR6/6明黄褐色極小粒２％入る

　 10YR8/3浅黄橙色極小粒１％入る

3　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR7/8黄橙色中粒１％入る

　 10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る

1：600 2m



（2）溝状土坑 
TP01　溝状土坑（第 10 図、写真図版７） 

調査区の北東側、Ｂ10・Ｂ11グリッドにおいて検出された。標高118.4ｍの丘陵上緩斜面に位置している。

平面形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－145°－Ｅを示す。尾根筋と斜交し、等高線とは平行する。規模は開

口部で長軸382cm×短軸127cm、底面で長軸333cm×短軸16cm、深さは173cmを測る。開口部の長軸両端の比高差

は４cmを測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は８層に分層され、１層は黒褐色土、

２層は黄橙色土、３～８層はにぶい橙色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

TP02　溝状土坑（第 10 図、写真図版７） 

調査区の北東側、Ｂ９グリッドにおいて検出された。標高118.5ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は

細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－114°－Ｅを示す。尾根筋と平行し、等高線とは直交する。規模は開口部で長

軸277cm×短軸55cm、底面で長軸302cm×短軸16cm、深さは88cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は４cmを

測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は７層に分層され、１層は黒褐色土、２層は

明黄褐色土、３層はにぶい黄褐色土、４・５層はにぶい橙色土、６・７層はにぶい褐色土を主体とする。遺構か

らの出土遺物はない。

TP03　溝状土坑（第 11 図、写真図版７） 

調査区の北西側、Ｇ５グリッドにおいて検出された。標高119.7ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は

細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－115°－Ｅを示す。尾根筋と平行し、等高線とは直交する。規模は開口部で長

軸305cm×短軸81cm、底面で長軸318cm×短軸18cm、深さは140cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は21cmを

測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。TP03が壁面でSK06に切られる状況で検出され、新

旧関係はSK06が新しい。堆積土は６層に分層され、１・２・５層は黒褐色土、３層は明黄褐色土、４層は褐灰

色土、６層はにぶい黄橙色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

TP04　溝状土坑（第 11 図、写真図版８） 

調査区の北西側、Ｆ５グリッドにおいて検出された。標高119.6ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は

細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－76°－Ｅを示す。尾根筋と平行し、等高線とは直交する。規模は開口部で長

軸278cm×短軸42cm、底面で長軸251cm×短軸12cm、深さは93cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は７cmを

測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は３層に分層され、１・３層は黒褐色土、２

層はにぶい黄橙色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

TP05　溝状土坑（第 11 図、写真図版８） 

調査区の南東側、Ｌ10グリッドにおいて検出された。標高118.5ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は

細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－97°－Ｅを示す。尾根筋と平行し、等高線とは直交する。規模は開口部で長

軸319cm×短軸58cm、底面で長軸291cm×短軸12cm、深さは118cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は27cmを

測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は６層に分層され、１～４層は黒褐色土、５

層は黒色土、６層はにぶい黄橙色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。
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第10図　溝状土坑 TP01・TP02

L=118.600mA A'

A
A
'

L=118.600mB B'

B B'

X=41054.0
Y=75857.0

X=41054.0
Y=75860.0

11

22

44
55

66
77

33黄橙色
ブロック
黄橙色
ブロック

TP02

TP02

1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり中

　 10YR5/6黄褐色中粒１％入る

2　10YR6/8　明黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR8/3浅黄橙色極小粒１％入る

　 10YR7/8黄橙色極小粒１％入る

　 10YR7/8黄橙色ブロック15％入る

3　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり中

　 10YR7/8黄橙色極小粒１％入る

4　7.5YR6/4　にぶい橙色土　粘性強　締まり中

5　7.5YR6/4　にぶい橙色土　粘性強　締まり中

　 10YR4/1褐灰色土入る

6　7.5YR6/3　にぶい褐色土　粘性強　締まり中

7　7.5YR6/3　にぶい褐色土　粘性強　締まり中

　 10YR3/1黒褐色土入る

L=118.600mA A'A
A
'

L=118.600mB B'

B B'

X=41051.0
Y=75864.0

X=41054.0
Y=75864.0

11

22

33
44

55
66

77

88

TP01

TP01

1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR6/8明黄褐色極小～中粒５％入る

　 10YR8/6黄橙色極小粒１％入る

2　10YR7/8　黄橙色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR6/8明黄褐色中粒５％入る

　 10YR8/3浅黄橙色極小～中粒３％入る

3　7.5YR7/3　にぶい橙色土　粘性強　締まり中

　 10YR7/8黄橙色極小粒１％入る

4　7.5YR7/3　にぶい橙色土　粘性強　締まり中

　 10YR4/1褐灰色土入る

　 10YR7/8黄橙色ブロック２％入る

5　7.5YR7/4　にぶい橙色土　粘性強　締まり粗

　 10YR7/8黄橙色極小粒１％入る

6　7.5YR7/4　にぶい橙色土　粘性強　締まり粗

　 10YR4/1褐灰色土入る

7　7.5YR7/4　にぶい橙色土　粘性強　締まり粗

8　7.5YR7/4　にぶい橙色土　粘性強　締まり粗

　 10YR3/1黒褐色土入る

1：600 2m
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第11図　溝状土坑 TP03～TP05

L=118.700mA A'

A
A
'

L=118.700mB B'

B B'

X=41004.0
Y=75864.0

X=41002.0
Y=75864.0

11
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33

44

55
66

TP05

TP05

1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり中　草根入る

　 10YR7/6明黄褐色極小粒１％入る

2　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり密　草根入る

　 10YR7/6明黄褐色極小粒１％入る

　 10YR5/4にぶい黄褐色小粒１％入る

3　10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR6/6明黄褐色極小～中粒２％入る

4　10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR7/6明黄褐色小～中粒３％入る

5　10YR2/1　黒色土　粘性中　締まり粗

6　10YR6/4　にぶい黄橙色土　粘性中　締まり中

�

L=119.700mB B'

B B'

L=119.700m
A A'

A
A
'

X=41035.0
Y=75839.0

X=41034.0
Y=75839.0

11

22

33

TP04

TP04

1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり中

　 10YR6/6明黄褐色極小～小粒２％入る

2　10YR6/4　にぶい黄橙色土　粘性強　締まり中

　 10YR7/8黄橙色極小粒１％入る

3　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり粗

L=119.700mA

A
A
' A'

L=119.700mB

B B'

B'

X=41027.0
Y=75839.0

X=41027.0
Y=75835.0

1

明黄褐色
ブロック
明黄褐色
ブロック

明黄褐色
ブロック
明黄褐色
ブロック 2

3

4

5

66

空洞

SK06

TP03

SK06

TP03

1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR5/6黄褐色極小粒１％入る

2　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR6/8明黄褐色極小粒３％入る

　 10YR7/6明黄褐色ブロック両側に入る

3　10YR7/6　明黄褐色土　粘性強　締まり密

　 10YR6/8明黄褐色極小粒１％入る

4　10YR4/1　褐灰色土　粘性中　締まり極めて密

　 10YR7/6明黄褐色極小粒１％入る

5　10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり密

6　10YR7/4　にぶい黄橙色土　粘性強　締まり密

1：600 2m



（3）ピット 
SP01　ピット（第 12 図、写真図版８）

　調査区の北東側、Ｅ９グリッドにおいて検出された。標高 118.7 ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は

楕円形を呈する。規模は開口部で長軸 46cm ×短軸 27cm、底面で長軸 16cm ×短軸 10cm、深さは 103cm を測り、

底面は平坦である。堆積土は単層の黒褐色土である。遺構からの出土遺物はない。

SP02　ピット（第 12 図、写真図版８） 

調査区の北東側、Ｄ９グリッドにおいて検出された。標高118.7ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は

円形を呈する。規模は開口部で径46cm、底面で径37cm、深さは14cmを測り、底面は平坦である。堆積土は単層

の暗褐色土である。遺構からの出土遺物はない。

SP03　ピット（第 12 図、写真図版８） 

調査区の北西側、Ｄ２グリッドにおいて検出された。標高120.1ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は

円形を呈する。規模は開口部で径66cm、底面で径46cm、深さは10cmを測り、底面は平坦である。堆積土は単層

の灰黄褐色土である。遺構からの出土遺物はない。

SP04　ピット（第 12 図、写真図版８） 

調査区の南西側、Ｍ６グリッドにおいて検出された。標高119.4ｍの丘陵上緩斜面に位置している。平面形は

円形を呈する。規模は開口部で径32cm、底面で径10cm、深さは84cmを測り、底面は平坦である。堆積土は単層

の黒褐色土である。遺構からの出土遺物はない。
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第12図　ピット SP01～SP04

1：600 2m

L=119.500m
A A'

A A'

X=40997.0
Y=75843.0

X=40995.0
Y=75842.0

11

SP04

SP04

1　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　

　 締まり密　草根入る

　 10YR6/6明黄褐色極小粒１％入る

L=120.300mA A'

A A'

X=41043.0
Y=75824.0

X=41042.0
Y=75825.0

11

SP03

SP03

1　10YR4/2　灰黄褐色土　粘性中　 

　 締まり中

　 10YR7/6明黄褐色極小粒１％入る　

L=118.800mA A'

A A'

X=41044.0
Y=75856.0

X=41043.0
Y=75858.0

1

SP02

SP02

1　10YR3/3　暗褐色土　粘性中 　

　 締まり中

　 10YR7/6明黄褐色小粒１％入る

L=118.800mA A'

A A'

X=41039.0
Y=75855.0

X=41039.0
Y=75857.0

11

SP01 

SP01

1　10YR3/2　黒褐色土　粘性中　

　 締まり密　草根・木根入る

　 10YR6/8明黄褐色極小粒１％入る



2．まとめ

調査の結果、土坑28基、溝状土坑（陥し穴状遺構）５基、ピット４基が検出された。調査地点は、西から東に

向かい緩やかに傾斜する地形をなしている。土坑は円形の形状をもつものが主体をなし、調査区の東側と西側に

ややまとまりをもって分布する。いずれも小型のもので、掘り込みも浅いものがほとんどであるが、SK06は底

面に向かい広がりをもつ形状をなしフラスコ型となる。貯蔵穴などに利用された可能性が考えられる。溝状土坑

は、西から東に傾斜する斜面の傾斜方向に主軸をもつものが多い。本遺跡は縄文時代の狩猟場跡と考えられる。

また、今回実施した自然科学分析では、深掘土層序のⅨ・Ⅹ層より十和田大不動テフラ(To-Of)と考えられる

テフラが検出された。Ⅹ層より下位に十和田大不動テフラ(To-Of)の降灰が想定されることから、Ⅹ層より上位

の土層序は3.2万年前以降に形成されたと推定される。テフラの試料においては今後も資料の蓄積が重要である。

＜文献＞

洋野町教育委員会　2020 『南玉川Ⅰ遺跡・小田ノ沢Ⅱ遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第７集

久慈広域連合・洋野町教育委員会　2020 『尺沢遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第８集

洋野町教育委員会　2021 『北玉川Ⅱ遺跡・南玉川Ⅳ遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第 11 集
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写真図版１  西戸類家Ⅴ遺跡　調査地遠景・調査地全景

調査地遠景

調査地全景
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調査区全景

写真図版２　西戸類家Ⅴ遺跡　調査区全景・調査区近景

調査区近景
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深掘土層序

自然科学分析用サンプル採取状況

写真図版３  西戸類家Ⅴ遺跡　深掘土層序
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SK01　完掘

SK04　完掘

SK07　完掘

SK01　断面

SK04　断面

SK07　断面

SK03　完掘

SK06　完掘

SK09　完掘

SK03　断面

SK06　断面

SK09　断面

SK02　完掘

SK05　完掘

SK08　完掘

SK02　断面

SK05　断面

SK08　断面

写真図版４　土坑 SK01 ～ SK09



‒ 142 ‒

SK10　完掘

SK13　完掘

SK16　完掘

SK10　断面

SK13　断面

SK16　断面

SK12　完掘

SK15　完掘

SK18　完掘

SK12　断面

SK15　断面

SK18　断面

SK11　完掘

SK14　完掘

SK17　完掘

SK11　断面

SK14　断面

SK17　断面

写真図版５　土坑 SK10 ～ SK18
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SK19　完掘

SK22　完掘

SK25　完掘

SK19　断面

SK22　断面

SK25　断面

SK21　完掘

SK24　完掘

SK27　完掘

SK21　断面

SK24　断面

SK27　断面

SK20　完掘

SK23　完掘

SK26　完掘

SK20　断面

SK23　断面

SK26　断面

写真図版６　土坑 SK19 ～ SK27
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SK28　完掘

TP02　完掘

TP01　完掘

TP03　完掘

SK28　断面

TP02　断面

TP01　断面

TP03　断面

写真図版７　土坑 SK28　溝状土坑 TP01 ～ TP03
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SP01　完掘

SP01　断面

SP04　完掘

SP02　完掘 SP03　完掘

SP02　断面

SP04　断面

SP03　断面

TP05　完掘

TP04　完掘

TP05　断面

TP04　断面

写真図版８　溝状土坑 TP04・TP05　ピット SP01 ～ SP04





西 戸 類 家 Ⅷ 遺 跡





0 2000m1：50,000

西戸類家Ⅷ遺跡西戸類家Ⅷ遺跡

第１図　遺跡位置図
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第２図　遺跡範囲図

西戸類家Ⅷ遺跡

0 200m1：5,000

調査地点
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Ⅰ．遺跡の概要

　西戸類家Ⅷ遺跡は、洋野町種市第10地割地内、JR八戸線種市駅から南西へ6.9km、八木漁港から西へ６km、北

緯40°21′01″、東経141°41′42″を中心に位置する（第１図）。調査地の標高は183.1ｍである。未周知の埋蔵文

化財包蔵地であったが、風力発電事業に伴い令和３年度に実施された埋蔵文化財確認試掘調査によって新規に発

見された遺跡である。本遺跡の北東２kmの位置に南戸類家Ⅰ遺跡が所在する。

第３図　西戸類家Ⅷ遺跡　調査区配置図
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Ⅱ．調査の概要

1．調査区とグリッドの設定

西戸類家Ⅷ遺跡は、埋蔵文化財確認試掘調査において遺構が検出されたため、本発掘調査を行うこととなった。

本発掘調査は、風力発電所建設予定地のうち、令和３年度試掘調査で遺構が検出された範囲を中心とした2,475

㎡を対象に調査区を設定し、実施した。

遺構の測量と遺物の取り上げのため、世界測地系に基づく平面直角座標第Ⅹ系を使用して、調査区北西の起点

（X＝39305.0ｍ、Y＝73175.0ｍ）から、北から南へＡ～Ｎ、西から東へ１～12までの一辺５ｍのグリッドを設定

した（第３図）。調査対象面積が狭いことから、大区画グリッドの割り付けは行わなかった。また、遺跡内の土

層序観察のため、調査区北西側に深掘区を設定した。

2．野外調査について

調査の手順は、バックホー（バケット土量0.45㎥）により表土を除去し、スコップや縦鋤簾で壁面成形後、剪

定鋏・根切り鋏を用い、草木根の除去を行った。引き続き鋤簾・両刃鎌で平面精査を行い、遺構を検出した。

遺構の掘削については、堆積土を移植ゴテ、竹べらを用いて２分割で掘削し、その堆積状況を観察・記録をし

た上で完掘を行った。記録作業においては、土層断面図作成は手実測により、方眼紙に記録した。遺物取り上げ

や遺構平面図・全体図はトータルステーションによる測量を行った。遺構については、遺構ごとに通し番号を付

与し、管理に努めた。記録写真については、35mmフィルムカメラ（モノクロフィルム）を利用し、補足としてデ

ジタルカメラにて撮影を行った。また各遺構の情報（種類、位置、土層等）や出土遺物などの情報は、作業状況

と共に台帳に記録した。

本調査地の古環境を復原するため、火山灰分析(重鉱物組成・火山ガラス比、テフラの検出同定、屈折率測定)

を実施した。

全ての遺構調査が終了した後は、無人航空機(ドローン)による空中写真撮影を行った。

本調査中に発生した排土は、調査に影響のない隣地に仮置きし、本調査終了後には埋戻しを行った。

3．室内整理について

野外調査終了後、出土遺物を含む記録を整理し、発掘調査報告書の編集作業を行った。

野外調査で撮影したフィルム写真は、現像後アルバムに収納し、撮影記録の記入を行った。デジタル写真につ

いてはファイル名のリネームを行った。遺構図面については「遺構くん」（株式会社CUBIC）で第一原図を編集し、

データ変換後、報告書掲載用の図として第二原図の編集を行った。

これらの作業と並行して原稿執筆・挿表作成を行い、完成した個々の挿図や調整済の画像等を併せて報告書を

編集した。なお、図化・編集作業に使用したソフトは下記のとおりである。

Adobe 社製  ｢Illustrator CC｣　遺物図トレース・遺構第二原図編集

　　　　　　「Photoshop CC」　　掲載用各写真画像調整

　　　　　　「InDesign CC」 　　組版・編集
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Ⅲ．遺跡の土層序

西戸類家Ⅷ遺跡の土層断面図は、調査区北壁で作成した(第４図)。Ⅰ層は現表土で、粘性の弱い暗褐色土で

ある。Ⅱ層はにぶい黄褐色土を主体とし、大小の黄褐色ブロックを多く含む。いずれも縄文時代の遺物を包含す

る。Ⅱ層に混入する緻密な黄褐色土ブロックは軽石と互層状に堆積しており、八戸火山灰層が撹拌されたものと

考えられる。Ⅲ層はにぶい橙色を呈する粘土層である。Ⅲ層上面より上層は草木根による撹乱を強く受けており、

本来の自然堆積状況を留めていない。なお、調査区北東側は以北の谷へ向けて傾斜しており、当該範囲に限り谷

地形における黒ボク層以下の遺存が良好である。次章のⅣ．西戸類家Ⅷ遺跡の自然科学分析における土層サンプ

ルは、この面から採取したものである。

深掘土層序（北壁）

Ⅰ　10YR3/3　 暗褐色土　　　　粘性弱　締まり中　10YR7/6明黄褐色小粒２％入る　現表土

Ⅱ　10YR5/4　 にぶい黄褐色土　粘性中　締まり中　10YR5/6黄褐色ブロック30％入る

Ⅲ　7.5YR7/4　にぶい橙色土　　粘性中　締まり密

1：300 1m

L=185.000mA A'

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ
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第４図　深掘土層序
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Ⅳ . 西戸類家Ⅷ遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに
西戸類家Ⅷ遺跡は、北上山地北部から連続する九戸丘陵内に分布する海成段丘上に位置する。海成段丘は、中

期更新世に形成されたものであり、開析が進んでいる(小池ほか編2005)。調査区内で作成された深掘土層序断

面では、現表土を構成する黒褐色の火山灰土いわゆる黒ボク土層とその下位の褐色火山灰土いわゆるローム層が

厚く堆積する状況が確認されている。また、ローム層の最上部にはブロック状に堆積する軽石層が認められ、発

掘調査所見では十和田カルデラを給源とする八戸テフラとされている。

本章では、調査区内の深掘土層序について、重鉱物組成と火山ガラスの産状を明らかにすることにより、層序

対比の指標を作成する。また、調査区内で検出された溝状土坑の覆土については、含有されるテフラの産状から

遺構の年代に関わる資料を作成する。

1．試料
（1）深掘土層序

深掘土層序は、上位よりⅠ層からⅢ層までが設定されている。Ⅰ層は現表土であり、その直下のⅡ層には八戸

テフラとされる軽石層が確認されている。その下位のⅢ層はいわゆるローム層である。

試料は、Ⅱ層よりサンプルNo.１と２の２点が採取され、Ⅲ層上部よりサンプルNo.３が採取されている。分析

には、サンプルNo.２と３の２点を選択した。

（2）遺構
検出された遺構はTP01とされた溝状土坑であり、発掘調査所見では、縄文時代の遺構と考えられている。試

料は、分層された溝状土坑の覆土の上部から下部までの各層より順にサンプルNo.１～６までが採取されている。

覆土は概ね暗褐色を呈する黒ボク土であり、径数mm程度の軽石の含有が認められる。

分析にはサンプルNo.１とサンプルNo.５の２点を選択した。

2．分析方法
（1）重鉱物・火山ガラス比分析

試料約40ｇに水を加え超音波洗浄装置により分散、250メッシュの分析篩を用いて水洗し、粒径1/16mm以下の

粒子を除去する。乾燥の後、篩別し、得られた粒径1/4mm-1/8mmの砂分をポリタングステン酸ナトリウム(比重

約2.96に調整)により重液分離、重鉱物を偏光顕微鏡下にて250粒に達するまで同定する。重鉱物同定の際、不

透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するもののみを「不透明鉱物」とする。「不透

明鉱物」以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は「その他」とする。火山ガラス比は、重液分離した

軽鉱物分における砂粒を250粒数え、その中の火山ガラスの量比を求める。火山ガラスは、その形態によりバブ

ル型・中間型・軽石型の３タイプに分類した。各型の形態は、バブル型は薄手平板状又は径の大きな気泡の癒着

した形状のもの、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラスであり、軽石型は

小気泡を非常に多くもった塊状および気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。
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（2）テフラの検出同定
　試料約20ｇを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを流し

去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。観察は、テフ

ラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量の多少を定性的に調べる。火山

ガラスについては、上述した形態分類を用いる。

（3）屈折率測定
　火山ガラスの屈折率を測定することにより、テフラを特定するための指標とする。屈折率の測定は、古澤(1995)

のMAIOTを使用した温度変化法を用いた。なお、屈折率測定の対象とした試料は、分析結果に基づき、深掘土層

序のサンプルNo.２の１点を選択した。

3．結果
（1）重鉱物・火山ガラス比分析
　結果を第Ａ表、第Ａ図に示す。重鉱物組成は、２点の試料ともに斜方輝石と不透明鉱物を主体とし、少量の単

斜輝石を伴い、微量の角閃石を含む組成である。２点を比べると、サンプルNo.２の方が、斜方輝石がやや少なく、

単斜輝石と不透明鉱物がやや多い。

　火山ガラス比は、２点ともに少量であり、形態ではバブル型が軽石型よりも多い。バブル型でも平板状のもの

は少なく、気泡の癒着したタイプのものが多い。

（2）テフラの検出同定
　結果を第Ｂ表に示す。２点の試料ともに軽石が少量含まれ、火山ガラスが微量含まれる。軽石は、最大径2.6

～2.8mm程度であり、灰白色を呈し発泡やや良好～やや不良のものが多く、白色を呈し発泡良好のものも少量混

在する。軽石の中には斜方輝石の斑晶を包有するものも認められる。火山ガラスは、無色透明の軽石型である。

（3）屈折率測定
　結果を第Ｂ図に示す。n1.502-1.513という比較的幅広いレンジを示すが、n1.507付近にやや多い傾向が示さ

れる。
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Ⅱ層 2 0 81 31 1 0 0 0 136 1 250 33 0 10 207 250

Ⅲ層 3 0 113 12 1 0 0 0 122 2 250 19 1 7 223 250

第Ａ表　深掘土層序の重鉱物・火山ガラス比分析結果
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遺跡名 遺構名 層名

サン 

プル 

№

スコリア 火山ガラス 軽石

量 量 色調・形態 量 色調・発泡度
最大 

粒径

西戸類家Ⅷ遺跡 TP01
1 層 1 － ＋ cl･pm ＋＋ GW･sg ～ sb(opx)>W･g(opx) 2.8

5 層 5 － ＋ cl･pm ＋＋ GW･sg ～ sb(opx)>W･g(opx) 2.6

凡例　－ :含まれない．(+): きわめて微量．＋ :微量．＋＋ :少量．＋＋＋ :中量．＋＋＋＋ :多量．

　    cl: 無色透明．pm: 軽石型．

　  　GW: 灰白色．W: 白色．

　　  g: 良好．sg: やや良好．sb: やや不良．b: 不良．(opx): 斜方輝石斑晶包有．最大粒径は mm．

第Ａ図　深掘土層序断面の重鉱物組成および火山ガラス比

第Ｂ表　遺構覆土のテフラ分析結果
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第Ｂ図　火山ガラスの屈折率測定結果
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4．考察
（1）深掘土層序
　深掘土層序で認められた軽石のブロックは、共伴する火山ガラスの屈折率の傾向から、十和田八戸テフラ

(To-H）（Hayakawa1985)に同定される。軽石のブロックは、To-Hの降下堆積層が、その後の撹乱を受けながらも

降灰層準を保って残存したものと考えられる。To-Hの噴出年代は、暦年で1.5万年前とされている(町田・新井

2003)ことから、深掘土層序のⅡ層は約1.5万年前の層位に相当すると言える。

　なお、Ⅱ層とⅢ層の重鉱物組成は、若干異なるが、対比指標となるほどの差異を見出すことはできない。

（2）遺構
　遺構覆土から検出された軽石は、遺跡の地理的位置から、十和田カルデラを給源とするテフラに由来すると考

えられる。ただし、溝状土坑覆土の上部から下部まで、ほぼ同量程度に拡散して含まれる状況が認められること

から、溝状土坑の埋積する過程において降下堆積したものではなく、溝状土坑周囲の黒ボク土層中に含まれてい

た軽石が、溝状土坑廃棄後に黒ボク土とともに土坑内に流れ込んだと考えられる。すなわち、遺構構築時には、

軽石はすでに黒ボク土層中に含有されていたと考えられる。

　十和田カルデラを給源とするテフラのうち、縄文時代に噴出した軽石質のテフラは、十和田南部テフラ(To-Nb)

と十和田中掫テフラ(To-Cu)があげられる(町田・新井2003)。溝状土坑覆土内にこれらのテフラの降下堆積層

が認められなかったことから、溝状土坑の構築は、これらのテフラの降下堆積後であったと考えられる。To-Nb

の噴出年代は暦年で9200年前(工藤2008)、To-Cuの噴出年代は同6200年前(工藤・佐々木2007)とされているこ

とから、溝状土坑の構築年代は、古くとも暦年で6200年前以降であった可能性がある。
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1.重鉱物（深掘土層序第Ⅱ層;サンプルNo.2) 

3.重鉱物(深掘土層序第Ⅲ層;サンプルNo.3)

5.軽石(TP01;サンプルNo.1)

2.火山ガラス(深掘土層序第Ⅱ層;サンプルNo.2)

4.火山ガラス(深掘土層序第Ⅲ層;サンプルNo.3)

6.軽石(TP01;サンプルNo.5)

図版1　重鉱物・火山ガラス・テフラ
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第５図　遺構配置図
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Ⅴ．調査の成果

1．検出された遺構と遺物

調査の結果、土坑４基、溝状土坑１基、溝跡３条が検出された。

（1）土坑 
SK01　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の北西側、Ｅ４グリッドにおいて検出された。標高183.8ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形は

長楕円形を呈する。規模は開口部で残存長軸215cm×短軸100cm、底面で残存長軸205cm×短軸76cm、深さは

20cmを測る。木根の撹乱により遺構の東端は遺存しておらず、底面は凹凸がある。堆積土は３層に分層され、

１層は黒褐色土、２・３層は褐灰色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK02　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の北側、Ｅ５・Ｆ５グリッドにおいて検出された。標高183.4ｍの尾根上平坦部に位置している。平面

形は楕円形を呈する。規模は開口部で長軸135cm×短軸90cm、底面で長軸81cm×短軸48cm、深さは39cmを測り、

底面は概ね平坦である。堆積土は２層に分層され、１層は黒色土、２層は褐灰色土を主体とする。遺構からの出

土遺物はない。

SK03　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の南東側、Ｋ11・Ｋ12グリッドにおいて検出された。標高182.1ｍの尾根上平坦部に位置している。

平面形は細長楕円形を呈する。規模は開口部で長軸265cm×短軸85cm、底面で長軸243cm×短軸67cm、深さは

30cmを測り、底面は概ね平坦である。堆積土は３層に分層され、１層は黒褐色土、２層は橙色土、３層はにぶ

い黄橙色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK04　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の南東側、Ｉ11グリッドにおいて検出された。標高182.2ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形は

楕円形を呈する。規模は開口部で長軸198cm×短軸105cm、底面で長軸123cm×短軸47cm、深さは38cmを測り、

木根の撹乱により底面は凹凸がある。堆積土は３層に分層され、１層は黒褐色土、２・３層は褐灰色土を主体と

する。遺構からの出土遺物はない。
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SK04
1　10YR3/1　 黒褐色土　粘性弱　締まり粗　

   草根入る　10YR7/6明黄褐色小～中粒３％入る

2　10YR4/1　 褐灰色土　粘性弱　締まり粗

   10YR7/6明黄褐色極小～大粒50％入る

3　10YR4/1　 褐灰色土　粘性弱　締まり粗

   10YR7/6明黄褐色小～大粒５％入る

SK03
1　10YR2/2　 黒褐色土　粘性弱　締まり粗　木根入る　

   10YR6/8明黄褐色中～大粒25％入る

2  7.5YR6/6　橙色土　粘性中　締まり密

   10YR2/2黒褐色小～大粒10％入る

3  10YR6/4　 にぶい黄橙色土　粘性やや中　締まり中

   7.5YR6/8橙色小～中粒５％

   10YR2/3黒褐色ブロック７％入る

SK02
1　10YR2/1　 黒色土　粘性中　締まり粗　

   10YR6/6明黄褐色極小～小粒５％入る

2　10YR4/1　 褐灰色土　粘性中　締まり粗　

   10YR6/6明黄褐色中～大粒15％入る

SK01
1　10YR3/2　 黒褐色土　粘性中　締まり中　

   草根入る　10YR7/6明黄褐色極小～小粒５％入る

2　10YR5/1　 褐灰色土　粘性弱　締まり粗　

   10YR6/4にぶい黄橙色極小～小粒50％入る

3　10YR4/1　 褐灰色土　粘性弱　締まり中　

   10YR5/3にぶい黄褐色中～大粒５％入る

1：600 2ｍ
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第６図　土坑 SK01～SK04



（2）溝状土坑 
TP01　溝状土坑（第７図、写真図版５） 

調査区の北西側、Ｅ２・Ｅ３グリッドにおいて検出された。標高184.1ｍの尾根上平坦部に位置している。平

面形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－118°－Ｅを示す。尾根筋に斜交し、等高線と直交する。規模は開口

部で長軸375cm×短軸60cm、底面で長軸420cm×短軸15cm、深さは125cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は

15cmを測る。壁面は凹凸が目立ち、開口部に向けてやや外傾する。最下部で細い溝状となり、底面は概ね平坦

である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は６層に分層され、１層は暗褐色土、２層以下は壁面崩落土で

あり明黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。
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第７図　溝状土坑 TP01
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TP01
1　10YR3/3　暗褐色土　粘性弱　締まり中　草根入る　7.5YR5/6明褐色小粒２％入る

2　10YR4/4　褐色土　粘性中　締まり中　草根入る　10YR3/3暗褐色中粒25％入る

3　10YR6/4　にぶい黄橙色土　粘性中　締まり中　10YR3/3暗褐色中～大粒15％入る

4　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中　締まり中　10YR3/3暗褐色中～大粒40％入る

5　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中　締まり中　10YR4/4褐色小～中粒10％入る

6　10YR6/6　明黄褐色土　粘性中　締まり中　10YR3/1�褐色中～大粒10％入る����



第８図　溝跡 SD01～SD03

SD01

1　10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり中　10YR6/6明黄褐色中粒10％入る�

SD02

1　10YR4/1　褐灰色土　粘性中　締まり中　10YR7/8黄橙色小粒２％入る

2　10R3/2　 暗赤褐色土　粘性弱　締まり粗　10YR6/6明黄褐色極小粒１％入る

3　10YR3/1　黒褐色土　粘性弱　締まり粗　10YR5/6黄褐色中粒１％入る

4　10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　10YR5/6黄褐色中粒１％入る

5　10YR4/3　���黄褐色土　粘性中　締まり中　10YR6/6明黄褐色�粒15％入る�

SD03

1　10YR4/1　褐灰色土　粘性中　締まり中　10YR7/6明黄褐色小粒１％入る

2　10R3/2　 暗赤褐色土　粘性弱　締まり粗　10YR6/6明黄褐色極小粒１％入る

3　10YR4/1　褐灰色土　粘性中　締まり中　10YR7/6明黄褐色小粒１％入る

4　10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり中　10YR5/6黄褐色小粒５％入る

5　10YR4/3　���黄褐色土　粘性弱　締まり中　10YR5/6黄褐色中粒５％入る�
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（3）溝跡
SD01・SD02・SD03　溝跡（第８・９図、第１・２表、写真図版６・７） 

調査区の南側、Ｉ11・Ｉ12・Ｊ９～12・Ｋ６～11・Ｌ３～９・Ｍ３～６・Ｎ４グリッドにおいて検出された。

北東方向から南西方向へ調査区の東西全域にわたっている溝跡である。３条が平行して構築されており、SD01

はＬ３・L４グリッドで一部のみが遺存する。軸方向は西側でＮ－68°－Ｅ、検出範囲中央以東ではやや北に振

れＮ－66°－Ｅを示す。各溝間はSD01とSD02で約200cm、SD02とSD03で約350cmである。長さはSD01が約６ｍ、

SD02・SD03は約45ｍを測る。幅は地点によりばらつきがあるが、いずれも45～65cmの規模で遺存する。

３条の底面は南側ほど低くなるが、最も北側に位置するSD01は残存深度約10cmと浅く、断面形も異なる。

SD02・SD03はいずれも検出面以下35cmほどの深度を測り、底面及び壁面の形状に類似性が認められるほか、堆

積土２層に木葉がレンズ状に認められるなど堆積状況においても同様の傾向を示す。また、周囲の観察から、２

条の溝跡はそれぞれ北側に畝状の施設を伴うと考えられる。
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遺構内から縄文土器が８点（118.3ｇ）、石器が１点（305.6ｇ）出土した。そのうち縄文土器1点、石器1点を図

化した。第９図１はRL縄文が施文される深鉢形土器である。２は砂岩の磨石である。

番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚

（mm）

色調
備考

外面 内面

溝跡 SD02　（第9図、写真図版7上）

1 5層 深鉢 口縁部 RL横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 10.0 10YR7/4 にぶい黄橙色 10YR7/4 にぶい黄橙色

第９図　溝跡 SD02　出土遺物

第●図　出土遺物

2

1：30 10cm

番号 出土位置 器種
長さ

(mm)

幅

(mm)

厚さ

(mm)

重さ

(g)
石質 備考

溝跡 SD02　（第9図、写真図版7上）

2 5層 磨石 101.2 67.8 30.4 305.6 砂岩 扁平な礫の全面を磨いている。

第２表　溝跡 SD02　出土遺物観察表　石器

第１表　溝跡 SD02　出土遺物観察表　土器

第●図　出土・表採遺物

 1

1：30 10cm
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番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚

（mm）

色調
備考

外面 内面

遺構外　（第10図、写真図版7下）

１ 調査地内 深鉢 胴部 1本の弧状の沈線 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 10YR7/3 にぶい黄橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色

2 K10 深鉢 口縁部 LR縦位 緻密　砂礫・砂粒含む 磨滅 8.0 10YR6/4 にぶい黄橙色 10YR6/4 にぶい黄橙色

3 調査地内 深鉢 胴部 LR縦位 緻密　砂粒含む 磨滅 7.0 7.5YR6/6 橙色 7.5YR6/4 にぶい橙色

第３表　遺構外出土遺物観察表　土器

第10図　遺構外出土遺物　土器

第●図　出土・表採遺物

 1

2 3

1：30 10cm

２. 遺構外出土遺物

遺構外から縄文土器が25点（210.8ｇ）出土した。

土器（第 10 図、第３表、写真図版７）

出土した縄文土器のうち３点を図化した。第10図１には沈線が、２・３にはLR縄文が施文される。

３. まとめ

調査の結果、土坑４基、溝状土坑（陥し穴状遺構）１基、溝跡３条が検出された。縄文時代の狩猟場跡と考え

られる。溝跡は調査区の南側の東西全域で確認されたものである。周囲の観察から、溝跡はそれぞれ北側に畝状

の施設を伴うと考えられる。現代のもので、植林作業用に掘削されたものとみられる。
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久慈広域連合・洋野町教育委員会　2020 『尺沢遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第８集
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‒ 165 ‒



‒ 166 ‒

写真図版１  西戸類家Ⅷ遺跡　調査地遠景・調査地全景

調査地遠景

調査地全景
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写真図版２  西戸類家Ⅷ遺跡　調査区全景・調査区近景

調査区全景

調査区近景
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写真図版３  西戸類家Ⅷ遺跡　深掘土層序

深掘土層序

自然科学分析用サンプル採取状況
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SK01　断面

SK02　断面

SK03　断面

SK04　断面

SK01　完掘

SK02　完掘

SK03　完掘

SK04　完掘

写真図版４　土坑 SK01 ～ SK04
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写真図版５  溝状土坑 TP01

TP01　完掘

TP01　断面
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写真図版６　溝跡 SD01 ～ SD03
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写真図版７　溝跡 SD02　出土遺物　遺構外出土遺物

1 2 3

2

1：30 10cm

1：30 10cm

1

SD02

遺構外
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第１図　遺跡位置図

南戸類家Ⅰ遺跡南戸類家Ⅰ遺跡

0 2000m1：50,000
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第２図　遺跡範囲図

140.9

南戸類家Ⅰ遺跡

0 200m1：5,000

調査地点
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Ⅰ．遺跡の概要

南戸類家Ⅰ遺跡は、洋野町種市第８地割地内、JR八戸線種市駅から南へ６km、宿戸漁港から南西へ3.5km、北

緯40°21′26″、東経141°42′51″を中心に位置する（第１図）。調査地の標高は135.5ｍである。未周知の埋蔵文

化財包蔵地であったが、風力発電事業に伴い令和２年度に実施された埋蔵文化財確認試掘調査によって新規に発

見された遺跡である。本遺跡の北東700ｍの位置に西戸類家Ⅰ遺跡、南西1.5kmの位置に南戸類家Ⅱ遺跡が所在

する。

第３図　南戸類家Ⅰ遺跡　調査区配置図
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Ⅱ．調査の概要

1．調査区とグリッドの設定

南戸類家Ⅰ遺跡は、埋蔵文化財確認試掘調査において遺構が検出されたため、本発掘調査を行うこととなった。

本発掘調査は、風力発電所建設予定地のうち、令和２年度試掘調査で遺構が検出された範囲を中心とした1,500

㎡を対象に調査区を設定し、実施した。

遺構の測量と遺物の取り上げのため、世界測地系に基づく平面直角座標第Ⅹ系を使用して、調査区北西の起点

（X＝40070.0ｍ、Y＝74785.0ｍ）から、北から南へＡ～Ｉ、西から東へ１～14までの一辺５ｍのグリッドを設定

した（第３図）。調査対象面積が狭いことから、大区画グリッドの割り付けは行わなかった。また、遺跡内の土

層序観察のため、調査区南西側に深掘区を設定した。

2．野外調査について

調査の手順は、バックホー(バケット土量0.45㎥)により表土を除去し、スコップや縦鋤簾で壁面成形後、剪

定鋏・根切り鋏を用い、草木根の除去を行った。引き続き鋤簾・両刃鎌で平面精査を行い、遺構を検出した。

遺構の掘削については、堆積土を移植ゴテ、竹べらを用いて２分割で掘削し、その堆積状況を観察・記録をし

た上で完掘を行った。記録作業においては、土層断面図作成は手実測により、方眼紙に記録した。遺物取り上げ

や遺構平面図・全体図はトータルステーションによる測量を行った。遺構については、遺構ごとに通し番号を付

与し、管理に努めた。記録写真については、35mmフィルムカメラ(モノクロフィルム・リバーサルフィルム)を

利用し、補足としてデジタルカメラにて撮影を行った。また各遺構の情報(種類、位置、土層等)や出土遺物な

どの情報は、作業状況と共に台帳に記録した。

本調査地の古環境を復原するため､土壌サンプルの花粉・植物珪酸体分析を実施した。

全ての遺構調査が終了した後は、無人航空機(ドローン)による空中写真撮影を行った。

本調査中に発生した排土は、調査に影響のない隣地に仮置きし、本調査終了後に埋戻しを行った。

3．室内整理について

野外調査終了後、出土遺物を含む記録を整理し、発掘調査報告書の編集作業を行った。

野外調査で撮影したフィルム写真は、現像後アルバムに収納し、撮影記録の記入を行った。デジタル写真につ

いてはファイル名のリネームを行った。遺構図面については「遺構くん」（株式会社CUBIC）で第一原図を編集し、

データ変換後、報告書掲載用の図として第二原図の編集を行った。

これらの作業と並行して原稿執筆・挿表作成を行い、完成した個々の挿図や調整済の画像等を併せて報告書を

編集した。なお、図化・編集作業に使用したソフトは下記のとおりである。

Adobe 社製　｢Illustrator CC｣　遺物図トレース・遺構第二原図編集

　　　　　　「Photoshop CC」　　掲載用各写真画像調整

　　　　　　「InDesign CC」 　　組版・編集



‒ 179 ‒

Ⅲ．遺跡の土層序

南戸類家Ⅰ遺跡の土層断面図は、調査区南壁で作成した(第４図)。Ⅰ層は現表土、Ⅱ層は暗褐色土、Ⅲ層は

にぶい黄褐色土で、遺構はⅢ層中で検出した。Ⅳ層以下は火山灰層で、上層のⅣ層からⅪ層は概ね黄褐色から明

黄褐色を呈し、軽石層が互層状に堆積する。下層のⅫ層、ⅩⅢ層はにぶい褐色を呈し、粘性が強い。調査区東側で

はⅢ層の堆積は認められず、表土直下にⅫ層相当の火山灰層が確認された。次章のⅣ.南戸類家Ⅰ遺跡の自然科

学分析における土層サンプルは、この面から採取したものである。

第４図　深掘土層序
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深掘土層序（南壁）

Ⅰ　10YR3/3　 暗褐色土　　　　粘性中　締まり中　草根・木根入る　現表土

Ⅱ　10YR3/4　 暗褐色土　　　　粘性やや中　締まり中　草根・木根入る　10YR8/4浅黄橙色小～中粒５％入る

Ⅲ　10YR5/3　 にぶい黄褐色土　粘性やや中　締まり密　木根入る　10YR8/4浅黄橙色小～中粒５％入る

Ⅳ　10YR5/3　 にぶい黄褐色土　粘性弱　締まり密　木根入る　10YR8/4浅黄橙色小～中粒50％入る

Ⅴ　10YR5/2　 灰黄褐色土　　　粘性やや中　締まり密　木根入る

Ⅵ　10YR5/6　 黄褐色土　　　　粘性弱　締まり密　木根入る　10YR8/6黄橙色小～大粒50％入る

Ⅶ　10YR5/6　 黄褐色土　　　　粘性中　締まり極めて密　木根入る　10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る　10YR2/1黒色極小粒１％入る

Ⅷ　10YR5/6　 黄褐色土　　　　粘性弱　締まり極めて密　木根入る　10YR8/4浅黄橙色小～大粒50％入る　10YR2/1黒色極小粒１％入る

Ⅸ　10YR5/6　 黄褐色土　　　　粘性中　締まり極めて密　木根入る　10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る　10YR2/1黒色極小粒１％入る

Ⅹ　10YR6/6　 明黄褐色土　　　粘性弱　締まり密　木根入る　10YR8/4浅黄橙色小～中粒40％入る　10BG6/1青灰色砂10％入る

　　　　　　　　　　　　　　　10YR2/1黒色極小粒10％入る

Ⅺ　10YR6/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり密　木根入る　10BG6/1青灰色砂２％入る

Ⅻ　7.5YR6/3　にぶい褐色土　　粘性強　締まり密　木根入る　10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る

ⅩⅢ　7.5YR5/4　にぶい褐色土　　粘性強　締まり密　木根入る�

1：300 1m
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Ⅳ．南戸類家Ⅰ遺跡の自然科学分析

株式会社火山灰考古学研究所

1．南戸類家Ⅰ遺跡における花粉分析
（1）はじめに
　花粉分析は、花粉層序にもとづくゾーン解析により地層を区分し、ゾーン間比較によって植生など環境の変化

を復原する方法で、第四紀学分野でよく実施されている。通常は湖沼などの堆積物が対象となり、堆積盆単位な

ど比較的広域な植生・環境の復原を行う方法として用いられる。また、考古遺跡調査では遺構内堆積物など局地

的でかつ時間軸の短い堆積物も対象となって、植生・環境・農耕の復原を行える場合もある。さらに、遺物包含

層など乾燥的な環境下の堆積物の分解性も環境指標となり、風媒花や虫媒花などの散布能力などの差で限られた

範囲の植生に由来する結果が得られることもある（金原1993、金原・金原2013など）。

（2）分析試料
　分析の対象は、深掘土層序断面より採取された５点と、溝状土坑覆土断面最下部より採取された８点の合計

13試料である。ロームブロックやローム粒子を含む腐植質土壌試料については、腐植質土壌のみを分析対象と

した。

（3）分析方法
　花粉の分離抽出は、中村（1967）の方法にしたがって次の手順で実施した。また、金子・谷口（1987）やWarnock 

and Reinhard（1992）などをもとにした金原（1999）の方法により、寄生虫卵の検出同定も行った。

1）試料から１㎤を採量。

2）0.5％リン酸三ナトリウム（12水）溶液を加え15分間湯煎。

3）水洗処理の後、0.25mmの篩で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去。

4）25％フッ化水素酸溶液を加えて30分放置。

5）水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸９：濃硫酸１のエルドマン氏液を加え１

　分間湯煎）を施す。

6）再び氷酢酸を加えて水洗処理。

7）沈渣にチール石炭酸フクシン染色液を加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作製。

8）検鏡・計数。

　検鏡作業は、生物顕微鏡（Nikon ECLIPSE Ci）によって300～1000倍で行った。花粉は同定レベルによって、科、

亜科、属、亜属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（－）で結んで示した。

同定分類には所有の現生花粉標本のほか、島倉（1973）や中村（1980）を参照して行った。イネ属については、チー

ル石炭酸フクシンで染色を施すことにより特徴が鮮明になるため、中村（1974、1977）を参考にして、現生標本

の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特徴と対比して同定している。なお、花粉分類では樹木花粉（AP）および

非樹木花粉（NAP）となるが、非樹木花粉（NAP）は草本花粉として示した。

（4）分析結果
①分類群

　分析で検出された分類群は、樹木花粉８、樹木花粉と草本花粉を含むもの３、草本花粉７、シダ植物胞子２形
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態の計20分類群である。これらの学名と和名および粒数を第Ａ表に示し、花粉数が100個以上計数できた試料に

ついては、周辺の植生を復原するために花粉総数を基数とする花粉組成ダイアグラムを第Ａ図に示す。なお、

100個未満であっても50個以上計数できた試料については傾向をみるため参考に図示し、主要な分類群は顕微鏡

写真（写真図版Ａ）に示した。同時に寄生虫卵についても観察したものの検出されなかった。次に検出された分

類群を記載する。

〔樹木花粉〕

　クルミ属、ハンノキ属、クマシデ属－アサダ、クリ、コナラ属コナラ亜属、ニレ属－ケヤキ、シナノキ属、タ

ニウツギ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

　クワ科－イラクサ科、マメ科、ウコギ科

〔草本花粉〕

　イネ科、カラマツソウ属、ツリフネソウ属、オミナエシ科、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

　単条溝胞子、三条溝胞子

Taxa( 分類群 ) 深掘土層序断面 溝状土坑覆土断面

Scientific name( 学名 ) Japanese name( 和名 ) Ⅰ層 Ⅱ層 Ⅲ層 Ⅻ層 ⅩⅢ層
TP01

-6 層

TP02

-4 層

TP03

-6 層

TP03-

P01-7層

TP04

-3 層

TP05

-5 層

TP06

-5 層

TP07

-4 層

Arboreal  pollen 樹木花粉

Juglans クルミ属 1

Alnus ハンノキ属 2 1

Carpinus-Ostrya  japonica クマシデ属 -アサダ 1

Castanea  crenata クリ 4 5 2 6

Quercus  subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 17 3 1 1 20 16 1 46 1

Ulmus-Zelkova  serrata ニレ属 -ケヤキ 1 1

Tilia シナノキ属 1

Weigela タニウツギ属 1

Arboreal・Nonarboreal  pollen 樹木・草本花粉

Moraceae-Urticaceae クワ科 -イラクサ科 2 1

Leguminosae マメ科 1

Araliaceae ウコギ科 1

Nonarboreal  pollen 草本花粉

Gramineae イネ科 12 1 26 18 18

Thalictrum カラマツソウ属 1 2 2 3

Impatiens ツリフネソウ属 1

Valerianaceae オミナエシ科 1 1

Lactucoideae タンポポ亜科 4 5 5 2

Asteroideae キク亜科 6 2 2 1

Artemisia ヨモギ属 14 1 1 37 2 17 42

Arboreal  pollen 樹木花粉 24 3 1 0 0 1 0 29 0 19 1 53 1

Arboreal・Nonarboreal  pollen 樹木・草本花粉 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0

Nonarboreal  pollen 草本花粉 37 2 0 0 0 1 0 73 2 45 0 67 0

Total  pollen 花粉総数 64 5 1 0 0 2 0 102 2 65 1 121 1

Pollen  frequencies  of  1cm3 試料 1cm3 中の花粉密度 8.3 0.5 0.1 - - 0.2 - 1.8 0.1 0.6 0.7 1.1 0.8 

× 10 2 × 10 2 × 10 2 - - ×10 2 - ×10 3 × 10 2 × 10 3 × 10 × 10 3 × 10 

Unknown  pollen 未同定花粉 5 0 0 0 0 0 0 4 0 4 0 3 0

Fern  spore シダ植物胞子

Monolate  type  spore 単条溝胞子 3 2 4 1 4

Trilate  type  spore 三条溝胞子 1 27 3 20

Total Fern  spore シダ植物胞子総数 4 0 0 0 0 0 0 29 0 7 1 24 0

Parasite  eggs 寄生虫卵 (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

Stone  cell 石細胞 (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

Digestion  rimains 明らかな消化残渣 (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

Charcoal ・woods fragments 微細炭化物・微細木片 (+) (<+) (<+) (<+) (<+) (+) (<+) (+) (<+) (+) (+) (+) (<+)

微細植物遺体

(Charcoal ・woods fragments)

（× 105）

　　未分解遺体片 0.6

　　分解質遺体片 6.9 2.6 1.1 0.4 2.9 0.8 25.7 1.5 11.3 2.2 10.3 1.3

　　炭化遺体片（微粒炭） 0.6 0.5 0.7 0.4 0.4 0.9 0.7

第Ａ表　南戸類家Ⅰ遺跡における花粉分析結果
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②花粉群集の特徴

　すべて試料において花粉密度は低く、検出された分類群も少ないが、各地点における花粉組成および構成の特

徴を次に記載する。

1）深掘土層序断面

　Ⅰ層以外のⅩⅢ層、Ⅻ層、Ⅲ層、Ⅱ層では、花粉密度がきわめて低く、花粉は検出されないか検出されてもごく

わずかであった。Ⅰ層では、密度は低いものの、樹木花粉が35％、樹木・草本花粉が４％、草本花粉が55％、

シダ植物胞子が６％を占める。樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属の出現率が高く、クリやハンノキ属が伴う。

草本花粉では、イネ科、ヨモギ属、キク亜科、タンポポ亜科が認められる。

2）溝状土坑覆土断面

　TP01-6層では花粉密度がきわめて低く、コナラ属コナラ亜属やヨモギ属がごくわずかに認められる。TP02-4

層では花粉は検出されなかった。TP03-6層では、密度はやや低いものの、樹木花粉が22％、草本花粉が56％、

シダ植物胞子が22％を占める。草本花粉ではヨモギ属の出現率が高く、次いでイネ科が多い。ほかにタンポポ

亜科も認められる。樹木花粉ではコナラ属コナラ亜属が比較的多く、クリが伴う。TP03-P01-7層では密度がき

第Ａ図　南戸類家Ⅰ遺跡における花粉組成ダイアグラム
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わめて低く、わずかにヨモギ属が出現する。TP04-3層では、密度は低いものの、樹木花粉が26％、樹木・草本

花粉が１％、草本花粉が63％、シダ植物胞子が10％を占める。草本花粉ではイネ科、ヨモギ属の出現率が高く、

タンポポ亜科、キク亜科が伴われる。樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属の出現率が高く、クリが伴う。TP05-5

層では、密度がきわめて低く、わずかにコナラ属コナラ亜属が検出される。TP06-5層では、密度はやや低いも

のの、樹木花粉が37％、樹木・草本花粉が１％、草本花粉が46％、シダ植物胞子が16％を占める。樹木花粉では、

コナラ属コナラ亜属の出現率が高く、クリが伴う。草本花粉ではヨモギ属の出現率が高く、次いでイネ科が多い。

TP07-4層では密度がきわめて低く、わずかにコナラ属コナラ亜属が検出される。

（5）花粉分析から推定される植生と環境
①深掘土層序断面

　ⅩⅢ層、Ⅻ層、Ⅲ層、Ⅱ層では、花粉密度がきわめて低く、花粉などの有機質遺体がやや乾燥した環境下で土壌

化に伴う分解を受ける状況であったか、堆積速度が速く花粉が集積できなかったと推定される。

　一方、Ⅰ層の形成時期には、イネ科と日当たりのよい乾燥した環境で生育するヨモギ属が主で、ほかにキク亜

科やタンポポ亜科も出現し、分析地点とその周囲はこれらの草本が生育する乾燥した環境であった可能性が高い。

樹木花粉のコナラ属コナラ亜属（ミズナラなどを主とするナラ類）は、一般に丘陵地から山地にかけて分布し、

クリも同様に丘陵地から山地にかけての乾燥地に分布する。クリは虫媒花植物のため、分析地点に近接して分布

していたとみなされる。これらの分類群は落葉広葉樹林でも生育する樹木である。なお、これらの森林は二次林

である可能性もあり、草地も広がっていた可能性も考えられる。

②溝状土坑覆土断面

　花粉組成を検討できるTP03-6層、TP04-3層、TP06-5層では、互いに類似した花粉群集が認められる。樹木花

粉ではコナラ属コナラ亜属が高率に出現することから、溝状土坑周辺にはコナラ属コナラ亜属（ミズナラなどを

主とするナラ類）の落葉広葉樹林が広がっていたと考えられる。また、比較的乾燥したところにはクリも分布し

ていたと推定される。さらに、人間活動による森林の消失に伴う二次林や、人為改変による草地も存在していた

とみられる。覆土最下層から採取された溝状土坑試料の花粉群集の構成は、深掘土層序断面のⅠ層とも類似して

おり、アカマツ二次林の分布による二次林化が認められず、中世前半以前の時期が考えられる。また、栽培植物

が認められないことからより古い時期の可能性もあるが、ここで断定はできない。さらに、異なる花粉の残存状

況は、土坑の形成時期の違いを示している可能性がある。

（6）まとめ
　深掘土層序断面では、Ⅰ層の花粉群集が判明し、イネ科、ヨモギ属、キク亜科、タンポポ亜科のやや乾燥した

人為的に改変された草地が分布し、周辺の丘陵山地にはコナラ属コナラ亜属（ミズナラなどを主とするナラ類）

の森林がクリを伴って広がっていたと推定される。溝状土坑覆土断面から採取された試料のうち、TP03-6層、

TP04-3層、TP06-5層からは、イネ科や乾燥した環境を好むヨモギ属を主として、タンポポ亜科、キク亜科の草

本が生育する人為的改変による草地の分布が推定される。
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2．南戸類家Ⅰ遺跡における植物珪酸体分析
（1）はじめに
　植物珪酸体は植物の細胞内に珪酸（SiO2）が蓄積したもので、植物が枯れた後もガラス質の微化石（プラント・

オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、この微化石を遺跡土壌などから検出し

て同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応

用されている（杉山2000、2009）。

（2）分析試料
　分析試料は、深掘土層序断面から採取された５点と、溝状土坑覆土最下部から採取された８点の合計13試料

である。花粉分析に用いたものと同一試料である。ロームブロックやローム粒子を含む腐植質土壌試料について

は、腐植質土壌のみを分析対象とした。

（3）分析方法
　植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法（藤原1976）を用いて次の手順で実施した。

1）試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）。

2）試料約１ｇに対し直径約40μmのガラスビーズを約0.02ｇ添加（0.1mgの精度で秤量）。

3）電気炉灰化法（550℃・６時間）による脱有機物処理。

4）超音波水中照射（300W・42KHz・10分間）による分散。

5）沈底法による20μm以下の微粒子除去。

6）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成。

7）検鏡・計数。

　同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象として行った。

計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分の精査に相当する。試

料１ｇあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料１ｇ中の

植物珪酸体個数を求めた。

　また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重（1.0と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体１個

あたりの植物体乾重）をかけて、単位面積で層厚１cmあたりの植物体生産量を算出した。これにより、各植物の

繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることができる（杉山2000）。タケ亜科については、植物体

生産量の推定値から各分類群の比率およびメダケ率（メダケ属とササ属の比率）を求めた。

（4）分析結果
①分類群

　分析により検出された植物珪酸体の分類群は次のとおりである。これらの分類群について定量を行い、その結

果を第Ｂ表および第Ｂ図に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。なお、イネ科栽培植物（イネ、ム

ギ類、ヒエ、アワ、キビなど）に由来する植物珪酸体は、いずれの試料（写真図版Ｂ）からも検出されなかった。

〔イネ科〕

　ヨシ属、キビ族型、ススキ属型（おもにススキ属）、ウシクサ族Ａ（チガヤ属など）、ウシクサ族Ｂ（大型）、Ｂ

タイプ

〔イネ科－タケ亜科〕

　ネザサ節型（おもにメダケ属ネザサ節）、チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など）、ミヤコ
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第Ｂ図　南戸類家Ⅰ遺跡における植物珪酸体分析結果図１ 南戸類家Ⅰ遺跡における植物珪酸体分析結果
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 検出密度（単位：× 100 個 /g）

地点・層 深掘土層序断面 溝状土坑覆土断面

   分類群 　学名 Ⅰ層 Ⅱ層 Ⅲ層 Ⅻ層 ⅩⅢ層
TP01

-6 層

TP02

-4 層

TP03

-6 層

TP03-

P01-7 層

TP04

-3 層

TP05

-5 層

TP06

-5 層

TP07

-4 層

 イネ科 Gramineae

　 ヨシ属   Phragmites 5 5 6 11 17 31 11 5 5

　 キビ族型   Paniceae type 16 10 11 16 11 36 22 16 5

　 ススキ属型   Miscanthus type 37 16 6 38 11 114 38 26 21 69 11

　 ウシクサ族Ａ   Andropogoneae A type 58 26 6 60 44 135 60 48 32 74 16

   ウシクサ族Ｂ   Andropogoneae B type 5 5 6 10

   Ｂタイプ   B type 6 5 5 5

 タケ亜科 Bambusoideae

　 ネザサ節型   Pleioblastus sect. Nezasa 5

　 チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 53 36 66 6 16 22 16 27 164 21 95 49

　 ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 5 10 6 5 6 5 5 16 5 11 5

　 未分類等   Others 37 26 33 6 16 17 16 27 100 27 64 55

 その他のイネ科 Others

   表皮毛起源   Husk hair origin 11 5 11 18 6 11 22 31 22 16 32 16 11

   棒状珪酸体   Rodshaped 63 31 39 18 6 98 33 52 49 42 43 58 44

   茎部起源   Stem origin 5 5 5

   未分類等   Others 95 88 61 12 13 142 77 187 87 85 64 74 93

 樹木起源 Arboreal

   モクレン属型   Magnolia type 5

   はめ絵パズル状(ブナ属など)   Jigsaw puzzle shaped (Fagus etc.) 5 6 5 5

   多角形板状 (コナラ属など )   Polygonal plate shaped (Quercus 

etc.)

5

　 マツ科型   Pinaceae type 5

   その他   Others 5 5 6 5 6 5 5 16 16 11 5

 （海綿骨針） Sponge spicules 6

 植物珪酸体総数　 Total 402 279 260 59 25 425 270 643 354 539 272 477 313

 おもな分類群の推定生産量（単位：㎏ /㎡ ･cm）：試料の仮比重を 1.0 と仮定して算出

   ヨシ属   Phragmites 0.33 0.33 0.35 0.69 1.04 1.96 0.69 0.33 0.35

   ススキ属型   Miscanthus type 0.46 0.19 0.07 0.47 0.14 1.41 0.47 0.33 0.26 0.85 0.14

   ネザサ節型   Pleioblastus sect. Nezasa 0.03

   チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 0.40 0.27 0.50 0.04 0.12 0.17 0.12 0.20 1.23 0.16 0.72 0.37

   ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 0.02 0.03 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.05 0.02 0.03 0.02

 タケ亜科の比率（％）

   ネザサ節型   Pleioblastus sect. Nezasa 6

   チマキザサ節型   Sasa sect. Sasa etc. 96 90 97 100 88 91 88 93 96 91 96 90

   ミヤコザサ節型   Sasa sect. Crassinodi 4 10 3 12 9 12 7 4 9 4 4

　 メダケ率 　Medake ratio 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

　 チマキザサ率 　Cnimaki-zasa ratio 96 90 97 100 88 91 88 93 96 91 96 96

第Ｂ表　南戸類家Ⅰ遺跡における植物珪酸体分析結果
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ザサ節型（ササ属ミヤコザサ節など）、未分類等

〔イネ科－その他〕

　表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、未分類等

〔樹木〕

　モクレン属型、マツ科型、はめ絵パズル状（ブナ科ブナ属、モクレン科など）、多角形板状（ブナ科コナラ属など）、

その他

②植物珪酸体の検出状況

1）深掘土層序断面

　下位のⅩⅢ層からⅫ層にかけては、植物珪酸体がほとんど検出されなかった。Ⅲ層では、ヨシ属、キビ族型、ス

スキ属型、ウシクサ族Ａ、チマキザサ節型、ミヤコザサ節型、樹木（その他）などが検出されたが、いずれも少

量である。Ⅱ層からⅠ層にかけては、ススキ属型、ウシクサ族Ａがやや増加し、部分的に樹木起源のはめ絵パズ

ル状（ブナ科ブナ属など）、多角形板状（ブナ科コナラ属など）、マツ科型なども認められた。おもな分類群の推

定生産量によると、Ⅲ層より上位では量的には少ないもののチマキザサ節型が優勢となっている。

2）溝状土坑覆土断面

　TP01-6層ではヨシ属、キビ族型、ススキ属型、ウシクサ族Ａ、チマキザサ節型、ミヤコザサ節型、樹木（その他）

などが検出されたが、いずれも少量である。その他の溝状土坑覆土でも、おおむね同様の結果であるが、TP03-6

層ではヨシ属、ススキ属型、ウシクサ族Ａ、TP04-3層ではチマキザサ節型、TP06-5層ではススキ属型、チマキ

ザサ節型が比較的多くなっている。また、部分的に樹木起源のはめ絵パズル状（ブナ科ブナ属など）などが認め

られ、TP07-4層ではネザサ節型も少量検出された。おもな分類群の推定生産量によると、TP01-6層からTP03-6

層にかけては量的には少ないもののヨシ属が優勢であり、TP03-6層ではススキ属型も多くなっている。また、

TP04-3層ではチマキザサ節型が優勢で、TP06-5層ではススキ属型、チマキザサ節型がやや多くなっている。

（5）考察－植物珪酸体分析から推定される植生と環境
①深掘土層序断面

　下位のⅩⅢ層からⅫ層にかけて、植物珪酸体がほとんど検出されなかった原因としては、土層形成時に１）植物

珪酸体を形成する植物群（イネ科、カヤツリグサ科、ブナ科、マツ科など）の生育に適さない環境であったこと、２）

土層の堆積速度が速かったこと、３）風化作用などによって植物珪酸体が分解・消失したことなどが考えられる。

　上位のⅢ層からⅠ層にかけては、ササ属（おもにチマキザサ節）をはじめ、ススキ属、ウシクサ族、キビ族な

ども生育するイネ科植生で、周辺にはヨシ属が生育するような湿潤なところも存在していたと考えられる。また、

遺跡周辺にはブナ科やマツ科などの樹木が生育していたと推定される。

  タケ亜科（竹笹類）のうち、ネザサ節を含むメダケ属は温暖、ササ属は寒冷な気候の指標とされており、東北

地方中部の内陸部ではネザサ率、全国的にはメダケ率の変遷が、氷期－間氷期サイクルの変動と一致することが

知られている（杉山・早田1996、早田1997、杉山2001）。また、最近では、これらがグリーンランドの氷床で採

取されたNGRIPアイスコアの酸素同位対比の変動と同調している可能性もでてきている（早田2019）。

　さらに、ササ属のうちチマキザサ節やチシマザサ節は日本海側に広く分布しており、積雪に対する適応性が高

いが、ミヤコザサ節は太平洋側などの積雪の少ない比較的乾燥したところに分布している（室井1960、鈴木

1996）。Ⅲ層からⅠ層にかけては、量的に少ないもののチマキザサ節が優勢であることから、土層の形成当時は

積雪（降水量）の多い気候環境であったと考えられる。
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②溝状土坑覆土断面

　溝状土坑覆土のうちの最下部の形成当時、溝状土坑周辺はササ属（おもにチマキザサ節）をはじめ、ススキ属、

ウシクサ族、キビ族なども生育するイネ科植生で、とくにTP03-6層ではススキ属型、TP04-3層ではチマキザサ

節が比較的多く見られたと考えられる。また、周辺にはヨシ属が生育するような湿潤なところも存在していたと

考えられ、遺跡周辺にはブナ科などの樹木が生育していたと推定される。

　タケ亜科では、量的には少ないものの、全体としてチマキザサ節が優勢であることから、当時は冷涼で相対的

に積雪（降水量）の多い気候環境であった可能性が考えられる。なお、TP07-4層では少量ながらメダケ属ネザサ

節が認められることから、相対的に温暖な気候の影響も示唆される。

③ササ属植物珪酸体組成による溝状土坑の時期推定

　前年度に実施された洋野町北玉川Ⅱ遺跡と南玉川Ⅳ遺跡（いずれも海抜約110ｍ）の発掘調査に伴う自然科学分

析では、火山灰編年学および放射性炭素（14C）年代測定法による基本土層や土坑の層位や年代などの検討が行わ

れた（火山灰考古学研究所2021a、b）。その結果、北玉川Ⅱ遺跡のTP01は、約6,000年前に十和田カルデラから

噴出した十和田中掫軽石（To-Cu）（町田・新井2011など）の上位にあり、覆土最下部（20層下部）の腐植質土壌の

14C年代値の暦年較正年代は5,720-5,600 cal BPであった。この年代は、植物珪酸体分析により20層から温暖期

の指標であるメダケ節やネザサ節の植物珪酸体が検出されたことと矛盾せず*1、温暖な中期完新世の土坑と考え

られる（第Ｃ図）。

　今回の分析に関しては、土層断面でTo-Cuが認められなかったことも関係するようで、火山灰編年学以外の方

法による溝状土坑の年代推定の要望があった*2。このことは、溝状土坑の層位がいずれもTo-Cuより上位である

ことを示唆している。そこで、溝状土坑に関する14C年代測定と、花粉組成や植物珪酸体組成を合わせた生層序

法を合わせて検討することにした。なお、西戸類家Ⅲ遺跡と南戸類家Ⅰ遺跡の海抜高度は、順に約220ｍと約

140ｍである。

　花粉分析の結果、多くの試料に含まれる花粉の量が少なく、詳細な気候環境などの復原は困難であった。しか

しながら、寒冷な気候下で生育する針葉樹の花粉はほとんど検出されず、溝状土坑の形成時期は寒冷な最終氷期

図２　２万年前以降のNGRIPの酸素同位体比の変化と洋野町内で検出された土坑の年代（括弧内はチマキザサ率）
             NGRIPアイスコアの酸素同位体比変化曲線など（Dansgaard et al., 1993, Walker et al., 2008, 平林，2020）に加筆．

●●●

北玉川Ⅱ
   TP01

8.2ka イベント
　　↓

4.2ka イベント
　　↓

西戸類家Ⅲ
 TP04（89）

西戸類家Ⅲ
 TP03（88）

(気温上昇期） (高温期） (不安定期） (冷涼期）

第Ｃ図　２万年前以降の NGRIP の酸素同位体比の変化と洋野町内で検出された溝状土坑の年代
        （括弧内はチマキザサ率）

NGRIP アイスコアの酸素同位体比変化曲線など（Dansgaard et al.1993、Walker et al.2008、 平林 2020）に加筆．



‒ 189 ‒

に比較すると比較的温暖な時期で、少なくとも完新世初期のようにやや寒冷な気候下でつくられた溝状土坑もな

いように思われ、覆土中にTo-Cuの堆積が認められなかったことと矛盾しない。また、花粉がある程度検出され

た溝状土坑覆土基底部から栽培植物は検出されず、最近の溝状土坑ではない可能性も指摘された。

　一般に、植物珪酸体は花粉と比較すると風化に対して強く、土壌からもより多く検出されることから、風成堆

積物の形成時の植生や気候環境の復原に役立つ。今回も、十和田八戸テフラ層（To-HP）（町田・新井2011など）

より下位の層準での植物珪酸体の産出状況は芳しくなかったものの、おもに完新世に形成されたいわゆる黒ボク

土からは多くの植物珪酸体を検出できた。

　北海道をのぞく列島各地で過去の気候の指標として利用されているササ類植物珪酸体組成に基づくメダケ率（杉

山2000）をみると、北玉川Ⅱ遺跡のTP01覆土基底部（20層）のメダケ率は14％（うちメダケ節型は10％）に達する。

これは南玉川Ⅳ遺跡のSK01底面の土壌試料でも同様で、そこでのメダケ率は９％（うちメダケ節型は５％）である。

報告者による今回の洋野町周辺での植生観察では、青森県階上町域においてメダケ属と思われるササ類を認める

ことができた。したがって、メダケ属植物珪酸体が検出された時期は、現在と同じ程度か、それ以上に温暖であっ

た可能性が高い。その時期は、前期完新世のヒプシサーマル期（約8200～6000年前）や、その後に高温期と冷涼

期が繰り返されて気候が不安定であった中期完新世後半と推定される。

　また、いずれの試料からも高率で検出されたササ属には、前述のチマキザサ節とミヤコザサ節がある。ここで

は、ササ属植物珪酸体の推定生産量におけるチマキザサ節のそれの割合を「チマキザサ率」として、過去の気候

の指標とすることにした。最終氷期には日本海への暖流の流入がほぼ途絶えて日本海の海面温度が低下し、冬季

の水分の蒸発が減少して、降雪量が減少していたと考えられている。その後、後期更新世末期からの気温の上昇

とともに、降雪量が増加したと推測されている。完新世における降雪量の推移に関する研究はあまり知られてい

ないものの、ここではチマキザサ率を冬季の湿潤度の指標とする。なお、温暖期の溝状土坑と考えられる北玉川

Ⅱ遺跡のTP01覆土基底部（20層）のチマキザサ率は76％で、完新世の気候分類の目安となる温暖・乾燥あるいは

寒冷・湿潤の区分（たとえば中塚2021）にしたがえば、前者の気候に相当するように思える*3。

　今回、西戸類家Ⅲ遺跡において覆土基底部の14C年代測定の対象となった溝状土坑のうち、1518-1352 cal BP

と2776-2721 cal BPの暦年較正年代（いずれも確率95.4％）が得られた西戸類家Ⅲ遺跡のTP03とTP04のチマキザ

サ節率は、順に88％と89％で、最近の高温化以前の気候環境が反映されていると推定される深掘土層序断面の

表層部（94％）よりやや値が低く、暦年較正年代値が示す後期完新世の冷涼な気候と矛盾しない。この観点にた

てば、西戸類家Ⅲ遺跡のTP02もチマキザサ率が85％で、後期完新世の溝状土坑のように思われる。

　一方、南戸類家Ⅰ遺跡で検出され、植物珪酸体分析の対象となった溝状土坑のうち、TP07からはネザサ節型

が検出され（メダケ率６％）、ほかの溝状土坑とやや傾向を異にする。北玉川Ⅱ遺跡のTP01や、南玉川Ⅳ遺跡の

SK01の時ほど温暖ではないものの、やはり中期完新世の可能性がある。ほかのTP01～TP06については、チマキ

ザサ率が88～96％で西戸類家Ⅲ遺跡のそれより全体として高い。南戸類家Ⅰ遺跡のほうが西戸類家Ⅲ遺跡より

海抜高度が低いことを考えると、多雪期であった可能性が高い。そうすると、少なくともTP01～TP06のうちの

いくつかは後期完新世で、かなり新しい時期の溝状土坑も含まれているのかも知れない。

　いずれにしても、今回の溝状土坑の生層序学的見地からの分類と、形態などをもとにした考古学的分類との比

較検討に期待したい。また、今回試みた生層序学的方法に関しては、現在のところ基礎が脆弱なことから、今後

ササ類の生態や完新世における組成変化に関する情報を収集する必要がある。十和田系テフラの堆積状況がよい

十和田カルデラ東方の海岸部などで、完新世における土壌の詳細なメダケ率変化を把握し、東北地方北部の標準

変化パターンを把握できるとよい。

　さらに、今後、約2000年前の十和田Ｂ軽石（To-b）、915年の十和田ａ火山灰（To-a）、10世紀の白頭山苫小牧

火山灰（B-Tm）などの指標テフラ（たとえば町田・新井2011）と溝状土坑との層位関係の検討も行うとよい。
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（6）まとめ
　深掘土層序断面の黒ボク土や溝状土坑覆土基底部から植物珪酸体を検出できた。ササ類植物珪酸体の産出状況

から、温暖な気候の指標となるメダケ率のほか、新たに冬季の湿潤度（寒冷・湿潤の気候の目安）を示すチマキ

ザサ率を考案・算出して、西戸類家Ⅲ遺跡と併せて溝状土坑の時期推定を実施した。溝状土坑には、温暖・乾燥

気候下にあった中期完新世と、冷涼・湿潤な気候下にある後期完新世のものがあると考えられる。

*1：	今回と同様の方法で実施された青森県上北平野における植物珪酸体分析（桑原2009）によると、メダケ属植物珪酸体は後

期更新世前半以前の堆積物で認められるものの、完新世の土壌からは検出されていないらしく、地域間での傾向の相違は

非常に興味深い。

*2：	溝状土坑覆土断面の写真をみても、To-Cuの一次堆積層は明瞭には認められない。

*3：	同様にメダケ率が高い南玉川Ⅳ遺跡のSK01覆土底面のそれは90％で傾向が異なる。14C年代測定が実施されていないこと

から、壁面からの崩落土が混在している可能性もあるが、中期完新世後半の気候の不安定さを示しているのかも知れない。
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南戸類家Ⅰ遺跡の植物珪酸体（プラント・オパール）

写真図版Ｂ　南戸類家Ⅰ遺跡の植物珪酸体（プラント・オパール）
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Ⅴ．調査の成果

1．検出された遺構 

調査の結果、土坑が７基、溝状土坑が７基検出された。

（1）土坑 
SK01　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の中央西側、Ｅ６グリッドにおいて検出された。標高135.4ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形

は細長楕円形を呈する。規模は開口部で長軸193cm×短軸49cm、底面で長軸166cm×短軸34cm、深さは29cmを測

り、底面は平坦である。堆積土は２層に分層され、１層は暗褐色土、２層はにぶい黄褐色土を主体とする。遺構

からの出土遺物はない。

SK02　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の中央西側、Ｅ６グリッドにおいて検出された。標高135.4ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形

は楕円形を呈する。規模は開口部で長軸75cm×短軸55cm、底面で長軸59cm×短軸46cm、深さは17cmを測り、底

面は平坦である。底面北東隅には径約20cmのピット状の掘り込みが認められ、検出面からの深さは93cmを測る。

堆積土は単層の黒褐色土である。遺構からの出土遺物はない。

SK03　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の中央西側、Ｅ７グリッドにおいて検出された。標高135.6ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形

は円形を呈する。規模は開口部で径106cm、底面で径90cm、深さは22cmを測り、底面は平坦である。堆積土は２

層に分層され、１層は黒褐色土、２層はにぶい黄褐色土を主体とし、炭化物を含む。遺構からの出土遺物はない。

SK04　土坑（第６図、写真図版４） 

調査区の南東側、Ｈ11グリッドにおいて検出された。標高135.2ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形は

楕円形を呈する。規模は開口部で長軸108cm×短軸70cm、底面で長軸93cm×短軸58cm、深さは26cmを測り、底

面は北側に傾斜する。堆積土は２層に分層され、いずれもにぶい黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物は

ない。

SK05　土坑（第６図、写真図版５） 

調査区の北東側、Ｅ11グリッドにおいて検出された。標高135.6ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形は

円形を呈する。規模は開口部で径95cm、底面で径105cm、深さは38cmを測り、底面は平坦である。堆積土は５層

に分層され、１・２層はにぶい黄褐色土、３層は暗褐色土、４・５層は黒褐色土を主体とする。遺構からの出土

遺物はない。

SK06　土坑（第７図、写真図版５） 

調査区の南東側、Ｉ12グリッドにおいて検出された。標高134.3ｍの尾根南東側斜面に位置している。平面形

は円形を呈する。規模は開口部で径126cm、底面で径112cm、深さは21cmを測り、底面は平坦である。堆積土は

５層に分層され、１・２層は黒褐色土、３層は暗褐色土、４・５層はにぶい黄褐色土を主体とする。遺構からの

出土遺物はない。
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SK07　土坑（第７図、写真図版５） 

調査区の南東側、Ｈ11グリッドにおいて検出された。標高135.4ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形は

長楕円形を呈する。規模は開口部で長軸145cm×短軸70cm、底面で長軸104cm×短軸41cm、深さは50cmを測り、

底面は西側が窪む。堆積土は３層に分層され、１層はにぶい黄褐色土、２層は褐色土、３層は黄褐色土を主体と

する。遺構からの出土遺物はない。

第６図　土坑 SK01～SK05

1：600 2m

L=135.800mA A'

A A'

X=40048.0
Y=74839.0

X=40047.0
Y=74838.0

1
2

3

4 5
55

SK05

SK05

1　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性やや中　締まり極めて密

　 10YR8/4浅黄橙色小～中粒２％入る　炭化物１％入る

2　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性やや中　締まり中　木根入る

　 10YR8/4浅黄橙色小粒２％入る　炭化物１％入る

3　10YR3/4　暗褐色土　粘性やや中　締まり中　木根入る

　 10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る

4　10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり密　木根入る

　 10YR8/4浅黄橙色小～中粒２％入る　10YR5/6黄褐色極大粒１％入る

5　10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る　10YR5/6黄褐色極大粒１％入る

　 炭化物１％入る

L=135.300mA A'

A A'

X=40031.0
Y=74838.0

X=40032.0
Y=74839.0

1
2

SK04

SK04

1　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　木根入る

　 10YR5/4にぶい黄褐色極大粒７％入る

2　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり極めて密　木根入る

　 10YR5/6黄褐色中粒５％入る

L=135.700mA A'

A A'

X=40049.0
Y=74816.0

X=40048.0
Y=74815.0

1

22
2

SK03

SK03

1　10YR3/2　黒褐色土　粘性やや中　締まり中

　 木根入る

　 10YR4/3にぶい黄褐色極大粒～ブロック５％入る

　 10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る

　 炭化物２％入る

2　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性やや中

　 締まり密　木根入る

　 10YR5/6黄褐色極大粒５％入る

　 10YR8/4浅黄橙色小粒７％入る

L=135.500mA A'

A A'

X=40047.0
Y=74812.0

X=40047.0
Y=74813.0

1

SK02

SK02

1　10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり中

　 木根入る

　 10YR8/3浅黄橙色中粒７％入る

   10YR5/6黄褐色ブロック10％入る

L=135.500mA A'

A A'

X=40046.0
Y=74813.0

X=40046.0
Y=74811.0

1
2

SK01

SK01

1　10YR3/3　暗褐色土　粘性やや中　 締まり中

　 木根入る

　 10YR8/6黄橙色小～中粒２％入る

2　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　 締まり中

　 木根入る

　 10YR8/6黄橙色小～中粒５％入る

   10YR5/6黄褐色極大粒５％入る�
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（2）溝状土坑 
TP01　溝状土坑（第８図、写真図版６） 

調査区の北西側、Ｃ６・Ｃ７グリッドにおいて検出された。標高135.3ｍの尾根上平坦部に位置している。平

面形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－92°－Ｅを示す。尾根筋と平行し、等高線とも平行する。規模は開口

部で長軸311cm×短軸58cm、底面で長軸311cm×短軸16cm、深さは106cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は

８cmを測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は６層に分層され、１・６層は黒色土、

２層は黒褐色土、３・４層はにぶい黄褐色土、５層は明褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

TP02　溝状土坑（第８図、写真図版６） 

調査区の中央北側、Ｄ７・Ｄ８グリッドにおいて検出された。標高135.5ｍの尾根上平坦部に位置している。

平面形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－85°－Ｅを示す。尾根筋と平行し、等高線とも平行する。規模は開

口部で長軸316cm×短軸86cm、底面で長軸343cm×短軸26cm、深さは104cmを測る。開口部の長軸両端の比高差

は９cmを測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は４層に分層され、１・４層は黒

褐色土、２層は暗褐色土、３層はにぶい黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

TP03　溝状土坑（第９図、写真図版７） 

調査区の中央北側、Ｄ８・Ｄ９グリッドにおいて検出された。標高135.6ｍの尾根上平坦部に位置している。

平面形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－30°－Ｅを示す。尾根筋と直交し、等高線とも直交する。規模は開

口部で長軸350cm×短軸95cm、底面で長軸338cm×短軸28cm、深さは142cmを測る。開口部の長軸両端の比高差

は20cmを測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。底面には長軸方向に一列に並ぶ副穴が４

基検出された。副穴の平面形はすべて円形を呈する。規模はP01が開口部径８cm、深さ37cm、P02が開口部径９

cm、深さ36cm、P03が開口部径９cm、深さ35cm、P04が開口部径９cm、深さ41cmを測る。底面はいずれも細く尖っ

第７図　土坑 SK06・SK07

1：600 2m

L=135.400mA A'

A A'

X=40034.0
Y=74838.0

X=40035.0
Y=74839.0

1
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33

SK07

SK07

1　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　木根入る

　 10YR7/6明黄褐色中粒２％入る

2　10YR4/4　褐色土　粘性中　締まり密　木根入る

　 10YR7/6明黄褐色中粒２％入る

　 10YR5/6黄褐色極大粒～ブロック20％入る

3　10YR5/6　黄褐色土　粘性中　締まり中

　 10YR4/4褐色小粒５％入る

L=134.500mA A'

A A'

X=40027.0
Y=74841.0

X=40029.0
Y=74841.0

1
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SK06

SK06

1　10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり密　木根入る

　 10YR8/6黄橙色小～中粒２％入る

2　10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR8/6黄橙色小～中粒３％入る

3　10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり密　木根入る

　 10YR8/6黄橙色小～中粒３％入る　10YR5/6黄褐色極大粒３％入る

4　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性やや中　締まり密

　 10YR8/6黄橙色小～中粒２％入る　10YR3/2黒褐色極小粒10％入る

5　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性やや中　締まり密

　 10YR8/6黄橙色小粒１％入る
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た形状を呈する。堆積土は７層に分層され、１層は黒褐色土、２・３層はにぶい黄褐色土、４・６層は黒色土、

５層は明黄褐色土を主体とする。７層は副穴の堆積土で、黒色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

TP04　溝状土坑（第９図、写真図版８） 

調査区の南東側、Ｈ13・Ｉ13グリッドにおいて検出された。標高133.8ｍの尾根南東側斜面に位置している。

平面形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－179°－Ｅを示す。尾根筋と直交し、等高線とは斜交する。規模は開

口部で長軸291cm×短軸41cm、底面で長軸280cm×短軸19cm、深さは51cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は

20cmを測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は３層に分層され、１・２層は黒褐

色土、３層はにぶい黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

TP05　溝状土坑（第 10 図、写真図版８） 

調査区の南西側、Ｆ５・Ｆ６グリッドにおいて検出された。標高135.3ｍの尾根上平坦部に位置している。平

面形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－131°－Ｅを示す。尾根筋と平行し、等高線とも平行する。規模は開口

部で長軸330cm×短軸79cm、底面で長軸322cm×短軸30cm、深さは109cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は

５cmを測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は５層に分層され、１層は黒褐色土、２・

３層はにぶい黄褐色土、４層は黄褐色土、５層は黒色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

TP06　溝状土坑（第 10 図、写真図版９） 

調査区の中央南側、Ｇ７・Ｈ７グリッドにおいて検出された。標高135.3ｍの尾根上平坦部に位置している。

平面形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－23°－Ｅを示す。尾根筋と直交し、等高線とも直交する。規模は開

口部で長軸346cm×短軸85cm、底面で長軸380cm×短軸31cm、深さは110cmを測る。開口部の長軸両端の比高差

は３cmを測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は５層に分層され、１層は黒褐色土、

２・３層はにぶい黄褐色土、４層は明黄褐色土、５層は黒色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

TP07　溝状土坑（第 10 図、写真図版９） 

調査区の南東側、Ｇ12・Ｈ12グリッドにおいて検出された。標高135.1ｍの尾根南東側斜面に位置している。

平面形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－52°－Ｅを示す。尾根筋と斜交し、等高線とは平行する。規模は開

口部で長軸251cm×短軸52cm、底面で長軸236cm×短軸９cm、深さは89cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は

８cmを測る。底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は４層に分層され、１～３層はにぶ

い黄褐色土、４層は黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。
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第８図　溝状土坑 TP01・TP02

1：600 2m
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A
A
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B L=135.600m B'

B B'

X=40054.0
Y=74819.0

X=40053.0
Y=74821.0

TP02

1　10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり密　木根入る　10YR8/4浅黄橙色小～中粒２％入る

2　10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり密　木根入る　10YR8/4浅黄橙色小～大粒５％入る

3　10YR5/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり中　10YR8/4浅黄橙色小粒２％入る　10YR6/6明黄褐色極大粒～ブロック20％入る

4　10YR3/2　黒褐色土　粘性強　締まり中　10YR6/6明黄褐色極大粒10％入る

1

2

3

4

TP02

L=135.400mA A'

A
A
'

B L=135.400m B'

B B'

X=40060.0
Y=74813.0

X=40058.0
Y=74815.0

1
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66
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22
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TP01

TP01
1　10YR2/1　 黒色土　粘性中　締まり中　木根入る　10YR8/4浅黄橙色小～中粒３％入る

2　10YR3/2　 黒褐色土　粘性中　締まり中　10YR8/4浅黄橙色小～中粒１％入る

3　10YR5/3　 にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　10YR8/4浅黄橙色小～中粒５％入る　10YR8/6黄橙色極大粒15％入る

　 10YR3/2黒褐色極大粒～ブロック７％入る

4　10YR5/3　 にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　10YR8/6黄橙色極大粒５％入る

5　7.5YR5/6　明褐色土　粘性強　締まり密　10YR3/2黒褐色極小粒10％入る

6　10YR2/1　 黒色土　粘性強　締まり中
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第９図　溝状土坑 TP03・TP04
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TP04

TP04

1　10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR7/8黄橙色小～中粒５％入る

2　10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR7/8黄橙色小粒５％入る

　 10YR7/6明黄褐色極小粒10％入る

3　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性強　締まり中

　 10YR7/8黄橙色小粒１％入る

L=135.700mA A'

A
A
'

B L=135.700m B'

B B'

C
L=134.200m

C' D
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D' E
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Y=74824.0
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Y=74823.9
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Y=74824.4

X=40052.1
Y=74824.1

X=40053.0
Y=74824.6

副穴痕副穴痕

1
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66

TP03

P01 P02 P03 P04

7 7 7
7

P01 P02 P03 P04

TP03
1　10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり密　木根入る　10YR8/4浅黄橙色小～中粒２％入る

2　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　木根入る　10YR8/4浅黄橙色小～大粒５％入る　10YR2/2黒褐色極大粒～ブロック７％入る

3　10YR5/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　10YR8/4浅黄橙色小～中粒２％入る　10YR6/6明黄褐色極大粒～ブロック25％入る

4　10YR2/1　黒色土　粘性強　締まり密　10YR6/6明黄褐色極大粒～ブロック10％入る

5　10YR6/6　明黄褐色土　粘性強　締まり中　10YR2/1黒色極大粒～ブロック７％入る

6　10YR2/1　黒色土　粘性強　締まり中　10YR6/6明黄褐色極大粒３％入る

7　10YR2/1　黒色土　粘性強　締まり粗　10YR6/6明黄褐色小粒２％入る
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第10図　溝状土坑 TP05～TP07
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44
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TP07

TP07

1　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　木根入る

　 10YR6/8明黄褐色極大粒５％入る

2　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　木根入る

　 10YR6/8明黄褐色極大粒～ブロック15％入る

3　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR6/8明黄褐色大粒２％入る

4　10YR5/6　黄褐色土　粘性強　締まり中

L=135.400mA A'

A
A
'

B L=135.400m B'

B B'

X=40033.0
Y=74816.0

X=40034.0
Y=74818.0

1
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55

TP06

TP06

1　10YR2/2　黒褐色土　粘性やや中　締まりやや中　木根入る 

　 10YR8/6黄橙色小～中粒５％入る

2　10YR5/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　木根入る　

　 10YR8/6黄橙色小～中粒10％入る

　 10YR6/6明黄褐色極大粒２％入る

3　10YR5/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり中

　 10YR8/6黄橙色小～中粒７％入る

　 10YR6/6明黄褐色極大粒～ブロック10％入る

　 10YR2/2黒褐色極大粒３％入る

4　10YR6/6　明黄褐色土　粘性強　締まり中

　 10YR2/1黒色極大粒３％入る

5　10YR2/1　黒色土　粘性強　締まり中

　 10YR6/6明黄褐色大～極大粒３％入る

B L=135.400m B'

B B'

L=135.400mA A'

A
A
'

X=40043.0
Y=74810.0

X=40041.0
Y=74810.0

11 22

33

44
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TP05

TP05

1　10YR2/2　黒褐色土　粘性やや中　締まり密

　 10YR8/6黄橙色小～大粒７％入る

　 10YR5/8黄褐色ブロック５％入る

2　10YR5/3　にぶい黄褐色土　粘性やや中　締まり密

　 10YR8/6黄橙色小～中粒５％入る

　 10YR5/8黄褐色ブロック３％入る

3　10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性やや中　締まり中

　 10YR8/6黄橙色中粒３％入る

　 10YR5/8黄褐色ブロック15％入る

4　10YR5/8　黄褐色土　粘性中　締まり粗

　 10YR5/4にぶい黄褐色極小粒５％入る

5　10YR2/1　黒色土　粘性中　締まり粗

　 10YR5/8黄褐色ブロック10％入る
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2．遺構外出土遺物

遺構外から縄文土器が16点（117.8ｇ）出土した。

土器（第 11 図、第１表、写真図版 10）

出土した縄文土器のうち２点を図化した。第11図１・２はともにRL縄文が施文される深鉢形土器である。

3．まとめ

調査の結果、土坑７基、溝状土坑（陥し穴状遺構）７基が検出された。縄文時代の狩猟場跡と考えられる。

SK05は貯蔵穴として利用されたものと考えられる。

溝状土坑が７基検出されたが、長軸が東－西のものと北西－南東のものに大別される。また、TP03から副穴

４基が遺構底面に直線状の配列で確認された。逆茂木を設置した痕跡と考えられる。溝状土坑は町内で多数検出

されているが、副穴が確認されるのは珍しく、貴重な検出事例となった。

＜文献＞

洋野町教育委員会　2020 『南玉川Ⅰ遺跡・小田ノ沢Ⅱ遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第７集

久慈広域連合・洋野町教育委員会　2020 『尺沢遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第８集

洋野町教育委員会　2021 『北玉川Ⅱ遺跡・南玉川Ⅳ遺跡発掘調査報告書』洋野町埋蔵文化財調査報告書第 11 集

第11図　遺構外出土遺物　土器

番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚 

（mm）

色調
備考

外面 内面

遺構外　（第11図、写真図版10）

1 調査地内 深鉢 口縁部 RL横位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 10YR5/3 にぶい黄褐色 10YR6/2 灰黄褐色

2 調査地内 深鉢 胴部 RL横位 緻密　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 10YR5/3 にぶい黄褐色 10YR7/2 にぶい黄橙色
外面炭化物付

着

第１表　遺構外出土遺物観察表　土器

1

2
1：30 10cm
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写真図版１  南戸類家Ⅰ遺跡　調査地遠景・調査地全景

調査地遠景

調査地全景
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写真図版２　南戸類家Ⅰ遺跡　調査区全景・調査区近景

調査区近景

調査区全景
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写真図版３  南戸類家Ⅰ遺跡　深掘土層序

深掘土層序

自然科学分析用サンプル採取状況
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写真図版４　土坑 SK01 ～ SK04

SK01　完掘

SK02　完掘

SK01　断面

SK02　断面

SK03　完掘

SK04　完掘

SK03　断面

SK04　断面
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写真図版５　土坑 SK05 ～ SK07

SK05　完掘

SK06　完掘

SK05　断面

SK06　断面

SK07　完掘 SK07　断面
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TP01　断面TP01　完掘

写真図版６　溝状土坑 TP01・TP02

TP02　完掘 TP02　断面
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TP03　完掘 TP03　断面

写真図版７　溝状土坑 TP03

TP03　副穴断ち割り

TP03　副穴断ち割り立面（3D 計測生成画像）
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TP04　完掘 TP04　断面

写真図版８　溝状土坑 TP04・TP05

TP05　完掘 TP05　断面
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TP06　完掘 TP06　断面

写真図版９　溝状土坑 TP06・TP07

TP07　完掘 TP07　断面
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写真図版 10　遺構外出土遺物

1 2

1：30 10cm
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0 2000m1：50,000

南玉川Ⅲ遺跡南玉川Ⅲ遺跡

第１図　遺跡位置図
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第２図　遺跡範囲図

179

南玉川Ⅲ遺跡

0 200m1：5,000

調査地点
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Ⅰ．遺跡の概要

南玉川Ⅲ遺跡は、洋野町種市第11地割地内、JR八戸線種市駅から南西へ5.7km、鹿糠漁港から南西へ4.9km、

北緯40°21′53″、東経141°41′01″を中心に位置する（第１図）。調査地の標高は173.9ｍである。未周知の埋蔵

文化財包蔵地であったが、風力発電事業に伴い令和元年度に実施された埋蔵文化財確認試掘調査によって新規に

発見された遺跡である。本遺跡の南500ｍの位置に南玉川Ⅰ遺跡が所在する。同遺跡は、令和元年度、洋野町教

育委員会による風力発電事業に伴う発掘調査が行われ、溝状土坑（陥し穴状遺構）などが検出された。縄文時代

の狩猟場跡であることが明らかとなっている。

第３図　南玉川Ⅲ遺跡　調査区配置図

Y
=
7
2
2
0
5
.0

X=40880.0

A
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J

K

深掘土層序確認面 (A-A’)

1：5000 20ｍ
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Ⅱ．調査の概要

1．調査区とグリッドの設定

南玉川Ⅲ遺跡は、埋蔵文化財確認試掘調査において遺構が検出されたため、本発掘調査を行うこととなった。

本発掘調査は、風力発電所建設予定地のうち、令和元年度試掘調査で遺構が検出された範囲を中心とした1,425

㎡を対象に調査区を設定し、実施した。

遺構の測量と遺物の取り上げのため、世界測地系に基づく平面直角座標第Ⅹ系を使用して、調査区北西の起点

（X＝40880.0ｍ、Y＝72205.0ｍ）から、北から南へＡ～Ｋ、西から東へ１～13までの一辺５ｍのグリッドを設定

した（第３図）。調査対象面積が狭いことから、大区画グリッドの割り付けは行わなかった。また、遺跡内の土

層序観察のため、調査区北東側に深掘区を設定した。

2．野外調査について

調査の手順は、バックホー（バケット土量0.45㎥）により表土を除去し、スコップや縦鋤簾で壁面成形後、剪

定鋏・根切り鋏を用い、草木根の除去を行った。引き続き鋤簾・両刃鎌で平面精査を行い、遺構を検出した。

遺構の掘削については、堆積土を移植ゴテ、竹べらを用いて２分割で掘削し、その堆積状況を観察・記録をし

た上で完掘を行った。記録作業においては、土層断面図作成は手実測により、方眼紙に記録した。遺物取り上げ

や遺構平面図・全体図はトータルステーションによる測量を行った。遺構については、遺構ごとに通し番号を付

与し、管理に努めた。記録写真については、35mmフィルムカメラ（モノクロフィルム）を利用し、補足としてデ

ジタルカメラにて撮影を行った。また各遺構の情報（種類、位置、土層等）や出土遺物などの情報は、作業状況

と共に台帳に記録した。

本調査地の古環境を復原するため、出土炭化材の樹種同定、出土炭化材の放射性炭素年代測定、炭化種実同定、

テフラ分析を実施した。

全ての遺構調査が終了した後は、無人航空機（ドローン）による空中写真撮影を行った。

本調査中に発生した排土は、調査に影響のない隣地に仮置きし、本調査終了後には埋戻しを行った。

3．室内整理について

野外調査終了後、出土遺物を含む記録を整理し、発掘調査報告書の編集作業を行った。

野外調査で撮影したフィルム写真は、現像後アルバムに収納し、撮影記録の記入を行った。デジタル写真につ

いてはファイル名のリネームを行った。遺構図面については「遺構くん」（株式会社CUBIC）で第一原図を編集し、

データ変換後、報告書掲載用の図として第二原図の編集を行った。

これらの作業と並行して原稿執筆・挿表作成を行い、完成した個々の挿図や調整済の画像等を併せて報告書を

編集した。なお、図化・編集作業に使用したソフトは下記のとおりである。

Adobe 社製  ｢Illustrator CC｣　遺物図トレース・遺構第二原図編集

　　　　　　「Photoshop CC」　　掲載用各写真画像調整

　　　　　　「InDesign CC」 　　組版・編集
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Ⅲ．遺跡の土層序

南玉川Ⅲ遺跡の土層断面図は、調査区北西壁で作成した(第４図)。Ⅰ層、Ⅱ層は暗褐色土で、Ⅰ層が現表土、

Ⅱ層は縄文時代遺物を包含する。遺構はⅡ層中で検出した。Ⅲ層からⅦ層は明黄褐色土と軽石が互層状に堆積し

ており、八戸火山灰層に相当する。Ⅳa層、Ⅳb層は本来同一層と考えられるが、上位層からの撹乱の度合によ

り特徴がわずかに異なるため、個別に説明を付した。Ⅷ層は浅黄橙色の粘土層である。

1：300 1m

L=176.2mA A’

Ⅰ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳb

Ⅴ

Ⅵ

Ⅳa

Ⅴ

ⅥⅥ

Ⅶ

Ⅴ

Ⅷ

Ⅶ

Ⅶ

深掘土層序（北西壁）

Ⅰ　10YR3/3　 暗褐色土　　　　粘性中　締まり中　木根入る　現表土

Ⅱ　10YR3/4　 暗褐色土　　　　粘性中　締まり中　木根入る　10YR4/4褐色ブロック20％入る

Ⅲ　10YR4/6　 褐色土　　　　　粘性中　締まり密　10YR7/8黄橙色中粒5％入る

Ⅳa 10YR5/6　 黄褐色土　　　　粘性中　締まり密　10YR8/4浅黄橙色中粒40％入る

Ⅳb 10YR5/4　 にぶい黄褐色土　粘性中　締まり中　10YR8/4浅黄橙色中粒30％入る

Ⅴ　10YR6/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり密　10YR8/4浅黄橙色中粒1％入る

Ⅵ　10YR6/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり密　10YR8/4浅黄橙色中粒30％入る

Ⅶ　10YR7/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり密　10YR8/4浅黄橙色小粒1％入る

Ⅷ　7.5YR8/4　浅黄橙色土　　　粘性強　締まり中
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第４図　深掘土層序
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Ⅳ．南玉川Ⅲ遺跡の自然科学分析

株式会社パレオ・ラボ

1．南玉川Ⅲ遺跡出土炭化材の樹種同定
（1）はじめに

南玉川Ⅲ遺跡から出土した炭化材の樹種同定を行った。なお、一部の試料については放射性炭素年代測定も行

われている(放射性炭素年代測定の項参照)。

（2）試料と方法
試料は、竪穴住居跡SI01から５点、SI02から５点、SI03から３点、炭窯SW01から５点、SW02から５点の、計

23点の出土炭化材である。

放射性炭素年代測定の結果、SW01のMTG3-03は平安時代後期～鎌倉時代、MTG3-06は平安時代中期～鎌倉時代、

SW02のMTG3-10は鎌倉時代、MTG3-14は平安時代中期～鎌倉時代、SI01のMTG3-17とMTG3-18は飛鳥時代～奈良

時代、MTG3-21は飛鳥時代～平安時代前期、SI02のMTG3-28とMTG3-29は飛鳥時代～平安時代前期、MTG3-30は飛

鳥時代～奈良時代、SI03のMTG3-38は飛鳥時代～奈良時代、MTG3-39は飛鳥時代～平安時代前期の暦年代を示した。

樹種同定は、まず試料を乾燥させ、材の横断面（木口）、接線断面（板目）、放射断面（柾目）について、カミソ

リと手で割断面を作製し、整形して試料台にカーボンテープで固定した。その後イオンスパッタにて金蒸着を施

し、走査型電子顕微鏡（KEYENCE社製　VE-9800）にて検鏡および写真撮影を行った。

（3）結果
同定の結果、広葉樹のクリとコナラ属コナラ節（以下、

コナラ節）の２分類群がみられた。クリが12点で、コナ

ラ節が11点であった。同定結果を第Ａ表に、一覧を第Ｂ

表に示す。

以下に、同定された材の特徴を記載し、写真図版Ａに

走査型電子顕微鏡写真を示す。

①クリ（Castanea crenata Siebold. et Zucc.）　ブナ科（写真図版Ａ　1a-1c(MTG3-17)、2a(MTG3-29)、

　3a(MTG3-30)、4a(MTG3-32)）

年輪のはじめに大型の道管が１～３列並び、晩材部では徐々に径を減じる道管が火炎状に配列する環孔材であ

る。軸方向柔組織はいびつな線状である。道管は単穿孔を有する。放射組織は同性で、単列である。

クリは、北海道の石狩、日高地方以南の温帯から暖帯にかけての山林に分布する落葉中高木の広葉樹である。

材は重硬で、耐朽性が高い。

②コナラ属コナラ節（Quercus sect. Prinus）　ブナ科（写真図版Ａ　5a-5c(MTG3-03)）

年輪のはじめに大型の道管が１～２列並び、晩材部では急に径を減じた、薄壁で角張った道管が火炎状に配列

する環孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管は単穿孔を有する。放射組織は同性で、単列のも

のと広放射組織がみられる。

コナラ属コナラ節にはコナラやミズナラなどがあり、温帯から暖帯にかけて広く分布する落葉高木の広葉樹で

ある。代表的なミズナラの材は、やや重く強靭で、切削加工はやや難しい。

時期
飛鳥時代～ 

平安時代前期

平安時代中期 

～鎌倉時代

樹種 遺構 SI01 SI02 SI03 SW01 SW02 合計

クリ 4 5 3 12

コナラ属コナラ節 1 5 5 11

合計 5 5 3 5 5 23

第Ａ表　南玉川Ⅲ遺跡出土炭化材の
　　　　樹種同定結果
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（4）考察
竪穴住居跡の炭化材は、SI01ではクリとコナラ節がみられたが、SI02、SI03の試料はいずれもクリであった。

いずれも焼けた建築材であると考えられる。クリは堅硬な樹種であり（伊東ほか2011）、建築材として選択的に

利用されていた可能性が考えられる。

岩手県の遺跡で確認されている飛鳥時代～平安時代前期の建築部材には、クリやコナラ節が多くみられ（伊東・

山田編2012）、傾向は一致する。

炭窯SW01およびSW02の試料は、いずれもコナラ節であった。いずれも燃料材の残渣と考えられる。コナラ節

は堅硬な樹種で、燃料材としてみると長時間燃焼し続けるという材質をもち、薪炭材として多く利用されている

（伊東ほか2011）。

岩手県の遺跡で確認されている平安時代の炭窯跡から出土した炭化材では、コナラ節を中心とした多様な広葉

樹がみられ（伊東・山田編2012）、傾向は一致する。

＜文献＞

伊東隆夫・佐野雄三・安部　久・内海泰弘・山口和穂 2011 日本有用樹木誌,238p.海青社．

伊東隆夫・山田昌久編 2012 木の考古学―出土木製品用材データベース―,449p.海青社．

試料 No. 出土遺構 種類 樹種 放射性炭素年代測定による時期 年代測定番号

MTG3-02 SW01 炭化材 コナラ属コナラ節

MTG3-03 SW01 炭化材 コナラ属コナラ節 平安時代後期～鎌倉時代 PLD-44973

MTG3-04 SW01 炭化材 コナラ属コナラ節

MTG3-05 SW01 炭化材 コナラ属コナラ節

MTG3-06 SW01 炭化材 コナラ属コナラ節 平安時代中期～鎌倉時代 PLD-44974

MTG3-10 SW02 炭化材 コナラ属コナラ節 鎌倉時代 PLD-44977

MTG3-11 SW02 炭化材 コナラ属コナラ節

MTG3-13 SW02 炭化材 コナラ属コナラ節

MTG3-14 SW02 炭化材 コナラ属コナラ節 平安時代中期～鎌倉時代 PLD-44979

MTG3-15 SW02 炭化材 コナラ属コナラ節

MTG3-17 SI01 炭化材 クリ 飛鳥時代～奈良時代 PLD-44980

MTG3-18 SI01 炭化材 コナラ属コナラ節 飛鳥時代～奈良時代 PLD-44981

MTG3-19 SI01 炭化材 クリ

MTG3-20 SI01 炭化材 クリ

MTG3-21 SI01 炭化材 クリ 飛鳥時代～平安時代前期 PLD-44982

MTG3-28 SI02 炭化材 クリ 飛鳥時代～平安時代前期 PLD-44983

MTG3-29 SI02 炭化材 クリ 飛鳥時代～平安時代前期 PLD-44984

MTG3-30 SI02 炭化材 クリ 飛鳥時代～奈良時代 PLD-44985

MTG3-31 SI02 炭化材 クリ

MTG3-32 SI02 炭化材 クリ

MTG3-38 SI03 炭化材 クリ 飛鳥時代～奈良時代 PLD-44986

MTG3-39 SI03 炭化材 クリ 飛鳥時代～平安時代前期 PLD-44987

MTG3-41 SI03 炭化材 クリ

第Ｂ表　南玉川Ⅲ遺跡出土炭化材の樹種同定結果一覧
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1a-1c.クリ(MTG3-17)、2a.クリ(MTG3-29)、3a.クリ(MTG3-30)、4a.クリ(MTG3-32)、5a-5c.コナラ属コナラ節

(MTG3-03) a:横断面、b:接線断面、c:放射断面

写真図版Ａ　南玉川Ⅲ遺跡出土炭化材の走査型電子顕微鏡写真
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2．南玉川Ⅲ遺跡の放射性炭素（14C）年代測定
（1）はじめに

南玉川Ⅲ遺跡より検出された試料について、加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代測定を行った。

（2）試料と方法
測定試料は、奈良時代の遺構と考えられている竪穴住居跡SI01とSI02、SI03から出土した炭化材８点と、時

期不明の炭窯跡SW01とSW02から出土した炭化材７点の、計15点である。測定試料の情報、調製データを第Ｃ表

に示す。試料は調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクトAMS：NEC製 1.5SDH）を用いて測定した。

得られた14C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、14C年代、暦年代を算出した。

（3）結果
第Ｄ表に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って暦年較正に

用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した14C年代、第Ａ図

と第Ｂ図に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下１桁を丸めていない値であり、今後暦年

較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載した。

14C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。14C年代（yrBP）の算出には、14Cの半減期として

Libbyの半減期5568年を使用した。また、付記した14C年代誤差（±１σ）は、測定の統計誤差、標準偏差等に基

づいて算出され、試料の14C年代がその14C年代誤差内に入る確率が68.27％であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5568年として算出された14C年代に対し、過去の宇宙線強度

や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、および半減期の違い（14Cの半減期5730±40年）を較正して、

より実際の年代値に近いものを算出することである。

14C年代の暦年較正にはOxCal 4.4（較正曲線データ：IntCal 20）を使用した。なお、１σ暦年代範囲は、

OxCalの確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する68.27％信頼限界の暦年代範囲であり、同様に２σ

暦年代範囲は95.45％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その範囲内に暦年代が入る確率

を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は14C年代の確率分布を示し、二重曲線は暦年較正曲線を示す（第Ａ・Ｂ図）。

（4）考察
試料について、同位体分別効果の補正および暦年較正を行った。以下では、各試料の暦年較正結果のうち、２

σ暦年代範囲（確率95.45%）に着目して、遺構ごとに結果を整理する。なお、木材は、最終形成年輪部分を測定

すると枯死若しくは伐採年代が得られるが、内側の年輪を測定すると、内側であるほど古い年代が得られる（古

木効果）。今回の試料は、いずれも最終形成年輪が残存しておらず、残存している最外年輪のさらに外側にも年

輪が存在していたはずである。したがって、木材が実際に枯死若しくは伐採されたのは、測定結果の年代よりも

やや新しい時期であったと考えられる。

SW01の試料No.MTG3-03（PLD-44973）は1161-1228 cal AD (93.75%)および1246-1254 cal AD (1.70%)で12世

紀後半～13 世紀中頃、試料 No.MTG3-07（PLD-44975）は 1179-1190 cal AD (3.92%) および 1208-1269 cal AD 

(91.53%)で12世紀後半～13世紀後半の暦年代を示した。これは、平安時代後期～鎌倉時代に相当する。一方、

試料No.MTG3-06（PLD-44974）は1038-1175 cal AD (94.99%)および1196-1198 cal AD (0.46%)で11世紀前半～

12世紀後半、試料No.MTG3-08（PLD-44976）は1048-1082 cal AD (23.12%)、1096-1101 cal AD (0.72%)、1127-

1139 cal AD (2.22%)、1149-1219 cal AD (69.39%)で11世紀中頃～13世紀前半の暦年代を示した。これは、平

安時代中期～鎌倉時代に相当する。
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SW02 の試料 No.MTG3-10（PLD-44977）は 1219-1273 cal AD (95.45%)、試料 No.MTG3-12（PLD-44978）は 1220-

1270 cal AD (95.45%)で、13世紀代の暦年代を示した。これは、鎌倉時代に相当する。また、試料No.MTG3-14

（PLD-44979）は、1053-1076 cal AD (8.10%)および1156-1220 cal AD (87.35%)で、11世紀中頃～13世紀前半の

暦年代を示した。これは、平安時代中期～鎌倉時代に相当する。

SI01 の試料 No.MTG3-17（PLD-44980）は 663-708 cal AD (43.89%) および 722-774 cal AD (51.56%)、試料

No.MTG3-18（PLD-44981）は670-774 cal AD (95.45%)で、７世紀前半～８世紀後半の暦年代を示した。これは、

飛鳥時代～奈良時代に相当する。また、試料No.MTG3-21（PLD-44982）は、670-775 cal AD (93.10%)、791-798 

cal AD (1.37%)、812-818 cal AD (0.98%)で、７世紀後半～９世紀前半の暦年代を示した。これは、飛鳥時代

～平安時代前期に相当する。

SI02の試料No.MTG3-28（PLD-44983）は706-737 cal AD (12.66%)、773-776 cal AD (1.98%)、781-882 cal AD 

(80.81%)で８世紀初頭～９世紀後半、試料No.MTG3-29（PLD-44984）は670-775 cal AD (94.68%)および792-796 

cal AD (0.77%)で７世紀後半～８世紀末の暦年代を示した。これは、飛鳥時代～平安時代前期に相当する。また、

試料No.MTG3-30（PLD-44985）は、670-774 cal AD (95.45%)で、７世紀後半～８世紀後半の暦年代を示した。こ

れは、飛鳥時代～奈良時代に相当する。

SI03の試料No.MTG3-38（PLD-44986）は、660-706 cal AD (46.37%)および726-773 cal AD (49.08%)で、７世

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

PLD-44973
遺構：SW01 

試料 No.MTG3-03

種類：炭化材（コナラ属コナラ節） 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44974
遺構：SW01 

試料 No.MTG3-06

種類：炭化材（コナラ属コナラ節） 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44975
遺構：SW01 

試料 No.MTG3-07

種類：炭化材 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44976
遺構：SW01 

試料 No.MTG3-08

種類：炭化材 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44977
遺構：SW02 

試料 No.MTG3-10

種類：炭化材（コナラ属コナラ節） 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44978
遺構：SW02 

試料 No.MTG3-12

種類：炭化材 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44979
遺構：SW02 

試料 No.MTG3-14

種類：炭化材（コナラ属コナラ節） 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44980
遺構：SI01 

試料 No.MTG3-17

種類：炭化材（クリ） 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44981
遺構：SI01 

試料 No.MTG3-18

種類：炭化材（コナラ属コナラ節） 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44982
遺構：SI01 

試料 No.MTG3-21

種類：炭化材（クリ） 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44983
遺構：SI02 

試料 No.MTG3-28

種類：炭化材（クリ） 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44984
遺構：SI02 

試料 No.MTG3-29

種類：炭化材（クリ） 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44985
遺構：SI02 

試料 No.MTG3-30

種類：炭化材（クリ） 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44986
遺構：SI03 

試料 No.MTG3-38

種類：炭化材（クリ） 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

PLD-44987
遺構：SI03 

試料 No.MTG3-39

種類：炭化材（クリ） 

試料の性状：最終形成年輪以外　部位不明 

状態：dry

超音波洗浄 

有機溶剤処理：アセトン 

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：1.2 mol/L, 水酸化ナトリウム：1.0 mol/L, 塩酸：1.2 mol/L）

第Ｃ表　測定試料および処理
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第Ａ図　暦年較正結果（１）
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第Ｂ図　暦年較正結果（２）
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測定番号

遺跡データ

δ 13C 

(‰ )

暦年較正用年代 

(yrBP ± 1 σ )

14C 年代 

(yrBP ± 1 σ )

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲

1σ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

PLD-44973 

SW01 試料 No.MTG3-03
-27.02 ± 0.18 855 ± 19 855 ± 20

1177-1194 cal AD (30.65%)  

1201-1220 cal AD (37.62%)

1161-1228 cal AD (93.75%) 

1246-1254 cal AD ( 1.70%)

PLD-44974 

SW01 試料 No.MTG3-06
-26.08 ± 0.26 923 ± 20 925 ± 20

1047-1083 cal AD (38.36%)  

1095-1102 cal AD ( 5.06%)  

1125-1141 cal AD (12.13%)  

1148-1162 cal AD (12.71%)

1038-1175 cal AD (94.99%) 

1196-1198 cal AD ( 0.46%)

PLD-44975 

SW01 試料 No.MTG3-07
-25.11 ± 0.14 821 ± 20 820 ± 20

1219-1232 cal AD (28.50%)  

1240-1260 cal AD (39.77%)

1179-1190 cal AD ( 3.92%) 

1208-1269 cal AD (91.53%)

PLD-44976 

SW01 試料 No.MTG3-08
-25.61 ± 0.25 893 ± 21 895 ± 20

1053-1061 cal AD ( 6.89%)  

1068-1075 cal AD ( 4.48%)  

1157-1182 cal AD (30.22%)  

1186-1213 cal AD (26.68%)

1048-1082 cal AD (23.12%) 

1096-1101 cal AD ( 0.72%) 

1127-1139 cal AD ( 2.22%) 

1149-1219 cal AD (69.39%)

PLD-44977 

SW02 試料 No.MTG3-10
-26.45 ± 0.18 801 ± 23 800 ± 25

1226-1250 cal AD (46.20%)  

1251-1263 cal AD (22.06%)
1219-1273 cal AD (95.45%)

PLD-44978 

SW02 試料 No.MTG3-12
-26.90 ± 0.16 803 ± 20 805 ± 20 1226-1261 cal AD (68.27%) 1220-1270 cal AD (95.45%)

PLD-44979 

SW02 試料 No.MTG3-14
-25.99 ± 0.20 880 ± 20 880 ± 20

1163-1181 cal AD (28.12%)  

1186-1212 cal AD (40.15%)

1053-1076 cal AD ( 8.10%) 

1156-1220 cal AD (87.35%)

PLD-44980 

SI01 試料 No.MTG3-17
-25.35 ± 0.15 1298 ± 21 1300 ± 20

671-689 cal AD (21.09%)  

696-702 cal AD ( 6.52%)  

741-772 cal AD (40.66%)

663-708 cal AD (43.89%) 

722-774 cal AD (51.56%)

PLD-44981 

SI01 試料 No.MTG3-18
-27.28 ± 0.21 1284 ± 22 1285 ± 20

676-706 cal AD (32.15%)  

727-730 cal AD ( 2.79%)  

737-752 cal AD (16.02%)  

757-773 cal AD (17.31%)

670-774 cal AD (95.45%)

PLD-44982 

SI01 試料 No.MTG3-21
-25.58 ± 0.20 1270 ± 21 1270 ± 20

685-709 cal AD (26.71%)  

711-743 cal AD (35.28%)  

761-765 cal AD ( 4.86%)  

772-773 cal AD ( 1.41%)

670-775 cal AD (93.10%) 

791-798 cal AD ( 1.37%) 

812-818 cal AD ( 0.98%)

PLD-44983 

SI02 試料 No.MTG3-28
-26.94 ± 0.19 1223 ± 21 1225 ± 20

774-775 cal AD ( 1.62%)  

786-831 cal AD (48.95%)  

851-875 cal AD (17.69%)

706-737 cal AD (12.66%) 

773-776 cal AD ( 1.98%) 

781-882 cal AD (80.81%)

PLD-44984 

SI02 試料 No.MTG3-29
-27.46 ± 0.17 1271 ± 20 1270 ± 20

684-709 cal AD (27.21%)  

712-744 cal AD (34.09%)  

760-766 cal AD ( 5.47%)  

772-773 cal AD ( 1.50%)

670-775 cal AD (94.68%) 

792-796 cal AD ( 0.77%)

PLD-44985 

SI02 試料 No.MTG3-30
-23.86 ± 0.17 1277 ± 21 1275 ± 20

680-707 cal AD (31.20%)  

723-747 cal AD (25.39%)  

759-767 cal AD ( 9.46%)  

771-773 cal AD ( 2.22%)

670-774 cal AD (95.45%)

PLD-44986 

SI03 試料 No.MTG3-38
-26.66 ± 0.38 1307 ± 22 1305 ± 20

666-686 cal AD (27.21%)  

742-762 cal AD (29.37%)  

764-772 cal AD (11.69%)

660-706 cal AD (46.37%) 

726-773 cal AD (49.08%)

PLD-44987 

SI03 試料 No.MTG3-39
-26.99 ± 0.50 1213 ± 25 1215 ± 25

774-775 cal AD ( 1.01%)  

785-832 cal AD (43.41%)  

848-876 cal AD (23.85%)

706-726 cal AD ( 6.14%) 

731-736 cal AD ( 0.91%) 

773-887 cal AD (88.41%)

第Ｄ表　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

紀後半～８世紀後半の暦年代を示した。これは、飛鳥時代～奈良時代に相当する。また、試料No.MTG3-39（PLD-44987）

は、706-726 cal AD (6.14%)、731-736 cal AD (0.91%)、773-887 cal AD (88.41%)で、８世紀初頭～９世紀後

半の暦年代を示した。これは、飛鳥時代～平安時代前期に相当する。

以上の結果を概観すると、奈良時代の遺構と考えられているSI01やSI02、SI03から出土した炭化材は飛鳥時

代～平安時代前期に収まる暦年代を示し、遺構の時期に対して整合的であった。一方、時期不明の炭窯跡SW01

とSW02から出土した炭化材は、平安時代中期～鎌倉時代の暦年代を示した。
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3．南玉川Ⅲ遺跡で出土した炭化種実
（1） はじめに

ここでは、竪穴住居跡や炭窯跡から出土した炭化種実の同定結果を報告し、当時の利用植物について検討した。

（2） 試料と方法
分析試料は、炭窯跡SW01とSW02から採取された堆積物２試料と、竪穴住居跡SI01～SI03から採取された堆積

物各１試料の、計５試料である（写真図版Ｂ）。放射性炭素年代測定の結果では、SW01とSW02は平安時代中期～

鎌倉時代の年代値が得られており、SI01～SI03は飛鳥時代～平安時代前期の年代値が得られている。

水洗は、パレオ・ラボにて堆積物を全量計量し、0.5mm目の篩を用いて行った。各試料の水洗量については第

Ｅ表のとおりである。炭化種実の抽出および同定、計数は、肉眼および実体顕微鏡下で行った。計数の方法は、

完形又は一部が破損していても１個体とみなせるものは完形として数え、１個体に満たないものは破片とした。

計数が難しい分類群については、おおよその数を記号（+）で表記した。

（3） 結果
同定した結果、草本植物のアワ炭化有ふ果・炭化種子（頴果）、イネ科A炭化有ふ果の２分類群、シダ植物のワ

ラビ炭化裂片の１分類群の、計３分類群が見いだされた。このほかに、残存状態が悪く、科以上の細分に必要な

識別点が残存していない一群を同定不能炭化種実とした。炭化種実以外には、炭化した子嚢菌、昆虫遺体も得ら

れたが、同定の対象外とした（第Ｅ表）。

以下に、炭化種実の産出傾向を時期ごとに、遺構別に記載する。

［平安時代中期～鎌倉時代］

SW01：同定可能な炭化種実は得られなかった。

SW02：アワとイネ科A、ワラビがわずかに得られた。

［飛鳥時代～平安時代前期］

SI01：同定可能な炭化種実は得られなかった。

SI02：同定可能な炭化種実は得られなかった。

SI03：同定可能な炭化種実は得られなかった。

次に、得られた分類群の記載を行い、図版に写真を示して同定の根拠とする。なお、分類群の学名は米倉・梶

田（2003-）に準拠し、APGⅢリストの順とした。
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①アワ（Setaria italica P.Beauv.）　炭化有ふ果・炭化種子（頴果）　イネ科

炭化有ふ果は楕円体。内頴と外頴に独立した微細な乳頭状突起がある。長さ2.0mm、幅1.4mm。炭化種子（頴果）

の上面観は楕円形で、側面観は円形に近い。腹面下端中央の窪んだ位置に細長い楕円形の胚があり、胚の長さは

全長の2/3程度。種子は長さ1.3mm、幅1.2mm。

②イネ科A（Poaceae sp.A）　炭化有ふ果　イネ科

側面観は卵形で、両端が尖る。縦方向に細かい顆粒状の模様がある。長さ3.2mm、幅1.0mm。

③ワラビ（Pteridium aquilinum (L.) Kuhn subsp. japonicum (Nakai) Á. et D.Löve）　炭化裂片　

　コバノイシカグマ科

長楕円形。鈍頭で全縁。葉脈は２～３叉状分岐し平行に並ぶ。長さ5.2mm、幅6.0mm。

④子嚢菌（Ascomycotetes）　炭化子嚢

球形で、表面は平滑又は微細な網目状隆線がある。長さ0.7mm、幅0.7mm。

（4）考察
平安時代中期～鎌倉時代の遺構と考えられるSW02からは栽培植物である畑作物のアワが得られており、保管

されていた穀類がなんらかの要因で炭化して炭窯跡に堆積したか、調理中などに炭化した種子が堆積した可能性

がある。イネ科Aは野生種の可能性が高く、利用されたかは不明である。炭窯跡から産出しているため、着火材

などに用いたイネ科植物に種実が付いていた可能性なども考えられる。ワラビは新芽などが食用とされるが、葉

自体は利用されない。子嚢菌は、材や土中に含まれていたものが炭化したと考えられる。

＜文献＞

米倉浩司・梶田　忠 2003- BG Plants 和名－学名インデックス（YList），http://ylist.info

遺構名 SW01 SW02 SI01 SI02 SI03

炭窯跡 竪穴住居跡

時期 平安中期～鎌倉 飛鳥～平安前期

分類群 水洗量（cc） 100 300 100 100 100 

アワ 炭化有ふ果 1 

炭化種子 3 

イネ科 A 炭化有ふ果 5 

ワラビ 炭化裂片 2 (2)

同定不能 炭化種実 (5) (3)

子嚢菌 炭化子嚢 80 (3) 63 56 2 39 (5)

不明 昆虫遺体 (+) (+)

+:1-9 括弧内は破片数

第Ｅ表　南玉川Ⅲ遺跡から出土した炭化種実
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1．アワ炭化有ふ果（SW02）、2．アワ炭化種子（頴果）（SW02）、3．イネ科A炭化有ふ果（SW02）、

4．ワラビ炭化裂片（SW02）、5．子嚢菌炭化子嚢（SI01）

写真図版Ｂ　南玉川Ⅲ遺跡から出土した炭化種実

4．南玉川Ⅲ遺跡のテフラ分析
（1）はじめに

南玉川Ⅲ遺跡の調査では、古代の竪穴住居跡の埋土から軽石を含む焼土が検出された。これら軽石を含む焼土

は、住居の消失に伴った焼土であり、軽石質テフラが降灰した際には、すでに住居が存在していたと推定される。

これらの軽石質テフラについて、テフラ分析を行った。なお、住居跡から出土した炭化材について、樹種同定と

放射性炭素年代測定も行っている（樹種同定と放射性炭素年代測定の項を参照）。

（2）試料と方法
分析試料は、古代の竪穴住居跡SI01～SI03から検出された焼土試料３点である（第Ｆ表）。

試料は、以下の方法で処理した。

上下層の一部を含めて、湿潤重量30ｇ程度を秤量した後、１φ（0.5mm）、２φ（0.25mm）、３φ（0.125mm）、４

φ（0.063mm）の４枚の篩を重ね、湿式篩分けをした。

４φ篩残渣について、重液（テトラブロモエタン、比重2.96）を用いて重鉱物と軽鉱物に分離した。軽鉱物に

ついては、水浸の簡易プレパラートを作製し、軽鉱物組成と火山ガラスの形態分類を行った。火山ガラスの形態

は、町田・新井（2003）の分類基準に従って、バブル型平板状（b1）、バブル型Ｙ字状（b2）、軽石型繊維状（p1）、

軽石型スポンジ状（p2）、急冷破砕型フレーク状（c1）、急冷破砕型塊状（c2）に分類した。重鉱物については、封

分析 No. 遺構 種類 堆積物の色調、特徴 1φ篩残渣

1 SI01 焼土 橙色（7.5YR 6/8）   ブロック状ローム質粘土、現生植物根入る 白色軽石を少量含む

2 SI02 焼土 橙色（7.5YR 6/8）   ブロック状ローム質粘土、現生植物根入る 白色・淡黄色軽石を含む

3 SI03 焼土 明褐色（7.5YR 5/6）ブロック状ローム質粘土、現生植物根入る 白色・淡黄色軽石を含む

第Ｆ表　分析試料とその特徴
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第Ｇ表　テフラ試料の湿式篩分け・重液分離の結果

分析No.
処理湿重 

（g）

含水率 

(%)

処理乾重 

（g）

砂粒分の粒度組成（重量 g） 軽・重鉱物組成（重量 g）

1φ 2φ 3φ 4φ 軽鉱物 重鉱物

1 32.16 31.80 21.93 0.82 2.64 3.53 1.94 0.15 0.06 

2 34.89 34.17 22.97 1.04 2.55 4.10 2.19 0.15 0.05 

3 38.49 42.83 22.01 0.83 0.68 1.41 1.90 0.17 0.02 

入剤レークサイドセメントを用いてプレパラートを作製し、斜方輝石（Opx）、単斜輝石（Cpx）、角閃石（Ho）、磁

鉄鉱（Mg）を同定・計数した。

４φ軽鉱物中の火山ガラスは、横山ほか（1986）に従い温度変化型屈折率測定装置（株式会社古澤地質製　

MAIOT）を用いて屈折率測定を行った。

（3）結果
以下に、各試料の特徴、鉱物組成、火山ガラスの形態分類、屈折率の測定結果について述べる。

①分析 No.１（SI01 焼土）

分析試料は、橙色（7.5YR 6/8）のブロック状ローム質粘土であり、白色軽石を少量含み、現生植物根が入る。

篩分けした結果、１φ篩残渣には、１mm程度の白色軽石が少量含まれていた（写真図版Ｃ-1a）。

４φ篩残渣の重液分離では、軽鉱物の割合が高い（第Ｇ表）。

軽鉱物では、火山ガラスが少量含まれ、長石（Pl）が多い。火山ガラスは、軽石型スポンジ状ガラス（p2）が多く、

バブル型ガラス（b1、b2）や急冷破砕型フレーク状ガラス（c1）を伴う。なお、黒曜石起源の褐色ガラスを伴う。

重鉱物では、斜方輝石（Opx）や単斜輝石（Cpx）が多く、磁鉄鉱（Mg）や角閃石（Ho）を伴う（第Ｈ表）。

火山ガラスの屈折率は、範囲1.4989-1.5074（平均値1.5037）であった（第Ｃ図）。

分析

№

石英 

(Qu)

長石 

(Pl)

不明 

(Opq)

火山ガラス

ガラス

合計
特徴

軽鉱物 

合計

重鉱物

重鉱物 

の合計

バブル（泡）型 軽石型 急冷破砕型

平板状 

(b1)

Y字状 

(b2)

繊維状 

(p1)

スポンジ

状 

(p2)

フレーク

状 

(c1)

塊状 

(c2)

斜方輝石 

(Opx)

単斜輝石 

(Cpx)

角閃石 

(Ho)

磁鉄鉱 

(Mg)

不明 

(Opq)

1 3 124 101 2 4 15 1 22 褐色ガラス含む 250 106 58 2 62 22 250 

2 4 134 67 2 6 2 33 2 45 褐色ガラス含む 250 113 55 3 65 14 250 

3 51 52 13 58 3 68 6 147 褐色ガラス含む 250 108 55 9 64 14 250 

第Ｈ表　４φ篩残渣中の鉱物組成

第Ｃ図　火山ガラスの屈折率測定結果
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②分析 No.２（SI02 焼土）

分析試料は、橙色（7.5YR 6/8）のブロック状ローム質粘土であり、白色・淡黄色軽石を含み、現生植物根が入る。

篩分けした結果、１φ篩残渣には、1.5mm程度の白色軽石が少量含まれていた（写真図版Ｃ-2a）。

４φ篩残渣の重液分離では、軽鉱物の割合が高い（第Ｇ表）。

軽鉱物では、火山ガラスが多く含まれ、長石（Pl）が多い。火山ガラスは、軽石型スポンジ状ガラス（p2）やバ

ブル型Ｙ字状ガラス（b2）が多く、バブル型平板状ガラス（b1）や軽石型繊維状ガラス（p1）あるいは急冷破砕型フレー

ク状ガラス（c1）を伴う。なお、黒曜石起源の褐色ガラスを伴う。重鉱物では、斜方輝石（Opx）や単斜輝石（Cpx）

が多く、磁鉄鉱（Mg）や角閃石（Ho）を伴う（第Ｈ表）。

火山ガラスの屈折率は、範囲1.4989-1.5071（平均値1.5022）であった（第Ｃ図）。

③分析 No.３（SI03 焼土）

分析試料は、明褐色（7.5YR 5/6）のブロック状ローム質粘土であり、白色・淡黄色軽石を多く含み、現生植物

根が入る。篩分けした結果、１φ篩残渣には、1.5mm程度の白色軽石が多く含まれていた（写真図版Ｃ-3a）。

４φ篩残渣の重液分離では、軽鉱物の割合が高い（第Ｇ表）。

軽鉱物では、火山ガラスが含まれ、長石（Pl）が多い。火山ガラスは、軽石型スポンジ状ガラス（p2）が多く、

バブル型ガラス（b1、b2）や軽石型繊維状ガラス（p1）あるいは急冷破砕型フレーク状ガラス（c1）を伴う。なお、

黒曜石起源の褐色ガラスを伴う。重鉱物では、斜方輝石（Opx）や単斜輝石（Cpx）が多く、磁鉄鉱（Mg）や角閃石（Ho）

を伴う（第Ｈ表）。

火山ガラスの屈折率は、範囲1.5018-1.5088（平均値1.5058）であった（第Ｃ図）。

これら古代の竪穴住居跡から検出された焼土中の軽石は、いずれも十和田aテフラ（To-a）と考えられる。十和

田aテフラ（To-a）が降灰した際には、すでに住居が存在したことになる。

十和田aテフラ（To-a）は、AD915年に十和田火山から噴火したテフラである。降下軽石（pfa）、降下火山灰（afa）、

火砕流堆積物（pfl）からなり、南側300km、東側80km、10,000㎢の範囲に及ぶ。テフラは、斜方輝石（opx）、単斜

輝石（cpx）、黒曜石（ob）を特徴的に伴う。火山ガラスは、おもに軽石型ガラスで構成され、火山ガラスの屈折率

は1.500-1.508である。また、単斜輝石の屈折率（γ）は1.706-1.708である（町田・新井2003）。

＜文献＞

町田　洋・新井房夫 2003 新編 火山灰アトラス．東京大学出版会.336p．

横山卓雄・檀原　徹・山下　透 1986 温度変化型屈折率測定装置による火山ガラスの屈折率測定．第四紀研究，25，21-30．
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1a・1b.分析No.1　2a・2b.分析No.2　3a・3b.分析No.3　3c.バブル型平板状ガラス 2c.バブル型Ｙ字状ガラス　

2d.軽石型繊維状ガラス　3d.軽石型スポンジ状ガラス　2e.急冷破砕型フレーク状ガラス　3e.斜方輝石　3f.単斜輝石　

3g.角閃石 
写真図版Ｃ　１φ・４φ残渣中のテフラ粒子の偏光顕微鏡写真 



第５図　遺構配置図
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Ⅴ．調査の成果

1．検出された遺構と遺物

調査の結果、竪穴住居跡３棟、炭窯跡２基、土坑２基、溝状土坑１基、ピット４基が検出された。

（1）竪穴住居跡 
SI01　竪穴住居跡（第６～ 11 図、第１・２表、写真図版４～６・18・19）

調査区の南西側、Ｇ２・Ｇ３・Ｈ２～４グリッドにおいて検出された。標高173.2ｍの尾根南側緩斜面に位置

する。本遺跡で検出された竪穴住居跡では最も西に位置する。SI01がSK01を切る状況で検出され、新旧関係は

SI01が新しい。

一辺が約5.4ｍの隅丸方形を呈する竪穴住居跡であり、北西壁の中央にカマドを有する。カマドを主軸とした

軸方向はＮ－143°－Ｅを示し、カマドを含めた規模は長軸665cm×短軸540cm、床面積24.66㎡を測る。壁の高

さは北東壁で最大27㎝を測る。底面は周縁部を除き地山を床面とし、壁面はほぼ垂直に立ち上がる。床面の周

縁部は主柱穴とみられる４基のピットの外側を巡る形で幅0.3～1.0ｍのベッド状の高まりが認められた。焼失

住居であったとみられ、床面からやや浮いた状態で構築材と考えられる炭化材が出土した（第７図）。本遺構で

は梁材と思われる炭化材が方形に焼け落ちた状況で観察された。また、垂木と考えられる炭化材が、 放射状に分

布して観察された。自然科学分析により炭化材の樹種はクリ、コナラ材であることが確認された。床面北東部で

は、炭化材の上位に焼土が堆積する部分があった。堆積土は掘り方を含めて12層に分層され、焼土を含む４層

より上層は暗褐色土及び黒褐色土によるレンズ状堆積である。

住居跡内では主柱穴とみられるピット４基が検出された。住居跡の中央に一辺約3.2ｍの間隔で正方形に配置

される。平面形はP01、P02、P04が円形、P03が楕円形を呈する。ピットの径は20～25cm、深さは27～48cmを測る。

なお、P03、P04の２基については掘り方調査時の検出である。硬化面はベッド状範囲の内側、カマド前面から

南東側にかけて確認した。掘り方は北側が素掘り床であるのに対し、地形の傾斜方向である南西部分がやや深く

なっており、床面周縁部のベッド状範囲を中心に貼床を施したと推察される。

カマドは天井部と袖の大半が崩壊しているが、芯材である花崗閃緑岩の割石４点が検出された。うち３点は袖

の芯材である。左袖から前後２点、右袖から１点が確認された。左袖の２点のうち後方の１点のみ原位置を保っ

ている。右袖では前面の礫と考えられる１点を確認した。両袖前面の芯材は、焚口部の両側に設けられた深さ

10cm程の設置孔に埋設されていたと考えられる（写真図版６）。このほかに、長さ78cm、幅23cmの礫１点が火床

面から焚口部床面にわたって検出されており、後述するSI02、SI03カマド芯材の検出状況から、この礫が両袖

前面の芯材２点を支柱としたカマド焚口部天井の芯材と考えられる。焚口部はわずかに窪んでおり、直上に天井

部の芯材を渡す石組が構築されていたと考えられる。焚口部を中心に、カマド底面は強く被熱し、赤変している。

カマドは主体部最奥でわずかな立ち上がりと段差を伴い、底面が平滑でスロープ状に立ち上がる煙道が続いてい

る。煙道は長さ100cmで、底面は先端部でやや落ち込んで立ち上がる。煙道底面の標高はカマド主体部側で

172.7ｍ、先端部付近で173.0ｍである。

遺物はカマド周辺及び住居跡の入り口とみられる東南辺付近より多く出土した。遺構内から土器が179点（3,535.6

ｇ）、石器が９点（7,294.2ｇ）出土した。土器はいずれも土師器であり、そのうち11点を図化した。坏７点、甕

３点、ミニチュア土器１点である（第９図１～11）。１～７は坏で口径が12.0～16.0cmと差異がある。２は底部

が丸底のもの、３・５は平底のもの、６は底部の丸味が弱く平底気味のものである。このうち３・６は体部外面

に段を有し、口縁部にかけて緩く外傾する。５は口縁部が欠損しているが、体部外面に緩い段を有することから

６と同様な形態と想定される。２・７は体部外面に段はなく、体部から口縁部にかけて強く外傾する。１・４は
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体部外面に段はなく、口縁部は弱く内湾する。これらの坏には、体部外面にヨコナデ、ハケメ、ヘラケズリなど

の調整が、体部内面にはヘラミガキが全面に細かく施されている。このうち、１・３・５～７の坏は、内面黒色

処理がなされている。また６は底部内面が擦れており、使用時に付いた痕跡と考えられる。８～10は甕で、長

胴の甕８・９がカマド袖前面からやや床から浮いた状態で出土した。８の底部は緩く突き出しており、底面には

木葉状の圧痕が確認できる。８の口縁部は強く外傾し、口縁部が最大径を測る。口縁部の端部外面をヨコナデ後、

口縁部から胴部外面にハケメが施される。胴部内面は、上半はハケメ、下半はナデがなされる。胴部内外面には

コゲ、内面にはススが付着する。９は口縁部が緩く内湾気味で、口縁部下から胴部外面には細かいハケメ、内面

には粗くハケメが施される。また、内面には茶色の有機物が付着する。10は小型の甕であり、住居跡南隅から

出土した。口縁部はやや内湾し、口縁部径は胴部最大径よりも若干大きい。胴部外面はハケメの後、一部にオサ

エがあり、内面のハケメは粗い。口縁部内外面にはスス、胴部内面にはコゲが付着する。11はミニチュア土器

であり、カマド北東側の床面より出土した。平底で短い口縁部は直立し、内外面ともナデによる調整がなされて

いる。

石器は９点すべて磨石である（第10図12～第11図20）。12・18以外は、被熱又はスス付着がみられる。19は

破砕した状態で住居跡入口と考えられる部分で数箇所に分かれて出土した（第８図）。

遺構の時期は、出土した土師器の特徴から飛鳥時代から奈良時代と考えられる。
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第６図　竪穴住居跡 SI01（１）

X=40846.0
Y=72215.0

X=40846.0
Y=72220.0

X=40841.0
Y=72215.0

X=40841.0
Y=72220.0

SK01

L=173.300m

L=173.300mB

E

B'

E'

A

A'

B

B'

C

C'

D

D'

C

L=173.300mD

C'

D'

F F' G G' H H'

E
E'

F

F'

G

G'

H

H'

P03

P04

P01

P02

カマドカマド

SI01

1166 33
22

55
1
2
1
2

1
0
1
0

カ
マ
ド

99 88
66

11
33 44 77

1111

1212
1212

P01 P02 P03 P04

基準高はすべて同じである

L=172.800m

1
1

1

1

SS1515 3322

77

66 44

11
1616

L
=
1
7
3
.
3
0
0
m

A
A
'

55

66
1414

1313

1111
1212

44

99
1010

11
88

1：600 2ｍ

0 1：40 2m



‒ 236 ‒

第７図　竪穴住居跡 SI01（２）　炭化材出土状況
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SI01カマド
 1 10YR3/4　暗褐色土　粘性弱　締まり中　木根入る　10R5/6赤色焼土ブロック1％入る

 2 10YR3/4　暗褐色土　粘性弱　締まり中　10R5/6赤色焼土極小粒10％入る　炭化物小粒1％入る

 3 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　10R5/6赤色焼土小粒５％入る　10YR5/6黄褐色小粒５％入る　袖崩落土

 4 10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり中　10R5/6赤色焼土小粒５％入る

 5 5YR3/4　 暗赤褐色土　粘性中　締まり中　10R5/6赤色焼土ブロック10％入る　炭化物小粒５％入る　天井部崩落土

 6 10R4/4　 赤褐色土　粘性中　締まり中　炭化物極小粒１％入る　天井部崩落土

 7 10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり中　10R5/6赤色焼土小粒１％入る　10YR5/6黄褐色小粒５％入る　袖崩落土

 8 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　木根入る　10R5/6赤色焼土極小粒１％入る

 9 10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり中　10R5/6赤色焼土極小粒１％入る　炭化物小粒１％入る

10 5YR3/3　 暗赤褐色土　粘性中　締まり中　10R5/6赤色焼土小粒１％入る　炭化物小粒１％入る

11 10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり中　10R5/6赤色焼土極小粒１％入る　炭化物小粒１％入る

12 5YR3/3　 暗赤褐色土　粘性中　締まり中　10R5/6赤色焼土ブロック10％入る　炭化物小粒10％入る

13 10R4/2　 灰赤色土　粘性中　締まり中　10R5/6赤色焼土ブロック40％入る

14 10R4/2　 灰赤色土　粘性強　締まり中　10R5/6赤色焼土小粒５％入る　火床直上の灰層

15 10YR3/4　暗褐色土　粘性弱　締まり中　木根入る　10YR5/6黄褐色小粒５％入る　左袖構築土

16 10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり密　木根入る　10YR5/6黄褐色小粒10％入る　右袖構築土

P01～04共通
 1 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　10YR5/6黄褐色小粒５％入る

SI01
 1 10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり密　木根入る　10YR4/4褐色ブロック５％入る

 2 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　木根入る　10YR4/4褐色ブロック７％入る

 3 10YR4/4　褐色土　粘性中　締まり中　木根入る　10YR3/3暗褐色ブロック７％入る　10YR7/6明黄褐色小粒２％入る

 4 10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり中　木根入る　10YR7/6明黄褐色小粒３％入る　10R5/6赤色焼土ブロック７％入る　炭化物小～中粒10％入る

 5 10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり中　木根入る　10YR7/6明黄褐色小～中粒２％入る　炭化物小～中粒５％入る

 6 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　木根入る　10YR7/6明黄褐色小粒２％入る　炭化物小～中粒20％入る

 7 10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　木根入る　10YR3/4暗褐色ブロック10％入る　10YR7/6明黄褐色小～中粒５％入る

 8 10YR4/2　灰黄褐色土　粘性中　締まり中　木根入る　10YR7/6明黄褐色小～中粒５％入る

 9 10YR4/6　褐色土　粘性中　締まり中　木根入る　10YR3/3暗褐色ブロック10％入る

10 10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり中　木根入る　10YR7/6明黄褐色小～大粒10％入る　炭化物小～中粒３％入る

11 10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　木根入る　10YR3/4暗褐色ブロック10％入る

12 10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり中　木根入る　ブロック土主体　掘り方

1：600 2ｍ

MTG3-20

MTG3-17

MTG3-21

MTG3-18MTG3-19

テフラ分析№1

種実分析試料

A

A'

B

B'



‒ 237 ‒

第８図　竪穴住居跡 SI01（３）　遺物出土地点図
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第９図　竪穴住居跡 SI01　出土遺物（１）
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13
南玉川Ⅲ遺跡
磨石

S=1/3

第●図　SI01　出土遺物

13
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15

1：30 10cm

第10図　竪穴住居跡 SI01　出土遺物（２）
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14
南玉川Ⅲ遺跡
磨石

S=1/3

15
南玉川Ⅲ遺跡
磨石

S=1/3

16
南玉川Ⅲ遺跡
磨石

S=1/3

第●図　SI01　出土遺物
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1：30 10cm

第11図　竪穴住居跡 SI01　出土遺物（３）
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第１表　竪穴住居跡 SI01　出土遺物観察表　土師器

番号 出土位置 器種
長さ

(mm)

幅

(mm)

厚さ

(mm)

重さ

(g)
石質 備考

竪穴住居跡 SI01　（第10・11図、写真図版19)

12 床面直上 磨石 88.6 82.5 52.9 500.0 デイサイト 円礫の表面を磨いている。下端部に敲打痕がある。

13 堆積土 磨石 70.9 63.8 36.1 215.9 砂岩 円礫の全面を磨いている。被熱による亀裂が入る。ススの付着がある。

14 堆積土 磨石 66.1 58.1 40.5 174.3 砂岩 円礫の全面を磨いている。被熱による亀裂が入る。ススの付着がある。

15 堆積土 磨石 134.5 92.8 66.5 940.0 アプライト
亜角礫を素材としている。節理割れによる平坦面が研磨面となる。被熱により

全体的に赤変しており、一部にススの付着がある。

16 床面直上 磨石 120.0 106.3 61.2 850.0 凝灰岩 円礫の全体を磨いている。黒色ススは破砕後に付着している。

17 堆積土 磨石 83.3 64.9 37.1 262.5 砂岩
円礫の全面を磨いている。被熱により複数個体に破砕している。破砕前にスス

の付着がある。

18 床面直上 磨石 86.3 69.4 42.8 371.5 砂岩 扁平な礫の表裏面を磨いている。

19 堆積土 磨石 186.0 130.9 74.6 2480.0 砂岩
円礫の全面を磨いている。被熱により複数個体に破砕している。破砕前にスス

の付着がある。

20 堆積土 磨石 145.6 129.9 63.3 1500.0 花崗閃緑岩 扁平な礫を素材としている。周縁は欠損している。裏面側にススの付着痕がある。

第２表　竪穴住居跡 SI01　出土遺物観察表　石器

番号 出土位置 器種・部位 成形・調整 胎土
色調 口径

（mm）

底径

（mm）

器高

（mm）
備考

外面 内面

竪穴住居跡 SI01　（第9図、写真図版18）

１ 床面直上 坏
口縁部～

体部

外面：口縁部ヨコナデ　体部ハケメ→

ヘラミガキ

内面：ヘラミガキ 黒色処理

密　～1mm白

色砂粒含む
7.5YR7/3

にぶい

橙色
7.5YR1.7/1 黒色 (140) - <43>

2 堆積土 坏 ほぼ完形

外面：口縁部ヨコナデ　体部ヘラナデ

（一部ヘラケズリ）

内面：口縁部一部ハケメ　体部ヘラミ

ガキ

やや粗　～

1mm白・黒・

茶色砂粒多

く含む

7.5YR6/4
にぶい

橙色
7.5YR6/4

にぶい

橙色
128 - 50

3 堆積土 坏
口縁部～

底部

外面：口縁部ヨコナデ　体部ナデ ヘラ

ナデ オサエ 段あり　底部ナデ 平底

内面：口縁部ヨコナデ　全面ヘラミガ

キ 黒色処理

密　～1mm白

色砂粒含む
10YR7/3

にぶい

黄橙色
10YR1.7/1 黒色 (160) (50) 53

口縁部は大半を

欠損する

4 床面直上 坏 口縁部

外面：口縁部ヨコナデ　体部オサエ 

ナデ

内面：ヘラミガキ

密　～1mm白

色砂粒含む
7.5YR6/6 橙色 7.5YR6/6 橙色 (160) - <24>

5 床面直上 坏
口縁部下

半～底部

外面：口縁部ヘラミガキ 体部ヘラミガ

キ　緩く段あり　底部調整不明 平底

内面：全面ヘラミガキ 黒色処理

密　～2mm白

色砂粒含む
5YR5/8

明赤褐

色
5YR4/1 褐灰色 - 50 <40> 口縁部上半欠損

6 床面直上 坏
口縁部～

底部

外面：口縁部ヘラミガキ 体部ハケメ 

ヘラナデ（一部ヘラケズリ）　段あり

底部ナデ オサエ 平底

内面：全面ヘラミガキ 黒色処理

密　～3mm

黒・白色砂粒

含む

7.5YR7/3
にぶい

橙色
7.5YR2/1 黒色 - 54 <51>

底部内面に使用

時の擦れあり

口縁部端部欠損

7 堆積土 坏
口縁部～

体部

外面：口縁部ヨコナデ ヘラミガキ　

体部ヘラナデか→ヘラミガキ

内面：全面ヘラミガキ 黒色処理

密　～1mm白

色砂粒含む
10YR7/4

にぶい

黄橙色
10YR1.7/1 黒色 (120) - <50>

8 堆積土 甕 ほぼ完形

外面：口縁端部ヨコナデ　口縁部ハケ

メ　胴部ハケメ　底部木葉痕 周縁に

クキ圧痕

内面：胴部上半ハケメ　胴部下半ナデ

やや粗　～

1mm白・黒色

砂粒多く含

む

7.5YR7/2
明褐灰

色
7.5YR7/2

明褐灰

色
204 93 313

内外面：胴部コ

ゲ付着

内面：ススとコ

ゲ付着

9 堆積土 甕
口縁部～

胴部

外面：口縁端部ヨコナデ　口縁部下～

胴部細かいハケメ

内面：口縁部ヨコナデ　胴部粗いハケ

メ

やや粗　～

1mm白・黒色

砂粒多く含

む

7.5YR7/4
にぶい

橙色
7.5YR7/4

にぶい

橙色
<196> - <190>

外面：黒斑状の

部分あり

内面：茶色の有

機物付着

10 堆積土 甕
口縁部～

胴部

外面：口縁部ヨコナデ　胴部ハケメ→

一部オサエ

内面：口縁部～胴部粗いハケメ

密　～2mm白

色砂粒含む
2.5YR5/3

にぶい

赤褐色
2.5YR1.7/1 赤黒色 162 - <138>

内外面：口縁部

スス付着 

内面：胴部コゲ

付着

11 床面

ミニ

チュア

土器

ほぼ完形

外面：口縁部～体部オサエ ナデ　底

部ナデ 平底

内面：オサエ ナデ（一部ヘラナデ）

密　～1mm白

色砂粒、雲母

含む

10YR7/2
にぶい

黄橙色
10YR1.7/1 黒色 - 60 31

口縁部はわずか

に残存

（ ）：推定値　< >：残存値



SI02　竪穴住居跡（第 12 ～ 15 図、第３～５表、写真図版７～９・20）

調査区の南西側、Ｇ５・Ｇ６・Ｈ５グリッドにおいて検出された。標高173.3ｍの尾根南側緩斜面に位置する。

本遺跡で検出された竪穴住居跡３棟の中央に位置する。

一辺が約3.0～3.6ｍの隅丸方形を呈する竪穴住居跡であり、北壁の中央にカマドを有する。カマドを主軸と

した軸方向はＮ－158°－Ｅを示し、カマドを含めた規模は長軸400cm×短軸360cm、床面積7.98㎡を測る。壁の

高さは東壁で42㎝を測る。床面はほぼ水平であり、壁面はやや外傾して立ち上がる。焼失住居であったとみられ、

床面からやや浮いた状態で構築材と考えられる炭化材が出土した（第13図）。本遺構では、梁材・垂木・柱材な

どの識別は困難であった。自然科学分析により炭化材の樹種はクリ材であることが確認された。床面北東部と北

西部、南西部では、炭化材の直上に焼土が観察される部分があった。堆積土は掘り方及び床下土坑（SK1）を含め

て12層に分層され、焼土を含む３層より上層は暗褐色土及び黒褐色土によるレンズ状堆積である。

住居跡内ではピット１基（P01）及び袋状の床下土坑１基（SK1）が確認された。明確な柱穴は認められなかった。

硬化面はカマド前面から床面中央南側にかけて確認した。出入口は硬化面の検出状況から南側と考えられる。掘

り方は北側が素掘り床であるのに対し、地形の傾斜方向である南側部分がやや深くなっており、構築地盤の弱い

範囲を中心に貼床を施したと考えられる。

カマドは天井部が崩壊していたが、芯材である花崗閃緑岩の割石３点が検出された。うち２点が両袖前面の芯

材、１点がそれらを支柱としたカマド焚口部天井の芯材である。芯材は鳥居状に組まれており、土圧によりやや

傾くが、天井部を含め焚口付近で概ね原位置を保っているものと考えられる。焚口部の底面は深皿状に窪み、奥

部は顕著に立ち上がる。カマド底面は焚口部を中心に強く被熱し、赤変している。カマドは主体部の最奥でわず

かな立ち上がりと段差を伴い、これより先は底面が緩やかに上昇していく煙道となる。煙道は残存長75cmで、

木根の撹乱により西側半部が著しく損傷している。

SK1は開口部が円形、断面形は袋状を呈する。カマド焚口部から120cm、住居跡南壁から100cmの主軸線上に

あり、深さは84cmを測る。SK1内部からの出土遺物はない。

遺構内から土器が49点（1,068.2ｇ）、石器が３点（698.3ｇ）出土した。土器は、土師器が48点（1,014.9ｇ）、

縄文土器が１点（53.3ｇ）である。土師器は甕３点を図化した(第15図１～３)。このうち、１・３はカマド右袖際、

２は住居跡中央の床面より高い位置から出土した（第14図）。１は小型の甕の口縁部から胴部の破片であり、口

縁部が緩く内湾気味である。口縁部外面はヨコナデ、胴部はハケメ後細かいヘラミガキがなされる。内面は口縁

部ヘラミガキ、胴部上半に弱くヘラミガキ、下半にナデが施される。胴部外面にはススが、胴部内面にはコゲが

一部付着する。２は長胴の甕の口縁部から胴部の破片である。口縁部は内湾し、口縁部が最大径を測る。口縁部

の外面はナデ、内面はハケメの後ヘラミガキがなされ、胴部外面はハケメの後ヘラミガキが細かく施される。胴

部内面には粗くヘラナデがなされる。外面には一部にススが、内面はほぼ全面にコゲが付着する。３は甕の胴部

から底部の破片であり、底部は緩く突き出している。胴部外面と内面下半はヘラミガキ、胴部内面上半はヘラケ

ズリが施される。外面にはススが、胴部内面にはコゲが付着する。７は外面に縄文が施文された底部付近の縄文

土器である。流入と考えられる。

石器は３点すべて磨石であり、円礫の外面に磨面をもつものである（第15図４～６）。６は、被熱痕跡があり、

ススの付着もみられる。半分に破損した状態で、住居跡の入口と考えられる部分に散在した状態で床面直上から

出土した。

SI01・SI03と同様の軸方向をもつ住居跡であることや、出土した土師器の特徴から、遺構の時期はSI01・

SI03と同じ飛鳥時代から奈良時代の可能性が高い。
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第13図　竪穴住居跡 SI02（２）　炭化材出土状況
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P01
 1 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　10YR5/6黄褐色小粒５％入る

SI02
 1 10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり密　木根入る

 2 10YR4/2　灰黄褐色土　粘性中　締まり密　木根入る　10YR6/6明黄褐色小～中粒３％入る

 3 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり密　10YR6/6明黄褐色小粒２％入る　10R5/6赤色焼土ブロック５％入る　炭化物小～中粒７％入る

 4 10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　10YR6/6明黄褐色小～中粒５％入る　10YR3/3暗褐色ブロック15％入る

 5 10YR5/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり中　10YR6/6明黄褐色小～大粒２％入る

 6 10YR5/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり中　10YR7/6明黄褐色ブロック10％入る

 7 10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり密　10YR7/6明黄褐色ブロック５％入る

 8 10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり粗　10YR7/6明黄褐色ブロック２％入る

 9 10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり粗　10YR7/6明黄褐色ブロック５％入る

10 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり粗　10YR7/6明黄褐色ブロック２％入る

11 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり粗　10YR7/6明黄褐色ブロック20％入る

12 10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり密　10YR7/6明黄褐色ブロック50％入る　掘り方

SI02カマド
 1 10YR3/4　暗褐色土　粘性弱　締まり中　草根入る　10R5/6赤色焼土ブロック１％入る　10YR5/6黄褐色極小粒１％入る

 2 10YR3/3　暗褐色土　粘性弱　締まり粗　10R5/6赤色焼土小粒10％入る　炭化物小粒１％入る

 3 10R3/3　 暗赤褐色　粘性中　締まり中　草根入る　10R5/6赤色焼土小粒40％入る

 4 10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性弱　締まり中　草根入る　10YR5/6黄褐色極小粒１％入る

 5 10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり中　10R5/6赤色焼土小粒１％入る

 6 10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり中　10R5/6赤色焼土ブロック10％入る　炭化物小粒１％入る

 7 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　10R5/6赤色焼土ブロック50％入る　炭化物小粒１％入る

 8 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　10R5/6赤色焼土ブロック１％入る　炭化物小粒１％入る

 9 10YR4/2　灰黄褐色土　粘性強　締まり中　10R5/6赤色焼土ブロック５％入る　火床覆土

10 10R3/2　 暗赤褐色土　粘性中　締まり密　草根入る　被熱粘土ブロック主体

11 10R6/2　 灰赤色土　粘性中　締まり密　草根入る　粘土主体、外面被熱　10YR8/3浅黄橙色小粒５％入る　袖構築土

MTG3-29

MTG3-31

MTG3-32

MTG3-28

MTG3-30

テフラ分析№2

種実分析試料
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第14図　竪穴住居跡 SI02（３）　遺物出土地点図
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第15図　竪穴住居跡 SI02　出土遺物



番号 出土位置 器種
長さ

(mm)

幅

(mm)

厚さ

(mm)

重さ

(g)
石質 備考

竪穴住居跡 SI02　（第15図、写真図版20）

4 堆積土 磨石 34.0 23.1 15.4 15.1 デイサイト 円礫の全面を磨いている。

5 堆積土 磨石 93.5 55.4 40.4 53.2 軽石 軽石製の磨石。表裏に磨面があり、表面に孔状の加工がみられる。

6 床面直上 磨石 100.5 88.0 47.5 630.0 砂岩 円礫の全面を磨いている。被熱により複数個体に破砕している。スス付着。

番号 出土位置 器種・部位 成形・調整 胎土
色調 口径

（mm）

底径

（mm）

器高

（mm）
備考

外面 内面

竪穴住居跡 SI02　（第15図、写真図版20）

1 堆積土 甕
口縁部

～胴部

外面：口縁部ヨコナデ　胴部ハケメ→ヘ

ラミガキ 

内面：口縁部ヘラミガキ　胴部上半ハケ

メ→ヘラミガキ　胴部下半ナデ ヘラナ

デ

密　～1mm

白・黒・褐

色砂粒含

む

7.5YR6/6 橙色 7.5YR6/6 橙色 (150) - <130>
外面：胴部スス付着

内面：コゲ付着

2 堆積土 甕
口縁部

～胴部

外面：口縁部ヨコナデ オサエ 部分的に

ヘラケズリ　胴部ハケメ→ヘラミガキ

内面：口縁部ハケメ→ヘラミガキ　胴部

ヘラナデ

やや粗　

～3mm白・

褐色砂粒、

雲母含む

7.5YR7/3
にぶい

橙色
7.5YR7/3

にぶい

橙色
192 - <190>

外面：一部スス付着

内面：ほぼ全面にコ

ゲ付着

3 堆積土 甕
胴部～

底部

外面：胴部ヘラミガキ オサエ　底部ヘ

ラケズリ 平底

内面：胴部上半ヘラケズリ　胴部下半ヘ

ラミガキ

やや粗　

～2mm黒・

白・褐色砂

粒含む

7.5YR6/6 橙色 7.5YR6/6 橙色 - 74 <104>
外面：スス付着 

内面：胴部コゲ付着

（ ）：推定値　< >：残存値

‒ 247 ‒

番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚

（mm）

色調
備考

外面 内面

竪穴住居跡 SI02　（第15図、写真図版20）

7 SI02 深鉢
胴部～

底部
LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 9.0 10YR7/6 明黄褐色 10YR6/6 明黄褐色

第５表　竪穴住居跡 SI02　出土遺物観察表　縄文土器

第３表　竪穴住居跡 SI02　出土遺物観察表　土師器

第４表　竪穴住居跡 SI02　出土遺物観察表　石器



SI03　竪穴住居跡（第 16 ～ 18 図、第６・７表、写真図版 10 ～ 12・21）

調査区の南側、Ｈ７・Ｈ８・Ｉ７・Ｉ８グリッドにおいて検出された。標高172.5ｍの尾根南側緩斜面に位置

する。本遺跡で検出された竪穴住居跡では最も東に位置する。

平面形は不整円形を呈するが、本来は一辺が約2.5ｍの方形の竪穴住居跡と推定される。北壁の中央にカマド

を有する。カマドを主軸とした軸方向はＮ－149°－Ｅを示し、カマドを含めた規模は長軸348cm×短軸320cm、

床面積4.31㎡を測る。壁の高さは東壁で最大42cmを測る。底面は地山を床面としており、壁面は外傾して立ち

上がる。焼失住居であったとみられ、床面からやや浮いた状態で構築材と考えられる炭化材が出土した（第17図）。

本遺構では、梁材・垂木・柱材などの識別は困難であった。自然科学分析により炭化材の樹種はクリ材であるこ

とが確認された。堆積土は３層に分層され、床面南西部では炭化材の直上に焼土が堆積する部分があった。焼土

を含む３層より上層は暗褐色土及び黒褐色土によるレンズ状堆積である。

住居跡内ではピット１基（P01）が確認された。明確な柱穴は認められなかった。硬化面はカマド前面から中央

にかけて検出された。また貼床の痕跡は認められなかった。

カマドは天井部が崩壊していたが、芯材である花崗閃緑岩の割石５点が検出された。うち４点は袖の芯材で、

すべて原位置を保つ。このほかに、長さ48cm、幅13cmの礫１点がカマド火床面で検出されており、SI01、SI02

カマドとの類似性から、この礫が両袖の芯材を支柱としたカマド焚口部天井の芯材であったと考えられる。焚口

部はわずかに窪んでおり、直上に芯材による石組が構築されていたと考えられる。焚口部を中心に、カマド底面

は強く被熱し、赤変している。カマド底面は最奥部から立ち上がり、底面が平滑でスロープ状に立ち上がる煙道

が続いている。煙道は長さ100cmで、底面は先端部でやや落ち込んで立ち上がる。煙道底面の標高はカマド主体

部側で172.0ｍ、先端部付近で約172.3ｍである。

遺構内から土師器が47点（2,302.4ｇ）、土製品が１点（70.8ｇ）、縄文土器が１点（51.5ｇ）出土した。そのうち

土師器坏２点、甕２点、紡錘車１点、縄文土器１点を図化した（第18図１～６）。１は、住居跡南東辺中央寄り

の床面よりやや高い位置から完形の状態で出土した坏である（第17図）。平底で体部外面に段を有し、口縁部は

緩く外傾する。内外面ともに、ハケメの後ヘラミガキが細かくなされる。また外面と底部内面にはススが付着す

る。２は１に近接して出土した坏で、形態はやや丸底気味であり、体部に段はなく口縁部は緩く内傾する。体部

外面はハケメ、口縁部から体部内面はヘラミガキ、内面黒色処理が施される。内外面にはススが付着しており、

剥離断面にもススが付着する。３は住居跡中央の床面よりやや高い位置から出土した完形の小型の甕である。口

縁部は外傾し、口縁部が最大径を測る。底部は弱く突き出ている。口縁部外面はハケメ、胴部外面上半はハケメ

とヘラミガキ、胴部下半はヘラナデ後ヘラミガキ、胴部内面はヘラケズリがなされ、一部にオサエが観察できる。

胴部外面にはススが付着し、内面にはコゲが一部付着する。４はカマド左袖外側の床面直上から出土した小型の

甕の口縁部から胴部の破片である。口縁部はやや内湾しており、口縁部下半で最大径を測る。内外面ともに口縁

部はヨコナデ、胴部はヘラナデが施され、胴部内面にはオサエとナデが一部に観察できる。内面にはススと一部

にコゲが付着する。５は土製の紡錘車である。完形であり、全面にミガキ調整がみられる。６は縄文土器で、外

面に縄文及び沈線が施文されている。カマド構築時又は住居廃絶時の流入と考えられる。

出土した土師器の特徴から、遺構の時期は飛鳥時代から奈良時代と考えられる。

‒ 248 ‒
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第16図　竪穴住居跡 SI03（１）
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SI03カマド
 1 10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり中　草根入る　10YR5/6黄褐色小粒５％入る

 2 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　草根入る　10YR5/6黄褐色小粒１％入る

 3 5YR2/3　 極暗赤褐色土　粘性中　締まり粗　草根入る　10R2/2極暗赤褐色焼土ブロック20％入る　　

 4 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　草根入る　10YR5/6黄褐色小粒30％入る

 5 5YR3/2　 暗赤褐色土　粘性中　締まり中　草根入る　10R2/2極暗赤褐色焼土ブロック10％入る

 6 10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり粗　草根入る　10YR5/6黄褐色ブロック20％入る

 7 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　草根入る　10R2/2極暗赤褐色焼土ブロック10％入る

 8 10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり中　草根入る　10R5/6赤色粘土ブロック50％入る

 9 5YR3/4　 暗赤褐色土　粘性中　締まり中　草根入る　10R5/6赤色焼土ブロック10％入る　袖内壁崩落土

10 5YR3/2　 暗赤褐色土　粘性中　締まり中　草根入る　10YR5/6黄褐色小粒２％入る　10R5/6赤色焼土極小粒５％入る

11 10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり中　10YR5/6黄褐色小粒１％入る　炭化物小粒１％入る

12 5YR2/3　 極暗赤褐色土　粘性強　締まり密　10R5/6赤色焼土ブロック１％入る

13 10R4/4　 赤褐色土　粘性強　締まり密　焼土極小粒主体　火床覆土

14 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　10R6/4にぶい赤橙色粘土ブロック20％入る　10R5/6赤色焼土小粒１％入る　袖構築土

SI03
 1 10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり密　草根入る　10YR7/6明黄褐色極小～小粒３％入る

 2 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり密　草根入る　10YR6/6明黄褐色極小～中粒５％入る

 3 10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり中　炭化物小～中粒50％入る

P01
 1 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり中　10YR5/6黄褐色小粒５％入る



第17図　竪穴住居跡 SI03（２）　炭化材出土状況・遺物出土地点図
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番号 出土位置 器種・部位 成形・調整 胎土
色調 口径

（mm）

底径

（mm）

器高

（mm）
備考

外面 内面

竪穴住居跡 SI03　（第18図、写真図版21上）

1 堆積土 坏 完形

外面：口縁部ヨコナデ　体部オサエ ナ

デ→ハケメ→ヘラミガキ 段あり

内面：口縁部ヨコナデ　体部ハケメ→ヘ

ラミガキ　底部オサエ

やや粗　

2mm白・黒・

褐色砂粒・

雲母含む

7.5YR6/6 橙色 7.5YR6/6 橙色 149 61 71
外面：スス一部付着

内面：底部スス付着

2 堆積土 坏 ほぼ完形
外面：口縁部ヨコナデ　体部ハケメ

内面：全面ヘラミガキ 黒色処理

密　～1mm

白・褐色砂

粒含む

7.5YR6/4
にぶい

橙色
5PB1.7/1 青黒色 122 - 55

内外面：スス付着　

剥離断面にスス付

着

3 堆積土 甕 完形

外面：口縁部ハケメ　胴部上半ハケメ 

ヘラミガキ　胴部下半ヘラナデ オサエ

→ヘラミガキ　底部植物繊維痕あり 平

底

内面：口縁部ハケメ→ヨコナデ　胴部ヘ

ラケズリ　胴部下半オサエ ナデ

やや粗　～

2mm白砂粒

含む

10YR7/2
にぶい

黄橙色
10YR7/2

にぶい

黄橙色
165 75 244

外面：胴部スス付着

内部：コゲ一部付着

4 床面直上 甕
口縁部～

胴部

外面：口縁部ヨコナデ　胴部ヘラナデ

内面：口縁部ヨコナデ　胴部ヘラナデ 

オサエ ナデ

密　～1mm

白・灰色砂

粒含む

7.5YR7/4
にぶい

橙色
7.5YR7/4

にぶい

橙色
149 - <168>

内面：ススと一部に

コゲ付着

5 床面直上
紡錘

車
完形 全面ミガキ

密　～1mm

黒・白砂粒

含む

7.5YR3/3 暗褐色
上径

38

下径

53

厚さ

26

土製品　孔径10mm

70.2ｇ

（ ）：推定値　< >：残存値

5

21

3

4

6
1：30 10 ㎝

第18図　竪穴住居跡 SI03　出土遺物

第６表　竪穴住居跡 SI03　出土遺物観察表　土師器・土製品
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番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚

（mm）

色調
備考

外面 内面

竪穴住居跡 SI03　（第18図、写真図版21上）

6 カマド 深鉢 胴部 RL縦位、沈線 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 5.5 10YR5/2 灰黄褐色 10YR5/1 褐灰色

第７表　竪穴住居跡 SI03　出土遺物観察表　縄文土器

（2）炭窯跡 
SW01　炭窯跡（第 19 図、写真図版 13・14） 

調査区の中央、Ｅ７・Ｅ８・Ｆ６・Ｆ７・Ｇ６グリッドにおいて検出された。標高174.1ｍの尾根南側緩斜面

に位置している。平面形は溝状を呈し、長軸方向はＮ－53°－Ｅを示す。等高線に斜交するように構築されている。

規模は長軸12.4ｍ×短軸1.6ｍ、深さは30～40cmを測る。壁面は大小の凹凸があり、開口部に向けて徐々に外

傾する。底面は概ね平坦で、全面的に被熱し一部に赤変箇所が見られる。短軸断面形は逆台形を呈する。堆積土

中には大小の炭化物の混入が顕著であり、中層から底面には残留した原木炭が散見される。樹種はコナラ材であ

る。遺構からの出土遺物はない。

　出土炭化材の放射性炭素年代測定の結果、平安時代中期から鎌倉時代に相当する測定値を示した。 

SW02　炭窯跡（第 20 図、写真図版 15・16） 

調査区の南側、Ｇ７・Ｇ８・Ｈ６・Ｈ７グリッドにおいて検出された。標高173.3ｍの尾根南側緩斜面に位置

している。平面形は溝状を呈し、長軸方向はＮ－45°－Ｅを示す。等高線に斜交するように構築されている。規

模は長軸12.1ｍ×短軸1.7ｍ、深さは30～60cmを測る。壁面下部は直線的に立ち上がるが、開口部に向けて徐々

に外傾する。底面は概ね平坦で、全面的に被熱し一部に赤変箇所が見られる。短軸断面形は逆台形を呈する。堆

積土中には大小の炭化物の混入が顕著であり、中層から底面には残留した原木炭が散見される。樹種はコナラ材

である。また、炭化種実の同定ではイネ科種子やワラビ等が得られた。

遺物は14点（203.8ｇ）が出土した。土器は10点（57.1ｇ）、礫は４点（146.7ｇ）である。土器は、すべて縄文土

器であり、遺構上層より出土した。流入と考えられる。

出土遺物の特徴からは遺構の時期は比定できないが、出土炭化材の放射性炭素年代測定の結果、平安時代中期

から鎌倉時代に相当する測定値を示した。
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L
=
1
7
4
.
2
0
0
m

C C'

A
A
'

A
A
'

B B'

C C'

B B'

L=173.800m

L=174.100m

1：600 2ｍ

0 1：40 2m

X=40854.0
Y=72235.0

X=40852.0
Y=72237.0

X=40848.0
Y=72231.0

X=40856.0
Y=72241.0SW01

1
0
1
0

77
22

99

11 77

22
99

88

77

11
22

66
66

99

22

33

99

44

55

炭
化
材

炭
化
材

炭
化
材

炭
化
材

炭
化
材

炭
化
材

根根

サブトレンチサブトレンチ

サ
ブ
ト
レ
ン
チ

サ
ブ
ト
レ
ン
チ

根根

55 11

99

55

炭化材炭化材

炭化材炭化材

11

55

77
99 66

22
55

99

SW01

 1 10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり中

   10YR6/8明黄褐色小～中粒15％入る　炭化物15％入る

 2 10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり粗

   10YR5/3にぶい黄褐色小～中粒15％入る　炭化物20％入る

 3 10YR2/3　黒褐色土　粘性中　締まり粗

   10YR8/4浅黄橙色ブロック５％入る　炭化物20％入る

 4 10YR2/2　黒褐色土　粘性弱　締まり粗

   10YR7/6明黄褐色小粒３％入る　炭化物小粒５％入る

 5 10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり粗

   10YR6/4にぶい黄橙色小粒３％入る　炭化物30％入る

 6 10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり中

   10YR6/4にぶい黄橙色小粒３％入る　炭化物10％入る

 7 10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり粗

   10YR8/6黄橙色小～中粒３％入る　炭化物30％入る

 8 10YR2/2　黒褐色土　粘性弱　締まり粗　炭化物40％入る

 9 10YR2/2　黒褐色土　粘性弱　締まり粗　炭化物主体

10 10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり粗　炭化物60％入る

MTG3-08

MTG3-04

MTG3-03

MTG3-02

MTG3-06

種実分析試料
採取範囲

MTG3-07

MTG3-05
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第19図　炭窯跡 SW01
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第20図　炭窯跡 SW02
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SW02

1　10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR6/6明黄褐色中粒３％入る

2　10YR4/2　灰黄褐色土　粘性中　締まり密

　 10YR5/8黄褐色中粒３％入る

3　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性弱　締まり粗

　 10YR7/8黄橙色中粒５％入る

4　10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり粗

　 2.5YR5/6明赤褐色中粒５％入る

5　10YR3/2　黒褐色土　粘性弱　締まり粗

　 10YR5/8黄褐色小～中粒５％入る

6　10YR2/1　黒色土　粘性弱　締まり粗

　 10YR4/6褐色中粒３％入る　炭化物主体

7　10YR2/3　黒褐色土　粘性弱　締まり粗

　 10YR7/8黄橙色中粒10％入る　炭化物主体

8　10YR2/1　黒色土　粘性中　締まり粗

　 10YR6/6明黄褐色中粒10％入る　炭化物主体

9  10YR2/2　黒褐色土　粘性弱　締まり粗

　 10YR5/8黄褐色小～中粒５％入る�
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MTG3-10

MTG3-12

種実分析試料
採取範囲

MTG3-13
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（3）土坑 
SK01　土坑（第 21 図、写真図版 17） 

調査区南西側、Ｇ３グリッドにおいて検出された。標高173.2ｍの尾根南側緩斜面に位置している。SK01が

SI01に切られる状況で検出され、新旧関係はSI01が新しい。平面形は円形を呈する。規模は開口部で径175cm、

底面で径160cm、深さは65cmを測る。壁面は草木根の撹乱を受けやや凹凸があり、開口部付近の遺存状態は不良

である。底面は全体に平坦で、概ね水平である。堆積土は11層に分層され、１～７層は暗褐色土及び黒褐色土、

９～11層は褐色土及びにぶい黄褐色土を主体とする。８層は開口部の崩落土である。遺構からの出土遺物はない。

SK02　土坑（第 21 図、写真図版 17） 
調査区の東側、Ｃ９・Ｄ８・Ｄ９グリッドにおいて検出された。標高174.8ｍの尾根南側緩斜面に位置している。

平面形は楕円形を呈する。規模は開口部で長軸170cm×短軸90cm、底面で長軸130cm×短軸60cm、深さは50cmを

測る。底面は丸みを帯びる。堆積土は４層に分層され、１層焼土を除き褐色から暗褐色土を主体とする。遺構か

らの出土遺物はない。

SK01

 1 10YR3/2　黒褐色土　粘性弱　締まり中　10YR6/8明黄褐色小粒５％入る

 2 10YR3/2　黒褐色土　粘性弱　締まり中　10YR6/8明黄褐色中粒10％入る

 3 10YR3/2　黒褐色土　粘性弱　締まり粗　10YR6/8明黄褐色小～中粒５％入る

 4 10YR3/4　暗褐色土　粘性弱　締まり中　10YR6/8明黄褐色小粒20％入る

 5 10YR3/3　暗褐色土　粘性弱　締まり粗　10YR6/8明黄褐色小粒３％入る

 6 10YR3/2　黒褐色土　粘性中　締まり中　10YR6/8明黄褐色中粒５％入る

 7 10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり中　10YR6/8明黄褐色小粒１％入る

 8 10YR3/4　暗褐色土　粘性弱　締まり粗　開口部崩落土

 9 10YR4/4　褐色土　粘性中　締まり密　10YR6/8明黄褐色中粒３％入る

10 10YR4/4　褐色土　粘性中　締まり密　10YR6/8明黄褐色小粒３％入る

11� 10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性�　締まり密　10YR6/8明黄褐色小粒１％入るA'A

A'A
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1　2.5YR5/6　明赤褐色土　粘性やや中　締まり密　

   10YR7/6明黄褐色小～中粒２％入る　焼土

2　10YR3/3　暗褐色土　粘性やや中　締まり密　

   10YR8/6黄橙色中～大粒３％入る

3　10YR5/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり中　

   10YR8/4浅黄橙色極小～小粒３％入る

4　10YR4/4　褐色土　粘性弱　締まり粗　

   10YR8/3浅黄橙色中～大粒10％入る�

L=174.900m A'A

A'A

X=40865.0
Y=72245.0

X=40864.0
Y=72246.0

11
22

33

44

SK02
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第21図　土坑 SK01・SK02



TP01

1　10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり密　10YR6/8明黄褐色中粒15％入る

2　10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性弱　締まり密　10YR8/8黄橙色中粒10％入る

3　10YR4/4　褐色土　粘性弱　締まり極めて密　10YR8/4浅黄橙色中～大粒３％入る

4　10YR5/6　黄褐色土　粘性弱　締まり中　10YR4/6褐色小粒10％入る

5　10YR3/2　黒褐色土　粘性弱　締まり粗　10YR5/6黄褐色極小粒10％入る�
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B
'

B
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11
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44
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（4）溝状土坑 
TP01　溝状土坑（第 22 図、写真図版 17）

調査区の南西側、Ｈ５・Ｈ６・Ｉ５・Ｉ６グリッドにおいて検出された。標高172.4ｍの尾根南側緩斜面に位

置している。平面形は長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－143°－Ｅを示す。尾根筋と直交し等高線とも直交する。

規模は開口部で長軸350cm×短軸160cm、底面で長軸390cm×短軸35cm、深さは150cmを測る。開口部の長軸両端

の比高差は30cmを測る。壁面は概ね垂直に立ち上がり、開口部近くでは顕著に外傾する。また、壁面下部は長

軸方向外側に大きく広がる。底面には凹凸があり、南側にやや傾斜する。短軸断面形はＹ字形を呈する。堆積土

は５層に分層され、全体として黄褐色から暗褐色土を主体とする。また、最下層には締まりのない黒褐色土が堆

積する。遺構からの出土遺物はない。
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第22図　溝状土坑 TP01



（5）ピット
SP01　ピット（第 23 図、写真図版 17） 

調査区の西側、Ｇ２・Ｇ３グリッドにおいて検出された。標高173.4ｍの尾根南側緩斜面に位置している。平

面形は円形を呈する。規模は開口部で径60cm、底面で径45cm、深さは30cmを測る。堆積土は単層の暗褐色土で

ある。遺構からの出土遺物はない。

SP02　ピット（第 23 図、写真図版 17） 

調査区の西側、Ｇ４グリッドにおいて検出された。標高173.2ｍの尾根南側緩斜面に位置している。平面形は

円形を呈する。規模は開口部で径60cm、底面で径16cm、深さは35cmを測る。堆積土は単層の暗褐色土である。

遺構からの出土遺物はない。

SP03　ピット（第 23 図、写真図版 17） 

調査区の西側、Ｇ４グリッドにおいて検出された。標高173.1ｍの尾根南側緩斜面に位置している。平面形は

円形を呈する。規模は開口部で径40cm、底面で径20cm、深さは25cmを測る。堆積土は単層の暗褐色土である。

遺構からの出土遺物はない。

SP04　ピット（第 23 図、写真図版 17） 

調査区の西側、Ｈ４グリッドにおいて検出された。標高172.9ｍの尾根南側緩斜面に位置している。平面形は

円形を呈する。規模は開口部で径40cm、底面で径25cm、深さは20cmを測る。堆積土は単層の暗褐色土である。

遺構からの出土遺物はない。
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A'A

A'A
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A'A

A'A
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A'A

A'A
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A'A
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1：600 2ｍ

X=40850.0
Y=72215.0

X=40849.0
Y=72214.0

X=40847.0
Y=72220.0

X=40847.0
Y=72221.0

X=40846.0
Y=72222.0

X=40845.0
Y=72222.0

X=40844.0
Y=72221.0

X=40843.0
Y=72221.0

SP01

11

SP02

11

SP03

11

SP04

11

SP01～04共通

1　10YR3/3　暗褐色土　粘性やや中　締まり密　10YR5/4にぶい黄褐色ブロック10％入る
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第23図　ピット SP01～SP04



2．遺構外出土遺物（第 24 図、第８表、写真図版 21）

　遺構外から縄文土器が30点（591.9ｇ）出土した。

土器
　出土した縄文土器のうち９点を図化した。第24図１はLR縄文が施文される。２はRL縄文を地文とし、沈線によっ

て文様が施文される。３は条線文である。４は地文を無文とし、沈線による方形の区画文をもつ。５は横位の沈

線に縦位の区切り文である。６は深鉢形土器の底部である。７～９はLR縄文が施文される深鉢形土器である。

第●図　出土・表採遺物

1 2

3

4 5

6

7

8

9

1：30 10cm
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第24図　遺構外出土遺物　土器

番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚

（mm）

色調
備考

外面 内面

遺構外　（第24図、写真図版21下）

1 H8 深鉢 胴部 LR横位 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 6.5 10YR5/2 灰黄褐色 10YR6/4 にぶい黄橙色

2 E12 深鉢 胴部 RL縦位、沈線 堅緻　砂礫・砂粒含む 磨滅 7.0 10YR7/4 にぶい黄橙色 10YR7/4 にぶい黄橙色

3 E12 深鉢 胴部 条線文 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 6.0 10YR6/3 にぶい黄橙色 10YR7/4 にぶい黄橙色

4 E12 深鉢 胴部 沈線で方形の区画文 堅緻　砂粒含む 良好 7.5 10YR6/3 にぶい黄橙色 10YR6/3 にぶい黄橙色

5 E12 深鉢 胴部 横位の沈線、区切り文 堅緻　砂礫・砂粒含む 磨滅 8.0 10YR6/6 明黄褐色 10YR7/4 にぶい黄橙色

6 E12 深鉢 底部 堅緻　砂礫・砂粒含む 良好 7.5 10YR6/6 明黄褐色 10YR7/4 にぶい黄橙色

7 調査区内 深鉢 口縁部 LR横位 緻密　砂粒含む 良好 6.0 10YR6/4 にぶい黄橙色 10YR7/4 にぶい黄橙色 外面炭化物付着

8 調査区内 深鉢 口縁部 LR横位 緻密　砂粒含む 良好 5.5 10YR7/4 にぶい黄橙色 10YR7/4 にぶい黄橙色 外面炭化物付着

9 調査区内 深鉢 胴部 LR横位 緻密　砂粒含む 良好 6.0 10YR7/6 明黄褐色 10YR7/6 明黄褐色 内面一部剥離

第８表　遺構外出土遺物観察表　土器



3．まとめ

　南玉川Ⅲ遺跡では、縄文時代の溝状土坑（陥し穴状遺構）１基、飛鳥時代から奈良時代の竪穴住居跡３棟、平

安時代中期から鎌倉時代の炭窯跡２基、時期不明の土坑２基とピット４基の遺構が検出された。これらの遺構は、

調査区中央から南西側を中心に標高172.0～175.0ｍの南西方向に緩く下がる斜面地に位置するものである。

　竪穴住居跡SI01とSI02の平面形は隅丸方形、SI03は不整円形を呈し、北西-南東方向に主軸があり、北壁中

央にカマドが構築されている。これらの規模は、SI01は長軸665cm×短軸540cmで床面積24.66㎡、SI02は長軸

400㎝×短軸360㎝で床面積7.98㎡、SI03は長軸348cm×短軸320cmで床面積4.31㎡と差異がある。このうち、

SI01は４本の主柱穴を有し、カマドが構築されている北壁以外の３面にベッド状の高まりがみられる。SI02は

中央東側にピット１基と、中央に床下土坑があり、周溝が部分的にある。SI03はほかの２棟より規模が小さいが、

竪穴床までの掘り込みが深く、中央北側にピットが１基ある。３棟の竪穴住居跡にカマドの造り替えはなく、カ

マド構築には芯材として礫が利用されており、鳥居状に組石をしていたものと考えられる。石質はいずれも花崗

閃緑岩である｡カマドはいずれも上部が倒壊した状態であり、このうちSI01ではカマド上部に組まれていた芯材

の礫が、カマドの前面に大きく崩れ落ちた状態で検出された。３棟は、いずれも焼失住居である。床面直上から

は、垂木や梁などの炭化材が出土し、その樹種は自然科学分析による樹種同定でSI01はクリとコナラ節、SI02

とSI03はクリであるとされた。SI01～SI03の炭化材上面出土の焼土の火山灰分析では、AD915の年代が付される

十和田a火山灰（To-a）が検出された。これは、出土遺物から想定される遺構の年代より100年近く新しいもので

ある。

　３棟の竪穴住居跡から出土した飛鳥時代から奈良時代の土器は、いずれも土師器である。SI01では、坏７点、

甕３点、ミニチュア土器１点を図化した。坏は底部が丸底のもの、底部の丸みが弱く平底気味のもの、平底のも

のがある。体部の内外面は緩い段を有するものと、段のないものがある。うち５点は内面に黒色処理が施される。

甕は最大径が口縁部にあり、頸部の段はなく、口縁部が内湾しながら立ち上がるものと口縁部が緩く外傾するも

のがある。SI02では甕３点を図化した。最大径が口縁部にあり、頸部の段はなく内湾しながら立ち上がるもの

である。SI03では坏２点、甕２点を図化した。坏は１点が丸底で内面の黒色処理がなされている。甕は最大径

を口縁部にもち、１点の口縁部はやや内湾しながら立ち上がる。

　SI01～SI03から出土した土師器は、上記の特徴から、九戸地域の土器編年についてまとめた羽柴直人氏の２

～４群、岩手県北部から青森県南部の土器様相をまとめた宇部則保氏のⅢ期に相当するものと考えられる。これ

により、本遺跡で確認された３棟の竪穴住居跡の出土遺物は、７世紀後半から８世紀前半のものと考えられる。

また、竪穴住居跡出土炭化材の放射性炭素年代測定では、SI01は７世紀後半から９世紀前半、SI02とSI03は７

世紀後半から９世紀後半の測定値が示されている。

　土器以外では、石器がSI01とSI02から出土している。このうちSI01では磨石が住居入口部分から破砕した状

態で出土している。大半が被熱のため剥離し、ススが付着し、敲打痕が残るものもある。また、SI03から完形

の土製紡錘車が出土しており、全面にミガキ調整が施されている。

　洋野町内では近年古代の竪穴住居跡の検出事例が増加した。南鹿糠Ⅰ遺跡、鹿糠浜Ⅰ遺跡、鹿糠浜Ⅱ遺跡、八

森遺跡、サンニヤⅡ遺跡の５遺跡(第25図)である。本遺跡を含めた６遺跡分の住居跡・出土土器を第26～30図

にまとめた。

南鹿糠Ⅰ遺跡　竪穴住居跡１棟（SI12）が検出されている。一辺約360～380㎝の隅丸方形であり、床面までの深

さは約50㎝である。竪穴部全域から火災時の炭化材が放射状に出土し、遺物の残存状況が良好であることから、

失火の可能性が報告されている。カマドは掘り込み式の煙道を有し、袖と天井の構築材には自然石を芯材として

おり、一部が残存する。出土遺物では、７世紀末から８世紀初頭の土師器が床面から出土している。土師器は甕

が主体であり、鉢と椀がある。このうち甕は口縁部が外傾又は外反しており、頸部の段はない。最大径が口縁部

にある長胴形と、胴部下半にある球胴形がある。台状底部は突き出しているが、一部弱いものがある。また土製
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紡錘車と琥珀片が出土している。

鹿糠浜Ⅰ遺跡　竪穴住居跡２棟（３号竪穴

建物・４号竪穴建物）が確認されている。

２棟からは７世紀後半から８世紀前半の

土師器が出土している。３号竪穴建物は、

一辺約480～490㎝の方形で、深さは約100

㎝と深い。掘り込み式の煙道カマドを有

しており、カマド芯材と考えられる砂岩

製の板状礫が転倒した状態で出土している。

また、竪穴部中央に炉跡、片面の竪穴壁

際に杭列、カマド対面に床下土坑がある。

３号竪穴建物は土師器の坏と甕を主体に、

甑とミニチュア土器が出土する。坏はい

ずれも丸底であり、半数以上の内面に黒

色処理がされる。甕は口縁部が外傾する

ものが大半であり、最大径が口縁部にあ

る長胴形と、胴部下半にもつ球胴形、小

型の甕がある。底部は厚く突き出している。

土器以外には勾玉、土玉、紡錘車などが

出土している。４号竪穴建物は、約464㎝

の方形と想定され、床面までの深さは約

57㎝である。掘り込み式の煙道カマドが

重複により削平されており、カマドの袖

は地山を掘り残し、芯材には扁平な石が

利用されている。また床下土坑が４基ある。

４号竪穴建物の遺物は、坏と甕と甑があり、

坏はいずれも丸底で大振りであり、内面

に黒色処理がなされる。甕は長胴で最大径が口縁部、胴部上半、胴部下半とそれぞれがある。底部は厚く突き出

している。

鹿糠浜Ⅱ遺跡　竪穴住居跡１棟（SI14）が検出されている。SI14は一辺約306～391㎝の隅丸長方形であり、検出

面からの深さは約40㎝である。カマドの煙道は荒割した扁平形状の礫を用いて暗渠状に構築しており、複数回

にわたり構築したことが報告されている。床面に焼土・炭化材が広がる焼失住居であり、炭化材の放射性炭素年

代測定では奈良時代に相当する年代が示されている。出土土器は、土師器の坏と甕である。坏は丸底と平底があ

り、体部外面には段を有するものがみられ１点を除き内面に黒色処理がなされる。甕は長胴と小型の甕があり、

頸部には段をもつものがある。

八森遺跡　竪穴住居跡１棟（１号竪穴住居）が検出されている。１号竪穴住居の東南側は調査区外のため約260㎝

の隅丸方形を呈すると想定され、深さは約32㎝を測る。カマドの煙道部と煙出し部は撹乱を受けており、崩落

した天井部と袖部には亜角礫が使用されている。出土土器の様相とカマドの設置位置などから奈良時代の遺構と

報告されている。出土土器は土師器の甕と甑であり、甕は頸部から直立的に立ち上がるものと、口縁部が外傾す

るものがある。

サンニヤⅡ遺跡　奈良・平安時代の竪穴住居跡が３棟（SI1・SI2・SI3）検出されている。SI1は８世紀後半から

９世紀初頭、SI2は９世紀前半である。SI1は約405～358cmの方形で、焼土と炭化材が放射状に出土している。

第 25 図　古代竪穴住居跡検出遺跡位置図

八森遺跡

鹿糠浜Ⅱ遺跡

鹿糠浜Ⅰ遺跡

南鹿糠Ⅰ遺跡

サンニヤⅡ遺跡

南玉川Ⅲ遺跡

0 3,000m1,000m
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覆土の様相から住居廃絶後に一定の時間を経て、自然に埋没した後に火災を受けた焼失住居と報告されている。

SI1の出土土器は、土師器の坏と甕を主体に壺と甑と鉢がある。甕は長胴の甕であり、口縁部に最大径を有し、

台状底部には突き出しがみられる。坏４点はロクロ成形で平底、丸底気味、小振りで丸底気味のものがある。

SI2は約400～350cmの隅丸方形で深さは約24㎝を測り、床面に被熱範囲をもつ焼失住居である。カマドは北壁

際に痕跡を残しており、煙出しの可能性のある土坑が北側にある。SI2の遺物は長胴の甕が１点である。口縁部

に最大径を有し、頸部には段が付く。SI3は約344～360cmの方形で、炭化材が放射状に出土する焼失住居である。

竪穴部東側とカマドは撹乱により削平されているが、カマドの芯材に角礫を利用した可能性が報告されており、

また竪穴外に柱穴がある。出土土器は、土師器の坏と甕である。長胴の甕は最大径が胴部にあり、口唇部がやや

内湾し、底部は突き出している。坏は丸底のものと考えられる。サンニヤⅡ遺跡の３棟の竪穴住居跡には時期差

があり、継続的な集落が存在した可能性が指摘されている。

　本遺跡を含めこれらの竪穴住居跡は、竪穴部の規模や柱穴及び付属施設など個々に差異があった。カマドは竪

穴部の北壁側に１基が付帯し、造り替えはなく、カマドの構造では長い煙道部を有し、カマド構築の芯材に礫を

用いるものが多いなどの共通点がみられる。本遺跡から確認された３棟の竪穴住居跡はすべて焼失住居であった。

南鹿糠Ⅰ遺跡、鹿糠浜Ⅱ遺跡、サンニヤⅡ遺跡でも焼失住居が検出され、本遺跡も含め検出された竪穴住居跡

11棟中８棟が焼失住居であった。

　炭窯跡については、完形の良好な状態で検出されたが、その構築年代を示す遺物は出土していない。炭窯中よ

り出土した炭化材は、自然科学分析の樹種同定でコナラ節と鑑定された。また、その放射性炭素年代測定におい

ては、概ね平安時代中期から鎌倉時代を示す測定値が示された。町内では南八木遺跡から平面が方形の炭窯跡が

検出されている。底面で多量の木炭が出土しており、放射性炭素年代測定では中世後半から近世初頭の測定値が

示されている。遺跡内では11世紀から12世紀の鉄生産遺構が検出されているが測定値が異なり、鉄生産に直接

関わる遺構ではないと考えられている。本遺跡においても鉄生産関連の遺構・遺物は検出されていない。

　今回の調査で、本遺跡が飛鳥時代から奈良時代の集落跡であることが確認され、資料の蓄積となった。今後町

内において古代の様相が明らかになることが期待される。
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写真図版１  南玉川Ⅲ遺跡　調査地遠景・調査地全景

調査地遠景

調査地全景
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写真図版２　南玉川Ⅲ遺跡　調査区全景
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写真図版３  南玉川Ⅲ遺跡　調査区近景・深掘土層序

調査区近景

深掘土層序
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写真図版４　竪穴住居跡 SI01（１）

SI01　完掘

SI01　遺物・炭化材出土状況
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写真図版５　竪穴住居跡 SI01（２）

SI01　カマド

SI01　カマド芯材検出状況
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写真図版６　竪穴住居跡 SI01（３）

SI01　北西－南東断面

SI01　カマド芯材設置孔

SI01　遺物出土状況

SI01　南西－北東断面

SI01　カマド断面

SI01　遺物出土状況

SI01　遺物出土状況 SI01　遺物出土状況
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写真図版７　竪穴住居跡 SI02（１）

SI02　完掘

SI02　遺物・炭化材出土状況
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写真図版８　竪穴住居跡 SI02（２）

SI02　カマド

SI02　カマド芯材検出状況
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写真図版９　竪穴住居跡 SI02（３）

SI02　床下土坑断面

SI02　カマド断面

SI02　南西－北東断面

SI02　北西－南東断面

SI02-SK1　床下土坑完掘

SI02　遺物出土状況

SI02　遺物出土状況 SI02　遺物出土状況
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写真図版 10　竪穴住居跡 SI03（１）

SI03　完掘

SI03　遺物・炭化材出土状況
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写真図版 11　竪穴住居跡 SI03（２）

SI03　カマド

SI03　カマド芯材検出状況
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写真図版 12　竪穴住居跡 SI03（３）

SI03　北西－南東断面

SI03　カマド断面

SI03　遺物出土状況

SI03　南西－北東断面

SI03　カマド断面

SI03　遺物出土状況

SI03　遺物出土状況 SI03　遺物出土状況
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写真図版 13  炭窯跡 SW01（１）

SW01　完掘

SW01　近景 SW01　断面

SW01　検出状況
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SW01　断面

写真図版 14　炭窯跡 SW01（２）

SW01　炭化材出土状況

SW01　断面

SW01　炭化材出土状況

SW01　断面



‒ 281 ‒

写真図版 15  炭窯跡 SW02（１）

SW02　近景 SW02　断面

SW02　検出状況

SW02　完掘
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写真図版 16  炭窯跡 SW02（２）

SW02　炭化材出土状況

SW02　断面

SW02　炭化材出土状況

SW02　遺物出土状況

SW02　断面
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写真図版 17　土坑 SK01・SK02　溝状土坑 TP01　ピット SP01 ～ SP04

SK02　完掘

SK01　完掘

TP01　完掘

SK02　断面

SK01　断面

TP01　断面

SP01 ～ SP04　完掘
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写真図版 18　竪穴住居跡 SI01  出土遺物（１）
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写真図版 19　竪穴住居跡 SI01  出土遺物（２）
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写真図版 20　竪穴住居跡 SI02  出土遺物
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写真図版 21　竪穴住居跡 SI03  出土遺物　遺構外出土遺物
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第１図　遺跡位置図
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第２図　遺跡範囲図
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Ⅰ．遺跡の概要

南玉川Ⅸ遺跡は、洋野町種市第11地割地内、JR八戸線種市駅から南へ6.2km、宿戸漁港から南西へ5.5km、

北緯40°21′27″、東経141°41′32″を中心に位置する（第１図）。調査地の標高は185.4ｍである。未周知の埋

蔵文化財包蔵地であったが、風力発電事業に伴い令和２年度に実施された埋蔵文化財確認試掘調査によって新

規に発見された遺跡である。本遺跡の北西１kmの位置に南玉川Ⅲ遺跡が所在する。

第３図　南玉川Ⅸ遺跡　調査区配置図
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第３図　南玉川Ⅸ遺跡調査区配置図
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深掘土層序確認面 (A-A’）
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Ⅱ．調査の概要

1．調査区とグリッドの設定

南玉川Ⅸ遺跡は、埋蔵文化財確認試掘調査において遺構が検出されたため、本発掘調査を行うこととなった。

本発掘調査は、風力発電所建設予定地のうち、令和元年度試掘調査で遺構が検出された範囲を中心とした450㎡

を対象に調査区を設定し、実施した。

本遺跡の調査区は、令和２年度試掘調査で遺構が検出された範囲を中心に２箇所設定し、南東側を１区、北西

側を２区とした。遺構の測量と遺物の取り上げのため、世界測地系に基づく平面直角座標第Ⅹ系を使用して、調

査区北西の起点（X＝40135.0ｍ、Y＝72890.0ｍ）から、北から南へＡ～Ｏ、西から東へ１～19までの一辺５ｍの

グリッドを設定した（第３図）。調査対象面積が狭いことから、大区画グリッドの割り付けは行わなかった。また、

遺跡内の土層序観察のため、１区南東側及び２区南西側に深掘区を設定した。

2．野外調査について

調査の手順は、バックホー(バケット土量0.45㎥)により表土を除去し、スコップや縦鋤簾で壁面成形後、剪

定鋏・根切り鋏を用い、草木根の除去を行った。引き続き鋤簾・両刃鎌で平面精査を行い、遺構を検出した。

遺構の掘削については、堆積土を移植ゴテ、竹べらを用いて２分割で掘削し、その堆積状況を観察・記録をし

た上で完掘を行った。記録作業においては、土層断面図作成は手実測により、方眼紙に記録した。遺物取り上げ

や遺構平面図・全体図はトータルステーションによる測量を行った。遺構については、遺構ごとに通し番号を付

与し、管理に努めた。記録写真については、35mmフィルムカメラ(モノクロフィルム)を利用し、補足としてデ

ジタルカメラにて撮影を行った。また各遺構の情報(種類、位置、土層等)や出土遺物などの情報は、作業状況

と共に台帳に記録した。

全ての遺構調査が終了した後は、無人航空機(ドローン)による空中写真撮影を行った。

本調査中に発生した排土は、調査に影響のない隣地に仮置きし、本調査終了後には埋戻しを行った。

3．室内整理について

野外調査終了後、出土遺物を含む記録を整理し、発掘調査報告書の編集作業を行った。

野外調査で撮影したフィルム写真は、現像後アルバムに収納し、撮影記録の記入を行った。デジタル写真につ

いてはファイル名のリネームを行った。遺構図面については「A-Survey」（エースプロジェクト）で第一原図を編

集し、データ変換後、報告書掲載用の図として第二原図の編集を行った。

これらの作業と並行して原稿執筆・挿表作成を行い、完成した個々の挿図や調整済の画像等を併せて報告書を

編集した。なお、図化・編集作業に使用したソフトは下記のとおりである。

Adobe 社製  ｢Illustrator CC｣　遺物図トレース・遺構第二原図編集

　　　　　　「Photoshop CC」　　掲載用各写真画像調整

　　　　　　「InDesign CC」 　　組版・編集
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Ⅲ．遺跡の土層序

南玉川Ⅸ遺跡の土層断面図は、１区は東壁、２区は南壁で作成した(第４図)。１区は、Ⅰ層が黒褐色土、Ⅱ

層は黒色土で、遺構はこのⅡ層中で検出した。Ⅲ層、Ⅳ層は褐色土である。Ⅳ層については、何らかの原因によ

る激しい落ち込みがみられる。Ⅴ層からⅫ層は火山灰層であり、軽石層が互層状に堆積する。Ⅴ層はにぶい黄橙

色土、Ⅵ層は暗灰黄色土、Ⅶ層は明黄褐色土、Ⅷ層からⅩ層は黄褐色土、Ⅺ層は明黄褐色土、Ⅻ層は橙色土とな

る。

２区は、Ⅰ層、Ⅱ層のいずれも暗褐色土を主体としている。Ⅲ層はにぶい黄褐色土で、遺構はこのⅢ層中で検

出した。Ⅳ層からⅪ層は火山灰層であり、軽石層が互層状に堆積する。Ⅳ層、Ⅴ層はにぶい黄褐色土、Ⅵ層はに

ぶい黄橙色土、Ⅶ層からⅩ層は明黄褐色土、Ⅺ層は橙色土となる。地形による傾斜がみられるものの、草木等に

よる撹乱の影響もなく自然堆積層の遺存は良好である。

第４図　基本土層序
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１区深掘土層序（東壁）

Ⅰ　10YR2/3　 黒褐色土　　　　粘性やや中　締まり粗　草根・木根入る　現表土

Ⅱ　10YR2/1　 黒色土　　　　　粘性中　締まり中　草根・木根入る

　　　　　　　　　　　　　　　7.5YR6/8橙色極小～小粒15％入る

Ⅲ　10YR4/4　 褐色土　　　　　粘性中　締まり極めて密　7.5YR6/8橙色極小～小粒３％入る

Ⅳ　10YR4/4　 褐色土　　　　　粘性中　締まり極めて密

　　　　　　　　　　　　　　　10YR8/4浅黄橙色極小～小粒５％入る　10YR6/8明黄褐色極小～小粒３％入る

Ⅴ　10YR6/4　 にぶい黄橙色土　粘性中　締まり極めて密

　　　　　　　　　　　　　　　10YR8/4浅黄橙色極小粒10％入る　10YR6/8明黄褐色中粒１％入る

Ⅵ　2.5Y5/2　 暗灰黄色土　　　粘性中　締まり極めて密

　　　　　　　　　　　　　　　10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る　7.5YR6/8橙色小～中粒１％入る

Ⅶ　10YR6/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり極めて密　10YR8/2灰白色極小粒１％入る

Ⅷ　10YR5/8　 黄褐色土　　　　粘性中　締まり極めて密

　　　　　　　　　　　　　　　10YR8/4浅黄橙色小粒10％入る　10YR7/8黄橙色中粒20％入る

Ⅸ　10YR5/6　 黄褐色土　　　　粘性中　締まり極めて密　10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る

Ⅹ　10YR5/6　 黄褐色土　　　　粘性中　締まり極めて密

　　　　　　　　　　　　　　　10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る　10YR7/8黄橙色極小～小粒20％入る

Ⅺ　10YR6/8　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり極めて密　10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る

Ⅻ　7.5YR6/6　橙色土　　　　　粘性中　締まり密

２区深掘土層序（南壁）

Ⅰ　10YR3/4　 暗褐色土　　　　粘性弱　締まり粗　草根・木根入る　現表土

Ⅱ　10YR3/3　 暗褐色土　　　　粘性やや中　締まり中　草根・木根入る

　　　　　　　　　　　　　　　7.5YR6/8橙色極小粒１％入る

Ⅲ　10YR4/3　 にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　草根入る

　　　　　　　　　　　　　　　7.5YR6/8橙色極小粒３％入る　10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る

Ⅳ　10YR5/4　 にぶい黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　　　　　　　　　　　　　　　10YR7/6明黄褐色極小～小粒５％入る　10YR8/4浅黄橙色極小～小粒５％入る

Ⅴ　10YR5/4　 にぶい黄褐色土　粘性中　締まり極めて密

　　　　　　　　　　　　　　　10YR7/6明黄褐色極小～中粒10％入る　10YR8/4浅黄橙色小～中粒10％入る

Ⅵ　10YR7/2　 にぶい黄橙色土　粘性中　締まり極めて密

　　　　　　　　　　　　　　　7.5YR7/6橙色小～中粒１％入る　10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る

Ⅶ　10YR6/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり極めて密

　　　　　　　　　　　　　　　7.5YR7/6橙色小～中粒10％入る　10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る

Ⅷ　10YR6/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり極めて密

　　　　　　　　　　　　　　　7.5YR7/6橙色小粒１％入る　10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る

Ⅸ　10YR6/8　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり極めて密

　　　　　　　　　　　　　　　7.5YR7/6橙色極小～中粒20％入る　10YR8/4浅黄橙色極小～小粒５％入る

Ⅹ　10YR6/8　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり極めて密

　　　　　　　　　　　　　　　7.5YR7/6橙色極小粒１％入る　10YR8/4浅黄橙色極小粒１％入る

Ⅺ　7.5YR6/6　橙色土　　　　　粘性強　締まり密

第４図　深掘土層序
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第５図　遺構配置図
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Ⅳ．調査の成果

1．検出された遺構

調査の結果、土坑が２基、溝状土坑が１基検出された。

（1）土坑
SK01　土坑（第６図、写真図版５） 

１区の北側、Ｌ18グリッドにおいて検出された。標高185.2ｍの尾根上平坦部に位置している。平面形は円形

を呈する。規模は開口部で径36cm、底面で径19cm、深さは30cmを測る。底面は平坦である。堆積土は３層に分

層され、１層は黒褐色土、２層は灰黄褐色土、３層は黄褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

SK02　土坑（第６図、写真図版５） 

１区の南側、Ｎ18・Ｏ18グリッドにおいて検出された。標高185.3ｍの尾根上平坦部に位置している。平面

形は楕円形を呈する。規模は開口部で長軸59cm×短軸45cm、底面で長軸26cm×短軸13cm、深さは36cmを測る。

底面は平坦である。堆積土は２層に分層され、１層は黒色土、２層は黒褐色土を主体とする。遺構からの出土遺

物はない。

第６図　土坑 SK01・土坑 SK02・溝状土坑 TP01
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明黄褐色ブロック明黄褐色ブロック

明黄褐色ブロック明黄褐色ブロック

1
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3

1

2

SK01 SK02

SK01 SK02

1  10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密

   10YR6/8明黄褐色小粒10％入る

2  10YR4/2　灰黄褐色土　粘性中　締まり密　

   10YR6/8明黄褐色小粒10％入る

3  10YR5/6　黄褐色土　粘性中　締まり密

   10YR6/6明黄褐色小粒１％入る

1  10YR2/1　黒色土　粘性中　締まり極めて密

   10YR6/8明黄褐色極小～小粒20％入る

2  10YR3/1　黒褐色土　粘性中　締まり極めて密　草根入る

   10YR6/8明黄褐色小粒１％入る

   10YR7/6明黄褐色小粒１％入る

   10YR7/6明黄褐色ブロック20％入る

第６図　土坑 SK01・SK02
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（2）溝状土坑 
TP01　溝状土坑（第７図、写真図版５） 

２区の中央、Ｃ２グリッドにおいて検出された。標高179.6ｍの尾根北側斜面に位置している。平面形は細長

楕円形を呈し、長軸方向はＮ－96°－Ｅを示す。等高線と直交し、尾根筋とは平行する。規模は開口部で長軸

372cm×短軸50cm、底面で長軸248cm×短軸８cm、深さは120cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は41cmを測る。

底面は平坦である。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は３層に分層され、１・２層はにぶい黄褐色土、３

層は黒褐色土を主体とする。遺構からの出土遺物はない。

第７図　溝状土坑 TP01

第６図　土坑 SK01・土坑 SK02・溝状土坑 TP01
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1  10YR4/3　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり極めて密　草根・木根入る　10YR7/8黄橙色極小～中粒10％入る

2  10YR5/4　にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　7.5YR8/6浅黄橙色小粒１％入る

3  10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり中



‒ 299 ‒

2．遺構外出土遺物

遺構外から縄文土器が１点（32.5ｇ）、石器が３点（28,831.0ｇ）出土した。

（1）土器（第８図、第１表、写真図版６）

第８図１は胎土には繊維を含み、内外面ともに条痕が施文される。縄文時代早期末から前期前葉と考えられる。

（2）石器（第８・９図、第２表、写真図版６）

第８図２は磨石である。１区中央で出土した。３は大型の石皿である。２と同一地点から出土した。２・３の

いずれも石質は花崗閃緑岩である。第９図４は調査地内から出土した砂岩の磨石である。

第８図　遺構外出土遺物（１）
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南玉川Ⅸ遺跡
石皿

S=1/6

1



‒ 300 ‒

3．まとめ

調査の結果、土坑２基、溝状土坑（陥し穴状遺構）１基が検出された。縄文時代の狩猟場跡と考えられる。

＜文献＞

洋野町教育委員会  2020 『南玉川Ⅰ遺跡・小田ノ沢Ⅱ遺跡発掘調査報告書』 洋野町埋蔵文化財調査報告書第７集

久慈広域連合・洋野町教育委員会  2020 『尺沢遺跡発掘調査報告書』 洋野町埋蔵文化財調査報告書第８集

洋野町教育委員会  2021 『北玉川Ⅱ遺跡・南玉川Ⅳ遺跡発掘調査報告書』 洋野町埋蔵文化財調査報告書第11集

番号 出土位置 器種
長さ

(mm)

幅

(mm)

厚さ

(mm)

重さ

(g)
石質 備考

遺構外　（第8・9図、写真図版6）

2 1区　M16 磨石 69.0 82.2 42.8 420.0 花崗閃緑岩 扁平な角礫の表裏面を磨いている。

3 1区　M16 石皿 382.6 361.6 159.0 28,001.0 花崗閃緑岩 大形の花崗岩の平坦面を使用している。

4 調査地内 磨石 114.3 67.1 35.9 410.0 砂岩 扁平な礫の全面を磨いている。

第２表　遺構外出土遺物観察表　石器

4
1：30 10cm

第９図　遺構外出土遺物（２）

第１表　遺構外出土遺物観察表　土器

番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚    

（mm）

色調
備考

外面 内面

遺構外　（第8図、写真図版6）

１ 調査地内 深鉢 口縁部
外面：条痕　内面：条痕　

口唇部：刻み

堅緻　砂礫・砂粒・繊維

含む
良好 9.0 10YR7/4 にぶい黄橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色
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写真図版１  南玉川Ⅸ遺跡　調査地遠景・調査地全景

調査地遠景

調査地全景
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写真図版２　南玉川Ⅸ遺跡　調査区全景

１区全景

２区全景
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２区近景

写真図版３　南玉川Ⅸ遺跡　調査区近景

１区近景
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２区深掘土層序

１区深掘土層序

写真図版４　南玉川Ⅸ遺跡　深掘土層序
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SK02　完掘

SK01　完掘

SK02　断面

SK01　断面

TP01　断面TP01　完掘

写真図版５　土坑 SK01・SK02　溝状土坑 TP01
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写真図版６　遺構外出土遺物

1

1：30 10cm

1：6 20cm0

2

3

1：30 10cm

4 1：30 10cm



松 ケ 沢 Ⅲ 遺 跡





第１図　遺跡位置図

0 2000m1：50,000

松ケ沢Ⅲ遺跡松ケ沢Ⅲ遺跡
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第２図　遺跡範囲図

212

調査地点

0 200m1：5,000

松ケ沢Ⅲ遺跡
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Ⅰ．遺跡の概要

松ケ沢Ⅲ遺跡は、洋野町種市第74地割地内、JR八戸線種市駅から南西へ9.7km、小子内漁港から西へ10.4km、

北緯40°20′25″、東経141°38′52″を中心に位置する（第１図）。調査地の標高は221.7ｍである。未周知の埋蔵

文化財包蔵地であったが、風力発電事業に伴い令和３年度に実施された埋蔵文化財確認試掘調査によって新規に

発見された遺跡である。本遺跡の周辺には大谷鉄山、濁川鉄山、細沢鉄山、松ケ沢Ⅱ遺跡が所在する。いずれも

製鉄関連の遺跡である。

第３図　松ケ沢Ⅲ遺跡　調査区配置図

Y
=
6
9
2
1
0
.0

X=38110.0

深掘土層序確認面 (B-B’）

１区

２区

深掘土層序確認面 (A-A’)

A

B

C

D

E

F

G

H

I

1 2 3 4 5

1：3000 10ｍ
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Ⅱ．調査の概要

1．調査区とグリッドの設定

松ケ沢Ⅲ遺跡は、埋蔵文化財確認試掘調査において遺構が検出されたため、本発掘調査を行うこととなった。

本発掘調査は、風力発電所建設予定地のうち、令和３年度試掘調査で遺構が検出された範囲を中心とした200㎡

を対象に調査区を２箇所設定し、実施した。調査区は南側を１区、北側を２区とした。

遺構の測量と遺物の取り上げのため、世界測地系に基づく平面直角座標第Ⅹ系を使用して、調査区北西の起点

（X＝38110.0ｍ、Y＝69210.0ｍ）から、北から南へＡ～I、西から東へ１～５までの一辺５ｍのグリッドを設定

した（第３図）。調査対象面積が狭いことから、大区画グリッドの割り付けは行わなかった。また、遺跡内の土

層序観察のため、１区北東側及び２区北西側に深掘区を設定した。

2．野外調査について

調査の手順は、バックホー（バケット土量0.45㎥）により表土を除去し、スコップや縦鋤簾で壁面成形後、剪

定鋏・根切り鋏を用い、草木根の除去を行った。引き続き鋤簾・両刃鎌で平面精査を行い、遺構を検出した。

遺構の掘削については、堆積土を移植ゴテ、竹べらを用いて２分割で掘削し、その堆積状況を観察・記録をし

た上で完掘を行った。記録作業においては、土層断面図作成は手実測により、方眼紙に記録した。遺物取り上げ

や遺構平面図・全体図はトータルステーションによる測量を行った。遺構については、遺構ごとに通し番号を付

与し、管理に努めた。記録写真については、35mmフィルムカメラ（モノクロフィルム）を利用し、補足としてデ

ジタルカメラにて撮影を行った。また各遺構の情報（種類、位置、土層等）や出土遺物などの情報は、作業状況

と共に台帳に記録した。

本調査地の古環境を復原するため、火山灰分析（重鉱物組成・火山ガラス比、テフラの検出同定、屈折率測定）

を実施した。

全ての遺構調査が終了した後は、無人航空機（ドローン）による空中写真撮影を行った。

本調査中に発生した排土は、調査に影響のない隣地に仮置きし、本調査終了後には埋戻しを行った。

3．室内整理について

野外調査終了後、出土遺物を含む記録を整理し、発掘調査報告書の編集作業を行った。

野外調査で撮影したフィルム写真は、現像後アルバムに収納し、撮影記録の記入を行った。デジタル写真につ

いてはファイル名のリネームを行った。遺構図面については「A-Survey」（エースプロジェクト）で第一原図を編

集し、データ変換後、報告書掲載用の図として第二原図の編集を行った。

これらの作業と並行して原稿執筆・挿表作成を行い、完成した個々の挿図や調整済の画像等を併せて報告書を

編集した。なお、図化・編集作業に使用したソフトは下記のとおりである。

Adobe 社製  ｢Illustrator CC｣　遺物図トレース・遺構第二原図編集

　　　　　　「Photoshop CC」　　掲載用各写真画像調整

　　　　　　「InDesign CC」 　　組版・編集
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Ⅲ．遺跡の土層序

松ケ沢Ⅲ遺跡の土層断面図は、１区は北壁、２区は西壁で作成した(第４図)。また、観察により調査区間で

同一層と判断されたものには共通の層位番号を付与し、深掘区２地点分での通し番号にて記載した。Ⅰ層黒褐色

土・Ⅱ層が表層腐植土及び現表土層、Ⅲ層・Ⅳ層は自然堆積の暗褐色・黒褐色土層である。遺構はⅢ層中で検出

した。Ⅴ層は黄橙色粒を多く含む暗褐色土であり、直下Ⅵ層に二次堆積の南部浮石と考えられる黄橙色の軽石粒

が厚く堆積する。以下は概ね褐色及び黄褐色土を主体とし、軽石層との互層を呈する。最下層は浅黄橙色の粘土

層である。次章のⅣ．松ケ沢Ⅲ遺跡の自然科学分析における土層サンプルは、この面から採取したものである。

1：400 1ｍ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅶ
Ⅷ

Ⅸ

ⅩⅢ

ⅩⅤ
ⅩⅣ

ⅩⅥ

Ⅰ

Ⅱ

撹乱

Ⅲ

Ⅲ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ⅹ
Ⅺ
Ⅻ

ⅩⅢ

ⅩⅤ
ⅩⅣ

ⅩⅦ

ⅩⅦ

１区深掘土層序（北壁）

Ⅰ　10YR2/2　 黒褐色土　　　　粘性中　締まり粗　地表面腐植土層

Ⅱ　10YR3/4　 暗褐色土　　　　粘性中　締まり中　10YR7/8黄橙色小粒１％入る　現表土

Ⅲ　10YR3/4　 暗褐色土　　　　粘性中　締まり中　10YR2/2黒褐色ブロック10％入る

Ⅳ　10YR2/2　 黒褐色土　　　　粘性中　締まり中　10YR4/4褐色ブロック20％入る

Ⅶ　10YR4/4　 褐色土　　　　　粘性中　締まり密　10YR7/8黄橙色中粒20％入る

Ⅷ　10YR4/6 　褐色土　　　　　粘性中　締まり密　10YR7/8黄橙色中粒５％入る

Ⅸ　10YR5/4　 にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　10YR8/4浅黄橙色中粒10％入る

ⅩⅢ　

ⅩⅣ　

ⅩⅤ　

ⅩⅦ　

２区深掘土層序（西壁）

Ⅰ　10YR2/2　 黒褐色土　　　　粘性中　締まり粗　地表面腐植土層

Ⅱ　10YR3/4　 暗褐色土　　　　粘性中　締まり中　10YR7/8黄橙色小粒１％入る　現表土

Ⅲ　10YR3/4　 暗褐色土　　　　粘性中　締まり中　10YR2/2黒褐色ブロック10％入る

Ⅴ　10YR3/4　 暗褐色土　　　　粘性中　締まり中　10YR7/8黄橙色中粒50％入る

Ⅵ　10YR7/8　 黄橙色土　　　　粘性弱　締まり粗　軽石主体

Ⅶ　10YR4/4　 褐色土　　　　　粘性中　締まり密　10YR7/8黄橙色中粒20％入る

Ⅷ　10YR4/6 　褐色土　　　　　粘性中　締まり密　10YR7/8黄橙色中粒５％入る

Ⅸ　10YR5/4　 にぶい黄褐色土　粘性中　締まり密　10YR8/4浅黄橙色中粒10％入る

Ⅹ　10YR5/6　 黄褐色土　　　　粘性中　締まり中　10YR8/4浅黄橙色中粒40％入る

Ⅺ　10YR5/2　 灰黄褐色土　　　粘性中　締まり中　10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る

Ⅻ　10YR5/6　 黄褐色土　　　　粘性中　締まり中　10YR8/4浅黄橙色中粒40％入る

ⅩⅢ　

　　10YR6/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり密　10YR8/4浅黄橙色中粒30％入る

　　10YR7/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり密　10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る

　　10YR6/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり密　10YR8/4浅黄橙色小粒30％入る

　　7.5YR8/4　浅黄橙色土　　　粘性強　締まり中

ⅩⅣ

ⅩⅤ

ⅩⅦ

ⅩⅥ

10YR6/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり密　10YR8/4浅黄橙色中粒１％入る

 

10YR7/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり密　10YR8/4浅黄橙色小粒１％入る

7.5YR8/4　浅黄橙色土　　　粘性強　締まり中

　　　　　10YR6/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり密　10YR8/4浅黄橙色中粒30％入る

A L=221.8m A'

B L=223.5m B'

10YR6/6　 明黄褐色土　　　粘性中　締まり密　10YR8/4浅黄橙色中粒１％入る
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第４図　深掘土層序
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Ⅳ．松ケ沢Ⅲ遺跡の自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに
松ケ沢Ⅲ遺跡は、北上山地北部から連続する九戸丘陵内に分布する海成段丘上に位置する。海成段丘は、中期

更新世に形成されたものであり、開析が進んでいる(小池ほか編2005)。調査区内で作成された土層断面では、

現表土を構成する黒褐色の火山灰土いわゆる黒ボク土層とその下位の褐色火山灰土いわゆるローム層が厚く堆積

する状況が確認されている。

本章では、調査区内の深掘土層序について、重鉱物組成と火山ガラスの産状を明らかにすることにより、層序

対比の指標を作成する。また、調査区内で検出された溝状土坑の覆土については、含有されるテフラの産状から

遺構の年代に関わる資料を作成する。

1．試料
（1）深掘土層序

調査区内の深掘土層序における層序は、発掘調査所見により、上位よりⅠ層からⅩⅦ層までの設定がなされて

いる。これらのうち、Ⅰ層からⅤ層までは黒褐色～暗褐色を呈する黒ボク土層であり、Ⅵ層の軽石層を経てⅦ層

以下は褐色～黄褐色を呈するローム層である。なお、Ⅵ層の軽石層は、発掘調査所見により十和田南部テフラ

(To-Nb）（Hayakawa1985)とされている。

試料は、１区と２区の２箇所の断面より採取されており、１区ではサンプルNo.１～９までの９点、２区では

サンプルNo.１～14までの14点が採取されている。ここでは、１区の試料から、サンプルNo.４、７、９の３点、

２区の試料から、サンプルNo.３、５、９、13、14の５点を選択した。各試料の採取層位については、分析結果

を呈示した第Ａ表に併記する。

（2）遺構
検出された遺構はTP01～TP04とされた溝状土坑であり、発掘調査所見では、縄文時代の遺構と考えられている。

試料は、分層された溝状土坑の覆土の上部から下部までの各層より採取されている。TP01とTP02およびTP04の

各遺構からはサンプルNo.１～４まで、TP03からはサンプルNo.１～３が採取されている。覆土は概ね暗褐色を呈

する黒ボク土であり、径数mm程度の軽石の含有が認められる。

分析には、TP01のサンプルNo.１と３、TP02のサンプルNo.１と４、TP03のサンプルNo.２、TP04のサンプル

No.１と４の合計７点を選択した。

2．分析方法
（1）重鉱物・火山ガラス比分析

試料約40ｇに水を加え超音波洗浄装置により分散、250メッシュの分析篩を用いて水洗し、粒径1/16mm以下の

粒子を除去する。乾燥の後、篩別し、得られた粒径1/4mm-1/8mmの砂分をポリタングステン酸ナトリウム(比重

約2.96に調整)により重液分離、重鉱物を偏光顕微鏡下にて250粒に達するまで同定する。重鉱物同定の際、不

透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するもののみを「不透明鉱物」とする。「不透

明鉱物」以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は「その他」とする。火山ガラス比は、重液分離した
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軽鉱物分における砂粒を250粒数え、その中の火山ガラスの量比を求める。火山ガラスは、その形態によりバブ

ル型・中間型・軽石型の３タイプに分類した。各型の形態は、バブル型は薄手平板状又は径の大きな気泡の癒着

した形状のもの、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるいは破砕片状などの塊状ガラスであり、軽石型は

小気泡を非常に多くもった塊状および気泡の長く伸びた繊維束状のものとする。

（2）テフラの検出同定
試料約20ｇを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを流し

去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。観察は、テフ

ラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量の多少を定性的に調べる。火山

ガラスについては、上述した形態分類を用いる。

（3）屈折率測定
火山ガラスの屈折率を測定することにより、テフラを特定するための指標とする。屈折率の測定は、古澤(1995)

のMAIOTを使用した温度変化法を用いた。なお、屈折率測定の対象とした試料は、分析結果に基づき、１区深掘

土層序のサンプルNo.７、２区深掘土層序のサンプルNo.13、TP01のサンプルNo.３、TP03のサンプルNo.２の合計

４点を選択した。これらのうち、遺構覆土の試料については、径数mm程度の軽石を抽出し、粉砕して測定を行っ

た。

3．結果
（1）重鉱物・火山ガラス比分析
　結果を第Ａ表、第Ａ図に示す。以下に区ごとに述べる。

①１区

重鉱物組成は、３点の試料で異なる。サンプルNo.４は、斜方輝石が多く、少量の単斜輝石と不透明鉱物およ

び微量の角閃石を含む。単斜輝石と不透明鉱物では不透明鉱物の方がやや多い。サンプルNo.７は斜方輝石と単

斜輝石および不透明鉱物の３者を主体とし、微量の角閃石を含む。主体となる３者の中では不透明鉱物がやや多

く、両輝石は互いに同量程度である。サンプルNo.９は不透明鉱物が多く、中量の斜方輝石と少量の単斜輝石と

角閃石を含む。角閃石は単斜輝石と同量程度の割合である。

火山ガラスは、サンプルNo.４と７に少量含まれ、サンプルNo.９にはほとんど含まれない。サンプルNo.４も７も、

バブル型と軽石型が混在するが、サンプルNo.７ではバブル型の方がやや多い。なお、バブル型では平板状のも

のは少なく、気泡の癒着したタイプのものが多い。
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石
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山

ガ
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そ

の

他

合

計

１区

Ⅷ層 4 1 143 34 2 0 0 0 54 16 250 6 0 10 234 250

ⅩⅣ層 7 0 72 64 2 0 0 0 111 1 250 28 0 17 205 250

ⅩⅦ層 9 0 55 15 15 0 0 0 158 7 250 1 0 0 249 250

２区

Ⅵ層 3 0 83 41 0 0 0 0 126 0 250 0 0 0 250 250

Ⅷ層 5 1 119 55 1 0 0 0 70 4 250 1 0 7 242 250

Ⅻ層 9 1 75 48 2 0 0 0 123 1 250 25 0 6 219 250

ⅩⅥ層 13 0 91 42 3 0 0 0 114 0 250 9 0 51 190 250

ⅩⅦ層 14 0 23 13 34 0 0 0 165 15 250 1 0 0 249 250

第Ａ表　深掘土層序の重鉱物・火山ガラス比分析結果
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第Ａ図　深掘土層序の重鉱物組成および火山ガラス比

第Ｂ表　遺構覆土のテフラ分析結果

②２区

　重鉱物組成は、サンプルNo.３から13までの４点の試料とサンプルNo.14とで異なる。サンプルNo.３から13ま

での４点の試料では、斜方輝石と不透明鉱物を主体とし、中量の単斜輝石を伴い、微量の角閃石を含む。４点の

試料のうち、サンプルNo.５は斜方輝石の方が不透明鉱物より多いが、ほかの３点の試料では不透明鉱物の方が

多い。サンプルNo.14は不透明鉱物が多く、少量の斜方輝石と単斜輝石および角閃石を含む。角閃石は両輝石よ

りも若干多い。

　火山ガラスは、サンプルNo.９と13に少量含まれ、サンプルNo.５には微量含まれ、ほかの２点の試料にはほと

んど含まれない。火山ガラスの含まれるいずれの試料も、バブル型と軽石型が混在するが、サンプルNo.９では

バブル型が多く、ほかの２点の試料では軽石型が多い。なお、バブル型では平板状のものは少なく、気泡の癒着

したタイプのものが多い。

0 50 100%0 50 100%

１区 Ⅷ層サンプル No.4

１区 ⅩⅣ層サンプル No.7

１区 ⅩⅦ層サンプル No.9

２区 Ⅵ層サンプル No.3

２区 Ⅷ層サンプル No.5

２区 Ⅻ層サンプル No.9

２区 ⅩⅥ層サンプル No.13

２区 ⅩⅦ層サンプル No.14

カ
ン
ラ
ン
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

酸
化
角
閃
石

緑
レ
ン
石

ジ
ル
コ
ン

不
透
明
鉱
物

そ
の
他

バ
ブ
ル
型
火
山
ガ
ラ
ス

中
間
型
火
山
ガ
ラ
ス

軽
石
型
火
山
ガ
ラ
ス

そ
の
他

遺跡名 遺構名 層名

サン 

プル 

№

スコリア 火山ガラス 軽石

量 量 色調・形態 量 色調・発泡度
最大 

粒径

松ケ沢Ⅲ遺跡

TP01
1 層 1 － ＋ cl･pm ＋＋ GW･sg ～ sb(opx)>W･g(opx) 5.0 

3 層 3 － ＋ cl･pm ＋＋＋ GW･sg ～ sb(opx)>W･g(opx) 8.0 

TP02
1 層 1 － ＋ cl･pm ＋＋＋ GW･sg ～ sb(opx)>W･g(opx) 4.0 

4 層 4 － ＋ cl･pm ＋＋ GW･sg ～ sb(opx)>W･g(opx) 3.0 

TP03 2 層 2 － ＋ cl･pm ＋＋＋ GW･sg ～ sb(opx)>W･g(opx) 7.0 

TP04
1 層 1 － ＋ cl･pm ＋＋ GW･sg ～ sb(opx)>W･g(opx) 4.5 

4 層 4 － ＋ cl･pm ＋＋＋ GW･sg ～ sb(opx)>W･g(opx) 3.5 

凡例　－ : 含まれない． (+): きわめて微量． ＋ : 微量． ＋＋ : 少量． ＋＋＋ : 中量． ＋＋＋＋ : 多量．

　    cl: 無色透明． pm: 軽石型．

　  　GW: 灰白色． W: 白色．

　　  g: 良好． sg: やや良好． sb: やや不良． b: 不良． (opx): 斜方輝石斑晶包有． 最大粒径は mm．
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図2　火山ガラス(軽石)の屈折率測定結果
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（2）テフラの検出同定
　結果を第Ｂ表に示す。各試料には軽石が少量又は中

量含まれ、火山ガラスが微量含まれる。軽石は、最大

径3.5～8.0mm程度であり、灰白色を呈し発泡やや良

好～やや不良のものが多く、白色を呈し発泡良好のも

のも少量混在する。軽石の中には斜方輝石の斑晶を包

有するものも認められる。火山ガラスは、無色透明の

軽石型である。

（3）屈折率測定
　結果を第Ｂ図に示す。深掘土層序の試料と遺構覆土

の試料とで大きく異なる結果となった。深掘土層序の

試料では、２点ともにレンジの下限はn1.501、上限

は1.513又は1.515という比較的幅広いレンジを示し、

n1.508付近にやや多い傾向が示される。遺構覆土の

試料では、レンジの下限はn1.514又は1.517、上限は

n1.521という比較的高い値を示し、n1.518前後に多

い傾向が示される。

4．考察
（1）深掘土層序

１区の３点の試料間で認められた重鉱物組成の違い

は、本遺跡におけるローム層の層序対比の指標になり

得る。３点の試料の採取された層位により、ローム層

上部の褐色ローム層は、斜方輝石の多い重鉱物組成が

特徴であり、ローム層下部の黄褐色ローム層は、不透

明鉱物が多く、かつ斜方輝石と単斜輝石の量比が近い

ことが特徴であり、高館火山灰層は、不透明鉱物が卓

越し、角閃石も少量含まれることが特徴となる。

これらの特徴は、２区の深掘土層序においても認め

られる。ローム層下部の黄褐色ローム層のⅫ層とⅩⅥ層

からそれぞれ採取されたサンプルNo.９と13の重鉱物

組成は、不透明鉱物が多く、かつ斜方輝石と単斜輝石

の量比が近い組成であり、高館火山灰層から採取され

たサンプルNo.14は不透明鉱物が卓越し、少量の角閃

石を含む組成が示されている。ローム層上部の第Ⅷ層

から採取されたサンプルNo.５は、１区の同層のサン

プルNo.４に比べると単斜輝石の量比が若干高いが、

それでも斜方輝石の多い傾向は認められる。２区の第

Ⅵ層のサンプルNo.３は、軽石層であることから、１

第Ｂ図　火山ガラス (軽石 )の
　屈折率測定結果
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区のローム層上部とはやや異なる重鉱物組成を示している。

　深掘土層序のローム層下部の第ⅩⅣ層と第ⅩⅥ層に含まれる火山ガラスの屈折率は、ほぼ同様の傾向を示した。幅

広いレンジからは、複数のテフラに由来する火山ガラスが混在していることが推定される。その層位と町田・新

井 (2003) に記載された屈折率の値との比較からは、十和田八戸テフラ (To-H)、十和田大不動テフラ (To-Of)、

十和田南部テフラ (To-Nb)( いずれも Hayakawa1985) の３者のテフラの混在が推定される。

（2）遺構
　遺構覆土から検出された軽石は、遺跡の地理的位置から、十和田カルデラを給源とするテフラに由来すると考

えられる。ただし、溝状土坑覆土中に特に軽石の濃集する層位が認められなかったことから、溝状土坑の埋積す

る過程において降下堆積したものではなく、溝状土坑周囲の黒ボク土層中に含まれていた軽石が、溝状土坑廃棄

後に黒ボク土とともに溝状土坑内に流れ込んだと考えられる。すなわち、遺構構築時には、軽石はすでに黒ボク

土層中に含有されていたと考えられる。

　十和田カルデラを給源とするテフラのうち、縄文時代に噴出した軽石質のテフラは、To-Nbと十和田中掫テフ

ラ（To-Cu）があげられるが、今回の分析により得られた２点の軽石の屈折率の傾向からは、軽石はこれら２者の

テフラに由来する可能性が高いと考えられる。なお、今回の測定値は、町田・新井(2003)の記載値に比べると

若干高い値となっているが、これは測定した軽石の風化(水和)した部分の影響によると考えられる。したがって、

現時点では、軽石の本来の屈折率を特定することは難しく、由来するテフラをTo-NbとTo-Cuのいずれかに特定

することはできない。

　いずれにしても溝状土坑の構築は、To-Nb又はTo-Cuの降下堆積後であったと考えられる。To-Nbの噴出年代は

暦年で9200年前(工藤2008)、To-Cuの噴出年代は同6200年前(工藤・佐々木2007)とされていることから、溝状

土坑の構築年代は、古くとも暦年で6200年前以降であった可能性があると考えられる。
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写真図版Ａ　松ケ沢Ⅲ遺跡　重鉱物・火山ガラス

1.重鉱物(１区 深掘土層序Ⅷ層;サンプルNo.4) 

3.重鉱物(１区 深掘土層序ⅩⅣ層;サンプルNo.7)

5.重鉱物(２区 深掘土層序ⅩⅦ層;サンプルNo.14)

2.火山ガラス(１区 深掘土層序ⅩⅣ層;サンプルNo.7)

4.火山ガラス(２区 深掘土層序Ⅷ層;サンプルNo.5)

6.火山ガラス(２区 深掘土層序ⅩⅥ層;サンプルNo.13)

図版1　重鉱物・火山ガラス
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1.軽石(TP01;サンプルNo.3) 2.軽石(TP02;サンプルNo.1)

3.軽石(TP03;サンプルNo.2) 4.軽石(TP04;サンプルNo.4)

2-4

2.0mm

1

2.0mm

写真図版Ｂ　松ケ沢Ⅲ遺跡　テフラ



第５図　遺構配置図
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Ⅴ．調査の成果

1．検出された遺構 

調査の結果、溝状土坑が４基検出された。

溝状土坑
TP01　溝状土坑（第６図、写真図版６） 

１区の中央、Ｈ３・Ｈ４グリッドにおいて検出された。標高219.0ｍの尾根南側緩斜面に位置している。平面

形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－72°－Ｅを示す。尾根筋と概ね平行し、等高線と斜交する。規模は開口

部で長軸315cm×短軸38cm、底面で長軸305cm×短軸15cm、深さは76cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は

20cmを測る。底面は凹凸があり、中央が窪む。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は４層に分層され、１・

２層は黒褐色土、３・４層は暗褐色土を主体とする。また全体に黄橙色粒が少量から中量混入する。遺構からの

出土遺物はない。

TP02　溝状土坑（第６図、写真図版６） 

１区の北西側、Ｇ２・Ｇ３グリッドにおいて検出された。標高219.8ｍの尾根南側緩斜面に位置している。平

面形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－72°－Ｅを示す。尾根筋と概ね平行し、等高線とも平行する。規模は

開口部で長軸360cm×短軸20cm、底面で長軸340cm×短軸10cm、深さは103cmを測る。開口部の長軸両端の比高

差は10cmを測る。底面は平坦で、東側にやや傾斜する。短軸の断面形は細長いＵ字形を呈する。堆積土は４層

に分層され、１・２層は黒褐色土、３・４層は暗褐色土を主体とする。また全体に黄橙色粒が少量から中量混入

する。遺構からの出土遺物はない。

TP03　溝状土坑（第７図、写真図版６） 

２区の東側、Ｂ２・Ｂ３・Ｃ２・Ｃ３グリッドにおいて検出された。標高221.8ｍの尾根南側緩斜面に位置し

ている。平面形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－162°－Ｅを示す。尾根筋と斜交し、等高線とも斜交する。

規模は開口部で長軸340cm×短軸32cm、底面で長軸330cm×短軸12cm、深さは70cmを測る。開口部の長軸両端の

比高差は16cmを測る。底面は凹凸があり、南側にやや傾斜する。短軸の断面形はＹ字形を呈する。堆積土は３

層に分層され、いずれも暗褐色土を主体とする。また全体に黄橙色粒が少量混入する。遺構からの出土遺物はな

い。

TP04　溝状土坑（第７図、写真図版６） 

２区の中央、Ｃ１・Ｃ２グリッドにおいて検出された。標高221.7ｍの尾根南側緩斜面に位置している。平面

形は細長楕円形を呈し、長軸方向はＮ－90°－Ｅを示す。尾根筋と平行し、等高線とも平行する。規模は開口部

で長軸340cm×短軸32cm、底面で長軸315cm×短軸12cm、深さは65cmを測る。開口部の長軸両端の比高差は８

cmを測る。底面は細かな凹凸があり、中央が窪む。短軸の断面形はＵ字形を呈する。堆積土は４層に分層され、１・

２層は黒褐色土、３・４層は暗褐色土を主体とする。また全体に黄橙色粒及び褐色粒が少量混入する。遺構から

の出土遺物はない。
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第６図　溝状土坑 TP01・TP02
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A
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L=220.000mB B'

TP01

1

2

3

4

TP02

1

2

3

4

TP01

1　10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり中　10YR7/8黄橙色中粒１％入る

2　10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり中　10YR5/4にぶい黄褐色ブロック５％入る

3　10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり中　10YR7/8黄橙色中粒20％入る　10YR4/4褐色小粒20％入る

4　10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり中　10YR7/8黄橙色中粒５％入る　10YR4/4褐色中粒10％入る

TP02

1　10YR2/2　黒褐色土　粘性弱　締まり中　10YR7/8黄橙色中粒１％入る

2　10YR2/2　黒褐色土　粘性弱　締まり粗　草根入る

3　10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり中　10YR7/8黄橙色中粒１％入る　10YR4/4褐色小粒２％入る

4　10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり粗　10YR4/6褐色小粒２％入る
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第７図　溝状土坑 TP03・TP04

X=38101.0
Y=69219.0

X=38101.0
Y=69220.0
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A
A
'

L=221.800mB B'

L=221.800mA A'

1

2

3

1

2

3

4

TP03

TP04

TP03

1　10YR3/3　暗褐色土　粘性弱　締まり中　10YR7/8黄橙色中粒５％入る

2　10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり中　10YR7/8黄橙色中粒10％入る

3　10YR3/3　暗褐色土　粘性中　締まり粗　10YR7/8黄橙色中粒２％入る

TP04

1　10YR2/2　黒褐色土　粘性弱　締まり中　10YR7/8黄橙色中粒１％入る

2　10YR2/2　黒褐色土　粘性中　締まり中　10YR7/8黄橙色中粒５％入る

3　10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり中　10YR7/8黄橙色中粒10％入る　10YR4/4褐色小粒10％入る

4　10YR3/4　暗褐色土　粘性中　締まり粗　10YR4/6褐色小粒５％入る

0 1：40 2m



第●図　表採土器

1 1：30 10cm

番号 出土位置 器種・部位 文様等 胎土
遺存

状況

器厚

（mm）

色調
備考

外面 内面

遺構外　（第8図、写真図版7）

１ 調査地内 深鉢 口縁部 折り返し口縁　LR 横位・縦位
堅緻

砂礫・砂粒含む
良好 8.5 7.5YR6/6 橙色 7.5YR6/6 橙色

第１表　遺構外出土遺物観察表　土器

第８図　遺構外出土遺物　土器

2．遺構外出土遺物 

遺構外から縄文土器が６点（48.7ｇ）出土した。

土器（第８図、第 1表、写真図版７）

出土した縄文土器のうち１点を図化した。第８図１は折り返し口縁をもつ深鉢形土器である。口縁部と胴部で

異方向にLR縄文が施文される。

３．まとめ

調査の結果、溝状土坑（陥し穴状遺構）４基が検出された。縄文時代の狩猟場跡と考えられる。

＜文献＞

洋野町教育委員会　2020『南玉川Ⅰ遺跡・小田ノ沢Ⅱ遺跡発掘調査報告書』 洋野町埋蔵文化財調査報告書第７集

久慈広域連合・洋野町教育委員会　2020 『尺沢遺跡発掘調査報告書』 洋野町埋蔵文化財調査報告書第８集

洋野町教育委員会　2021『北玉川Ⅱ遺跡・南玉川Ⅳ遺跡発掘調査報告書』 洋野町埋蔵文化財調査報告書第11集
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写真図版１  松ケ沢Ⅲ遺跡　調査地遠景・調査地全景

調査地遠景

調査地全景



‒ 327 ‒

写真図版２  松ケ沢Ⅲ遺跡　調査区全景

１区全景

２区全景



‒ 328 ‒

写真図版３　松ケ沢Ⅲ遺跡　調査区近景

１区近景

２区近景



‒ 329 ‒

写真図版４  松ケ沢Ⅲ遺跡　深掘土層序（１）

１区深掘土層序

１区自然科学分析用サンプル採取状況
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写真図版５  松ケ沢Ⅲ遺跡　深掘土層序（２）

２区深掘土層序

２区自然科学分析用サンプル採取状況
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TP04　断面

TP03　断面

TP04　完掘

TP03　完掘

写真図版６  溝状土坑 TP01 ～ TP04

TP02　断面

TP01　断面

TP02　完掘

TP01　完掘
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写真図版７  遺構外出土遺物　土器

1

1：30 10cm



ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所　在　地

コード 北緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 ゜ ′ " ゜ ′ "

西
に し へ る け

戸類家Ⅰ
いち

遺
い せ き

跡

岩
いわてけん

手県九
くのへぐん

戸郡

洋
ひろのちょう

野町種
たねいち

市

第
だい

10 地
ち わ り

割

03507 IF68-1386

40°

21′

41″

141°

43′

11″

20210601

～

20210618

416 ㎡ 風力発電事業

西
に し へ る け

戸類家Ⅲ
さん

遺
い せ き

跡

岩
いわてけん

手県九
くのへぐん

戸郡

洋
ひろのちょう

野町種
たねいち

市

第
だい

10 地
ち わ り

割

03507 IF78-0045

40°

20′

48″

141°

41′

00″

20210715

～

20210823

1,937 ㎡ 風力発電事業

西
に し へ る け

戸類家Ⅴ
ご

遺
い せ き

跡

岩
いわてけん

手県九
くのへぐん

戸郡

洋
ひろのちょう

野町種
たねいち

市

第
だい

10 地
ち わ り

割

03507 IF69-1022

40°

21′

57″

141°

43′

35″

20210609

～

20210713

3,323 ㎡ 風力発電事業

西
に し へ る け

戸類家Ⅷ
はち

遺
い せ き

跡

岩
いわてけん

手県九
くのへぐん

戸郡

洋
ひろのちょう

野町種
たねいち

市

第
だい

10 地
ち わ り

割

03507 IF78-0104

40°

21′

01″

141°

41′

42″

20210913

～

20211020

2,518 ㎡ 風力発電事業

南
み な み へ る け

戸類家Ⅰ
いち

遺
い せ き

跡

岩
いわてけん

手県九
くのへぐん

戸郡

洋
ひろのちょう

野町種
たねいち

市

第
だい

8 地
ち わ り

割

03507 IF68-2321

40°

21′

26″

141°

42′

51″

20210720

～

20210823

1,566 ㎡ 風力発電事業

南
みなみたまがわ

玉川Ⅲ
さん

遺
い せ き

跡

岩
いわてけん

手県九
くのへぐん

戸郡

洋
ひろのちょう

野町種
たねいち

市

第
だい

11 地
ち わ り

割

03507 IF68-1045

40°

21′

53″

141°

41′

01″

20210817

～

20211004

1,474 ㎡ 風力発電事業

報告書抄録
ふりがな ひろのちょうないいせきはっくつちょうさほうこくしょ

書名 洋野町内遺跡発掘調査報告書

副書名 風力発電事業に伴う遺跡発掘調査

巻次
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シリーズ番号 第 13 集
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所在地 〒 028-7914　岩手県九戸郡洋野町種市 23-27　TEL 0194-65-2111
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

西戸類家Ⅰ遺跡 集落跡 縄文時代

竪穴住居跡１棟

土坑 11 基

ピット４基

縄文土器

石 器

縄文時代後期後葉の

集落跡

西戸類家Ⅲ遺跡
狩猟場跡

散布地
縄文時代

土坑５基

溝状土坑５基
石 器

西戸類家Ⅴ遺跡
狩猟場跡

散布地
縄文時代

土坑 28 基

溝状土坑５基

ピット４基

西戸類家Ⅷ遺跡
狩猟場跡

散布地

縄文時代

他

土坑４基

溝状土坑１基

溝跡３条

縄文土器

石 器

南戸類家Ⅰ遺跡
狩猟場跡

散布地
縄文時代

土坑７基

溝状土坑７基
縄文土器

副穴をもつ

溝状土坑の検出

南玉川Ⅲ遺跡
集落跡

散布地

縄文時代

飛鳥時代～

奈良時代

平安時代～

中世

竪穴住居跡３棟

炭窯跡２基

土坑２基

溝状土坑１基

ピット４基

土 師 器

石 器

縄文土器

古代の集落跡

南玉川Ⅸ遺跡
狩猟場跡

散布地
縄文時代

土坑２基

溝状土坑１基

縄文土器

石 器

松ケ沢Ⅲ遺跡
狩猟場跡

散布地
縄文時代 溝状土坑４基 縄文土器

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所　在　地

コード 北緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号 ゜ ′ " ゜ ′ "

南
みなみたまがわ

玉川 Ⅸ
きゅう

遺
い せ き

跡

岩
いわてけん

手県九
くのへぐん

戸郡

洋
ひろのちょう

野町種
たねいち

市

第
だい

11 地
ち わ り

割

03507 IF68-2121

40°

21′

27″

141°

41′

32″

20210820

～

20210909

460 ㎡ 風力発電事業

松
まつがさわ

ケ沢Ⅲ
さん

遺
い せ き

跡

岩
いわてけん

手県九
くのへぐん

戸郡

洋
ひろのちょう

野町種
たねいち

市

第
だい

74 地
ち わ り

割

03507 IF77-1125

40°

20′

25″

141°

38′

52″

20210930

～

20211021

212 ㎡ 風力発電事業
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